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1 Altova MapForce 2017 Basic Edition

MapForce® 2017 Basic Edition は高度なデータ統合プロジェクトにて決定的な役割を果たす視
覚的なデータマッピングツールです MapForce(R)  Windows XP/Vista, Windows 7/8/10 と Windows
Server 2003/2008/2012/2016 で作動します。

最終更新日: 2017年04月 28 日
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1.1 新規機能

MapForce 2017 リリース 3 の新規機能:

 内でのテキストの検索オプション。「出力 ペインと 「XSLT」 ペイン が強化されました(次を参照: テキストビュー
内の検索)。 また、テキストのハイライトも上記のペインで使用することができます (次を参照: テキストのハイライ
ト)。

内部のアップデートと最適化

MapForce 2017 の新規機能:

ソース XML からノード名を読み取るを読み取ることは可能でターゲットにこの情報をマップすることができます。また、
動的に新規の XML 属性、または、要素をソースから与えられた値をベースにしたターゲット内に作成することもでき
ます。ノード名のマッピング を参照してください。
要素レベルでカスタム化された名前空間を持つXML インスタンスファイルを作成することができます (次を参照してく
ださい: カスタム名前空間の宣言)
内部のアップデートと最適化

MapForce 2016 R2 の新規機能:

XSLT ペイン 内の更に直感的なコードの使用: 折りたたまれたテキストが、省略シンボルと共に表示され、ツールヒ
ントとして、プレビューすることができます。 
アクティブなマッピング内で関数が使用される全ての箇所を検索することができます(ライブラリ
ウィンドウ 内の関数を右クリックし、「全ての呼び出しを検索する」を選択します)。
内部のアップデートと最適化

MapForce 2016 の新規機能:

XSLT 1.0 コードの改善された生成 (生成されたスタイルシートは読み込みやすく、より早く実
行することができます)。
新規 集計関数が MapForce コアライブラリで使用することができます: min-string と max-
string。 これらの関数は文字列のシーケンスから最大値および最小値を取得することがで
きます。 

MapForce バージョン 2015 R4 の新規機能:
内部的な更新と最適化

MapForce バージョン 2015 R3  の新規機能:

XML 出力内の <?xml ... ?>宣言を抑制するオプション
新しいコンポーネント型: 単純型出力
内部的な更新と最適化

MapForce バージョン 2015  の新規機能:
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新規 language 引数はformat- date と format- dateTime 関数で使用することができます 
新規 シーケンス 関数: replicate- item

MapForce バージョン 2014 R2  の新規機能:

新規 シーケンス 関数: シーケンスの生成、 item- at など。
出力コンポーネント内の CDATA セクションを定義する機能のためのタイムアウトの値を定義
する機能
コンポーネントの削除後接続を保存する方法
ターゲットコンポーネント内の必須アイテムの自動ハイライト

MapForce バージョン 2014  の新規機能:

RaptorXML 検証への統合と、 XML Schema 1.1への基本的なサポート
新規 RaptorXML XSLT エンジンの統合
XML スキーマワイルドカードへのサポート、 xs:any と xs:anyAttribute
XML ターゲットコンポーネント内のコメントと処理命令へのサポート 

 
MapForce バージョン 2013 R2 SP1  の新規機能:

高速変換エンジン

MapForce バージョン 2013 R2  の新規機能:

内部的な更新と最適化

MapForce バージョン 2013  の新規機能:

内部的な更新と最適化

 
MapForce バージョン 2012 R2  の新規機能:

XSLT 2.0、XQuery、内蔵の実行エンジンにて ソートコンポーネント をサポート
ユーザー定義コンポーネント名 

 MapForce バージョン 2012  の新規機能:

ウィンドウマッピングウィンドウにおけるコンポーネントの自動配置
ターゲット親 ノードへの接続を通知 
マッピングにてコンポーネントのシーケンスを制御するルール 

MapForce バージョン 2011R3  の新規機能:

中間変数

MapForce バージョン 2011R2  の新規機能:
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 ライブラリウィンドウライブラリウィンドウにおける検索機能
反転 マッピング
拡張可能な IF-ELSE 関数
Core ライブラリにおけるノード名ならびに解析関数

MapForce バージョン 2011  の新規機能:
 
マッピングチェーン にて、中間コンポーネントのプレビュー（パススループレビュー）
サポートされている全ての言語において  dateTime と numbers のフォーマット機能が利用可能に
自動連番 機能の強化

MapForce バージョン 2010 リリース 3  の新規機能:
 

Nillable 値 ならびに XML インスタンスファイルにおける xsi:nil 属性をサポート
XML ドキュメントにてターゲットに対する自動キャスティングを無効化

MapForce バージョン 2010 リリース 2  の新規機能:
 
親コネクタの接続時に、対応する子接続を自動的に接続
入力文字列のトークン化により更なる処理 

MapForce バージョン 2010  の新規機能:

コンポーネント毎に複数の入力 / 出力サポート
相対パス サポートのアップグレード
xsi:type のサポートによる派生型の使用
新たに追加されたデータ型システム
ユーザー定義の関数ナビゲーションの改善
XML 要素における 複合コンテンツ の処理を強化

MapForce バージョン 2009 SP1  の新規機能:

ユーザー定義関数におけるパラメーターの順序を定義
XML スキーマに対して妥当ではない XML ファイルの処理
全般的 （標準的）なユーザー定義関数における複雑な階層構造の引数サポート

MapForce バージョン 2009  の新規機能:

EDI HL7 versions 3.x XML をソースならびにターゲットコンポーネントとして使用可能に
 ノードコンテンツやノードのグループ化
シーケンス内の ノードの位置 をベースにしたデータのフィルタリング
QName サポート
コンポーネント内にあるアイテム/ノードの 検索

MapForce バージョン 2008 リリース 2  の新規機能:

XML ファイルのためにXML スキーマ を自動生成
Altova グローバルリソース のサポート
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パフォーマンスの最適化

MapForce バージョン 2008  の新規機能:

集計 関数
Value-Map 検索コンポーネント
XML 出力オプションの強化：XML 出力の整形、個々のコンポーネントに対してのエンコーディング設定や XML ス
キーマ参照の省略
内部における様々なアップデート
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2 はじめに

MapForce の機能、ユーザーインターフェイス、 MapForce の基本概念、およびこのドキュメントで使
用される規約を紹介します。
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2.1 MapForce とは ?

MapForce は、プログラムコードを作成することなく視覚的なドラッグアンドドロップを使用するグラフィカルなユーザーインター
フェイスを用いデータを異なるデータ間、スキーマ間で変換する Windows ベースの多目的の IDE (統合された 開発環境
統合開発環境) です。 また、事実上、 MapForce は時際のデータ変換(またデータマッピング)を行うプログラムコードを生
成します。プログラムコードを生成しない場合、 (MapForce Professional または Enterprise Editionsで使用するこ
とのできる)MapForce 内蔵の変換言語  を実行します。 

MapForce を使用して、便利にファイルベースおよび他のフォーマットの多種のデータへ、またはこれ
らからからデータを変換することができます。使用する技術に関わりなく、 MapForce は自動的にデ
ータの構造を決定し、データのためのスキーマを提供するオプションを提供し、 サンプルインスタンス
ファイルから自動的に生成します。 例: 例えば、 XML インスタンスファイルがあり、スキーマ定義がな
い場合 MapForce はスキーマを、 XML ファイル内で使用することのできるデータを他のファイルまた
はフォーマットでマッピングのために使用できるように生成することができます。

マッピングソースまたはターゲットとしてサポートされるテクノロジーは、以下のとおりです。

MapForce Basic Edition MapForce Professional
Edition

MapForce Enterprise Edition

XML と XML スキーマ
HL7 バージョン 3.x (schema-
based)

XML と XML スキーマ
コンマで区切られた値 (CSV) と
固定長フィールドフォーマット
(FLF) を含むフラットファイル
データベース (Microsoft
Access や SQLite データベース
などを含む全てのメジャーなデータ
ベース)

XML と XML スキーマ
コンマで区切られた値 (CSV) と
固定長フィールドフォーマット
(FLF) を含むフラットファイル
マップし、MapForce FlexText を
使用して、他のフォーマットに変換
することのできるレガシーテキストファ
イルからのデータ。
データベース (Microsoft
Access や SQLite データベース
などを含む全てのメジャーなデータ
ベース)
(UN/EDIFACT ANSI X12 
HL7 IATA PADIS SAP
IDoc、 TRADACOMSなどを含
む) EDI フォーマットのファミリー
JSON ファイル
Microsoft Excel 2007 と以降
のファイル
XBRL インスタンスファイルとタクソノ
ミ

MapForce エディションにより、データの変換言語を以下のように選択することができます。
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MapForce Basic Edition MapForce Professional
Edition

MapForce Enterprise Edition

XSLT 1.0
XSLT 2.0

MapForce 内蔵の変換言語
XSLT 1.0
XSLT 2.0
XQuery
Java
C#
C++

MapForce 内蔵の変換言語
XSLT 1.0
XSLT 2.0
XQuery
Java
C#
C++

全ての変換の結果、および生成された XSLT または XQuery コードをグラフィカルユーザーインター
フェイスを移動することなくをプレビューすることができます。デザインまたはマッピングをプレビューす
る際、 MapForce はスキーマおよび変換の整合性を検証し、検証エラーを専用のウィンドウで表示す
るため、すぐに確認して、エラーの修正を行うことができます。

Java、 C#、 または C++ を変換言語として選択する場合、 MapForce は必要とされるプロジェクトとソ
リューションを生成し、 Visual Studio または Eclipse で直接開き、生成されたデータマッピング プロ
グラムを実行することができます。 高度なデータ統合のシナリオの場合、自身のコードを用い Altova
と MapForce API を使用して、生成されたプログラムを拡張します。

MapForce では、 全てのマッピングの変換を視覚的にデザインすることができます。 例:  XML の場
合、全ての要素と属性を接続することができます、 または要素または 属性 他の XML ファイルの要
素または属性の XML ファイルにコメントを挿入します。これにより、MapForce にソース要素(または
属性)からデータを読み込み、ターゲット 要素(または 属性)に書き込むことを命令します。 

2つの XML ファイル間のサンプルデータ変換

同様に、 MapForce Professional または Enterprise Editions でデータベースと作業する場合、
MapForce のマッピングエリア内のデータベースカラムを確認し、データをマップし、視覚的な接続を作
成することができます。 Altova MissionKit 製品と同様、 MapForce からデータベース接続を設定す
る場合、柔軟的にデータベースドライバーと接続の型 (ADO、 ODBC、 または JDBC) を既存のインフ
ラストラクチャとデータマッピングの必要に応じて選択することができます。 更に、  SQL クエリを視覚
的に作成し、ストアドプロシージャを使用し、または、データベースに直接問い合わせることができま
す。 (データベース型、エディション、ドライバーによりサポートは異なります)。
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XML ファイルとデータベース間のサンプルデータ変換

MapForce を使用したマッピングデザインのとても簡単な例として、 「ソース X からデータを読み込み ターゲット Y に書き
込む" が挙げられます。 しかしながら、「ソース X からデータを読み込み、 ターゲット Y に書き込む。そして ソースY からデー
タを読み込み ターゲット Z へ書き込む"などの MapForce シナリオを簡単にデザインすることができます。これらは 「パススル
ー" または 「チェーン" マッピングとして知られ、これらにより変換プロセスの中間のステージでデータにアクセスすることができます
(例えばファイルとして保存するため)。

MapForce 内で作成することのできるデータマッピングは、単一かつ定義済みファイルだけではありません。同じ変換内で、
ディレクトリから複数の入力ファイルを動的に処理することができ、複数の出力ファイルを生成することができます。ですから、
「複数の X ファイルからデータを読み込み、 単一の Y ファイルに書き込む" または "ファイル X を読み込み複数の ファイル
Y を生成する" といったシナリオが可能になります。

重要な点は、 同じ変換で、使用中の MapForce エディションでサポートされる全てのデータ型の複数の ソースと複数の
ターゲットを混合できる点です。 例:  MapForce Professional または Enterprise の場合、2つの異なるデータベース
を単一の XML ファイルにマージすることが可能です。または、複数の XML ファイルからのデータをマージし、一部のデータを
1つのデータベースとして書き込み、一部のデータを他のデータベースとして書き込むことができます。 SQL ステートメントをデ
ータベースにコミットする前にプレビューすることができます。 

ソースからターゲットへのデータの直接の変換は通常の変換目的ですが、 多くの場合、データを特定の方法で処理する必
要がある場合があります (例: 並べ替え、グループ化、または フィルター) などを最終プロセスの前に行う必要があります。 こ
の理由のため、 MapForce は、プログラミング言語の構成を簡素化するその他の関数コンポーネント(規則、 変数、
SQL-WHERE 条件、フィルターと並べ替えコンポーネントなど) を搭載しています。また、 MapForce は、全てのデータ
操作をアシストする豊富かつ広範囲の関数ライブラリも搭載しています。 

必要であれば、 ビルドインライブラリを、 MapForce で直接関数(いわゆるユーザー定義関数、 または UDF) をデザイン
することにより、 または XSLT、XQuery、 Java、  または C# 言語で外部的に作成された関数やライブラリを使用して
拡張することも可能です 
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ライブラリペイン (MapForce Basic Edition)

データマッピングデザインファイルの数が多すぎる場合、マッピングをプロジェクトに整理することがで
きます (MapForce Professional と Enterprise エディションで使用することができます)。これによりよ
り簡単なアクセスと管理を行うことができます。重要な点は、プロジェクト内の個別のマッピングのた
めにコードを生成し、更にプログラムコードをプロジェクト全体から生成することができます。 

(MapForce Server API を使用したマッピング変換の実行時などの)高度なデータ処理のために マッ
ピングをデザインし、ランタイムで値をパス、またはランタイムから単純型文字列の値を取得すること
ができます。この機能は、関数または単純型文字列の値を生成するマッピング全体を素早くテストす
ることを可能にします。 MapForce の Professional と Enterprise エディションは、他のプログラミング
言語内で同様に動作する、ランタイムでの文字列の解析とシリアル化を行う コンポーネントも含みま
す。 
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MapForce Enterprise Edition では、Web サービス言語定義 (WSDL) ファイルをベースにした SOAP
1.0 と SOAP 2.0 ウェイブサービスを視覚的にデザインすることができます。WSDL 1.0 または WSDL
2.0 Web サービスからデータをマッピング内部から取得することができます。 これは、 HTTP と
HTTPS プロトコールを使用して、ユーザーが WS- Security メカニズムまたは HTTP 認証を使用する
ことを必要とするWeb サービスで使用することができます。 

MapForce Professional と Enterprise Editions では、 マッピングデザイン ファイルの詳細なドキュメ
ントを HTML、 Word 2007+ または RTF フォーマット で生成することができます。 (例: ドキュメントか
ら特定のコンポーネントを包含したり削除することが選択可能です)。 

MapForce を他の Altova MissionKit 製品と併せて使用している場合、 MapForce は、これらの製品
と Altova サーバーベースの製品を以下のテーブルに表示されているように統合します。

MapForce Basic Edition MapForce Professional
Edition

MapForce Enterprise Edition

生成された XSLT を直接 MapForce 内で実行し、データ変換の結果をすぐに確認することができ
ます。パフォーマンスを向上するには、超高速 XML 変換エンジン RaptorXML Server を使用し
て、マッピングを処理します。

XMLSpy がインストールされている場合、同じマシンで、関連する MapForce コンテキストからを直接 XMLSpy を
開き、サポートされるファイル型を便利に開き編集することができます。 (例: 「コンポーネント | XMLSpy 内でスキー
マ定義を編集」 メニューコマンドは XML コンポーネントをクリックすると使用することができます)。

データ変換を、直接 MapForce 内で、またはコマンドラインや自
動化された実行を使用して異なるマシンやオペレーティングシス
テムにデプロイし実行することができます。  具体的な方法は、
Windows 上でマッピングをデザインし、 MapForce Server または
FlowForce Server が動作する Windows、Linux、 または Mac サ
ーバーマシンで実行することができます。

StyleVision が同じマシンにインストールされている場合、デザイ
ンし、既存の, StyleVision スタイルシートを再利用し、マッピング
の結果を HTML、RTF、PDF、 または Word 2007+ ドキュメントとし
てプレビューすることができます。 

MapForce Professional と Enterprise エディションは、 Visual Studio と Eclipse の統合された開発環
境のプラグインとしてインストールすることができます。これにより、 優先する開発環境を移動するこ
となく、 MapForce の機能にアクセスしマッピングをデザインすることができます。

MapForce では、 開発環境の概観や使用感を完全にカスタム化できるだけでなく (グラフィカルユー
ザーインターフェイス)、各技術と各マッピングのコンポーネントの型の他の関連する設定 もカスタム
化することができます。 例:

XML から、または、XML へ、マッピングを行う際、スキーマレファレンスを含むか否かを選択することができ、 または
XML 宣言 が XML 出力ファイル内で抑制されるべきかを選択することができます。生成された ファイルのエンコード
を選択することができます (例: UTF-8
データベースから、または、データベースへマッピングする際、データベース ステートメントの実行のタイムアウト期間、
MapForce がデータベーストランザクションを使用するか、または、コード生成の際データベーススキーマ名からテーブ
ル名を削除するかなど、などの設定を定義することができます。
XBRL の場合、 MapForce が表示する構造ビューを選択することができます (「プレゼンテーション定義リンクベー
ス" ビュー、 「テーブルリンクベース」 ビュー、 または 「全てのコンセプト」 ビューなど)。

MapForce の全てのエディションは 32-ビットアプリケーションで動作します。更に、 MapForce
Professional と Enterprise エディションは 64-ビット アプリケーションで動作します。
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2.2 基本概念

このセクションはデータマッピングを開始するにあたり必要な基本概念のアウトラインを紹介します。

マッピング

MapForce マッピングデザイン (または、略して "マッピング") は、データがどのように1つのフォーマットから他のフォーマットに
変換さえるかの視覚的な表現です。マッピングは、データ変換を行うための MapForce マッピングエリア内で1つのスキーマ
から他のスキーマに追加するコンポーネントから構成されています。  (例: XML ドキュメントを1つのスキーマから他のスキーマ
に変換)。有効なマッピングは、1つまたは複数のターゲットコンポーネントに接続されている、1つまたは複数の複数のソースコ
ンポーネントから構成されています。 マッピングを実行して、結果を直接 MapForce 内で確認することができます。 コード
を生成し、外部で実行することも可能です。 MapForce 実行可能ファイルにマッピングをコンパイルし、 MapForce
Server または FlowForce Server を使用してマッピングの実行を自動化することもできます。  MapForce は、マッピ
ングを .mfd の拡張子を持つファイルとして保存します。

MapForce マッピングの基本的構造

コンポーネント

MapForce 内では、 "コンポーネント" という用語はデータの構造(スキーマ)またはデータがどのように変換(関数)されるかを
視覚的に表します。コンポーネントはすべてのマッピングを構築する中心的な役割を果たします。以下は、 MapForce コン
ポーネントの例です:

定数
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フィルター
条件
関数コンポーネント
EDI ドキュメント (UN/EDIFACT、ANSI X12、HL7)
Excel 2007+ ファイル
単純型 入力コンポーネント
単純型 出力コンポーネント
スキーマおよびDTD

コネクタ

コンポーネント の左右に表示される小さな三角形です。コンポーネントの左に表示されるコネクタはそのコンポーネントのエント
リポイントを表します。コンポーネントの右に表示されるコネクタはそのコンポーネントからのデータの終了ポイントを表します。

接続

接続とは2つのコネクタ間に描くことができる線です。接続を描くことにより、 MapForce にデータを特定の方法で変換する
ように命令します。 (例: XML ドキュメントからデータを読み込み、 他の XML ドキュメントに書き込みます)。

ソースコンポーネント

ソースコンポーネントとは、 MapForce がデータを読み込む元のコンポーネントです。 マッピングを実行すると、ソースコンポー
ネントのコネクタにより与えられたデータを読み込み、必要とされる型に変換し、ターゲットコンポーネントのコネクタに送信しま
す。 

ターゲットコンポーネント

ターゲットコンポーネントと MapForce はがデータを書き込むコンポーネントです。マッピング を実行すると、ターゲットコンポー
ネントは、外部プログラム内で更に処理するために MapForce にファイル(または複数のファイル)の生成、または結果を文
字列の値として出力するように命令します。ターゲットコンポーネントは、ソース コンポーネントの逆です。 
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2.3 ユーザーインターフェイスの概要

MapForce のグラフィカルインターフェイスは、統合された開発環境として整理されています。メインのインターフェイス設定は
「ツール | カスタマイズ」メニューコマンドを使用して行います。

各ウィンドウの右上に表示される ボタンを使用してウィンドウの、表示、非表示、ピン、ドックを行います。ツールバーと
ウィンドウをデフォルトの状態に復元する場合は、メニューコマンド 「ツール | ツールバーとウィンドウの復元」を使用しま
す。 

MapForce グラフィカルユーザーインターフェイス (MapForce Basic Edition)

メニューバーとツールバー

メニューコマンドは、メニューアイテムを表示します。各ツールバーは MapForce コマンドのボタンのグループを表しま
す。 希望する場所にハンドルをドラッグすることにより、ツールバーを移動することができます。

ライブラリウィンドウ

ライブラリウィンドウは、ライブラリごとに整理された MapForce 内蔵の関数をリストします。使用することのできる関
数は選択する変換言語によりことなります。ユーザー定義関数を作成した場合、またはインポートした場合、これら
の関数もライブラリウィンドウに表示されます。 
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名前または詳細による関数の検索は、ライブラリウィンドウの下のテキストボックスに検索の値を入力することにより
行うことができます。(現在アクティブなマッピング内で)関数の全ての発生を検索するには、関数を右クリックして、コン
テキストメニューから全ての呼び出しを選択します。 また、ライブラリウィンドウから直接関数データ型と詳細を確認
することができます。 詳細に関しては、関数と作業を参照してください。 

マッピング ペイン

マッピングペインはマッピングをデザインする作業エリアです。  「挿入」 メニュー( コンポーネントをマッピングに追加を
参照)からマッピングエリアに(ファイル、スキーマ、コンスタント、変数などの)マッピングコンポーネント追加することができ
ます。 ライブラリウィンドウに表示されたマッピングペイン関数をドラッグすることもできます(関数と作業を参照)。 

XSLT (XSLT2) ペイン

XSLT ペインは、 「XSLT」 ボタンをクリックすると、マッピングから生成された XSLT 1.0 変換コードを表示しま
す。このペインは XSLT を変換言語として選択し、 XSLT タブ (または XSLT2 タブ)をクリックすると使用すること
ができます。

このペインは、ラインの付番とコードの折りたたみ機能を提供します。コードの一部を展開または折りたたむには、ウィ
ンドウの左側の 「+」 と 「- アイコンをクリックします。折りたたまれたコードは、省略記号と共に表示されます。折りた
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たまれたコードを展開することなくプレビューするには、マウスで省略記号をポイントすると、プレビューされるコードを表
示したヒントが下に表示されるように 開かれます。 プレビューされたテキストが大きくヒント内に表示できない場合、ヒ
ントの後に追加表示記号が表示されます。 

(インデント、行末マーカーを含む) 表示設定を構成するには、ペインを右クリックして、コンテキストメニューから 「テキ
ストビュー設定」 を選択します。または、 「テキストビュー設定」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。

出力ペイン

出力ペインは、 「出力」  ボタンをクリックするとマッピングの変換結果を表示します(例:  XML ファイル)。マッピング
が複数のファイルを生成する場合、それぞれの生成されたファイルを順番にナビゲートすることができます。

 XSLT ペインと同様の仕組みを持つラインの付番とコードの折りたたみ機能を提供します (上を参照)。

概要ウィンドウ

概要ウィンドウは、マッピングペインの概観図を表示します。マッピングのサイズが大きい場合、マッピングエリアの特定
の場所に移動する場合に使用します。 マッピングの特定の場所に移動する場合、 赤い枠の長方形をクリックアン
ドドラッグします。
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メッセージウィンドウ

メッセージウィンドウにはマッピング処理中 ( 出力のプレビューを参照)に行われる検証結果 ( マッピングの検証を参
照) の警告やエラーメッセージが表示されます。 

情報、警告またはエラーメッセージをトリガーしたコンポーネントまたは構造のマッピングエリアをハイライトするには、
メッセージウィンドウ内の下線のついたテキストをクリックします。

メッセージウィンドウ内のマッピング実行または検証オペレーションの結果は、以下のアイコンの1つと共に表示されます
:

アイコン 説明

オペレーションに成功しました。

オペレーションは警告と共に終了しました。

オペレーションに失敗しました。

メッセージウィンドウは次のメッセージを追加して表示する場合があります: 情報メッセージ、警告、およびエラー

アイコン 説明

情報メッセージを表示します。情報メッセージはマッピングの実行を停止しません。

警告メッセージを表示します。警告はマッピングの実行を停止しません。例えば、必須の入力コ
ネクタへの接続が作成されなかった場合、警告メッセージが生成されます。このような場合、有
効な接続を持つコンポーネントのために出力が生成されます。

エラーメッセージを表示します。エラーが発生すると、マッピングの実行に失敗し、出力は生成さ
れません。XSLT または XQuery コードのプレビューの不可能です。
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メッセージウィンドウ内の他のボタンにより以下のアクションを実行することができます:

アイコン 説明

重要度(情報メッセージ、エラー、警告)別にメッセージをフィルターします。 「すべて選択」 を選
択して、全ての重要度を選択します (これはデフォルトの振る舞いです)。 

「チェックをすべて解除」 を選択して、フィルターからすべての重要度を解除します。この場合、
全般的な実行または検証の状況に関するメッセージのみが表示されます。 

選択を次の行に移動させる。

選択を前の行に移動させる。

選択された行をクリップボードにコピーする。

ネスとされたラインを含む選択されたラインをクリップボードにコピーします。

メッセージウィンドウの全てのコンテンツをクリップボードにコピーします。

メッセージウィンドウ内で特定のテキストを検索します。オプションで、特定の用語を検索する場
合は、「単語の完全マッチ」 を選択します。単語の大文字と小文字を区別する場合 「大文
字と小文字を区別」 を選択します。 

特定のテキストを現在選択されているラインから最後まで検索します。 

特定のテキストを現在選択されているラインから最初まで検索します。 

メッセージウィンドウをクリアする。

複数のマッピングファイルと同時に作業する場合、 個々のマッピングのための個別のタブ内で情報、警告またはエラ
ーを表示する必要があることがあります。 この場合、マッピングを実行または検証する前に、メッセージウィンドウの左
横にある番号の付いたタブをクリックします。 

アプリケーションステータスバー

アプリケーションウィンドウの下部にあるアプリケーションステータスバーには、アプリケーションに関する情報が表示され
ます。ツールバーアイコンに対してマウスポインターを重ねると、ツールチップ情報がこのステータスバーに表示されます。
アプリケーションステータスバーとデータベースクエリステータスバーは別のものです。64ビットバージョンの MapForce
を使用している場合、アプリケーション名の後に (x64) という文字列が加えられます。32ビットバージョンでこのような
表示は行われません。
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2.4 規約

サンプルファイル
このドキュメントで参照される(.mfd 拡張子 と他の伴うインスタンスファイルを持つファイル) データマッピングデザインファイルの
多くは次のフォルダーで検索することができます:

(My) Documents\Altova\MapForce2017\MapForce Examples
(My) Documents\Altova\MapForce2017\MapForce Examples\Tutorials

(マイ) ドキュメント フォルダーの場所は Windows のバージョンにより異なります

Windows 10
Windows 8
Windows 7
Windows Vista
Windows Server 2008
Windows Server 2012

C:\Users\<username>\Documents

Windows XP
Windows Server 2003

C:\Documents and Settings\<username>\My
Documents

MapForce に伴うサンプルマッピングとインスタンスファイルは動作の多くのアスペクトを紹介し、 MapForce を使用するに
当たり色々と試すことが奨励されます。オリジナルのサンプルへ直接変更を加えることを希望しない場合は、変更前にバック
アップを作成することが奨励されます。 

グラフィカルユーザーインターフェイス
このドキュメントに伴うイメージ (スクリーンショット) の一部は、使用中のMapForce エディションでは、使用することのできな
いグラフィカルユーザーインターフェイスの要素を含む場合があります。関連したコンテキストで、イメージは通常ソースマッピング
デザイン (*.mfd) ファイルの名前、画像が作成された MapForce のエディションを含みます。
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3 チュートリアル

MapForce チュートリアルは、 MapForce のデータの基本変換機能短い時間でを理解することをお手伝いします。チュ
ートリアルの目的は全ての MapForce 機能を説明することではありませんが、 MapForce の基本を順序を追って説明し
ます。ですから、チュートリアルを順番どおりにフォローすることが奨励されます。コンセプトは順を追って複雑になるため、各コン
セプトを次のコンセプトに移動する前に理解することが重要です。 XML および XML スキーマに対する基本的な知識はと
ても有利です。 

XML を新しいスキーマに変換

このチュートリアルは、コードを書く必要なく XSLT 2.0 言語を使用して XML 構造から他にデータを変換する方
法について説明します。また、  MapForce シーケンスとアイテム、マッピング接続作成、 関数の使用方法、 マッ
ピングの検証およびプレビュー、と出力結果をディスクに保存する方法などについて学ぶことができます。 

複数のソースから1つのターゲットにマップ

このチュートリアルは、異なるスキーマを持つ2つの XML ファイルからのデータの読み込み方法や単一のターゲット
XML ファイルへのマージの方法を説明します。 また、各マッピングコンポーネントの名前とインスタンスファイルの変更
方法や入力の複製の方法などについて学ぶことができます。

複数のターゲットスキーマとの作業

このチュートリアルは、2つ以上のターゲット出力を作成する更に複雑なマッピングとの作業方法について説明しま
す。具体的な方法は、同じマッピング内でブックレコードのリストを保管するファイル、最初の XML ファイル内のブック
のサブセットのみを含む他の XML ファイルを生成し、 発行年によりフィルターします。データのフィルタリングをサポート
するには、 「フィルター」 コンポーネント、関数、数値定数を使用します。

ファイルを動的に処理と生成する

このチュートリアルは、同じフォルダーに存在する複数の XML インスタンスファイルからデータを読み込み複数の
XML ファイルに書き込む方法を説明します。 また、 XML とスキーマ宣言 の削除および、関数を使用して、文字
列を連結しファイル拡張子を抽出する方法についても学ぶことができます。
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3.1 XML を新しいスキーマに変換

このチュートリアルは、MapForce 開発環境の基本を学びつつ、2つの XML ファイル間のデータの変換方法について説明
します。 両方の XML ファイルはブックのリストを保管しますが、その要素は、異なる方法により名前を付けられ整理されま
す。 (すなわち、2つのファイルは異なるスキーマを持ちます)。

データ変換の抽象的なモデル

下にリストされるコードは、データソースとして使用されるファイルからのサンプルのデータを表示しています (簡略化するために、
XML と名前空間宣言は省略されています)。

<books>
   <book id="1">
      <author>Mark Twain</author>
      <title>The Adventures of Tom Sawyer</title>
      <category>Fiction</category>
      <year>1876</year>
   </book>
   <book id="2">
      <author>Franz Kafka</author>
      <title>The Metamorphosis</title>
      <category>Fiction</category>
      <year>1912</year>
   </book>  
</books>

books.xml

ターゲット (デスティネーション) ファイルではデータは以下のように表示されます:

<library>
   <last_updated>2015-06-02T16:26:55+02:00</last_updated>
   <publication>
      <id>1</id>
      <author>Mark Twain</author>
      <title>The Adventures of Tom Sawyer</title>
      <genre>Fiction</genre>
      <publish_year>1876</publish_year>
   </publication>
   <publication>
      <id>2</id>
      <author>Franz Kafka</author>
      <title>The Metamorphosis</title>
      <genre>Fiction</genre>
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      <publish_year>1912</publish_year>
   </publication>
</library>

library.xml

ソースとターゲット XML 内の一部の要素の名前は、同じではありません。このセクションの目的は、ソースファイル
(<author>  <title>  <category>  <year>) 内の同等の要素から、ターゲットファイルの <author> 
<title>  <genre> と <publish_year> 要素を表示することです。ソース XML ファイル内の属性 id は、ター
ゲット XML ファイル内の <id> 要素にマップされる必要があります。 最後に、ターゲットファイルの<last_updated>
要素をファイルが最後に更新された日付と時刻として表示するように設定する必要があります。

必要とされるデータ変換を行うには、 以下のステップを行います。

ステップ 1: XSLT2 を変換言語として選択する

これを以下の方法で行うことができます:

「XSLT2」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。
「出力」  メニューから 「XSLT 2.0」 をクリックします。 

ステップ 2: ソース XML ファイルをマッピングに追加する

このマッピングのためのソース XML ファイルは、 は、以下のパスで見つけることができます: <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\books.xml。 ファイルを以下の方法でマッピングに追加する
ことができます:

「XML スキーマ / ファイルの挿入」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。
「挿入」 メニューから「XML スキーマ/ファイル」 をクリックします。
XML ファイルをウィンドウエクスプローラーからマッピングエリアにドラッグします。

ファイルはマッピングエリアに追加され、 構造を一見することができます。 MapForce では、この構造はマッピングコンポーネ
ントとして知られており、 または単純に コンポーネント. コンポーネント内の要素を、折りたたむ (  ) と 展開する アイコン (
 )　をクリックすることにより、 または数字キーパッドの 「+」 と 「-」 キーを押すことによりすることにより拡張することができま
す。 

マッピング コンポーネント

マッピングペイン内でコンポーネントを移動するには、 コンポーネントヘッダーをクリックして、 マウスを新しい場所にドラッグしま
す。 コンポーネントのサイズを調整するには、 コンポーネントの角をドラッグします 。 角をダブルクリックすると MapForce
は自動的にサイズを調整します。
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トップレベルノード 　は、ファイル名を表します。 このサンプルの場合、 は、 XML インスタンスファイルの名前を表示しま
す。 構成内の、 XML 要素は  アイコンにより表示されており、 XML 属性は  アイコンにより表示されています。

コンポーネントの両側に表示されている小さな三角形は、 (左側にある場合)データ入力を、(右側にある場合) データ出力
を表します。MapForce では、 それぞれ入力コネクタ、出力コネクタと呼ばれます。

ステップ 3: ターゲット XML スキーマをマッピングに追加する

ターゲット XML を生成するには、 既存の XML スキーマファイルを使用します。 実生活のシナリオでは、 このファイルは第
三者パーティから提供される場合があり、 または XMLSpy などのツールを使用してユーザーが作成することができます。
XML データのためのスキーマファイルが存在しない場合、 MapForce は伴うスキーマまたはスキーマレファレンスを持たない
XML ファイルをマッピングに追加すると、スキーマを生成するようにプロンプトします。 

このサンプルでは、 以下で見つけることのできる既存のスキーマファイルを使用します: <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\library.xsd。 マッピングに追加するには、 ソース XML ファ

イルと同様のステップを踏んでください。 (「XML スキーマ / ファイルの挿入」 (  ) ツールバーボタンをクリックします)。
MapForce にインスタンスファイルを提供するようにプロンプトされると、「スキップ」をクリックします。 

この時点では、マッピングデザインは、以下のようになります:

ステップ 4: 接続の作成

ソース XML ファイルのそれぞれの <book> 内で、ターゲット XML ファイル内に新しい <publication> を作成しま
す。  ですから、ソースコンポーネント内の <book> 要素とターゲットコンポーネント内の <publication> 要素を接続し
ます。マッピング接続を作成するには、 <book> 要素の右の出力コネクタ(小さな三角形)をクリックし、ターゲット内の
<publication> 要素の入力コネクタにドラッグします。 
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これを行うと、 MapForce は自動的に、ターゲットファイル内に同じ名前を持つソースファイル内の <book> の子の全ての
要素を接続します。 ですから、4つの接続が同時に作成されます。この振る舞いは 「子要素の自動接続」 と呼ばれ、必要
に応じて無効化またはカスタム化することができます。 

「マッチする子を自動的に接続する」 の振る舞いを以下の方法で有効化または無効化することができます:

「子の自動接続の切り替え」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。
「接続」 メニューから「マッチする子を自動的に接続する」をクリックします。

ターゲットコンポーネントの入力コネクタの一部が、 MapForce により、必須アイテムを表示する、オレンジ色にハイライトさ
れていることに注意してください。XML ファイルの妥当性を確認するために、 必須アイテムの値を以下のように提供してくださ
い:

ターゲット内の <genre> 要素とソース内の <category> 要素を接続する。
ターゲット内の <publish_year> 要素とソース内の <year> 要素を接続する。

最後に、 <last_updated> 要素への値を提供する必要があります。入力コネクタにマウスをポイントすると、要素は

xs:dateTime 型であることが表示されます。ヒントを表示するには、 「ヒントの表示」 (  ) ツールバーボタンが有効
化されている必要があることに注意してください。 
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「データ型の表示」 (  ) ツールバーボタンをクリックすることにより、常に各アイテムのデータ型を表示することができます。

現在の日時 (すなわち、 xs:dateTime の値) を関 XSLT 数の日付と時刻で取得することができます。マッピングに対
する XSLT 関数を検索するには、ライブラリウィンドウ の下の部分にあるテキストボックスに「date」を入力します。

上に表示されるように、 マウスを関数の結果の部分にかざすと、詳細が表示されます。 ヒントを表示するには、 「ヒントの

表示」 (  ) ツールバーボタンが有効化されていることを確認してください。 

マッピングに関数を追加するには、 関数をマッピングペインにドラッグし、  <last_updated> 要素の出力を入力に接続
します。
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(books.xsd スキーマを持つ) books.xml インスタンスファイルのデータから(library.xsd スキーマを持つ)
library.xml ファイル へデータを変換する MapForce マッピングデザイン(または 「マッピング」) を作成することに成功しま
した。 各コンポーネントのヘッダーをダブルクリックすると、コンポーネント設定ダイアログボックス内のこれらと他の設定を確認す
ることができます。

ソースのためのコンポーネント設定 
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ターゲットのコンポーネント設定

ステップ 5: マッピングを検証し保存する

マッピングの検証は、マッピングを実行する前に、マッピングエラーの可能性を確認し修正するための任意のステップです。 マッ
ピングが妥当であるか確認するため、以下を行います:

「ファイル」 メニューから「マッピングの検証」をクリックします。 

「検証」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。

「メッセージ」 ウィンドウ は、検証の結果を表示します:

メッセージウィンドウ

この時点で、 ファイルにマッピングを保存します。 マッピングを保存するには、 以下を行います:

「ファイル」 メニューから「保存」 をクリックします。 
「保存」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。

このチュートリアルで作成されたマッピングは以下で検索することができます: <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\\BooksToLibrary.mfd。 ですから、 これから先、自分で
作成したマッピングを継続して使用するか、 または BooksToLibrary.mfd ファイルを使用することができます。 

ステップ 6: マッピングの結果のプレビュー

マッピングの結果の結果を直接で MapForce でプレビューすることができます。 これを行うには、 マッピングペインの下にあ
る、「出力」  ボタンをクリックします。 MapForce は、変換を実行し、マッピングの結果を 「出力」  ペインに表示します。
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出力ペイン

MapForce 内で変換の結果を確認することができます。 

デフォルトでは、「出力」  ペイン内にプレビューのために表示されたファイルはディスクに書き込まれません。 その代わり、
MapForce は、一時ファイルを作成します。 「出力」  ペインに表示されたファイルをディスクに保存するには、 メニュ

ーコマンド 「出力 | 出力ファイルの保存」 を選択するか、または 「生成された出力を保存  」 (  ) ツールバー
ボタンをクリックします。

MapForce が一時ファイルではなく最終のファイルに直接的に出力を書き込むように構成するには、 「ツール | オプ
ション | 全般」 に移動し、「最終出力ファイルにファイルを書き込む」チェックボックスを選択します。チュートリアルを
実行中は、故意にではなくもとのチュートリアルファイルを上書きする可能性があるため、このオプションを有効化すること
は奨励されません。

変換を行う 生成された XSLT コードもプレビューすることができます。コードをプレビューするには、マッピングペインの下にあ
る、「XSLT2」 ボタンをクリックします。
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XSLT2 ペイン

XSLT2 コードを生成しファイルに保存するには、メニューアイテム 「ファイル | コード生成 | XSLT 2.0」 を選択します。プ
ロンプトされると、生成されたコードが保存されるフォルダーを選択してください。コード生成が完了すると、デスティネーションファ
イルは、以下の2つのファイルを含みます:

1. ターゲットスキーマにちなんで名づけられた XSLT 変換ファイル (このサンプルでは、 
MappingMaptolibrary.xslt)。

2. DoTransform.bat ファイル。 DoTransform.bat ファイルにより RaptorXML Server 内での XSLT 変
換の実行を有効化することができます。(詳細に関しては、http://www.altova.com/ja/raptorxml.html を参照
してください)。

http://www.altova.com/ja/raptorxml.html
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3.2 複数のソースから1つのターゲットにマップ

前のチュートリアルでは、ソースファイル (books.xml) からデータをターゲットファイル (library.xml) に変換しました。ター
ゲットファイル (library.xml) はマッピングの実行前は存在しておらず、マッピングの変換により生成されました。 
library.xml ファイル内にすでにデータが存在すると仮定し、このデータを books.xml  から変換されたデータとマージする
とします。このチュートリアルの目的は、 merged_library.xml という名前のファイルを生成するマッピングをデザインするこ
とです。生成されたファイルは、以下の2つのソースからのデータを含みます:  books.xml ファイルと library.xml ファイ
ル。 ソースとして使用されるファイル (books.xml と library.xml)は異なるスキーマを持つことに注意してください。 ソー
スファイルファ同じスキーマを持つ場合、 異なるアプローチを使用してデータをマージすることができます ( ファイルを動的に処
理と生成するを参照)。 

データ変換の抽象的なモデル

チュートリアルの目的を達成するためには、次のステップを踏みます。

ステップ 1: マッピングデザインファイルの準備

このチュートリアルは、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダー
からの BooksToLibrary.mfd マッピングを開始点として使用します。 このマッピングは XML を新しいスキーマに変換
する チュートリアル内で作成済みです。チュートリアルを開始するには、 MapForce で BooksToLibrary.mfd ファイ
ルを開き、 新しい名前で保存します。

複数のファイルを参照するため、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples
\Tutorial\ フォルダー内に新しいマッピングが保存されることを確認してください。
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BooksToLibrary.mfd (MapForce Basic Edition)

ステップ 2: 2番目のソースコンポーネントの作成

最初に、ターゲットコンポーネントを選択して、 (「Ctrl + C」 を押して)コピーし 、同じマッピング内に(「Ctrl + V」 を押し
て)貼り付けます。  新しいコンポーネントのヘッダーを books コンポーネントの下にドラッグします。

マッピングには2つのソースコンポーネントと: books と library、と 1つのターゲットコンポーネントがあります: library。



38 チュートリアル 複数のソースから1つのターゲットにマップ

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

マッピングコンポーネントを4つの(左、右、上、下)方向に移動することができます。 しかしながら、ソースコンポーネントを
ターゲットコンポーネントの左に配置することにより、マッピングの作成を簡単にし、また、他のユーザーにより読み込みや
すく理解しやすくなります。このドキュメントで説明されている全てのマッピングにもこの規則は適応されており、 また、
MapForce インストールに伴うサンプルマッピングファイルにも同様の規則が適用されています。

ステップ 3: 入力/出力ファイルの検証とセット

前のステップでは、 新しいソースコンポーネントはターゲットコンポーネントからコピーし、貼り付けられましたので同じ設定を継
承します。名前入力/出力インスタンスファイルが正確に設定されるように、各コンポーネントのヘッダーをダブルクリックし、 コン
ポーネント設定ダイアログボックス内で、下に表示されるように各コンポーネントの入力/出力ファイルを検証し、名前を変更し
ます。 

最初のソースのコンポーネント設定 (books)

2番目のソースのコンポーネント設定 (library)



(C) 2017 Altova GmbH

複数のソースから1つのターゲットにマップ 39チュートリアル

Altova MapForce 2017 Basic Edition

ターゲットのコンポーネント設定 (merged_library)

上に表示されるように、 最初のソースコンポーネントは books.xml からデータを読み込みます。2番目のソースコンポーネン
トは library.xml からデータを読み込みます。2番目のソースコンポーネントは merged_library.xml というファイルのタ
ーゲットコンポーネント出力データを最後に読み込みます。

ステップ 4: 接続の作成

MapForce に2番目のソースからターゲットにデータを書き込むように命令するには、 ソース library 内コンポーネントの
publications アイテムの出力コネクタ (小さな三角形)をクリックし、ターゲット library コンポーネント内のアイテムの入
力コネクタにドラッグします。 ターゲット入力コネクタには既に接続があり、次の通知メッセージが表示されます。
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このチュートリアルでは、 接続の置換えが目的ではなく、目的は2つのソースからのデータのマッピングです。 ですから、「入力
の複製」 をクリックします。これを行うことにより、ターゲットコンポーネントに新しいソースからのデータを受け入れるように構成
することができます。 マッピングは、以下のようになります:

ターゲットコンポーネント内の publication アイテムが複製されました。 新規 publication(2) ノードはソース
library コンポーネントからのデータを受け入れます。更に重要な点は、マッピング内でこのノードは publication(2) と
表示されますが、結果 XML ファイル内での名前は、想定された目的である publication となります。

マッピングペインの下の 「出力」  ボタンをクリックして、マッピングの結果を確認します。  library.xml と books.xml ファ
イルのデータが、新規ファイル merged_library.xml  にマージされたことを確認してください。
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3.3 複数のターゲットスキーマとの作業

前のチュートリアルの、複数のソースから1つのターゲットにマップ では、複数のソーススキーマから単一のターゲットスキーマへの
データのマッピングについて作成方法について説明しました。2 つのソースからのブックのレコードを保管する 
merged_library.xml と呼ばれるファイルを作成しました。他の部署からこの XML ファイルのサブセットを提供するように
要請があったと仮定します。特に、 1900 年以降に出版された書籍を含む XML ファイルを提出するとします。

既存の MultipleSourcesToOneTarget.mfd マッピングを使用し、 完全な XML ライブラリと フィルターされたライブ
ラリ必要に応じて、を生成することができます。変更を加えることができます。

データ変換の抽象的なモデル

上の図では、データは 2 つの異なるスキーマ (books.xsd と library.xsd) が merged_library.xml と呼ばれる単
一の XML ファイルにマージされます。第2に、データはフィルター関数を使用して変換され、filtered_library.xml と呼ば
れる XML ファイルを作成する、次のコンポーネントにパスされます。 「中間」コンポーネントは、データターゲットとソースとして
の役割を果たします。MapForce では、このテクニックは「チェーンマッピング」と呼ばれ、このチュートリアルの主な内容です。
ます。 

このチュートリアルのゴールは、merged_library.xml と filtered_library.xml を必要に応じて生成することです。
チュートリアルの目的を達成するためには、次のステップを踏みます。

ステップ 1: マッピングデザインファイルの準備

このチュートリアルは、  <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダー
からの MultipleSourcesToOneTarget.mfd マッピングを開始点として使用します。 このマッピングは 複数のソース
から1つのターゲットにマップ チュートリアル内で作成済みです。 チュートリアルを開始するには、 MapForce で
MultipleSourcesToOneTarget.mfd ファイルを開き、 新しい名前で保存します。

複数のファイルを参照するため、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\
フォルダー内に新しいマッピングが保存されることを確認してください。
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MultipleSourcesToOneTarget.mfd (MapForce Basic Edition)

ステップ 2: 2番目のターゲットコンポーネントの追加と構成

2番目のターゲットコンポーネントを追加するには、「XML スキーマ / ファイルの挿入」 (  ) ツールバーボタンをクリック
し、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーにある
library.xsd ファイルを開きます。 サンプルインスタンスファイルを提供するようにプロンプトされた場合、 「スキップ」  をクリッ
クします。マッピングは、以下のようになります:

上に表示されるように、マッピングには2つのソースコンポーネントと: books と library、と 2つのターゲットコンポーネントが
あります。ターゲットコンポーネントを区別するために、2番目のターゲットコンポーネントをと filtered_library に名前を変
更し、生成される XML ファイルの名前も変更します。 これを行うには、右端にあるコンポーネントをダブルクリックして、コンポ
ーネントの設定を次のように編集します:
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コンポーネントの新しい名前は filtered_librar となり、出力 XML ファイルには filtered_library.xml という名前が
付けられます。

ステップ 3: 接続の作成

merged_library 内のアイテム publication から filtered_library 内のアイテム publication への接続を作成
します。これを行う際、通知メッセージが表示されます。

 「OK」をクリックします。 次の新規のボタンがターゲットコンポーネントの右上に表示されます: 「プレビュー」 (  ) と 「パ
ススルー」 (  )。 次のステップでこれらのボタンは使用され、説明されます。
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ステップ 4: データのフィルター

filtered_library に提供する前にデータをフィルターするには、「フィルター」 コンポーネントを使用します。 フィルターコンポ
ーネントを追加するには、 merged_library と filtered_library、 間の接続を右クリックして、コンテキストメニューか
ら、 「node/row フィルターの挿入」  を選択します。
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フィルターコンポーネントがマッピングに追加されました。

上に表示されるように、 ブール 入力コネクタは、入力が必要なことを示すオレンジ色にハイライトされます。コネクタ上にマウス

をポイントすると、入力の型 xs:boolean が必要なことがわかります。 ヒントを表示するには、 「ヒントの表示」 (  )
ツールバーボタンが有効化されている必要があることに注意してください。 
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フィルターコンポーネントは true または false を返す条件を必要とします。 ブール型の条件は、現在の publication
シーケンスのデータがターゲットにコピーされると true を返します。条件がは、 false を返すと、データはコピーされません。

このチュートリアルで使用される条件は1900 年以降に出版された書籍をフィルターします。条件を整えるために、 以下を行
います:

1. 1900　の値を持つ定数の数値の型を追加します。(「挿入」 メニューから「定数」をクリックします)。「数値」 を型
として選択します。

2. ライブラリウィンドウ内で、関数 greater を検索し マッピングペインにドラッグします。
3.  greater 関数へと greater 関数から以下に表示されるように、マッピングを接続します。  これを行うことによ
り、 MapForce に以下を行うように命令します: 「publish_year（出版年） が 1900 以降の場合は、現在
の publication ソースアイテム を publication ターゲットアイテム」 にコピーします。
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ステップ 5: 各ターゲットコンポーネントの出力をプレビューし保存する 

ターゲットコンポーネントの出力をプレビューし保存することができます。複数のターゲットコンポーネントが同じマッピングに存在
する場合、 「プレビュー」 (  ) ボタンをクリックすることにより、 プレビューの対象を選択することができます。  「プレビュ
ー」 ボタンが押された状態 (  ) の場合、特定のコンポーネントが現在プレビューのために有効化されていることを示します
(そして、この特定のコンポーネントが 「プレビュー」 ペイン内に出力を生成します)。一度に1つのコンポーネントのみがプレビュ
ーのために有効化することができます。

ですから、 merged_library (すなわち、 「中間」) コンポーネントの出力を確認し保存する場合は、以下を行います:

1. merged_library コンポーネントの 「プレビュー」 ボタン (  ) をクリックします。
2. 「出力」  ボタン マッピングペインの下の.をクリックします。
3. 出力をファイルに保存するには、 「出力」  メニューから「出力ファイルの保存」 をクリックします。 

filtered_library コンポーネントの出力を表示して保存するには以下を行います :

1. merged_lilbrary コンポーネント上の「パススルー」 ボタン (  ) をクリックします。 
2. filtered_library コンポーネント上の「プレビュー」 ボタン (  ) をクリックします。
3. マッピングペインの下の「出力」  ボタン をクリックします。
4. 出力をファイルに保存するには、「出力」  メニューから「出力ファイルを保存」 をクリックします。 

「パススルー」 (  ) ボタン?をクリックまたはクリックしないことにより、複数のターゲットコンポーネントを持つマッピングに大
きな違いをもたらします。 このボタンが押された状態 (  ) である場合、MapForce は、データに中間コンポーネントをパ
ススルーさせ、マッピング全体の残りをプレビューすることができます。

merged_library と filtered_library 間のマッピングの部分のみをプレビューするには、ボタン (  ) をリリースしま
す。 後者の場合、 エラーが生成されます。 中間コンポーネントはデータを読み込むべき妥当な入力 XML ファイルを持たな
いため、この振る舞いは予期されます。 問題を解決するには、  コンポーネントのヘッダーをダブルクリックし、 編集して、妥当
な入力 XML ファイルを提供します。

複数のターゲット コンポーネントを持つマッピングのデザインが終わると、このチュートリアルの目的である、各ターゲットの出力
を確認して保存することができます。パススルー コンポーネントに関しての詳細は、  チェーンマッピング/ パススルーコンポーネ
ントを参照してください。



48 チュートリアル ファイルを動的に処理と生成する

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

3.4 ファイルを動的に処理と生成する

このチュートリアルは、複数のソース XML ファイルからデータを読み込み、同じ変換内で複数のターゲットファイルに書き込む
方法を説明します。 このテクニックを説明するために、次の目的を持つマッピングを作成します:

1. 同じディレクトリ内の複数の XML ファイルからのデータを読み込む。
2. 新規の XML スキーマに各ファイルを変換する。
3. 各ソース XML ファイルのために、 新しいスキーマの下で新規ターゲットファイルを生成する。
4. 生成されたファイルから XML と名前空間宣言を削除する。

データ変換の抽象的なモデル

3つのソース XML ファイルをサンプルとして使用します。ファイルの場所は <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーで確認することができ bookentry1.xml  bookentry2.xml, と
bookentry3.xml という名前が付けられています。これらのファイルはそれぞれ単一のブックを保管します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<books xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="books.xsd">
   <book id="1">
      <author>Mark Twain</author>
      <title>The Adventures of Tom Sawyer</title>
      <category>Fiction</category>
      <year>1876</year>
   </book>
</books>

bookentry1.xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<books xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="books.xsd">
   <book id="2">
      <author>Franz Kafka</author>
      <title>The Metamorphosis</title>
      <category>Fiction</category>
      <year>1912</year>
   </book>
</books>
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bookentry2.xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<books xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="books.xsd">
   <book id="3">
      <author>Herman Melville</author>
      <title>Moby Dick</title>
      <category>Fiction</category>
      <year>1851</year>
   </book>
</books>

bookentry3.xml

ソース XML ファイルは次のフォルダーで使用することのできる books.xsd スキーマを使用します: <Documents>
\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\。 ソースファイルを新規 XML スキーマに変換するに
は、(同じフォルダーで見つけることのできる) library.xsd  スキーマを使用します。変換の後、 マッピングは3つのファイルを
新しいスキーマに従い生成します。 ( 下のコードリストを参照)。生成されたファイルが以下のようになるよう、マッピングを構成
します: publication1.xml  publication2.xml、と publication3.xml。XML 宣言と名前空間が削除されなけ
ればならない点に注意してください。

<library>
   <publication>
      <id>1</id>
      <author>Mark Twain</author>
      <title>The Adventures of Tom Sawyer</title>
      <genre>Fiction</genre>
      <publish_year>1876</publish_year>
   </publication>
</library>

publication1.xml

<library>
   <publication>
      <id>2</id>
      <author>Franz Kafka</author>
      <title>The Metamorphosis</title>
      <genre>Fiction</genre>
      <publish_year>1912</publish_year>
   </publication>
</library>

publication2.xml

<library>
   <publication>
      <id>3</id>
      <author>Herman Melville</author>
      <title>Moby Dick</title>
      <genre>Fiction</genre>
      <publish_year>1851</publish_year>
   </publication>
</library>
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publication3.xml

チュートリアルの目的を達成するために、次のステップを踏みます.

ステップ 1: マッピングデザインファイルの準備

このチュートリアルは、開始のポイントとして <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples
\Tutorial\ フォルダーから BooksToLibrary.mfd マッピングを使用しています。 すでに XML を新しいスキーマに変
換する チュートリアル内でこのマッピングをデザインしています。開始するには、 MapForce で BooksToLibrary.mfd
ファイルを開き、新しい名前で同じフォルダーに保存します。

複数のファイルを参照するため、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples
\Tutorial\ フォルダー内に新しいマッピングが保存されることを確認してください。

BooksToLibrary.mfd (MapForce Basic Edition)

ステップ 2: 入力を構成する

MapForce に複数の XML インスタンスファイルを処理するように命令するには、 ソースコンポーネントのヘッダーをダブルク
リックします。 コンポーネント設定ダイアログボックス内に入力ファイルとして bookentry*.xml を入力します。
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コンポーネント設定 ダイアログボックス

ファイル名内のアスタリスク ( * ) ワイルドカード文字は、マッピング入力に bookentry- プレフィックスを伴う全てのファイルを
使用するように命令します。パスは相対的であるため、 MapForce はマッピングファイルと同じディレクトリ内の全ての 
bookentry- ファイルを検索します。マッピングファイル. * ワイルドカード文字を使用しているため、必要であれば、絶対パ
スを入力することもできます。

ステップ 3: 出力を構成する

各出力ファイルのファイル名を作成するには、 concat 関数 を使用します。 この関数は引数に与えられた全ての値を連
結します。

concat 関数を使用してファイル名を作成する:

1. concat 関数 を ライブラリウィンドウで検索し、 マッピングエリアにドラッグします。 デフォルトでは、 この 関数はパラ
メータが2つあるマッピングに追加されます。 しかし、必要であれば新しいパラメーターを追加することができます。 関
数コンポーネント内の 「パラメーターの追加」 (  ) シンボルをクリックして、3番目のパラメーターを追加します。
「パラメーターの削除」 (  ) シンボルをクリックするとパラメーターは削除されることに注意してください。

2. 定数を入力するには、 (「挿入」 メニューから「定数」をクリックします)。 値を提供するようにプロンプトされると、
"publication" を入力して、 文字列 オプション を変更しないでそのままにしておきます。

3. concat 関数のvalue1 と定数をと接続します。
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4. ソースコンポーネントの id 属性を concat 関数の value2 と接続します。 

5. ライブラリウィンドウ内で get-fileext 関数 を検索し、 マッピングエリアにドラッグします。 ソースコンポーネント
(File: books.xml) のトップノードからこの関数のfilepath パラメータへ接続を作成します。 get-fileext
関数の結果から concat 関数の value3 への接続を作成します。 これを行うことにより、ソースファイル名から拡
張子の部分(この場合、 .xml)を抽出することができます。 
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concat 関数のパラメーターに、連結されると生成されるファイル名 (例: publication1.xml)を作成する3つの値を提供
しました:

パート サンプル

定数 "publication" は定数文字列の値 "publication"
を与えます。

publication

ソース XML ファイルの属性 id は、各ファイルのための一意
の識別しの値を与えます。これは全てのファイルが同じ名前で
生成されないようにするためです。 

1

get-fileext 関数 は、生成されるファイルの拡張子を返
します。 

.xml

MapForce にマッピングが実行される際に実際にファイル名を作成するように命令することができます。 これを行うには、 
「ファイル」 (  ) をクリックする、または  ターゲットコンポーネントの「ファイル/文字列」 (  ) ボタンから 「マッピ
ングから与えられた動的なファイル名を使用する」　を選択します

マッピングにより与えられた名前を伴う MapForce にインスタンスファイルを動的に生成するように命令しました。 この特別
な例では、concat 関数により名前が作成されました。ですから、 concat 関数の結果とターゲットコンポーネントの
File: <dynamic> ノードを接続します。  



54 チュートリアル ファイルを動的に処理と生成する

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

この時点でターゲットコンポーネントヘッダーをダブルクリックすると、 「入力 XML ファイル」 と 「出力 XML ファイル」 テキ
ストボックスが無効化されており、値が <マッピングにより与えられたファイル名> を示していることに気がつくはずです。 

これは、インスタンスファイル名を動的にマッピングから提供したことを示し、コンポーネント設定内で定義することは関連性が
ありません。

最後に、ターゲットから XML 名前空間とスキーマ宣言を削除する必要があります。 これを達成するには、コンポーネント設
定ダイアログボックスの  「スキーマ /DTD レファレンスの追加...」 と 「XML 宣言の書き込み」 チェックボックスから選択
を解除します。 

結果と生成されたファイル名を確認するために、マッピングを実行します。  このマッピングは複数の出力ファイルを生成しま
す。出力ペインの左上の左と右ボタンを使用して出力ファイル全体を移動することができます。  または 横にあるドロップダウ
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ンリストからファイルを選択します。





Chapter 4

一般的なタスク
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4 一般的なタスク

このセクションは、マッピングとの作業、コンポーネント、接続などの MapForce の全般的なタスクとコンセプトを説明しま
す。 
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4.1 マッピングとの作業

MapForce マッピングデザイン (または、略して "マッピング") は、データがどのように1つのフォーマットから他のフォーマットに
変換さえるかの視覚的な表現です。マッピングは、データ変換を行うための MapForce マッピングエリア内で1つのスキーマ
から他のスキーマに追加するコンポーネントから構成されています。  (例: XML ドキュメントを1つのスキーマから他のスキーマ
に変換)。有効なマッピングは、1つまたは複数のターゲットコンポーネントに接続されている、1つまたは複数の複数のソースコ
ンポーネントから構成されています。 マッピングを実行して、結果を直接 MapForce 内で確認することができます。 コード
を生成し、外部で実行することも可能です。 MapForce 実行可能ファイルにマッピングをコンパイルし、 MapForce
Server または FlowForce Server を使用してマッピングの実行を自動化することもできます。  MapForce は、マッピ
ングを .mfd の拡張子を持つファイルとして保存します。

新規マッピングの作成方法:

1. 以下を行います:
o 「ファイル」 メニューから「新規作成」をクリックします。 

o 「新規作成」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。

マッピングが作成されました、しかしながら、 空のため何も起こりません。 最低でも妥当なマッピングは2つの接続された コン
ポーネント を必要とします。ですから、次のステップではマッピングにコンポーネントを追加し ( マッピングにコンポーネントを追
加する を参照) 2つのコンポーネントの間に接続を描きます。( 接続との作業を参照)。 

4.1.1 マッピングにコンポーネントを追加する

MapForce 内では、 "コンポーネント" という用語はデータの構造(スキーマ)またはデータがどのように変換(関数)されるかを
視覚的に表します。コンポーネントはすべてのマッピングを構築する中心的な役割を果たします。以下は、 MapForce コン
ポーネントの例です:

定数
フィルター
条件
関数コンポーネント
EDI ドキュメント (UN/EDIFACT、ANSI X12、HL7)
Excel 2007+ ファイル
単純型 入力コンポーネント
単純型 出力コンポーネント
スキーマおよびDTD

マッピングにコンポーネントを追加するには以下を行います:

「挿入」 メニューから追加するコンポーネントの型(例: 「XML スキーマ/ファイル」をクリックします。 
Windows ファイルエクスプローラーからファイルをドラッグしてマッピングエリアにドロップします。 このオペレーションは互
換性のあるファイルベースのコンポーネントのみに対して使用することができます。
コンポーネントの挿入ツールバー内の適切なボタンをクリックします。

コンポーネントの挿入ツールバー (MapForce Enterprise Edition)
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それぞれのコンポーネントの型には、 特定の目的と振る舞いがあります。 コンポーネントの型が必要な箇所では、
MapForce は、コンテキストウィザードステップまたはダイアログボックスで手順を踏んで、説明を行います。 例: XML スキー
マを追加する場合、通知ダイアログボックスがインスタンスファイルをオプションで選択するように促します。 

コンポーネントについての説明は、  コンポーネントとの作業を参照してください。マッピングソースま
たはターゲットとしてサポートされる個々の技術に関しては、 データソースとターゲットを参照してください。デー
タを一時的に保管また変換する MapForce ビルドインコンポーネントに関しては、または(フィルタリングまたは並べ替えなど
の)  マッピングのデザインを参照してください。

4.1.2 URL からコンポーネントを追加する

マッピングコンポーネントとしてローカルファイルを追加するだけでなく、 URL からファイルを追加することができます。この操作
はコンポーネントをソースコンポーネントとして追加した場合のみサポートされます。 (すなわち、 マッピングは、リモートファイル
からデータを読み込みます)。 

URL からコンポーネントを追加する:

1. 「挿入」 メニュー から追加するコンポーネントの型を選択します (例: XML スキーマ/ファイル)。
2. 「開く」 ダイアログボックスから 「URL にスイッチ」　をクリックします。

3. 「ファイル URL」 テキストボックスにファイルの URL を入力して、「開く」 をクリックします。
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 「ファイル URL」 テキストボックス 内のファイル型がステップ 1 で指定されたファイル型と同じであることを確認
してください。

サーバーがパスワード認証を必要とする場合、 ユーザー名とパスワードを入力するようにプロンプトされます。 次回
MapForce を起動する際に使用できるように、ユーザー名とパスワードを保存するには、 「開く」 ダイアログボックス内の「ア
プリケーション間でパスワードを保存」 チェックボックス を選択します。

「開く形式」 設定は、ファイルを開く際のパーサーのための文法を定義します。デフォルトと奨励されるオプションは「自動」
です。 

アップロードするファイルに変更が加えられない場合、 「キャッシュ/プロキシの使用」 オプションを選択して、データをキャッ
シュし、ロードをスピードアップします。  それ以外の場合、 マッピングを開くたびにファイルを再ロードする場合は、 「再ロー
ド」を選択します。

Web Distributed Authoring and Versioning (WebDAV) をサポートするサーバーに関しては、 「サーバー
URL」 テキストボックスにサーバー URL を入力した後にファイルを 「参照」 をクリックして、参照することができます。参照
は全てのファイルの型を表示しますが、上記のステップ 1 で指定されたファイル型と同じ型が選択されていることを確認してく
ださい。それ以外の場合、 エラーが発生します。

サーバーが Microsoft SharePoint Server の場合、「これは Microsoft SharePoint Server です」 チェック
ボックスをチェックしてください。これを行うことにより、プレビューエリア内のファイルのチェックインとチェックアウトの状態が表示され
ます。 MapForce を使用中に他のユーザーがファイルを編集できないようにするためには、 ファイルを右クリックして、  
「チェックアウト」 を選択します。  ユーザーにより以前チェックアウトされたファイルをチェックするには、ファイルを右クリックし
て、  「チェックイン」 を選択します。
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開く ダイアログボックス ( URL に切り替える モード)

4.1.3 変換言語の選択

 データ変換言語として次を選択することができます:

XSLT 1.0
XSLT 2.0

変換言語を選択するには、 以下を行います:

「出力」  メニューから変換に使用する言語をクリックします。 
言語選択ツールバー内の言語名 をクリックします。

4.1.4 マッピングの検証

MapForce は変換結果をプレビューするために 「出力」  タブ をクリックすると、マッピングを自動的に検証します。 結果を
プレビューする前にマッピングのみを検証することもできます。 この機能は、マッピングのエラーと警告をマッピングを実行する前
に認識し修正するために役にたちます。 マッピングの実行は、処理されたデータにより更なるランタイムエラーまたは警告を生
成する場合があります。  例:属性にマップされた値の上書きなど。

マッピングを正確に検証するには、以下を行います:
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「ファイル」 メニューから「マッピングの検証」 をクリックします。 

「検証」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。

「メッセージ」 ウィンドウ は、検証の結果を表示します。 例:

メッセージウィンドウ

マッピングを検証するには、 MapForce は、マッピングの妥当性をチェックし、 (無効または見つからない接続、サポートされ
ないコンポーネントの種類などの)　検証結果は、以下のステータスアイコンと共にメッセージウィンドウに表示されます:

アイコン 意味

変換は成功しました。

変換は警告と伴い完了しました。

変換は失敗しました。

「メッセージ」 ウィンドウは以下のメッセージの型を表示する場合があります: 情報メッセージ、 警告、 とエラー。 

アイコン 意味

情報メッセージを表示します。情報メッセージはマッピングの実行を停止しません。 

警告メッセージを表示します。 警告はマッピングの実行を停止しません。警告メッセージは以下の場
合に生成される可能性があります。 例: 必須の入力コネクタへの接続が作成されなかった場合。この
ような場合、出力は、有効な接続が存在する場所で、これらのコンポーネントのために生成されま
す。 

エラーを表示します。 エラーが発生すると、 マッピングの実行に失敗すると、出力は生成されません。
XSLT または XQuery コードのプレビューを行うこともできません。

マッピングエリア内の情報、警告または、エラーメッセージをトリガーしたコンポーネントまたは構造をハイライトするには、 メッセ
ージウィンドウ内の下線のついたテキストをクリックします。 

データを変換するコンポーネントに関しては、 (関数または変数など) MapForce 検証は以下のように動作します:

必須の 入力コネクタ が接続されていない場合、 エラーメッセージが生成され、変換は停止されます。
出力コネクタ が接続されていない場合、 警告が生成され、 変換プロセスは続行されます。問題のあるコンポーネ
ントとそのデータは無視され、ターゲットドキュメントにマップされません。 

個別のタブ内にそれぞれの検証の結果を表示するには、メッセージウィンドウの左横にある番号の付いたタブをクリックします。
これはとても役にたちます。例: 複数のマッピングファイルと同時に作業する場合。

メッセージウィンドウ内の他のボタンにより以下のアクションを実行することができます:

メッセージを型別にフィルターします (例: エラーまたは警告のみを表示)。
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エントリを上下に移動します。
メッセージテキストをクリップボードにコピーします
ウィンドウ内で特定のテキストを検索します
メッセージウィンドウをクリアします

メッセージウィンドウの全般的な情報に関しては、ユーザーインターフェイスの概要を参照してください。

4.1.5 マッピング出力の検証

「出力」  タブ をクリックした後、マッピングをプレビューする場合は、「出力」 ペインで出力の結果を確認することができます。
この出力を関連するスキーマに対して検証することができます。 例: マッピング変換が XML ファイルを生成する場合、結果
XML ドキュメントは XML スキーマに対して検証されます。 

XML ファイルに関しては、コンポーネント設定ダイアログボックスの 「スキーマ/DTD レファレンスの追加」 フィールド内 のイ
ンスタンスファイルに関連するスキーマを指定することができます( XML コンポーネント設定 を参照)。 生成された XML 出
力により参照されるスキーマファイルをパスは指定します。 これにより、マッピングの実行時、出力インスタンスが検証されること
ができます。 このフィールドに http:// 、絶対または相対パスを入力することができます。 「スキーマ/DTD レファレンスの
追加」 フィールドを選択しない場合、 スキーマに対する、出力ファイルの検証は不可能です。このチェックボックス を選択し、
空白のままにしておくと、 検証が終わると、コンポーネント設定ダイアログボックスのスキーマファイル名が出力に生成されま
す。 

コンポーネント設定を開くには、 以下を行います:

「出力の検証」  ツールバーボタンをクリックします。 

「出力」  メニューから「出力ファイルの検証」をクリックします。

メモ: 「出力の検証」 ボタン と対応する メニューコマンド (「出力 | 出力ファイルの検証」) は、出力ファイルがスキーマ
に対する検証をサポートする場合のみ有効化されます。

検証の結果はメッセージウィンドウ内に表示されます。 例:

検証に失敗した場合、 メッセージは発生したエラーの詳細情報を表示します。
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検証メッセージは更に詳しい詳細情報を含む多くのハイパーリンクを含みます。:

ファイルパスをクリックすると、MapForce の「出力」  タブの結果の出力が開かれます。
<ElementName> リンクをクリックすると、 「出力」  タブ内の要素がハイライトされます。
  アイコン をクリックすると、 XMLSpy (インストールされている場合)内の要素の定義が開かれます。
詳細サブセクションのハイパーリンク(例: cvc-model-group) をクリックすると、 http://www.w3.org/ Web サイ
ト上の対応する検証のルールについての詳細が開かれます。  

4.1.6 出力のプレビュー

MapForce マッピングと作業する場合、 結果出力を、外部のプロセッサーまたはコンパイラーを使用して生成されたコードを
実行またはコンパイルすることなく、プレビューすることができます。全般的には、生成されたコードを外部で処理する前に、
MapForce 内で変換出力をプレビューすることはよい考えです。 

マッピングの結果をプレビューする場合、 MapForce は、マッピングを実行して、結果出力を出力ペインに表示します。

出力ペインにデータが準備されると、 必要に応じて検証し保存します ( マッピング出力の検証を参照 )。 また、 「検索」 
コマンドを使用して、 (Ctrl + F キーの組み合わせ) 簡単に特定のテキストのパターンを出力ファイル内で検索することがで
きます。

マッピングの実行に関するエラー、警告、情報メッセージはメッセージウィンドウに表示されます ( ユーザーインターフェイスの概
要を参照 )。

変換の出力をプレビューする方法:

マッピングウィンドウ下の 「出力」  タブ をクリックします。MapForce は、言語ツールバー内で選択された変換言
語を使用してマッピングを実行し、結果の出力を使用して 「出力」 ペイン を作成します。 

変換の出力を保存するには、 以下を行います:

「出力」  メニューから「出力ファイルの保存」をクリックします。
「生成された出力の保存」 ツールバーボタンをクリックします。

部分的な出力のプレビュー

大きな出力ファイルをプレビューする場合、 MapForce は、出力ペインに表示されるデータの量を制限します。 具体的に
は、 MapForce は、出力ペイン内でファイルの一部を表示します。そして、「更にロード...」 ボタンがペインの下の部分に
表示されます。 「更にロード...」 ボタンは現在表示されているデータのファイルの部分の横に表示されます。

メモ: 出力ペイン内にファイル全体がロードされると、 「整形出力」 ボタンが有効化されます。

オプションダイアログボックスの全般タブからプレビューの設定を構成することができます ( MapForce オプションの変更を参
照)。

4.1.7 テキストビューの機能

出力 ペイン と XSLT ペイン には、テキストをより簡単に表示するための複数の視覚的な補助が搭載されています。以下
のような機能が含まれます:

http://www.altova.com/xmlspy.html
http://www.w3.org/
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行番号
構文の色
ブックマーク
ソースの折りたたみ
インデントのガイド
行末と空白文字のマーカー
ズーム
整形出力
ワード ラップ
テキストのハイライト

適用できる箇所では、上記の機能をテキストビュー設定 ダイアログボックスから切り替え、または、カスタム化することが
できます。テキストビュー設定 ダイアログボックス内の設定は、アクティブなドキュメントだけではなく、アプリケーション全
体に適用されます。 

テキストビュー設定 ダイアログボックス

テキストビュー設定 ダイアログボックスを開くには、以下を行います:

出力 メニューからテキストビュー設定を選択します。

テキストビュー設定  ツールバーボタンをクリックします。
出力 ペインを右クリックして、コンテキストメニューから、テキストビュー設定を選択します。

ナビゲーションの補助の一部は、テキストビューツールバー、アプリケーションメニュー、キーボードショートカットから切り替えるこ
とができます。
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テキストビューツールバー

適用することのできるショートカットへの参照は、上記のテキストビュー設定 ダイアログボックスの「キーマップ」セクションを確
認してください。

行番号
行番号は、テキストビュー設定 ダイアログボックス内で切り替えることのできる行番号 マージンで表示されます。 テキス
トのセクションが折りたたまれると、折りたたまれたテキストの行番号は表示されません。

構文の色
構文の色分けはテキストの構文の値に従い適用されます。 例えば、 XML ドキュメント内では、 XML ノードが要素、属
性、コンテンツ、 CDATA セクション、コメント、処理命令、ノード名 (そして一部の場合ではノードのコンテンツ)により異なる
色分けが使用されています。 

ブックマーク
ドキュメント内のラインは参照とアクセスのためにブックマークとして使用することができます。ブックマークマージンオンに設定され
ていると、 ブックマークは、ブックマークマージンに表示されます。

それ以外の場合、 ブックマークされたラインは水色でハイライトされています。
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ブックマークマージンは、テキストビュー設定 ダイアログボックス内で切り替えることができます。 

ブックマークを以下のコマンドを使用して編集、および、移動することができます:

ブックマークの挿入/削除 (Ctrl + F2)

次のブックマークへ移動 (F2)

前のブックマークへ移動 (Shift + F2)

全てのブックマークを削除 (Ctrl + Shift + F2)

上記の 出力 メニュー内で使用することができます。  出力 (または、 XSLT  または、 XQuery) ペインを右クリックする
と、コンテキストメニューを使用してブックマークコマンドを使用することができます。

ソースの折りたたみ
ソースの折りたたみは、ノードの展開と折りたたみ、およびソースの折りたたみマージン内に表示されるノードを表しています。
テキストビュー設定 ダイアログボックス内でマージンを切り替えることができます。展開するには、または、 テキストの一部を折
りたたむには、ウィンドウの左側の "+" と "-" ノードをクリックします。 折りたたまれたコードは、省略記号と共に表示されま
す。 これにより、プレビューされているコードを表示するヒントが開かれます。ヒントの終わりには、省略文字が表示されていま
す。
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全ての折りたたみの切り替え  コマンドは、全てのノードの展開された、または、折りたたまれたフォームを切り替えま
す。 

インデントのガイド
インデントのガイドは、ラインのインデントを示す垂直な点線です。テキストビュー設定 ダイアログボックス内で切り替え
ることができます。

メモ: 挿入タブ と スペースの挿入 オプションは、 出力 | XML テキストの整形出力 オプションを使用すると、効果が
与えられます。

行末のマーカーと空白文字のマーカー
行末 (EOL) マーカーと空白文字マーカーは、テキストビュー設定 ダイアログボックス内で切り替えることができます。
下のイメージは、行末と空白文字のマーカーが表示されている状態を表示しています。 矢印は、タブ文字を表し、 "CR" は
改行を表し、点は空白文字を表しています。

ズームインとズームアウト
Ctrl キーを長く押して、スクロール(マウスのホイールをスクロール)することによりズームイン、とズームアウトを行うことができま
す。または、 Ctrl キーを押しながら "-" 、または、 "+"キーを押してもズームイン、および、ズームアウトすることができます。 

整形出力
XML テキストの整形出力 コマンドは、アクティブな XML ドキュメントを構成された形式で表示するために、テキストビュー
内で再フォーマットします。デフォルトでは、各子ノードが親ノードより4つの空白文字によりオフセットで表示されます。これは、
テキストビュー設定 ダイアログボックスによりカスタム化することができます。 

XML ドキュメントを整形出力するには、出力 | XML テキストの整形出力 メニューコマンドを選択、または、 整形出力

 ツールバーボタンをクリックします。
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ワード ラップ
現在アクティブなドキュメント内で、ワード ラップを切り替えるには、 出力 | ワードラップ メニューコマンドを選択、 または ワ

ードラップ  ツールバーボタンをクリックします。

テキストのハイライト
テキストを選択すると、ドキュメント内で選択されたテキストに一致する箇所が自動的にハイライトされます。選択箇所は薄
い青でハイライトされ、一致する箇所は薄いオレンジでハイライトされます。 選択箇所と、一致する箇所は、灰色のマーカー
によりスクロールバー上に表示されます。 現在のカーソルの位置は、スクロールバー上で青いマーカーにより表示されていま
す。 

テキストのハイライトをオンにするには テキストビュー設定 ダイアログボックス内のt 自動ハイライトの有効化 を選択します。
選択範囲は、文字全体、または、固定された文字数に設定することができます。大文字と小文字の区別も指定することが
できます。

文字の選択範囲は、選択範囲の文字の最初の文字から開始する、一致する文字の最小数を指定することができます。例
えば、2つ、または、2文字以上の文字が一致するように選択することができます。この場合、1つの文字の選択は、一致とは
考えられません。2文字以上の一致のみが一致と考えられます。ですから、この場合、 t を選択すると、一致は表示されま
せん。 ty を選択すると、ty に一致するが表示されます。  typ を選択すると、 typ に一致するすべてのが表示されま
す。

文字の検索に関しては、文字を区切るために以下が考慮されます: (角かっこのない)要素名、要素タグの角かっこ、属性
名、引用符無しの属性の値。

4.1.8 テキストビュー内の検索

Output出力 ペイン と XSLT ペイン 内のテキストは、広範囲のオプションの組み合わせと視覚的な補助を用いて、検索
をすることができます。

 検索を開始するには、 Ctrl+F を押します(または、メニューコマンド 編集 | 検索 を選択します)。ダイアログ内に入力さ
れた検索用語を、ドキュメント全体で、または、選択された範囲で検索することができます。

検索する文字列を入力、または、コンボボックスを使用して最近使用した１０件の文字列を選択します。
検索する文字列を入力、または、選択すると、全ての一致がハイライトされ、スクロールバー内で一致がベージュ色
で表示されます。
現在選択されている一致は、他の一致と異なる色で表示されます。一致の位置はスクロールバー上で濃い青のカ
ーソルマーカーで表示されます。
検索用語フィールド内に一致の総数が、現在選択されている一致のインデックス位置と共に表示されます。 例え
ば、 2 の 4 は、４つ中の２番目の一致が選択されていることを示しています。

右下の 前へ  (Shift+F3) と 次へ  (F3) ボタンを選択することにより、１つの一致から次の一致へ両方向
に移動することができます。 
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検索ダイアログを閉じるには、右上の閉じる  ボタンをクリック、または、Esc を押します。 

以下の点に注意してください:

検索ダイアログにモードは存在しません。これは、検索ダイアログは、テキストビューを使用する場合でも、開き続ける
ことができます。 
ダイアログボックスを開く前にテキストが選択されている場合、選択されたテキストは、自動的に検索用語フィールド
に挿入されます。

選択範囲内で検索を行うには、以下を行います: (i) 選択範囲をマークします (ii) 選択範囲内で検索  オプ
ションをオンにして、検索範囲をロックします。 (iii) 検索用語を入力します。他の選択範囲内を検索するには、現

在の選択範囲を、選択範囲内を検索  オプションをオフにしてアンロックします。 そして、新規の選択範囲を選

択範囲内を検索  オプションをオンにして切り替えます。
検索ダイアログが閉じられると、現在の検索は F3 を押すことにより順方向検索し、Shift+F3 を押すことにより逆
方向検索します。検索ダイアログは再度表示されます。 

検索オプション
検索の条件は、検索フィールドの下にあるボタンにより指定することができます。オプションがオンになっている場合、ボタンの色
は青に変更されます。以下のオプションから選択することができます:

オプション アイ
コン
詳細

大文字と小文字を区
別する

切り替えられると、大文字と小文字を区別する検索が行われます (「Address」 は
「address」とは異なります )。

単語単位で検索 テキスト内の文字のみが一致されます。 例えば、入力文字列 fit に対して、 単語単
位を一致する がオンにされていると、単語 fit のみが検索文字列に一致します。
fitness 内の fit は、一致しません。

正規表現 オンに切り替えられると、 検索用語は、正規表現として読み取られます。「正規表現の
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使用」 を参照してください。

アンカーの検索 検索用語が入力されると、ドキュメント内の一致がハイライトされ、一致の内の１つが現
在の選択としてマークされます。  アンカーの検索 の切り替えは、最初の選択がカーソ
ルの位置に対して相対的かを決定します。 アンカーの検索 がオンに切り替えられると、
現在選択されている一致が選択され、現在のカーソルの場所の次の一致に一致しま
す。 アンカーの検索 がオフに切り替えられていると、現在選択されている一致はドキュ
メントの最初から数えて最初の一致が一致します。

選択範囲内の検索 オンに切り替えられると、 現在のテキストの選択範囲をロックし検索を選択されている範
囲に制限します。 それ以外の場合、ドキュメント全体が検索されます。テキストの新しい
範囲を選択する前に、選択範囲内の検索 オプションをオフに切り替えて現在の選択範
囲のロックを解除します。 

正規表現の使用

正規表現 (regex) を使用して、テキスト文字列を検索することができます。これを行うには、最初に 正規表現  オプ
ションをオンに切り替えます。 これにより、検索用語フィールド内のテキストが正規表現として評価されるために検索用語内
のテキストを指定することができます。次に、検索用語フィールド内に正規表現を入力します。正規表現の作成をヘルプする

ために、検索用語フィールドの右にある 正規表現 ビルダー  ボタンをクリックします。ビルダー内のアイテムをクリックし、対
応する正規表現メタデータを検索フィールドに入力します。 下のスクリーンショットは、電子メールアドレスを検索する単な正
規表現を示しています。 

正規表現メタ文字のカスタムセットは、テキストを検索し置き換える際にサポートされます。 

. 全ての文字に一致します。これは単一の文字のプレースホルダです。

\(abc\) \( and \) メタ文字は、タグ付けされた式の開始と終了をマークします。タグ付けされた式は、後で参照
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(バックレファレンス)するために一致する箇所をタグ(「記録」)する際に役にたちます。タグ付けされた式は、
正規表現内の .NET フレーバーの一致したサブ式(インデックスされたグループ)に類似しています。９個ま
でのサブ式をタグ付け (そして後から参照)することができます

例えば、 \(the\) \1 は、文字列 the the に一致します。この式は、以下のように説明することがで
きます: 以前に一致したタグ付けされた箇所が後に続き、スペース文字が後に続く、文字列 「the」 を一
致、(および、タグされた箇所として記録)します。

\n n が 1 から 9 の箇所では、 n は、最初から９番目のタグ付けされた箇所を指します (上を参照してくださ
い)。 

\< 単語の先頭に一致します。

\> 単語の末尾に一致します。

\ バックスラッシュが後に置かれている文字をエスケープします。すなわち、式 \x は、文字 x を文字通り使用
することができます。例えば、 \[ は、文字のセットの開始としてではなく、 [ として解釈されます。

[...] このセット内の文字に一致します。例えば、 [abc] は、 a  b または c の文字に一致します。範囲を使
用することができます: 例えば、小文字のために [a-z] を使用します。

[^...] このセット内では内文字に一致します。 例えば、 [^A-Za-z] は、アルファベット文字以外の文字に一
致します。

^ (セット内で使用されていない限り)行頭 に一致します。

$ 行末に一致します。例えば、 A+$ は、行末の A に一致します。

* 前の式のゼロ、または複数の発生に一致します。例えば、 Sa*m  Sm  Sam Saam Saaam などに一
致します。

+ 前の式の１つの、または複数の発生に一致します。 例えば、 Sa+m は Sam, Saam, Saaam などに一
致します。

特殊文字の検索と

正規表現 オプション  が有効化されていると想定して、テキスト内の特殊文字を検索することができます

\t (タブ)
\r (キャリッジリターン)
\n (新しいライン)
\\ (バックスラッシュ)

例えば、 タブ文字を検索するには、 Ctrl + F を押して、   オプションを選択し、検索ダイアログボックス内に \t を入
力します

4.1.9 XSLT コードのプレビュー

XSLT 1.0 または XSLT 2.0 を変換言語として選択している場合、MapForce により生成された XSLT コードをプレ
ビューすることができます。 ( 変換言語の選択を参照)。

変換された XSLT 1.0 (または XSLT 2.0) コードをプレビューするには、以下を行います:

XSLT 1.0  コードをプレビューするには、マッピングウィンドウの下の XSLT タブをクリックします。
XSLT 2.0 コードをプレビューするには、マッピングウィンドウの下の XSLT2 タブをクリックします。

メモ: XSLT (または XSLT2) タブは、 XSLT (または XSLT2 をそれぞれ)　変換言語として選択すると使用すること
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ができます。 

4.1.10 XSLT コードの生成

XSLT コードを生成する：

1. メニュー 「ファイル | コードの生成 | XSLT 1.0 (または XSLT 2.0)」 を選択します。
2. 生成された XSLT ファイルを保存するフォルダーを選択し、 「OK」をクリックします。MapForce は、コードを生成
し、メッセージウィンドウ内にオペレーションの結果を表示します。

生成された.xslt ファイルの名前には、  <A>MapTo<B>.xslt の書式を持ちます:

"<A>" は、マッピング設定内の アプリケーション名 フィールドの値です (次を参照してください:マッピング設定の変
更).
"<B>" は、ターゲットマッピングコンポーネントの名前です。この値を変更するには、ターゲットコンポーネントの設定を
開き、 コンポーネント名 フィールドの値を変更してください (次を参照してください:コンポーネント設定の変更)。

XSLT ファイルが保存されるフォルダーは、 RaptorXML Server によりデータ変換を行うことができる
DoTransform.bat というバッチファイルを含みます。

RaptorXML Server を使用して変換を行う:

1. RaptorXML をダウンロードページからダウンロードしインストールします(https://www.altova.com/ja/
download-trial-server.html)。

2. 上の操作で指定した出力フォルダーに入りされている DoTransform.bat バッチファイルを起動します。

RaptorXML がインストールされた場所を環境変数の Path 変数へ追加する必要がある場合があります。  ウェブサイト上
のドキュメントページで RaptorXML ドキュメントを確認することができます (https://www.altova.com/ja/
documentation.html)。

4.1.11 複数のマッピングウィンドウとの作業

MapForce は、複数のドキュメントインターフェイス (Multiple Document Interface) (MDI)　を使用します。
MapForce で開く各マッピングファイルには個別のウィンドウがあります。 これにより、複数のマッピングウィンドウと作業、また
は並べ替えやサイズ調整を MapForce メイン (親) ウィンドウで行うことができます。で行うことができます。全ての開かれて
いるウィンドウを標準ウィンドウのレイアウトを使用して以下のように並べ替えることができます: 上下に並べる、左右に並べる、
重ねて表示。

複数のマッピングが MapForce 内で開かれている場合、 マッピングペインの下の部分に表示されているタブを使用して素
早く切り替えることができます。

http://www.altova.com/download-trial-server.html
https://www.altova.com/ja/download-trial-server.html
https://www.altova.com/ja/download-trial-server.html
https://www.altova.com/ja/documentation.html
https://www.altova.com/ja/documentation.html
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ウィンドウ 管理オプションは、「ウィンドウ」 メニュー と 「ウィンドウ」 ダイアログボックスで使用することができます。 「ウィンド
ウ」 ダイアログボックスから、アクションを実行、または現在開かれているマッピングウィンドウで (保存、 閉じる、 または最小
化を含む)　アクションを使用することができます。

ウィンドウダイアログボックス

「ウィンドウ | ウィンドウ」 を使用して、ウィンドウダイアログボックスを開くことができます。ウィンドウダイアログボックスから複数
のウィンドウを選択するには、必要なエントリを 「Ctrl」 キーを押しながらクリックしてください。

4.1.12 マッピング設定の変更

マッピング設定ダイアログボックスから現在アクティブなマッピングデザインファイルのドキュメント特有の設定を変更することがで
きます。 この情報は *.mfd ファイルに保管されます。

マッピング設定ダイアログボックスの開きかた:

「ファイル」 メニューから 「マッピング設定」 をクリックします。
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マッピング設定ダイアログボックス 

使用することのできる設定は、以下のとおりです.

アプリケーション名 生成される変換ファイルにて使用される XSLT 1.0/2.0 ファイル名プレフィック
ス、 が定義されます。

生成されたコード内でパスを絶対パス
にする

生成されたコード内 でファイルパスが相対または絶対パスであるかを定義しま
す。詳細に関しては、生成されたコード内のパスについてを参照してください。 

Windows パスがファイルパスの規則
であることを確認

ローカルのファイルシステム上のファイルパス出力... チェックボックスにより、
Windows のパス規則が使用されます。XSLT2 （または XQuery）により
出力が行われる場合、現在処理されているファイル名は、document-uri 関
数により取得され、内部的にはローカルファイルに対して file:// というパス形式
の URI が使用されます。

このチェックボックスにチェックが入れられている場合、file:// 形式の URI パス
が Windows ファイルパス(例: "C:\...") へ自動的に変換され、それ以降の
処理を単純化することができます。

XML スキーマバージョン マッピングファイルで使用された XML スキーマバージョンを定義することができま
す。 バージョン 1.0 または 1.1に準拠するスキーマをロードするかを定義しま
す。すべてのバージョン 1.1 特有の機能は現在サポートされています。 

xs:schema vc:minVersion="1.1" 宣言が存在する場合、バージョン
1.1 が使用されます。それ以外の場合は、 1.0 が使用されます。
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XSD ドキュメントが vc:minVersion 属性 または 1.0 または 1.1 以
外の vc:minVersion 属性の値を持たない場合、 XSD 1.0 がデフォル
トのモードです。

メモ: vc:minVersion 属性 と xsd:version 属性を混同しないで
ください。前者は、 XSD バージョン番号を示し、後者はドキュメント
バージョン番号を示します。 

既存のマッピング内のこの設定を変更することは、選択されたスキーマバージョ
ンの全ての XML スキーマを再ロードすることを意味し、 妥当性を変更する可
能性があります。 
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4.2 コンポーネントとの作業

コンポーネントは、 MapForce 内のマッピングデザインで中心的な要素です。全般的に、「コンポーネント」という用語は、デ
ータソースとデータターゲットとしての役割を果たすオブジェクト、または中間処理の段階にあるマッピング内のデータに簡単な
名称を与えるために役に立ちます。 

コンポーネントには以下の 2つの主なカテゴリがあります: 構造コンポーネントと変換コンポーネント。

構造コンポーネントは、データの抽象的な構造とスキーマを表します。  例: (メニューコマンド 「挿入 | XML スキーマ/ファイ
ル」を使用して)　マッピングエリアに XML ファイルを追加すると、マッピングコンポーネントになります。構造コンポーネントとそ
の特化についての詳細は、 データソースとターゲットを参照してください。一部の例外を除いて、 構造コンポーネントは、アイ
テムとシーケンスから構成されます。 アイテムはマッピングユニットの最も低いレベルです (例: XML ファイル内の単一の属
性、または 単純型の要素)。シーケンスはアイテムのコレクションです。 

変換コンポーネントは、データを変換 (例: 関数)、 または変換の手助け(例: 定数または変数)をします。これらのコンポーネ
ントを使用して、複数のデータ変換タスクを達成する方法に関しては、マッピングのデザインを参照してください。

構造コンポーネントを使用することにより、ファイルまたはその他のソースからデータを読み込み、また、ファイルまたはその他のソ
ースへデータを書き込み、マッピング処理内の中間の段階で(例: プレビューするために)データを保存することができます。この
結果、構造コンポーネントには、以下の3つの型があります:

ソース。 マッピングエリアの左側に配置し、 MapForce にデータを読み込むように命令し、コンポーネントをソースと
して宣言します。
ターゲット。 マッピングエリアの右側に配置し、 MapForce にデータを書き込むように命令し、コンポーネントをソー
スとして宣言します。
パススルー。これは特別なコンポーネントの型でソースとターゲットとしての役割を果たします。 (更に詳しい情報に関
しては、  チェーンマッピング/ パススルーコンポーネントを参照)。

マッピングエリアでは、コンポーネントは三角形で表示されます。次のサンプルマッピングは、 3 つのソースコンポーネント、1つの
XML コンポーネント、ソースに書き込まれる前にデータが通過する複数の変換コンポーネント (関数とフィルター) を表してい
ます。
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CompletePO.mfd

このマッピングサンプルは以下のパスで見つけることができます: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\CompletePO.mfd。

4.2.1 コンポーネント内の検索

特定のノード/アイテムをコンポーネント内で検索する方法:

1. 検索するコンポーネントをクリックします。「CTRL+F」 キーをクリックします。
2. 検索用語を入力して、「次を検索」　をクリックします。
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高度なオプションを使用して、どのアイテム (ノード) が検索されるか、また特定の接続をベースにした厳密な検索オプションを
定義します。

4.2.2 コンポーネントの整列

コンポーネントをマッピングペイン内でドラッグすると、 MapForce は、自動配置 ガイドラインを表示します。このガイドライ
は、マッピングウィンドウ内で他のコンポーネントと位置を合わせる際とても役に立ちます。

下のサンプルマッピングでは、下のコンポーネントを移動します。 ガイドラインは、マッピングの左のコンポーネントに位置を合わ
せることができます。 

コンポーネント 自動配置 ガイドライン
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このオプションを有効化または無効化する:

1. 「ツール」 メニューから 「オプション」をクリックします。
2. 「編集」 グループから、「マウスのドラッグにてコンポーネントを整列」 のチェックボックをチェックします。

4.2.3 コンポーネント設定を変更する

コンポーネントをマッピングエリアに追加した後、から適用することのできる設定をコンポーネント設定ダイアログボックスから構成
します。コンポーネント 設定 ダイアログボックスを以下の方法で開くことができます:

コンポーネントを選択して、 「コンポーネント」 メニューから 「プロパティ」 をクリックします。 
コンポーネントヘッダーをダブルクリックします。
コンポーネントヘッダーを右クリックして、 「プロパティ」 をクリックします。 

コンポーネント設定ダイアログボックスで使用することのできる設定に関しては XML コンポーネント設定を参照してください。

XML などの、ファイルベースのコンポーネント、  「ファイル」 (  ) ボタンがルートノードの横に表示されます。 このボタは、
単一のマッピング内で複数のファイルを処理または生成する際に適用することのできる高度なオプションを指定します ( 複数
の入力または出力ファイルを動的に処理を参照)。 

4.2.4 入力の複製

1つ以上のソースからデータを受け入れるためにコンポーネントを構成する必要がある場合があります。例えば、2つの異なるス
キーマからのデータを単一のスキーマに変換する必要があるとします。 目的のスキーマが2つのソーススキーマからのデータを受
け入れるようにするには、コンポーネント内の入力アイテムを複製して行います。入力の複製は、ターゲットコンポーネントであ
るコンポーネントにとってのみ意味があります。 与えられたターゲット コンポーネントは、必要に応じて、必要な数複製すること
ができます。 

特定の入力アイテムを複製するには、アイテムを右クリックして、コンテキストメニューから 「後/前に入力を複製する」 を選
択します。
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上のイメージでは、 アイテム LineItem が 2 番目のソースからマップを可能にするために複製されています。

入力を複製すると、元の入力と複製された入力の間をマップすることができます。 例: これによりデータをソース A からもとの
入力に、またデータをソース B から複製された入力にコピーすることができます。

メモ:  XML インスタンスを無効にするため、 XML 属性の複製は許可されていません。スキーマ内の要素の
maxOccurs 属性の値に関わらず、 XML 要素の場合、入力の複製は許可されています。この振る舞いは、スキ
ーマが後に変更することが可能なため、また、ソースデータが任意のため、意図的です。  例えば、マッピングは、マッ
ピング上で入力が複製されても、単一の XML 要素を生成することができます。 

順序を追った例は、 複数のソースから1つのターゲットにマップを参照してください。 
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4.3 接続との作業

マッピングは、データを1つのフォーマットから他のフォーマットに変換することを意味します。基本的なマッピングシナリオでは、
マッピングエリアにソースとターゲットデータを表すコンポーネントを追加します (例: ソース XML スキーマと目的のスキーマ)、そ
して視覚的なマッピング接続を2つの構造間に描きます。 ですから、接続はソースから目的地へどのようにデータがマップされ
たかを表す視覚的な表示といえるでしょう。 

コンポーネントには、マッピングで小さい三角形として表示される入力と出力があり、これらはコネクタと呼ばれます。 出力コネ
クタは接続を描くアイテムの右横に配置されます。 

2つのアイテム間に接続線を引く:

ソースアイテムの出力コネクタをクリックし、 目的アイテムまでドラッグします。ドロップアクションが許可されると、ヒントの
リンクがカーソルの横に表示されます。 

入力コネクタは入力される接続のみを受け入れます。 同じ入力に第2番目の接続を追加使用とすると、 接続を新規の接
続と置き換えるか、または入力アイテムを複製するかを問うメッセージボックスが表示されます。 出力コネクタは複数の接続を
持つことができ、それぞれが異なった入力を持ちます。

異なったアイテムに接続を移動する:

接続のスタッブ(ターゲットに近い直線のセクション) をクリックして、移動先までドラッグします。

異なったアイテムへの接続をコピーする:

接続のスタッブ(ターゲットに近い直線のセクション) をクリックして 「Ctrl」 キーを押しながら移動先までドラッグしま
す。

接続の対極にあるアイテムを表示する:

マウスポインターを（入力/出力アイコンの近くにある）コネクタの直線部へマウスオーバーすることで、コネクタがハイライ
トされ、ポップアップが表示されます。ポップアップには、コネクタの対極にあるアイテムの名前が表示されます。同一の
出力アイコンから複数の接続が定義されている場合には、最大10の名前が表示されます。スクリーンショットでは、
SinglePrice と value2 という複数のターゲットに対して接続が行われていることが理解できます
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接続設定 を変更するには以下を行います:

「接続」 メニューから「プロパティ」をクリックします。  (このメニューアイテム は、接続を選択すると有効化されます)。
接続をダブルクリックします。
接続を右クリックして、「プロパティ」 をクリックします。

接続設定を参照してください。

接続を削除するには、 以下を行います:

接続をクリックして、 「削除」 キーを押します。
接続を右クリックして、「削除」 をクリックします。 

4.3.1 必須の入力について

マッピング処理内での手助けをするために、 MapForce は、ターゲットコンポーネント内の必須の入力をオレンジ色でハイラ
イトします:

XML と EDI コンポーネントは、 minOccurs パラメーターがで 1 と同じまたは 1 より大きいアイテムです。 
In データベース内では、これらは「ゼロではない」として定義されるフィールドです。 
WSDL 呼び出しと WSDL レスポンス (全てのノード) 
必須と定義された XBRL ノード 
関数内では、これらは、パラメーターがマップされると、接続の必要な他の必須のパラメーターがハイライトされる特定
の必須のパラメーター です。 例: フィルター入力パラメーターの1つがマップされると、他のパラメータｔ-は自動的にハイ
ライトされます。
MS Excel シート内のワークシート名

例:
 ...\MapForceExamples フォルダー内にある、CompletePO.mfd などのマッピング作成の際、 挿入された XML ス
キーマファイルは下に表示されるとおりです。 
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Customers コンポーネントの Number 要素は CompletePO コンポーネントの Number 要素に接続されています。
接続が作成されると、CompletePO コンポーネントの必要なアイテム/ノードは、ハイライトされます。折りたたまれた
「Article」 ノード/アイコン もハイライトされます。

4.3.2 優先する接続線の表示の変更

MapForce ではマッピングウィンドウに表示されるコネクタの表示方法を選択することができます

選択コンポーネントの接続線の表示 により以下のように表示が切り替わります:



86 一般的なタスク 接続との作業

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

全てのマッピングコンポーネントが黒色で表示されるか、
現在選択されているコンポーネントに関係したコネクタが黒色で表示されるとともに、その他の接続がグレーで表
示されます。

ソースからターゲットへの接続線の表示により以下の表示が切り替わります:
現在選択されているコンポーネントに直接接続されているコネクタが黒色で表示されるか、
現在選択されているコンポーネントの入力または出力アイコンへリンクされているコネクタが黒色で表示されます。

4.3.3 接続の注釈

個別の接続をマッピングに詳細なコメントを与えラベル付けすることができます。  このオプションは「全ての接続の
型」で使用することができます。 

接続に注釈をつける:

1. 接続を右クリックして、 コンテキストメニューからを 「プロパティ」選択します 、
2. 現在選択されている接続の名前 を 「詳細」 フィールドに入力します。これにより注釈設定グループ内の全てのオプ
ションが有効化されます。

3. 残りのグループを使用して、ラベルの 「開始の箇所」、「配置」、「位置」 を定義します。

4. 注釈テキストを確認するには、表示オプションツールバー内の 「注釈の表示」  アイコンを有効化します。

メモ: 「注釈の表示」 アイコンが無効化されている場合、接続にカーソルをポイントすると、注釈を表示することができま

す。  「ヒントの表示」  ツールバーボタンが表示オプションツールバー内で有効化されてい
る場合、注釈のテキストは吹き出し内に表示されます。 

4.3.4 接続設定

コネクタを右クリックしてコンテキストメニューからプロパティを選択するか、コネクタをダブルクリック
して接続設定ダイアログボックスを開き、現在のコネクタに対して特別な（混合コンテンツ）設定を定
義することができます。使用することのできないオプションは無効化されています。
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接続設定ダイアログボックス

complexType のアイテムのために、以下のマッピングのための接続型を選択することができます (これらの設定は、テキス
トノードを持たない complexType アイテムにも適用することができます):

ターゲット優先 (標準)接続の型をターゲット優先に変更します ( ターゲット優先 / 標準 マッピング を参照)。

全てコピー (子アイテム
のコピー)

接続の種類を「全てコピー」 に変更し、ソースとターゲットコンポーネント内の全ての等しいアイ
テムと自動的に接続します ( 全てコピー接続 を参照)。

ソース優先 (複合コン
テンツ)

接続の種類を"ソース優先"に変更し、またマップされる追加要素の選択を有効化します。
マッピングに適するために、追加要素は XML ソースファイル内のマップされたアイテムの子アイ
テムである必要があります。
 

「処理命令をマップ」 または 「コメントをマップ」 チェックボックスを有効化することにより、こ
れらのデータグループを出力ファイルに含むことができます。 
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メモ: CDATA セクションはテキストとして扱われます。

注釈設定グループにより接続へ注釈を与えることができます ( 接続の注釈 を参照)。

4.3.5 マッチする子要素の接続

ソースとターゲットコンポーネントの両方内で同じ名前のアイテム間で複数の接続を作成することが
できます。  「全てコピー」 接続は、デフォルトで作成されます ( 全てコピー接続を参照)。 

「マッチする子を自動的に接続する」 オプションをオンまたはオフに切り替えるには、以下を行います:

「マッチする子要素の自動接続」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。
「接続」 メニューから「マッチする子要素の自動接続」をクリックします。 

 "マッチする子を接続する"のための設定を変更する方法:

1. 両方のコンポーネント内のと 「子アイテム」 いう名前を共有する 2つの (親) アイテムを接続
します。 

2. 接続を右クリックして、 「一致する子要素の接続」 オプションを選択します。

3. 必要なオプションを選択して (下のテーブルを参照してください)、 「OK」をクリックします。 ダイアログボックス内の設
定定義に当てはまる、接続が同じ名前の全ての子アイテムのために作成されます。 

メモ:  「子の自動接続の切り替え」 (  ) ツールバーボタンがアクティブな場合、ここで定義する設定が2つのアイテム
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を接続する際に適用されます。

大文字と小文字の区別を無視 子アイテム名の大文字と小文字の区別を無視します。 

名前空間を無視 子アイテムの名前空間を無視します。

再帰的 一致するアイテム間の接続を再帰的に作成します。すなわ
ち、階層構造内でどれほど深くアイテムがネストされていて
も、アイテムが同じ名前を持つ限り、アイテム間の接続が作
成されます。

属性と要素を混合 有効化されている場合、同じ名前を持つ属性と要素の間の
接続を許可します。 例: 2つの 「Name」  アイテム が存在す
る場合、1つが属性、もう1つが要素である場合でも、接続を
作成します。

全コピー 接続の作成 この設定は、デフォルトの設定では有効化されています。 この設定は、
「全てコピー」 と ソースとターゲット アイテム 間の接続を (可能であれば)作
成します。

既存の出力接続を無視 出力接続が既存の場合でも、追加の接続を一致するアイテムのために作
成します。

保持 既存の接続を保持します。

上書きを保存 定義された設定に従い接続を再作成します。既存の接続は
破棄されます。

既存を全て削除 新規接続を作成する前に、既存のすべての接続を削除しま
す。

接続の削除
接続 マッチする子を接続する ダイアログを使用して作成された接続、または、マッピング処理中の接続をグループ化して削
除することができます。

接続の削除:

1. コンポーネント内のアイテムの名前を右クリックします (このサンプルでは「Person」 )。
2. 「接続の削除 | 全ての...接続の削除」 を選択します。
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全てのダイレクト接続を削除 直接マップされた、または現在のコンポーネントから他のソースまたはターゲッ
トコンポーネントにマップされたすべての接続を削除します。

全ての入力子接続を削除  ターゲットコンポーネント内でアイテムを右クリックした場合のみアクティブにな
ります。全ての入力子接続を削除します。

全ての出力子接続を削除 ソースコンポーネント内でアイテムを右クリックした場合のみアクティブになりま
す。 全ての出力子接続を削除します。

4.3.6 コンテキストメニューの接続

接続を右クリックすると、 以下のコンテキストコマンドを使用することができます。

マッチする子を接続 「マッチする子を接続する」 ダイアログボックスを開きます。
( マッチする子要素の接続 を参照)。接続がマッチする子アイテ
ムを持つことができる場合、このコマンドを有効化することがで
きます。

削除 選択された接続を削除します。

ソースへ移動: <item name> 現在の接続のソースコネクタを選択します。

ターゲットに移動: <item name> 現在の接続のターゲットコネクタを選択します。

ターゲット優先 (標準) 接続の型をターゲット優先に変更します ( ターゲット優先接続 を参照)。

全てコピー (子アイテムのコピー) 接続の種類を「全てコピー」に変更し、ソースとターゲットコンポーネント内の全
ての等しいアイテムと自動的に接続します ( 全てコピー接続 を参照)。

ソースアイテムとターゲットアイテムの両方が子アイテムを持つ場合、このコマンド
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は有効化されます。

ソース優先 (複合型コンテンツ) 接続の種類を「ソース優先」に変更します ( ソース優先マッピングを参照)。  

ソースアイテムとターゲットアイテムの両方が子アイテムを持つ場合、このコマンド
は有効化されます。

並べ替えの挿入: Nodes/Rows ソースとターゲットアイテム間のソートコンポーネントを追加しま
す。 ( データの置換えを参照)。 

フィルターの挿入: Nodes/Rows ソースとターゲットアイテム間のフィルターコンポーネントを追加
します。 ( フィルターと条件を参照)。 

Value-Map の挿入 ソースとターゲットアイテム間の Value- Map コンポーネントを追
加します。 ( Value- Maps の使用 を参照)。

プロパティ 「接続設定」 ダイアログボックスを開きます。 ( 接続設定 を参
照)。

4.3.7 見つからない親接続の通知

ソースならびにターゲットアイテム間の接続を手動で作成する場合、起こりえるマッピング結果が MapForce により分析され
ます。子アイテム同士をマッピングした場合、ソースアイテムの親とターゲットアイテムの親も接続するように促すプロンプトが表
示されます。

これはマッピングのプレビューを出力ウィンドウにて行う際に、子アイテムの表示を 1 つに限定しないためのものです。ソースノ
ードから得られるものが単一の値ではなく、シーケンス形式の場合、通常親アイテムの接続を行う必要があります。

 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーに収められている
Tut-OrgChart.mfd マッピングを以下に示します。 ソースコンポーネントにある text() アイテムがターゲットコンポーネント
にある text() アイテムへ接続されると、メッセージボックスが表示され、親アイテムの para が接続されておらず、出力では一
度だけ生成される旨が通知されます。複数の para アイテムをターゲットにて表示するには、ソースならびにターゲットアイテム
の para を接続する必要があります。
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Tut-OrgChart.mfd (MapForce Basic Edition)

ターゲット内で複数の para アイテム を生成するには、ソースとターゲット para アイテムをそれぞれ接続します。 

上に表示されるようなメッセージを非表示にするには 以下を行います:

1. 「ツール」 メニューから 「オプション」をクリックします。
2. 「メッセージ」 グループをクリックします。
3. 接続を作成した際、祖先アイテムへの接続を提案アイテム チェックボックスをクリックします。

4.3.8 接続と子接続の移動

異なった コンポーネントに接続を移動する場合、 MapForce は、自動的に同じ子接続をマッチし、この接続が新しい場
所に移動されるべきかプロンプトします。この機能の通常の使用方法は、既存のマッピングがある場合、ターゲットスキーマの
ルート要素の変更です。通常、 このような状況が発生すると、すべての 降順 接続 を手動でマッピングを再度行う必要が
ありますが、この機能はそのような状況を回避するために役に立ちます。

 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーで使用することのでき
る Tut-ExpReport.mfd ファイルは、この例で修正され、別名で保存されます。
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Tut-ExpReport.mfd (MapForce Basic Edition)

動作を理解するためには、以下を行います:

1. Tut-ExpReport.mfd サンプルマッピングを開きます。
2. ターゲットスキーマの Company ルート要素を Company-EU に変更するために、MapForce の外部で

ExpReport-Target.xsd スキーマを編集します。 MapForce を閉じる必要はありません。
3. ターゲットスキーマの Company ルート要素を Company-EU に変更すると、MapForce に"変更されたファイ
ル"プロンプトが内に表示されます。
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4. 更新されたスキーマを再ロードするために、 「再ロード」 ボタンをクリックします。  ルート要素が削除されたため、 コ
ンポーネントは複数の見つからないノードを表示します。

5. コンポーネントの上の 「新しいルート要素の選択」 をクリックします。 (ルート要素をコンポーネントヘッダーを右ク
リックしてコンテキストメニューから 「ルート要素の変更」 を選択することで、ルート要素を変更することができます)。

6. Company-EU  を新しいルート要素として選択し、 「OK」 をクリックして確認します。Company-EU ルート要素
がコンポーネントの上にが表示されます。

7. ソースコンポーネントの expense-report アイテムとターゲットコンポーネントの Company アイテム間にある接続
のターゲットスタッブをクリックして、 Company-EU ターゲットコンポーネントのルート要素の上にドラッグアンドドロップ
します。
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通知ダイアログボックスが現れます。

8. 「子孫の接続を含む」 をクリックする。 これにより、新しいルート要素の下で再度マップするように MapForce に
命令し、マッピングは再度有効となります。

メモ: マッピングするノードが、ソースノードと同じ名前を持ち、異なる名前空間にある場合、通知ダイアログボックスに、以
下のを表示する追加ボタンが表示されます: 「子孫とマップ名前空間を含む」。このボタンをクリックすると、同じ名前
空間の子接続が同じ子ノードのソース親ノードとして移動されます。このボタンをクリックすると、異なる名前空間ノー
ドの下の同じ子ノードのソース親ノードと同じように同じ名前空間の子接続を移動します。

4.3.9 コンポーネント削除後の接続の保持

他のコンポーネントに複数の (子) 接続を持つ、コンポーネントを削除すると、何が起こるかを決定することができます。 例:
フィルター または ソートコンポーネント。全ての子接続を保持し、個別に復元する必要がないためこの機能は役に立ちます。

コンポーネントが削除された後に、子接続を保持または復元すること、または、全ての子接続をすぐに接続することが選択で
きます。

現在の設定を確認するために (タブ) を選択します。 チェックボックスのデフォルト設定は、 非アクティブです。すなわち 「スマ
ートなコンポーネント削除 (役に立つ接続を保持)」 が無効化されます。 

例: ...\MapForceExamples フォルダー内で CompletePO.mfd マッピングを使用するには、チェックボックスがアクティ
ブ化されていると、 Customer フィルターは、以下に表示される子アイテムに接続された全てコピー 接続になります。
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Customer フィルターを削除すると、削除の確認を問うプロンプトが表示されます。 「はい」 を選択すると、フィルターは削除
されますが、子接続は保持されます。 

その他の接続はまだ選択されています(すなわち、赤で表示される箇所)。 削除する場合は、 Del キーを押します。 

マッピングエリアをクリックすると、コネクタの選択が解除されます。

「スマートなコンポーネント削除...」 チェックボックスが無効化されている場合、 フィルターを削除すると全ての子接続がすぐ
に削除されます。

メモ: フィルターコンポーネントが 「on-true」 と 「on-false」 出力に接続されている場合、 両方の出力のための接続は
保持されます。

4.3.10 見つからないアイテムの扱い方

時が経つに従って、XML スキーマにて定義された要素や属性が追加/削除され、マッピング内にあるコンポーネントの構造が
変更されるということがあります。MapForce ではプレースホルダーアイテムを使用することで、全ての接続を保持し、アイテム
が削除された際にコンポーネント間で関連する接続データの保持を行います。

例:
MFCompany.xsd スキーマファイルをサンプルファイルとして使用します。スキーマファイルを MyCompany.xsd という名
前でコピーし、両スキーマ間にて Company アイテムに対する接続を作成します。これで子要素の自動接続が有効になっ
ている場合、コンポーネント間にある全ての子アイテムに対する接続が作成されます。
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XMLSpy にて MyCompany.xsd を編集し、スキーマ内にある First ならびに Last アイテムを削除します。
MapForce へ再度切り替えると、スキーマを再ロードするよう促されます。再ロードすることで、MapForce 内にあるコンポ
ーネントが更新されます。

削除されたアイテムならびにコネクタが、アイコンとともに MyCompany コンポーネントに表示されます。必要な場合は他の
アイテムへコネクタを再接続することができるほか、コネクタを削除することもできます。

この状態でマッピング（または生成されたコード）のプレビューを行うこともできますが、警告がメッセージウィンドウに表示されま
す。プレビューならびにコード生成において、上のアイコンで示されるような、見つからないアイテムは無視されます。

ハイライトされているコネクタをクリックし、削除することで、見つからないアイテム（この場合は MyCompany 内部の Last
がコンポーネントから削除されます。

名前変更されたアイテム
例えば Person という親アイテムが ZPerson という名前に変更された場合、オリジナル (Person) の親アイテムコネクタ
が保持され、子アイテムのコネクタが削除されます。 
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「全てコピー」接続と見つからないアイテム
全てコピー接続は通常の接続と同じように扱われますが、見つからないアイテムへの接続は保持も表示もされません。

名前変更または削除されたコンポーネントソース

スキーマやのコンポーネントのデータソースが名前変更または削除された場合、コンポーネントに含まれる全てのアイテムがハ
イライトされます。コンポーネントの外周であるフレームにより、スキーマ に対して正常な接続がなされていないことが示されま
す。この状態でプレビューやコード生成を行うことはできません。

マウスカーソルをハイライトされているコンポーネントへマウスオーバーすることで、ポップアップが表示されます。
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ハイライトされたコンポーネントのタイトルバーをダブルクリックすることで、コンポーネント設定ダイアログボックスが表示されます。
スキーマファイルのグループにある参照ボタンをクリックすることで別の（またはバックアップとなる）スキーマを選択することができ
ます。詳細についてはリファレンスセクションの "コンポーネント" セクションを参照ください。

  同様の構造を持ったスキーマ を選択した場合全ての妥当な（正確な）接続が保持されます。





Chapter 5

マッピングのデザイン
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5 マッピングのデザイン

このセクションは、データマッピングのデザイン方法とマッピングエリア上のデータの変換方法について説明します。 また、マッピン
グデザインに関連した、注意点に関しても説明します。以下のロードマップを利用して、特定のタスクまたはコンセプトに素早
くアクセスすることができます:

...を実行するには 以下を参照してください...

その他のスキーマのパス参照とマッピングで使用されるインス
タンスと他のファイルの作成と編集を行います。

相対と絶対パスの使用

必要に応じてデータマッピングを微調整します。 (例: ター
ゲットコンポーネント内のアイテムのシーケンスの調整)。

マッピング接続の種類

異なるスキーマを持つ複数のソースからのデータを単一のス
キーマにマップします。

複数のスキーマからデータをマージする

コンポーネントの出力を他のコンポーネントの入力として使
用します。

チェーンマッピング/ パススルーコンポーネント

複数のファイルを同じマッピングにソースまたはターゲットとし
て処理します。(例: ディレクトリ内の全てのファイル)。

複数の入力または出力ファイルを動的に処理

(文字列パラメーターなど) 外部の値をマッピングにパスしま
す。

マッピングにパラメーターを与える

ファイルの代わりに、マッピングから文字列の値を取得しま
す。

マッピングから文字列の値を返す

マッピングデータの一部を後の処理のために一時的に保管
します(プログラミング言語内の変数に類似)。

変数の使用

昇順 または 降順の順序でデータを並べ替える。 データの置換え

特定の条件に従い nodes/rows をフィルター、または値
を処理します。

フィルターと条件

キーと値のペアの処理を行います。 例: 数値の表示を月
数に変換します。 (01、 02、 などを) テキストの表示
(一月、二月、などに)変換します。

Value-Maps の使用

複雑なマッピングのデザインで予期しない結果の発生を回
避します。 

マッピングのルールと戦略

重要な点は、 MapForce は、多種の処理タスクを助ける、広範囲なビルドイン関数ライブラリを搭載し
ている点です ( 関数ライブラリレファレンスを参照)。 ビルドインライブラリでも、十分ではない場合、自
身のカスタム関数を MapForce で作成し、外部 XSLT ファイルで再利用することができます。 更に詳
しい情報に関しては、 関数の使用を参照してください。
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5.1 相対と絶対パスの使用

マッピングデザインファイル (*.mfd) は、複数のスキーマとインスタンスファイルを参照する場合があります。MapForce により
使用されるスキーマファイルは、マップされるデータの構造を決定し検証します。インスタンスファイル、は他方、スキーマに対し
てソースデータを読み込み、プレビューし、検証することが要求されます。 

マッピングにコンポーネントを追加する場合、マッピングデザインで使用されるファイルへの参照はすべて MapForce により作
成されます。ですが、上記のパス参照を常に手動で設定または変更することができます。

このセクションは設定のための命令、またはマッピングにより参照されるその他のファイル型にパスの変更方法、相対と絶対パ
スの使用が指する意味について説明します。

5.1.1 コンポーネント上で相対パスを使用する

コンポーネント設定ダイアログボックス (XML コンポーネントのために下に表示されています) は、コンポーネントにより参照さ
れる可能性のある複数のファイルのための絶対または相対パスを指定するオプションを提供します:

入力ファイル (すなわち、 MapForce がデータを読み込むファイル)
出力ファイル (すなわち、 MapForce がデータを書き込むファイル)
スキーマファイル (スキーマを持つコンポーネントに適用可能)
構造ファイル (ユーザー定義関数の入力または出力パラメーター, または 変数などの複雑な構造を持つコンポーネ
ントに適用可能)
PDF、HTML と Word などの出力のためのデータをフォーマットするために使用される、StyleVision Power
Stylesheet  (*.sps) ファイル 

対応するテキストボックス内で相対パスを直接入力することができます(下のイメージで赤線の枠内に表示されています)。

相対ファイルパスを入力する前に、 マッピングファイル (.mfd) を最初に保存してください。 それ以外の場合、 全ての
相対パスはの Windows のパーソナルアプリケーションフォルダーに対して解決されます (ドキュメント\Altova
\MapForce2017)これは、予期しない振る舞いの場合があります。

.mfd ファイルマッピングに対して相対的な上記のファイルパスすべてを保存するように MapForce に命令することができま
す。下のサンプルイメージでは、 「MFD ファイルに相対的なすべてのファイルパスを保存する」 オプションに注意してくだ
さい。(デフォルトかつ奨励される オプションである)チェックボックスが有効化されていると、 コンポーネントにより参照されるファイ
ルのパスは、マッピングデザインファイル (.mfd) のパスに相対的に保存されます。これはコンポーネントに参照される全てのファ
イルに影響を及ぼします (イメージで赤線の枠内に表示されています)。
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コンポーネント設定ダイアログボックス

上で説明されているコンポーネントは XML コンポーネンですが、  設定 「MFD ファイルに相対的なすべてのファイルパス
を保存する」 は、下のファイルでも同じように動作します:

複雑なユーザー定義関数の入力または出力パラメーターと複雑な型の変数により使用される構造ファイル 
入力または出力 フラットファイル *
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XML フィールドをサポートするデータベースコンポーネントにより参照されるスキーマファイル *
入力または出力 XBRL、FlexText、EDI、Excel 2007+、JSON ファイル **

* MapForce Professional と Enterprise Edition
** MapForce Enterprise Edition のみ

上のコンポーネントを例として、 .mfd ファイルが books.xsd と books.xml ファイルと同じフォルダーに存在する場合、
パスは、以下のとおり変更されます:

C:\Users\altova\Documents\MyMapping\books.xsd は、books.xsd に変更されます。 
C:\Users\altova\Documents\MyMapping\books.xml は、books.xml に変更されます。 

ローカルではないドライブまたは URL を使用するパスは相対的にはなりません。

 「上書き保存」 メニューコマンドを使用して、マッピングを新規のフォルダーに保存する場合、チェックボックスが有効化されて
いる場合、 MapForce は、コンポーネントにより参照されるファイルを記録します。 また、 全てのファイルがマッピングと同じ
ディレクトリに存在する場合、ディスク上の新しい場所にディレクトリ全体を移動してもパスの参照が壊されることはありません。

相対パスを使用すること(と 「MFD ファイルに相対的なすべてのファイルパスを保存する」 チェックボックスを有効化) は
多くの場合とても重要です。 例:

オペレーティングシステム上のマッピングのロケーションが将来変更される可能性のある場合。
(TortoiseSVN, などのバージョンコントロールシステムを使用して)マッピングがソースコントロール化にあるディレクトリ
に保管されている場合。
異なったマシンに、または異なったオペレーティングシステムにマッピングを実行のためにデプロイする場合。

「MFD ファイルに相対的なすべてのファイルパスを保存する」 チェックボックスが無効化されている場合、マッピングの
保存は、ファイルパスを変更しません (すなわち、 コンポーネント設定ダイアログボックス内で表示さ
れるままになります)。

5.1.2 破損したパスの参照を修正する

マッピング内でファイルレファレンスを追加または変更する場合にパスが解決されない場合、 MapForce は、警告メッセージ
を表示します。こうすることにより、 MapForce は、破損したパスへの参照を削減します。しかしながら、以下の場合破損し
たパスへの参照が起こる可能性があります:

相対パスを使用し、マッピングファイルをスキーマとインスタンスファイルを移動することなく、新しいディレクトリに移動す
る場合。 
マッピングファイルと同じディレクトリ内のファイル絶対パスを使用し、ディレクトリを他の場所に移動する場合。

このような状況が発生すると、 MapForce は、このコンポーネントを赤でハイライトします。 例:
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破損したパスの参照

この場合の解決方法は、コンポーネントヘッダーをダブルクリックして、 「コンポーネント設定」 ダイアログボックス内で破損し
たパスを更新します ( コンポーネント設定を変更する も参照)。

5.1.3 生成されたコード内のパスについて

コードをマッピングから生成する場合、  生成されたファイルは、 MapForce で実行することはできず、選択されたターゲット
環境で実行できるようになります。 (例: RaptorXML Server)。インスタンスファイルに対する相対ファイル名は、実行環
境に対して相対となるよう解決されます。

従い、インスタンスまたはスキーマファイルに対してマッピングが相対パスを使用する場合、各ターゲット言語のベースパスに関
しては以下のテーブルを考慮してください:

ターゲット言語 ベースパス

XSLT/XSLT2 XSLT ファイルのパス

XQuery* XQuery ファイルのパス

C++ C# Java* 生成されたアプリケーションの作業ディレクトリ

BUILT-IN* (MapForce でマッピングをプレビューする場合) マッピング (.mfd) ファイルのパス

BUILT-IN* (MapForce Server でマッピングを実行する
場合)

現在の作業ディレクトリ

BUILT-IN* ( FlowForce Server の管理下で、
MapForce Server でマッピングを実行する場合 )

ジョブの作業ディレクトリまたは FlowForce
Server の作業ディレクトリ

* MapForce Professional と Enterprise エディションで使用可能な言語

必要な場合、マッピングのためにコードを生成する際、 MapForce に全てのパスを相対から絶対パスに変換するように命
令することができます。このオプションは、マッピングコードを、同じオペレーティングシステム内で、または、マッピングにより使用さ
れる絶対パスへの参照がある他のオペレーティングシステムで、実行する際に役に立ちます。  

生成されたコード内で全てのパスを絶対パスに変換するには、マッピング設定ダイアログボックスの生成されたコード内でパス
を絶対パスにする チェックボックスを選択します( マッピング設定の変更を参照)。 

コードを生成する際、チェックボックスが選択されていると、 MapForce は、マッピングファイル (.mfd) のディレクトリをベース
にした相対パスを解決し、生成されたコード内でこれらを絶対パスにします。この設定は、以下のファイルのパスに影響を及ぼ
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します:

すべてのファイルベースの コンポーネント型のための入力と出力インスタンスファイル

チェックボックスが選択されていない場合、 ファイルパスは、 コンポーネント 設定内で定義されたとおりの生成されたコードで
書き込まれます。

5.1.4 コピーと貼り付けと相対パス

マッピングからコンポーネントをコピーし、貼り付ける場合は、スキーマファイルの相対パスを目的のマッピングのフォルダーに対し
て解決することができます。もし、パスが解決されない場合、相対パスを絶対パスにソースマッピングのフォルダーを使用して変
更するようにプロンプトされます。 最初に目的のマッピングに保存することが奨励されます。 それ以外の場合、相対パスは、
個人のアプリケーションフォルダーに対して解決されます。
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5.2 マッピング接続の種類

マッピング接続を作成すると、オプションで接続(子アイテムを持つソースとターゲットアイテム)の種類を以下から選択することが
できます。

ターゲット優先 (標準)
ソース優先 (混合コンテンツ)
全てコピー(子アイテムのコピー)

接続の種類はマッピングにより生成された出力内の子アイテムのシーケンスを決定します。このセクションは各接続の種類と
役に立つシナリオについての情報を提供します。

5.2.1 ターゲット優先マッピング

ターゲット優先（標準マッピング）は、MapForce におけるデフォルトのマッピング方法で、ターゲットスキーマ内のノードのシー
ケンスにより出力が決定されます。このマッピングの種類は大部分のシナリオに適しており、 MapForce のデフォルトのマッピ
ングとして設定されています。

標準マッピングは実線で表示されます。

ターゲット優先マッピングは(文字データや子要素などの)複合コンテキストを含む XML ノードをマップする場合適していない
場合があります。 例:

<p>This is our <i>best-selling</i> product.</p>

複合コンテンツが含まれるマッピングの場合、ソースファイル内で現れるアイテムのシーケンスを保持ため、ソース優先マッピング
を使用することが奨励されす (ソース優先マッピング を参照)。

5.2.2 ソース優先マッピング

ソース優先（混合コンテンツ）マッピングを使うことで、テキストならびに子ノードを、XML ソースファイルにある順序通りにマッピ
ングすることができます。

混合コンテンツテキストノードコンテンツがサポートされます。
子ノードの順序はソース XML インスタンスファイルに依存します。

混合コンテンツのマッピングは点線により表示されます。

勿論、ソース優先 / 混合コンテンツマッピングを XML スキーマの複合型に適用することもできます。XML ソースファイルの
順序に従って子ノードのマッピングは行われます。



(C) 2017 Altova GmbH

マッピング接続の種類 109マッピングのデザイン

Altova MapForce 2017 Basic Edition

ソース優先 / 混合コンテンツマッピングでは以下がサポートされます：

マッピング
 

ソースコンポーネントとして：
– XML スキーマ複合型（mixed=true となっている混合コンテンツを含む）

 

ターゲットコンポーネントとして：
– XML スキーマ複合型（混合コンテンツを含む）メモ: CDATA セクションはテキストとして扱われます。

混合コンテンツのマッピング5.2.2.1

以下のサンプルでは ...\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダー以下にある Tut-OrgChart.mfd  Tut-
OrgChart.mfd.xml  Tut-OrgChart.mfd.xsd, Tut-Person.xsd を使用します。

ソース XML インスタンス
このセクションで使用されている Tut-OrgChart.XML ファイルの一部を以下に示します。ここで注目したいのは "bold"
ならびに "italic" 子ノードも含まれている "para" の混合コンテンツです。

para 要素には処理命令 (<?sort alpha-ascending?>)  だけではなく、コメントテキスト(<!--Company
details... -->)も含まれていることに注目してください。これらのデータもマッピングすることができます。

XML インスタンスファイルにあるテキストのシーケンスならびに bold/italic ノードは以下のような構成（順序）となっています:

<para> The company...
<bold>Vereno</bold>in 1995 ...
<italic>multi-core...</italic>February 1999

 

<bold>Nano-grid.</bold>The company ...
<italic>offshore...</italic>to drive...

</para>

初期のマッピング
Tut-OrgChart.mfd を開いたときのマッピングを以下に示します。
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上のマッピングを出力

上に示されるマッピング結果を以下に示します。組織図 や個々のオフィス名が表示されます。
 

para 要素のマッピング
以下のスクリーンショットは混合コンテンツマッピングの例です。混合コンテンツの para 要素にコネクタが接続されており、点
線によりそれが混合コンテンツであることを表しています。text() ノードにはテキストデータが含まれており、ターゲットコンポーネ
ントへテキストを表示するには、このノードをマッピングする必要があります。
 

コネクタを右クリックしてプロパティを選択することで、コネクタに注釈を追加したり、ラベルを付与することができます。詳細につ
いては 接続の注釈 を参照ください。

以下のイメージは Tut-OrgChart.xsd スキーマファイルにある Desc 要素のコンテンツモデルを表しています。この例の
場合、この定義はソースならびにターゲットスキーマの両方にて共通したものとなっています。

コンテンツモデルにある para 要素について、以下の事柄を理解できます：

para  は "TextType" という型で、mixed="ture" の複合型です。
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bold ならびに italic 要素は両方とも "xs:string" 型となっており、この例では再帰的な型として定義されていま
せん（つまり bold も italic も "TextType" 型ではありません）。
bold ならびに italic 要素は、para 内部においてどのような順序でも無制限の数だけ出現することができます。
para 要素内では bold ならびに italic 要素とともに、任意のテキストを入力することができます。

アイテム間で混合コンテンツの接続を作成：

1. メニューオプションの「接続 | 子要素の自動接続」を選択して、有効にします（既に有効になっていない場合）。
2. ソーススキーマにて para アイテムから、ターゲットスキーマの para アイテムへの接続を行います。

ソース優先のマッピングを行うかを尋ねるメッセージが表示されます。

 3. 「はい」をクリックして混合コンテンツ接続を作成します。

メモ:
para は混合コンテンツであるため、この時点でメッセージが表示されます。自動接続オプションを無効にした状態
で、para アイテムを直接接続した際にも混合コンテンツのメッセージが表示されます。

para アイテムにある全ての子アイテムが接続されました。para アイテムへ接続しているコネクタが点線で表示され、
それが混合コンテンツであることを表しています。

4. 出力タブをクリックして、マッピングの結果を確認します。

 5. 出力タブのアイコンバーにあるワードラップアイコン  をクリックして、全てのテキストを出力ウィンドウにて表示しま
す。
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各オフィスに関する記述である混合コンテンツテキストが正しくマッピングされました。テキストだけでなく bold ならびに
italic タグコンテンツが、XML ソースファイルにある通りにマッピングされました。 

6. マッピングビューに切り替えます。

混合コンテンツからテキストノードを削除する：

1. text() ノードのコネクタをクリックして、Del キーを押下することで接続を削除します。

2. 出力タブをクリックしてマッピングの結果を確認します。

結果：
para 要素内にある全てのテキストノードが削除されました
それまでマッピングされていた bold ならびに italic 要素のテキストはまだ残っています。
bold ならびに italic アイテムのシーケンスもソース XML ファイルと同様のものとなっています。
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処理情報とコメントのマッピング:

1. コンテンツ接続を右クリックして、プロパティを選択します。
2. ソースドライブ (混合コンテンツ) から、処理命令をマップとコメントをマップのチェックボックスを選択します。

混合コンテンツのサンプル5.2.2.2

以下のサンプルでは  ...\ MapForceExamples フォルダー以下にある ShortApplicationInfo.mfd を使用しま
す。

この例で使用する XML ソースファイルの一部を示します：
 

以下にマッピングを示します。以下の点に注意してください：

"SubSection" アイテムのコネクタは混合コンテンツで、ターゲット XML/スキーマの 詳細 アイテムへマッピングされ
ています。
text() ノード同士がマッピングされています。
Trademark テキストがターゲットの Bold アイテムへマッピングされています。
Keyword テキストがターゲットの Italic アイテムへマッピングされています。

マッピング結果
各説明文の混合コンテンツテキストが正しくマッピングされ、テキストだけではなく、bold と italic タグコンテンツが XML ソー
スファイルにある順序の通り、正しくマッピングされます。
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混合コンテンツアイテムに対して標準接続を使用する5.2.2.3

上記のように、ソース優先の (標準ではない) 接続は、通常、複合コンテンツ ノードからデータをマッピングする際に使用され
ます。それ以外の場合、結果する出力は、希望する結果ではない可能性があります。通常の標準(ターゲット優先)接続を
使用して、複合コンテンツ ノードからデータをマッピングする場合の結果を確認するには、以下の手順を踏んでください:

1. <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーからマッピング
Tut-OrgChart.mfd を開きます。

2. ソース内の para ノード とターゲット内の para ノード 間に接続を作成します。 MapForce が接続をソース優
先と定義するかを問うメッセージが表示されます。「いいえ」をクリックします  (これにより、 MapForce による提案
を破棄し、通常の接続を作成します)。

メモ: 接続が上で表示されているように標準(ターゲット優先)であることを確認してください。 すべてコピー 接続が自動的
に作成されると、接続を右クリックして、コンテキストメニューから「ターゲット優先」 (標準)を選択します。

3. 「出力」タブをクリックして、マッピングの結果を表示します。

上に示されるように、混合コンテンツのアイテムに対して標準マッピングを適用すると、以下のような
結果となります:

text() ソースアイテムのコンテンツがターゲットにコピーされます。 しかしながら、出力内の子ノード(この場合、
bold と italic ) のシーケンスは、ターゲット XML スキーマ内のシーケンスに対応します。すなわち、子ノード(こ
の場合、bold と italic) は、複合コンテンツ ノードテキストの後に表示されます。
それぞれの para 要素に対して、 MapForce は、 text() ノード を最初にマップし、すべての bold アイテム
と、最後に全ての italic アイテムをマップします。この結果、複数の bold と italic アイテムは、互いに積み
上げられて表示されます。各アイテムのコンテンツは、接続がソースから存在する場合に表示されます。
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5.2.3 全てコピー接続

全てコピーという種類の接続方法では、作業領域にあるマッピングをより単純なものとして、ソースな
らびにターゲットコンポーネントにある全ての同一アイテムを自動的に接続します。つまり、ソースな
らびにターゲットコンポーネントにおける型に従うかたちで、ソースならびにターゲットアイテムの型が
同一の場合か、またはターゲットの型が xs:anyType の場合、該当する全てのソースアイテムがター
ゲットコンポーネントへコピーされます。

ソースならびにターゲットの型が同一で無い場合、かつターゲットの型が xs:anyType で無い場合、ソースデータは同一の
階層にある同一名のアイテムにマッピングされます。ターゲットアイテムの名前が異なる場合、そのターゲットアイテムに対する
マッピングは作成されません。

全てコピー接続

マッピング上の2つの構造間にマッピングを描く場合シースとターゲット構造に互換性があると検出した場合、MapForce
は、 「全てコピー」 接続を自動的に作成します (これは、両方の構造が同じ型、または、ターゲットがソース型のサブ型であ
ることを意味します)。 マッピングのランタイムでは、子を含む全てのインスタンスデータはソースからターゲットに再帰的にコピー
されます。

「全てコピー」接続を手動で作成するには、子アイテムを持つ同類の2つのノード間の既存の接続を右クリックし、コンテキスト
メニューから全てコピー (子アイテムのコピー) を選択します。

次に注意してください:

「全てコピー」接続が意味を成さない、または、サポートされていないコンテキストでは、この種類の接続を手動で作
成することはできません。
「全てコピー」接続を XML/スキーマ コンポーネントの root 要素に対して作成することはできません。
ユーザー定義関数のスキーマとパラメーター間に「全てコピー」接続を作成する場合、2つのコンポーネントは同じスキ
ーマをベースにしている必要があります。しかしながら、同じルート要素を持つ必要はありません。

「全てコピー」接続の例は次のステップで作成することができます:

1. 新規マッピングを作成します。
2. 「挿入」 メニューから XML スキーマ/ファイル をクリックし、フォルダー <Documents>\Altova

\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ 内にある books.xml ファイルを参照してください。 
3. 「挿入」 メニューから XML スキーマ/ファイル をクリックし、フォルダー <Documents>\Altova

\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ 内にあるlibrary.xsd ファイルを参照してください。 
4. 「books」 コンポーネントの book ノード と 「library」 コンポーネントの publication ノード間にマッピング接
続を描きます 。

5. 新規の接続を右クリックして、コンテキストメニューから 全てコピー (子アイテムのコピー) を選択します。
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ソースとターゲット 構造間に差異が存在する場合、 「全てコピー」接続が列挙します。 マッピングのランタイムでは、 (要素と
属性などの) ソース アイテムは、ターゲット型内に存在するものだけがコピーされます。 これは再帰的に繰り返されます。

例えば、上のマッピングでは、2つの構造 (author と title)の2つの 子アイテムが同一です、ですから、ターゲットにマップ
することができます。 アイテム id は、ソース属性内の属性とターゲット内の要素であるため、自動的には含まれません。マッ
プする必要がある場合、 例えば、 category から genre, へマップする場合、異なるアイテムのため、「全てコピー」接続
を使用することはできません。

入力コネクタが(コンポーネントの横の小さい三角で表示されている)「全てコピー」接続を受け取る場合、他の接続を受け入
れることはできません。上のサンプルでは、category と genre 間の接続を作成する場合、MapForce 置換え、また
は、入力の複製を行うようにプロンプトします。

ここでは必要ありませんが、入力の複製は、ターゲットが1つ以上の入力からデータを受け入れる場合に役に立ちます (次を
参照： 入力の複製)。 「全てコピー」接続を置き換える場合、メッセージボックスは、「全てコピー」接続を解決、または、削
除するようにプロンプトします。 

「全てコピー」接続を対応する子アイテムの標準のターゲット優先 接続と置換えるには、 全てコピー 接続を解決する をク
リックします。 「全てコピー」接続を削除するには、「子接続の削除」をクリックします。
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5.3 チェーンマッピング

MapForce ではチェーン構造により複数のコンポーネントを含むようなマッピングがサポートされます。チェーン構造のマッピン
グとは、少なくとも 1 つのコンポーネントがソースかつターゲットコンポーネントとして機能するマッピングのことです。このようなコ
ンポーネントの出力は、それ以降のマッピングで入力として使用されます。このようなマッピングのことを「中間」コンポーネントと
呼びます。

例えば、下に示されるマッピングは、(XML 書式の)2つの段階で処理される経費報告書を表示しています。  A から B へ
のマッピングの部分は、 "Travel" とマークされる経費のみをフィルターします。  B から C へのマッピングの部分は、1500 以
下の "Travel" 経費のみをフィルターします。コンポーネント B は、入力と出力接続の両方が存在するため、"中間" コンポ
ーネントです。このマッピングは、次のパスで見つけることができます: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\Tutorial\ChainedReports.mfd。

ChainedReports.mfd

"パススルー" と呼ばれる機能がチェーンマッピングに搭載されています。"パススルー" は、出力ウィンドウ内でチェーンマッピング
の各段階による出力を確認することのできるプレビュー機能です。例えば、 上のマッピングでは、 A から B への、および、 B
から C への、結果する XML 出力をプレビューして、保存することができます。 

メモ: XML、CSV、TXT ファイルといったファイルをベースにした「中間」コンポーネントだけが「パススルー」機能を搭載しま
す。データベースコンポーネントを中間コンポーネントとして使用することはできますが、パススルーコンポーネントは表示
されません。プレビューやコードの生成を行うたびに、中間コンポーネントは再度生成されますが、生成を行う前に一
度削除しなければならないため、データベースにてこのような操作を行うことはできません。

MapForce Server　または、生成されたコードによりマッピングが実行される場合、マッピングのチェーン全体が実行されま
す。 チェイン内の各ステップで必要な出力ファイルをマッピングは生成し、マッピングのチェーンのステップの出力が次のマッピン
グステップへ入力として転送されます。

中間コンポーネントのために、動的な ファイル名を生成することもできます。コンポーネントが対応して構成されていることを条
件に、 マッピングから "File:" アイテム への接続を受け入れることができます。更に詳しい情報に関しては、次を参照してく
ださい: 複数の入力、および、出力ファイルを動的に処理する。

 プレビューボタン
コンポーネント B ならびに C にはプレビューボタンが表示されます。この機能を使用することにより MapForce 内で B の
中間マッピング結果のプレビューだけではなく、チェーン構造の最終結果をプレビューすることができます。対応するコンポーネ
ントのプレビューボタンをクリックし、出力ボタンをクリックすることでマッピング結果を確認することができます。
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パススルー ボタンが有効化されている中間" コンポーネント をプレビューすることはできません。 同時にデータをプレビューし、
パススルーすることは意味を成さないため、プレビューボタンは、自動的に無効化されます。 このようなコンポーネントの出力を
確認するためには、パススルーボタンをクリックして、無効化してから、プレビューボタンをクリックします。

 パススルーボタン
中間コンポーネント B には、更に「パススルー」という名前のボタンがコンポーネントのタイトルバーに表示されます。

パススルーボタンが有効  になっている場合、コンポーネント A からコンポーネント B へ、そしてコンポーネント C へというか
たちで全てのデータをプレビューウィンドウへマッピングします。 2 つの結果が生成されます。
 
マッピングコンポーネント A の結果が中間コンポーネント B へマッピングされます。
中間コンポーネント B の結果がターゲットコンポーネント C へマッピングされます。

パススルーボタンが無効   になっている場合、マッピングチェーンの一部だけが実行されます。生成されるマッピング結果
は、（コンポーネント B と C のうち）どちらのプレビューボタンがアクティブになっているかに依存します。

コンポーネント B のプレビューボタンがアクティブになっている場合、コンポーネント A から B へのマッピング結果が生
成されます。マッピングチェーンはコンポーネント B で停止し、プレビューを行うのにコンポーネント C は全く使用され
ません。
コンポーネント C のプレビューボタンがアクティブになっている場合、中間コンポーネント B から C へのマッピング結果
が生成されます。パススルー機能が無効になっているため、コンポーネント B に対する自動チェーンが中断されます。
マッピング右側にあるチェーンだけが実行され、コンポーネント A は使用されません。

"パススルー" ボタンが無効化されている場合、中間コンポーネントは、"入力 XML ファイル" と "出力 XML ファイル"
フィールド内で同一のファイル名を持つ必要があります。これにより、 B と C の間のマッピングの部分をプレビューする際
に、出力として生成されるファイルが A と B の間のマッピングを入力と使用することができます。また、生成されたコード
内で、または、 MapForce Server 実行内で、マッピングのチェーンが壊れないことを保証することができます。

前記のように、 マッピング  MapForce Server、または、生成されたコードにより実行された場合、すべてのコンポーネント
の出力が生成されます。この場合、 コンポーネント B のパススルー ボタン、および現在選択されているプレビューコンポーネン
トは破棄されます。上のマッピングを例にして、2つの結果ファイルは以下のように生成されます:

1. A から B へのマッピング コンポーネントから結果する出力ファイル
2. B から C へのマッピング コンポーネントから結果する出力ファイル

次のセクションである サンプル: パススルーが有効な場合 と サンプル: パススルーが無効な場合 は、どのようにソースデータが
パススルーボタンが有効化、または、無効化されている場合に、転送されるかを説明しています。

5.3.1 サンプル: パススルーが有効な場合

このサンプルで使用されているマッピング (ChainedReports.mfd) は、 <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダー内にあります。 このマッピングは、旅費の経費を含む
ReportA.xml という名前の XML ファイルを処理します。簡素化のために、名前空間宣言と expense-item 要素の
一部は省略されています:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<expense-report currency="USD" detailed="true">
   <Person>
      <First>Fred</First>
      <Last>Landis</Last>
      <Title>Project Manager</Title>
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      <Phone>123-456-78</Phone>
      <Email>f.landis@nanonull.com</Email>
   </Person>
   <expense-item type="Travel" expto="Development">
      <Date>2003-01-02</Date>
      <Travel Trav-cost="337.88">
         <Destination/>
      </Travel>
      <description>Biz jet</description>
   </expense-item>
   <expense-item type="Lodging" expto="Sales">
      <Date>2003-01-01</Date>
      <Lodging Lodge-cost="121.2">
         <Location/>
      </Lodging>
      <description>Motel mania</description>
   </expense-item>
   <expense-item type="Travel" expto="Marketing">
      <Date>2003-02-02</Date>
      <Travel Trav-cost="2000">
         <Destination/>
      </Travel>
      <description>Hong Kong</description>
   </expense-item>
</expense-report>

ReportA.xml

マッピングの目的は、上のファイルを基にして、2つの更なるレポートを生成することです:

ReportB.xml - このレポートは、 "Travel" 型の旅費のみを含みます。
ReportC.xml - このレポートは、1500 を超えない "Travel" 型の旅費のみを含みます。

この目的を達成するためには、マッピング (コンポーネント B) の中間コンポーネントでは、表示されているとおりパススルー ボタ
ン  が有効化されています。 これによりマッピングは段階的に実行されます: A から B は、そして、 B から C へ実行され
ます。 中間コンポーネントにより作成される出力は、 B と C の間のマッピングのために使用されます。

マッピングのチェーン内の各段階で生成される出力ファイルは、各コンポーネントの設定により決定されます。 (コンポーネント
設定を開くには、右クリックし、コンテキストメニューから プロパティ を選択します)。具体的には、最初のコンポーネントは、
ReportA.xml という名前の XML ファイルからデータを読み取るように構成されています。 ソースコンポーネントであるから
であり、出力 XML ファイル フィールドは関連性がないため、空白のままです。
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ソースコンポーネントの設定

下に示されるように、 2番目のコンポーネント (ReportB) は、ReportB.xml という名前の出力ファイルを作成するよう
に構成されています。入力 XML ファイル フィールドは、灰色で表示されています。(このサンプル内で示されているように)
パススルーが有効化されている場合、中間コンポーネントの 入力 XML ファイル フィールドは、自動的に無効化されます。
マッピングを実行するために入力ファイル名が存在する必要はなく、マッピング内のこの段階で生成される出力は、一時的な
ファイル内に保管され、マッピングの後の段階で再利用することができます。 また、(下で示されるように)出力 XML ファイル
が定義されている場合、中間出力ファイルのファイル名のために使用されます。出力 XML ファイル が定義されていない場
合、デフォルトのファイル名が自動的に使用されます。

中間コンポーネントの設定

最後に、3番目のコンポーネントは、 ReportC.xml という名前の出力ファイルを生成するように構成されています。これは
ターゲットコンポーネントであるため、入力 XML ファイルフィールド には関連性はありません。

ターゲット コンポーネントの設定
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マッピングウィンドウ内の出力タブをクリックして、マッピングをプレビューする場合は、2つのファイルが出力に表示されます:

1. ReportB.xml は、 A から B へのマッピングの結果を表します。
2. ReportC.xml は、 B から C へのマッピングの結果を表します。

2件の生成された出力ファイルから選択するには、出力ウィンドウ内に表示されているファイルを矢印ボタンをクリックして、また
は、ドロップダウンリストからエントリを選択します。 

生成された出力ファイル

MapForce によりマッピングが実行される場合、(「ツール | オプション | 一般」から構成することのできる)設定 「出力ファ
イルに直接書き込む」 により、中間ファイルが一時的なファイル、または、物理的ファイルとして保存されるかを決定します。
MapForce 内でマッピングが直接プレビューされる場合のみ、これは妥当であることに注意してください。このマッピングが
MapForce Server により、または、生成されたコードにより実行された場合、実際のファイルは、マッピングのチェーンの各
段階で生成されます。

StyleVision がインストールされている場合、 そして、 StyleVision Power Stylesheet (SPS) ファイルがターゲット
コンポーネントに (このサンプル内で示されているように) 割り当てられている場合、最後のマッピング出力を HTML、 RTF
ファイルとして確認(保存) することができます。 MapForce 内でこの出力を表示するには、対応する名前を持つタブをク
リックしてください。 
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生成された HTML 出力

マッピングのチェーンの最後のターゲットコンポーネントの出力のみが表示されることに注意してください。中間コンポーネントの
StyleVision 出力を表示するには、パススルー ボタンを無効化して中間コンポーネントを ( サンプル: パススルーが無効な
場合 内で表示されているとおり)プレビューする必要があります。 

5.3.2 サンプル: パススルーが無効な場合

このサンプル (ChainedReports.mfd) で使用されているマッピングは、 <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダー内で見つけることができます。このサンプルは、中間コ
ンポーネントのパススルーボタン  が無効化されている場合、出力がどのように生成されるかを説明しています。

サンプル: パススルーが有効な場合 で説明されているように、マッピングの目的は、2件の個別のレポートを生成することで
す。前のサンプルで、 パススルー ボタン  は有効化されており、両方のレポートは期待されるとおり生成され、 出力 タブ
内で確認することができました。しかしながら、 レポートの1件(ReportB.xml または ReportC.xml)のみをプレビューす
る場合、パススルー ボタン  (  ) は無効化されている必要があります。更に具体的には、パススルー ボタンを無効化する
ことは、次の目的を達成するためには有効な場合があります:

B から C へのマッピングを無視して、 A  から B により生成された部分をプレビューする。  
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A から B  へのマッピングを無視して、B から Cにより生成された部分をプレビューする。

上に示されるようにパススルー ボタンを無効化すると、 ReportB または ReportC を選択することができます(両方に
 ボタンが表示されます)。

パススルー ボタンの無効化により、 中間コンポーネントがどの入力ファイルを読み取るかを選択することができます。多くの場
合、これは出力 XML ファイル フィールド (このサンプル内で示されているように)内で定義されたファイルと同じです。

中間コンポーネントの設定

中間コンポーネント上に同じ入力と出力 ファイルが存在することは、マッピングからコードを生成する場合、または、マッピング
を MapForce Server 上で実行する場合、特に重要です。 前記のように、この環境は、マッピングチェーン内の各コンポ
ーネントにより作成される出力により生成されます。ですから、中間コンポーネントが処理するファイル (この場合は 
ReportB.xml) を受け取り、異なるファイルを検索するよりも、同じファイルを次のマッピングに送ることは意味があります。
(パススルー ボタンが無効化されており)中間コンポーネント上で同じ入力と出力ファイル名が存在しないと、生成されたコード
内で、または、 MapForce Server 実行中に「システムが指定されたファイルを見つけることができません」などのエラーが発
生する場合があります。

3番目のコンポーネント(ReportC) のプレビューボタン  をクリックし、 MapForce 内でマッピングをプレビューしようと試
みると、エラーが発生します。上記の設定に従い、 ReportB.xml という名前のファイルが入力として期待されるため、これ
は予想されている振る舞いです。  しかしながら、 マッピングは、 (パススルー ボタンが有効化されておらず、 B から C への
マッピングの部分のみが実行されているため)まだこの名前のファイルは生成されていません。この問題は簡単に解決すること
ができます:

1. 中間コンポーネントのプレビューボタンをクリックします。
2. マッピングをプレビューするために、 出力 タブをクリックします。
3. マッピング (<Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\) と同じフォル
ダー内に結果出力ファイルを ReportB.xml として保存します。

3番目のコンポーネント(ReportC) のプレビューボタンをクリックすると、エラーは表示されなくなります。

パススルー ボタンが無効化されている場合、関連した StyleVision Power StyleSheet (SPS) ファイルを持つ各コン
ポーネントのための StyleVision-により生成された 出力をプレビューすることができます。特に、(最後のレポートに加え)中
間 レポートの HTML バージョンを確認することもできます :
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中間コンポーネントの HTML 出力
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5.4 複数の入力または出力ファイルを動的に処理

マッピングが実行される際、 MapForce に複数のファイルを処理するように構成することができます (例: ディレクトリ内の全
てのファイル)。この機能を使用して、以下のようなタスクを解決することができます:

マッピングに処理する入力ファイルのリストを与えます。 
単一の出力ファイルの代わりにファイルのリストのマッピング出力を生成します。
入力と出力ファイル名がランタイムで定義されている箇所のマッピングアプリケーションを生成します。
ファイルのセットを他のフォーマットに変換します。
大きなファイル を小さなパーツに分割します。
複数のファイルを1つの大きなファイルにマージする 

MapForce コンポーネントに複数のファイルを処理するように以下の方法で構成することができます:

コンポーネント 設定で必要とされる入力または出力ファイルに固定されたファイル名の代わりにワイルドカード文字を
使用して、パスを与えます。( コンポーネント設定を変更するを参照)。  すなわち、ワールドカード * と ? をコンポー
ネント設定ダイアログボックスに入力し、MapForce  は、マッピング実行される際に対応するパスを解決します。 
パスを動的に提供する、コンポーネント シーケンスルートノードに接続します。  (例: replace-fileext 関数
の結果)。マッピングが実行されると、 MapForce は、全ての入力ファイルを動的に読み込み、また全ての出力ファ
イルを動的に生成します。

目的により異なりますが、 同じマッピングで1つまたは両方のアプローチを取ることができます。しかしながら、同じコンポーネン
ト上で同時に両方のアプローチを使用することは、あまり意味をなしません。特定のコンポーネントのために、 MapForce が
どのアプローチを使用するかを命令するには、コンポーネントのルートノードの横の 「ファイル」 (  ) または 「ファイル/文
字列」 (  ) ボタンをクリックします。 このボタンにより以下の振る舞いを指定することができます:

コンポーネント設定からファイル名を使用する コンポーネントが1つまたは複数のインスタンスファイルを処理する
場合、このオプションは MapForce にコンポーネント設定ダイア
ログボックスで定義されたファイルを処理するように命令します。

このオプションを選択すると、 ルートノードには入力コネクタが与え
られません。 

入力または出力ファイル in コンポーネント設定ダイアログボックス
内でまだ入力または出力ファイルを指定していない場合、ルートノ
ードの名前は ファイル: (デフォルト)です。 それ以外の場合、
ルートノードは、出力ファイル名、セミコロン( ;)が後についた入力
ファイル名を表示します。

入力ファイル名が出力ファイルと同じ場合、ルートノードの名前と
して表示されます。
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このオプションまたは 「マッピングから与えられた動的なファイル
名を使用する」 オプションを選択することができます。

マッピングから与えられた動的なファイル名を使用
する

このオプション は、コンポーネントのルートノードの値に接続すること
により、マッピングエリアで定義するファイル名を処理するように
MapForce に命令します。

このオプションを選択すると、 ルートノードがマッピングの実行中動
的に処理されるファイル名を与える入力コネクタの値に接続しま
す。 ファイル名 in コンポーネント設定ダイアログボックス内に定義
されたファイル名を持つ場合、これらの値は無視されます。 

このオプションが選択された場合、 ルートノードの名前は以下とし
て表示されます File: <dynamic>。

コンポーネント設定からファイル名を使用する オプションと共に
このオプションは相互排他的です。

複数の入力または出力ファイルを以下のコンポーネントのために定義することができます:

XML ファイル
テキストファイル (CSV*, FLF* ファイル と FlexText** ファイル)
EDI ドキュメント**
Excel スプレッドシート**
XBRL ドキュメント**

* MapForce Professional Edition 必須
**  MapForce Enterprise Edition 必須

以下のテーブルは、  MapForce 言語内での動的な入力と出力ファイルおよびワイルドカードへのサポートについて説明さ
れています。

ターゲット言語 動的入力ファイル名
入力ファイル名のためにサポートさ
れているワイルドカード

動的な出力ファイル名

XSLT 1.0 * XSLT 1.0 によりサポートされていま
せん

XSLT 1.0 によりサポートされ
ていません
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XSLT 2.0 * *(1) *

C++ * * *

C# * * *

Java * * *

BUILT-IN * * *

レジェンド:

* サポートされている

(1) fn:collection 関数を使用します。 XSLT 2.0 と XQuery エンジンの実装は、ワイルドカードを解決しま
す。他のエンジンは異なる場合があります。RaptorXML Server エンジンを使用しての XSLT 1.0/2.0  コード
変換方法に関しては、  XSLT 1.0 または 2.0 コードの生成 を参照してください。

5.4.1 複数の入力ファイルを単一の出力ファイルにマップする

複数の入力ファイルを処理するには、 以下を行います:

コンポーネント設定ダイアログボックスに入力ファイルとしてワイルドカード(*または ?)付きのファイルパスを入力しま
す。一致する全てのファイルが処理されます。下のサンプルは、入力 XML ファイルフィールド内でマッピング入力とし
て名前が "Nanonull-" で開始する全てのファイルを提供する * ワイルドカード文字を使用します。ターゲットコンポ
ーネントに動的コネクタが存在せず、ソースコンポーネントはワイルドカード * を使用して複数のファイルにアクセスして
いるため、複数の入力ファイルは単一の出力ファイルとしてマージされます。ターゲットコンポーネント内のルートノード
の名前は File: <default> です。これはコンポーネント設定ダイアログボックス内で出力ファイルパスが定義されて
いないことを示します。複数のソースファイルは、ですから、ターゲットドキュメント内で追加されます。 

MergeMultipleFiles.mfd (MapForce Basic Edition)

ソースコンポーネントのファイルノードに文字列のシーケンスをマップします。シーケンス内の各文字列が1つのファイル
名を表します。文字列は自動的に解決されるワイルドカードを含むこともできます。XML ファイルなどのコンポーネン
トがファイル名のシーケンスを提供します。
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MergeMultipleFiles_List.mfd (MapForce Basic Edition)

5.4.2 複数の入力ファイルを複数の出力ファイルにマッピングする

複数のファイルを複数の ターゲットファイルにマップするには、一意の出力ファイル名を生成する必要があります。出力ファイル
名が入力データ内の文字列から派生する場合があり、他の場合、入力ファイル名から出力ファイル名を派生させることが役
にたつ場合があります。 例:  ファイル拡張子の変更により。

以下の マッピングでは、concat 関数を使用してプレフィックス "Persons-" を追加し、出力ファイル名を入力ファイル名か
ら派生させます。 



(C) 2017 Altova GmbH

複数の入力または出力ファイルを動的に処理 129マッピングのデザイン

Altova MapForce 2017 Basic Edition

MultipleInputToMultiple「出力」Files.mfd (MapForce Basic Edition)

メモ: 処理関数を使用することなく、入力と出力ルートノードを直接接続することを回避します。これを行うことによりマッピ
ングが実行される際、入力ファイルが上書きされます。 上記の concat 関数などを使用して、出力ファイル名を変
更することができます。 

メニューオプション 「ファイル | マッピング設定」 によりマッピングで使用されるファイルパス設定をグローバルに定義することが
できます ( マッピング設定の変更を参照)。

5.4.3 ファイル名をマッピングパラメーターとして提供する

マッピングにカスタムファイル名を入力パラメーターとして提供するには、 以下を行います:

1. 入力コンポーネントをマッピングに追加する (「関数」 メニューから「入力の挿入」をクリックします)。コンポーネントに
ついての更に詳しい情報は、単純型入力を参照。

1. ソースコンポーネントの  「ファイル」 (  ) または 「ファイル/文字列」 (  ) ボタン をクリックし、 「マッピ
ングから与えられた動的なファイル名を使用する」 を選択します

2. マッピングソースとして振舞う、コンポーネントのルートノードに入力パラメーターを接続します。

成功例は 例: 名前をマッピングパラメーターとして使用するを参照してください)。

5.4.4 複数の出力ファイルをプレビューする

 プレビューウィンドウにマッピングの結果を表示するために、「出力」 タブをクリックします。  マッピングが複数の出力ファイルを
作成する場合、各ファイルは、 「出力」 タブ内でペインごとに番号が付けられます。 矢印をクリックして、それぞれの出力ファ
イルを確認してください。
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MultipleInputToMultipleOutputFiles.mfd

生成された出力ファイルを保存するためには以下を行います:

「出力」  メニューからSave 「すべての出力ファイルを保存」 (  )　をクリックします。 
「すべての生成された出力を保存」 (  ) ツールバーボタンをクリックします。

5.4.5 サンプル: 1つの XML ファイルを複数のファイルに分割

このサンプルは、単一のソースXML ファイルから動的に複数の XML ファイルを作成する方法を説明します。このサンプルに
使用されるマッピングは以下で検索することができます: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\Tutorial\Tut-ExpReport-dyn.mfd。

ソース XML ファイル (マッピングと同じフォルダーで見つけることのできる) は、 "Fred Landis" という個人の経費レポートか
ら構成されており、5つの異なる種類の経費アイテムを含んでいます。このサンプルの目的は個々の経費アイテムのために
XML ファイル を生成することです。
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mf-ExpReport.xml (XMLSpy グリッドビューにて表示)

type 属性は特定の経費アイテムの型を定義し、これはソースファイルを分割するために使用されるアイテムの型です。 この
エクササイズのゴールを達成するには、以下を行います:

1. ( 「ライブラリ」 ペインの「core | string 関数」 ライブラリからドラッグして) concat 関数を挿入します。 
2. 定数を入力するには、 (「挿入」 メニューから「定数」をクリックして )  ".xml" を値として入力します。
3. ( 「ライブラリ」 ペインの 「core | generator 関数」 からドラッグして) auto-number 関数を入力します。 
1.  「ファイル」 (  ) またはターゲットコンポーネントの 「ファイル/文字列」 (  ) ボタン をクリックし、 「マッ
ピングから与えられた動的なファイル名を使用する」 を選択します

4. 下に表示されるとおり接続を作成し、「出力」  タブをクリックしマッピングの結果を確認します。

Tut-ExpReport-dyn.mfd (MapForce Basic Edition)
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結果的出力ファイルは、以下のとおり動的に名前が付けられます:

type 属性は、ファイル名の最初の部分を提供します。  (例: "Travel")。
自動連番 関数は、ファイルの連番を提供します。  (例: "Travel1"、"Travel2"、 など)。

定数は ".xml" であるファイル拡張子を提供します。 このため "Travel1.xml" は最初のファイル名です。
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5.5 マッピングにパラメーターを与える

単純型入力コンポーネントを介して、単純型の値をマッピングにパスすることができます。 マッピングエリアでは、単純型入力
コンポーネントは、この結果、アイテムとシーケンスの構造の代わりに、単純型のデータ型を持つソースコンポーネントの役割を
果たします(例: 文字列、整数など)。   ファイルベースの ソースコンポーネントの代わりに(または追加して)単純型入力コン
ポーネントを作成することができます  生成されたファイル内では、単純型入力コンポーネントは、スタイルシートのパラメーター
に対応します。 

それぞれの単純型入力コンポーネント (または パラメーター) をオプションまたは必須として作成することができます ( 入力コン
ポーネント設定を参照)。 必要であれば、マッピング入力パラメーターのためにデフォルトの値を作成することができます ( デ
フォルトの入力値を作成するを参照)。 これによりマッピングの実行時にパラメーターの値を明示的に提供しない場合でも、
マッピングを安全に実行することができます。

マッピングエリアに追加された入力パラメーターをユーザー定義関数内の入力パラメーターと混同しないように注意してくださ
い。 ( ユーザー定義関数を参照)。 類似点と相違点は、以下のとおりです。

マッピング上の入力パラメーター ユーザー定義関数の入力パラメーター

「関数 | 入力の挿入」 メニューから追加する。 「関数 | 入力の挿入」 メニューから追加する。

単純型データ型を持つことができます (文字列、整数な
ど)。

単純型と複雑型のデータ型を持つことができます

マッピング全体に適用可能。 定義された方法で関数のコンテキストに適用することができ
ます。

逆のマッピングを作成する場合、 (メニューコマンド 「ツール | 逆順マッピングの作成」 を使用すると)単純型入力コンポー
ネントは、単純型出力コンポーネントになります。

サンプル： 例: 名前をマッピングパラメーターとして使用するを参照。

5.5.1 単純型入力コンポーネントの追加

マッピングに単純型入力コンポーネントを追加する:

1. マッピング ウィンドウに (ユーザー定義関数ではない)メインマッピングが表示されていることを確認してください。
2. 「関数」 メニューから「入力」 をクリックします。 
3. 名前を入力して、この入力に必要なデータ型を選択します。入力が必須のマッピングパラメーターとして扱われる必
要がある場合、「入力は必須」 チェックボックスを選択します。設定の完全なリストは、単純型入力コンポーネント
設定を参照してください。

4. 「OK」 をクリックします。
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入力の作成 ダイアログボックス

ここで定義されている設定は後に変更することができます(単純型入力コンポーネント設定を参照)。

5.5.2 単純型入力コンポーネント設定

単純型入力コンポーネントに適用することのできる設定をマッピングエリアに追加する際に定義することができます。 後に設
定を 「入力の編集」 ダイアログボックスから変更することも可能です。

入力の編集 ダイアログボックス

「入力の編集」 ダイアログボックスを開くには、 以下を行います:

コンポーネントを選択して、 「コンポーネント」 メニューから「プロパティ」をクリックします。 
コンポーネントをダブルクリックします。
コンポーネントを右クリックして、 「プロパティ」をクリックします。 
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使用することのできる設定は、以下のとおりです:

名前 このコンポーネントに対応する入力パラメーターのための詳細名を入力します。マッピングの実行
時、 このテキストボックスに入力された値がマッピングに与えられるパラメーターの名前になります。
ですから、 スペースまたは特別な文字は許可されていません。

データ型 デフォルトでは、 全ての入力パラメーターは文字列データ型として扱われます。パラメーターが異な
る型を持つ場合、 リストからそれぞれの値を選択します。マッピングが実行された場合、
MapForce は、入力パラメーターをここで選択されたデータ型にキャストします。

入力は必須 有効化されている場合、 この設定は、入力パラメーターを必須にします (すなわち、 パラメーター
の値が提供されない限り、マッピングを実行することはできません)。

 入力パラメーターのためのデフォルトの値を指定するには、このチェックボックスを無効化にします
( デフォルトの入力値を作成するを参照)。

値の指定 この設定は、デザイン時にマッピングを実行する場合のみ適用することができます。  「プレビュー」
タブをクリックすることにより、コンポーネント内に直接マッピング入力として使用される値を入力する
ことができます。

値 この設定は、デザイン時にマッピングを実行する場合のみ適用することができます。  「プレビュー」
タブをクリックすることにより、マッピング入力として MapForce で使用される値を入力するには、
値の指定チェックボックスを選択し、必要な値を入力します。

5.5.3 デフォルトの入力値を作成する

入力コンポーネントをマッピングエリアに追加すると、 default アイテムがコンポーネントの左側に表示されます。

単純型入力コンポーネント

デフォルトアイテムは任意のデフォルトの値のこの入力コンポーネントへの接続を以下のように有効化します:

1. 定数コンポーネントを追加し、 ( 「挿入」 メニューから「定数」をクリックします。 )　入力コンポーネントの default
アイテムに接続します。

2. 入力コンポーネントをダブルクリックして、入力は必須チェックボックスのチェックを外します。 デフォルトの入力の値を
作成すると、この設定は重要になり、マッピングの検証に関する警告を引き起こす可能性があります。
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3. 「OK」 をクリックします。

メモ: 値の指定 チェックボックスをクリックし横のボックスに値を入力した場合、入力された値は、マッピングをプレビューする
際に、以前入力された (すなわち、デザイン時の実行時の)デフォルトの値を上書きします。しかしながら、同じ値は
生成されたコードでは効果をもたらしません。

5.5.4 例: 名前をマッピングパラメーターとして使用する

このサンプルはランタイムに入力パラメーターを取り込むマッピングの実行に必要なステップを説明します。 マッピングデザイン
ファイルは、以下のパスにあるサンプルを使用します: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\FileNamesAsParameters.mfd.

マッピングは2つの入力コンポーネントを使用します: InputFileName と OutputFileName。これらのコンポーネントは
ソースとターゲット XML ファイルの入力ファイル名 (および出力ファイル名をそれぞれ) 与えます。 この理由のため、これらのコ
ンポーネントは、 File: <dynamic> アイテムに接続されています。

FileNamesAsParameters.mfd (MapForce Basic Edition)
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InputFileName と OutputFileName コンポーネントは、マッピング内の単純型入力コンポーネントですので、マッピン
グを実行する際に入力パラメーターとして提供することができます。以下のセクションは以下の変換言語での実行方法を説
明しています:

XSLT 2.0 RaptorXML Server を使用

XSLT 2.0
XSLT 1.0 または XSLT 2.0 出コードを生成すると、入力パラメーターは、 RaptorXML Server での実行のため 
DoTransform.bat バッチファイルに書き込まれます RaptorXML Server を参照)。  DoTransform.bat ファイル
を呼び出す際、異なった入力 (または出力) ファイルを使用するため、コマンドラインで必要なパラメーターをパスするか、また
は、必要なパラメーターを含むように後者を編集します。

DoTransform.bat ファイル内でカスタム入力パラメーターを提供する:

1.  FileNamesAsParameters.mfd サンプルから XSLT 2.0 コードを生成(「ファイル | コード生成 | XSLT
2.0」)します。

2. <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\ ディレクトリから
Altova_Hierarchical.xml ファイルを XSLT 2.0 コードが直接生成されるディレクトリにコピーします (このサン
プルでは、 c:\codegen\examples\xslt2\)。 このファイルは、カスタムパラメーターとしての役割を果たします。

3. DoTransform.bat をカスタム入力パラメーターが(下でハイライトされているように) %* の前または後に含まれる
ように編集します。 パラメーターの値は一重引用符で閉じられていることに注意してください。 使用することのできる
入力パラメーターはの rem (リマーク) セクションにリストされています。

@echo off

RaptorXML xslt --xslt-version=2 --
input="MappingMapToAltova_Hierarchical.xslt" --
param=InputFileName:'Altova_Hierarchical.xml' %*
"MappingMapToAltova_Hierarchical.xslt"
rem --param=InputFileName:
rem --param=OutputFileName:
IF ERRORLEVEL 1 EXIT/B %ERRORLEVEL%

DoTransform.bat ファイルを実行すると、RaptorXML Server は Altova_Hierarchical.xml を入力パラメーター
として使用して、変換を完了します。 
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5.6 マッピングから文字列の値を返す

マッピングから文字列を返すことが必要な場合単純型出力コンポーネントを使用します。マッピングエリアでは、単純型出力
コンポーネントは、アイテムとシーケンスの構造の代わりに文字列データ型を持つターゲットコンポーネントの役割をします。この
結果、 単純型出力コンポーネント (または追加して ) ファイルベースの ターゲットコンポーネントの代わりに作成することがで
きます。. 例: 単純型出力コンポーネントを使用して、素早く関数の出力をテストとプレビューすることができます関数の出力
( 例: 関数の出力をテストするを参照)。

単純型出力 コンポーネントをユーザー定義関数の出力パラメーターと混同しないように注意してください。 ( ユーザー定義
関数を参照)。 類似点と相違点は、以下のとおりです。

出力コンポーネント ユーザー定義関数出力パラメーター

「関数 | 出力の挿入」 メニューから追加 「関数 | 出力の挿入」 メニューから追加

文字列をデータ型として持ちます。 単純型と複雑型のデータ型を持つことができます

マッピング全体に適用することができます。 定義された方法で関数のコンテキストに適用することができ
ます。

必要であれば、 複数の 単純型出力 コンポーネントをマッピングに追加することができます。単純型出力 コンポーネントを
ファイルベースのターゲットコンポーネント と共に使用することができます。マッピングが複数のターゲットコンポーネントを含む場
合、特定のコンポーネントにより返されるデータをプレビューすることができます。コンポーネントタイトルバー内の 「プレビュー」
(  ) ボタンをクリックすることにより、マッピングウィンドウの 「出力」 タブをクリックします。

単純型出力 コンポーネントを MapForce 変換言語内で以下のように使用することができます:

言語 作動のしくみ

XSLT 1.0  XSLT 2.0 マッピング内で定義された単純型出力コンポーネント生成された XSLT ファイルが
変換の出力になった場合。

RaptorXML Server を使用する場合、RaptorXML Server にマッピング出
力をファイルに書き込み、 --output パラメータに値としてパスするように命令する
ことができます。 

ファイルに出力を書き込む、 DoTransform.bat ファイル内の --output パ
ラメーターに追加または編集する場合。 例: 次のDoTransform.bat ファイル
は Output.txt ファイルへのマッピング出力に書き込むために編集されました (ハ
イライトされたテキスト参照してください)。

RaptorXML xslt --xslt-version=2 --
input="MappingMapToResult1.xslt" --
output="Output.txt" %* "MappingMapToResult1.xslt"

--output パラメーターが定義されていない場合、 マッピングが実行される際、
マッピング出力が標準出力ストリーム(stdout) に書き込まれます。 

逆のマッピングを作成する場合、(メニューコマンド 「ツール | 逆マッピングの作成」 を使用すると) 単純型出力コンポーネン
トは、単純型入力コンポーネントになります。
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5.6.1 単純型出力コンポーネントの追加

マッピングエリアに出力コンポーネントを追加する:

1. ウィンドウがメ(ユーザー定義関数ではない)インのマッピングを表示していることを確認してください。
2. 「関数」 メニューから 「出力」をクリックします。 
3. コンポーネントのための名前を入力します。
4. 「OK」をクリックします。

出力の作成ダイアログボックス

コンポーネント名を以下の方法で後に変更することができます:

コンポーネントを選択して、 「コンポーネント」 メニューから 「プロパティ」 をクリックします。 
コンポーネントヘッダーをダブルクリックします。
コンポーネントヘッダーを右クリックして、 「プロパティ」をクリックします。 

5.6.2 サンプル: 関数出力のプレビュー

この例は、 単純型出力 コンポーネントを使用して MapForce 関数により返された出力を確認する方法を説明します。
関数に関する基本的理解と、MapForce 関数 に関する全般的な知識があると、このサンプルをよく理解することができま
す。 MapForce 関数の基礎知識がない場合、例を開始する前に 関数の使用 を参照してください。 

この例の目的は、マッピングエリアに複数の関数を追加することで、また単純型出力コンポーネントを使用して出力をプレビュ
ーする方法を理解することです。特に、例は core ライブラリ内で使用することのできる複数の関数をマッピングエリアに追加
する方法を説明しています。次に使用方法の概要が述べられています:

string-length は、引数として与えられた文字列内の文字の数を返します。例: これを関数値 "Lorem
ipsum" にパスすると、 テキスト "Lorem ipsum" が持つ文字の数である結果は "11" で
す。 

substring-after は、引数として与えられたセパレーターの後に発生する文字列の一部を返します。 例: これを
関数値 "Lorem ipsum"と スペース文字 (" ") にパスすると、結果は "ipsum" です。

substring-
before

は、引数として与えられたセパレーターの前に発生する文字列の一部を返します。 例: これを
関数値 "Lorem ipsum"と スペース文字 (" ") にパスすると、 結果は "Lorem" です。

カスタムテキストの値に対して関数をテストするには(このサンプルでは"Lorem ipsum" )以下のステップを行います:
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1. 値を持つ定数 "Lorem ipsum" マッピングエリアを追加します (メニューコマンド 「挿入 | 定数」を使用して)。定
数はテストされる関数のそれぞれの入力パラメーターになります。 

2. string-length  substring-after と substring-before 関数を core ライブラリ、string 関
数 セクションからマッピングエリアにドラッグして、マッピングエリアに追加します。

3. 空のスペース (" ") を値として持つ定数を追加します。これは substring-after と substring-before
関数により必要とされるセパレーターパラメーターとなります。 

4. 単純型出力 コンポーネントを (メニューコマンド 「関数 | 出力の挿入」を使用して)追加します。他の名前を与え
ることも可能ですが、このサンプルでは、 Result1  Result2、および  Result3, と名前が付けられています。

5. コンポーネントを下に表示されるように接続してください。

単純型出力 コンポーネントを使用して関数の出力をテストする

上のサンプルで示されるとおり、 "Lorem ipsum" 文字列はそれぞれの、 string-length substring-after 
および substring-before 関数入力パラメーターとして振る舞います。更に、 substring-after と
substring-before 関数は、スペースの値を第2入力パラメーター として取ります。 Result1  Result2  および
Result3 コンポーネントは各関数の結果をプレビューするために使用することができます。

関数の出力をプレビューする

 コンポーネントタイトルバー内の「プレビュー」 (  ) ボタンをクリックし、 マッピングウィンドウの 「出力」  タブをク
リックします。 
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5.7 変数の使用

変数とは更なる処理のために中間マッピングの結果を保管するために使用される特別なコンポーネ
ントです。マッピング上のデータを一時的に「記憶」し、処理する必要がある場合があります。例えば、
ターゲットコンポーネントにコピーされる前に、フィルター、または、関数を適用するなど。

変数は、単純型 (例えば、 文字列、整数、ブール値、など) または 複合型 (ツリー構造)であることが
できます。 

単純型変数

変数の構造を示す XML スキーマを提供して複合型の変数を作成することができます。スキーマが要
素をグローバルに定義すると、変数構造のルートノードになるものを選択することができます。 変数
に関連した インスタンス XML ファイルが存在しない場合、 変数のデータはマッピングランタイムに計
算されます。

XML スキーマから作成された複合型変数

上のイメージでは、 各変数には、 compute-when という名前のアイテムが存在することに注意してください。このアイテム
に接続することは任意です。これにより、マッピング上でどのように変数の値が計算されるかを管理することができます(次を参
照してください: 変数のコンテキストとスコープの変更)。

必要な場合、通常のコンポーネントと同様に、変数構造のアイテムを1つ以上のソース接続から受け入れられるように複製す
ることができます (次を参照してください: 入力の複製)。これは、しかしながらデータベーステーブルから作成された変数には適
用されません。 

複製された入力を持つ単純型変数 

変数に関して最も重要な点は、変数はシーケンスであり、シーケンスを作成するために使用されると
いう点です。「シーケンス」 という用語は、ここでは、ゼロまたは、それ以上のアイテムのリストを意味
します (次も参照してください: マッピングのルールと戦略)。 これにより、変数はマッピングの寿命内
で複数のアイテムを処理することができるようになります。しかしながら、値を変数に与え、マッピング
のその他の部分を同じに保つことも可能です (次を参照してください: 変数のコンテキストとスコープ
の変更)。

ある程度までは、変数をチェーンマッピングの中間コンポーネント と比較することができます (次を参
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照してください: チェーンマッピング)。 しかしながら、マッピング内の各段階で中間ファイルを作成する
必要がない場合、変数は柔軟性があり便利です。 次のテーブルの概要は変数とチェーンマッピング
の違いを示しています。

チェーンマッピング 変数

チェーンマッピングには、2つの独立したステップが含まれま
す。 例えば、 A、B、 と C の3つのコンポーネントがマッピン
グに存在するとします。マッピングの実行には2つの段階があ
ります :  A から B へのマッピングの実行、および、 B から
C へのマッピングの実行。

マッピングの実行中、変数は、コンテキストとスコープに従
い評価されます。 コンテキストとスコープを影響することは
できます  (次を参照してください: 変数のコンテキストとス
コープの変更)。

マッピングが実行されると、中間結果は外部でファイルに保
管されます。

マッピングが実行されると、中間の結果は内部で保管され
ます。変数の結果を含む外部ファイルは作成されません。
.

中間 結果は  ボタンを使用してプレビューすることができ
ます 。

マッピング ランタイムで計算される変数の結果をプレビュー
することはできません 

メモ: 変数は、マッピング変換言語が XSLT 1.0 に設定されていない場合サポートされません。

5.7.1 変数の追加

マッピングに変数を追加するには、以下に示されているようにいくつかの方法があります。

メニュー、または、 ツールバーコマンドの使用

1. 「挿入」 メニューから、「変数」をクリックします。 (変数  ツールバーボタンを代わりにクリックします)。

2. 挿入する変数の型を選択します (単純型 または 複合型)。 

"複合型" を選択した場合、 追加ステップが存在します:

3. 変数の構造を与えるソースを選択するために、「選択」をクリックします (例えば、 XML スキーマ、 )。
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4. プロンプトされると、構造のルートアイテムを指定します。XML スキーマの場合、 ルート アイテムは、グローバルに定
義されている すべての要素であることができます。データベースの場合は、ルートアイテムはすべてのテーブル であるこ
とができます。
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コンテキストメニューの使用

コンポーネントの出力コネクタを右クリックします (このサンプルでは、 「Article」) そして、「ソースノードから変数を
作成する」を選択します。

これにより、同じソーススキーマを使用する複合型の変数を作成し、自動的にすべてのアイテムをすべてをコピーする
接続により接続します。
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ターゲットコンポーネントの入力コネクタを右クリックして、「ターゲットノードのために変数を作成する」を選択しま
す。これにより、同じスキーマをターゲットとして使用し、複合型の変数を作成します。そして、すべてコピー接続を使
用してすべてのアイテムを自動的に接続します。 
フィルターコンポーネント (on-true/on-false) の出力コネクタを右クリックして、 「ソースノードから変数を作成す
る」 を選択します。これにより、ソーススキーマを使用して複合型コンポーネントを作成し、フィルター入力にリンクされ
ているアイテムを中間コンポーネントのルーツ要素として自動的に使用します。

5.7.2 変数のコンテキストとスコープの変更

各変数には、変数のスコープを管理することを許可する compute-when 入力アイテムが存在します。すなわち、マッピン
グが実行される際に変数の値がいつ、どの頻度で計算されるかを管理することができます。この入力は、多くの場合接続する
必要がありませんが、デフォルトのコンテキストを上書きする場合、または、マッピングのパフォーマンスを最適化するには、必要
です。

 「Compute-when」 アイテム

次のテキストでの、サブツリーは、ターゲットコンポーネント内のアイテム/ノードセットとその子孫を意味します。 例えば、  
<FirstName> と <LastName> 子要素を持つ、<Person> 要素。

変数の値 は、変数コンポーネントの出力サイドでデータが使用できることを意味します。
単純型の変数に関しては、コンポーネントプロパティ内で指定されているデータ型を持つ動的な値のシーケンスである
ことを意味します。
複合型の変数に関しては、それぞれが自身の子孫ノードを含む (コンポーネント プロパティ内で指定されている型
の)ルートノードのシーケンスであることを意味します。 

動的な値 (または、ノード)のシーケンスは、1つの要素、または、要素を全く含まない場合があります。これは、変数の入力
サイドに何が接続されているか、および、ソースとターゲットコンポーネント内の親アイテムの存在により異なります。 

「Compute-when」 が接続されていない場合 (デフォルト)

compute-when 入力アイテムが(ソースコンポーネントの出力ノードに)接続されていない場合、ターゲットサブツリー内で最
初に使用される際に変数の値は(コネクタにより変数コンポーネントからターゲットコンポーネント内のノードに直接、または、関
数を使用して間接的に)計算されます。同じ変数の値は、サブツリー内のターゲット子ノードすべてのために使用されます。
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実際の変数の値は、ソースとターゲットコンポーネントの親アイテム間の接続により異なります。

このデフォルトの振る舞いは、正規ユーザー定義 関数と Web サービス関数の呼び出しの複合型の出力と同じです。

変数の出力が複数の関連したにターゲットノードに接続されている場合、変数の値は、それぞれのアイテムのために個別に
計算されます。これにより、各ケース内で異なる結果を生成することができます。これは異なる親の接続は、変数の値が評価
されるコンテキストを影響するからです。 

「Compute-when」 が接続されている場合

ソースコンポーネントの出力コネクタを compute-when に接続すると、ソースアイテムが最初にターゲットサブツリー内で使
用される都度に変数が計算されます。 

変数は実際には、 compute-when に接続されているアイテムの子アイテムのように振る舞います。これは、新規のアイテ
ムがソースコンポーネント内のシーケンスから読み込まれる都度、ランタイム変数が再評価されます。 これは、MapForce 内
の接続を管理する一般的なルールに関連しています:  各ソースアイテムのために、1つのターゲットアイテムが作成されます。
 compute-when に関しては、各ソースアイテムのために、変数の値が計算されます(次を参照してください: マッピングのル
ールと戦略)。

「Compute-once」

必要であれば、ターゲットコンポーネントの前に1度変数の値を計算し、変数をマッピングの残りでグローバルな定数にすること
を選択することができます。これをおこなうには、 compute-when アイテムを右クリックして、コンテキストメニューから「1度
計算する」を選択します:

変数のスコープを compute-when=once に変更する場合、このような変数は1度のみ評価されるため、入力コネクタ
は、 compute-when アイテムから削除されます。

実際の関数の結果が評価される前に、ユーザー定義関数 compute-when=once 変数が関数が呼び出される都度評
価されます。 

親コンテキスト

親コンテキストを追加する必要がある場合があります。例えば、マッピングが複数のフィルターを使用し、反復するために親ノ
ードを追加する必要がある場合など。  マッピングコンテキストのオーバーライド を参照してください。

変数に親コンテキストを追加するには、ルートノード(このサンプルでは 「PersonList」) を右クリックします、そして、コンテキ
ストメニューから、「親コンテキストを追加する」を選択します。これにより新規ノード、 親コンテキストを既存の階層構造に
追加します。
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親コンテキストは、仮想の 「親」 ノードをコンポーネント内の階層構造に追加します。これにより、同じ、または、異なるソース
コンポーネント内で追加ノードを反復することができます。

5.7.3 サンプル: データベースのテーブルの行の計算

このサンプルで説明されているマッピングは、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\
フォルダー内の DB_UserList.mfd です。このマッピングは、ユーザーのレコードを "Users" という名前のデータベーステー
ブルから抽出し、 XML ファイルに書き込みます。 データベースの列 "Username" には、個人の姓と名の両方が含まれて
います (例えば、 "Vernon Callaby")。 このマッピングの目的は以下のとおりです:

1. "Users" テーブル内の各レコードのために、 XML ファイル内に新規の Person 要素を作成する。 
2. データベース フィールド "Username" から抽出された値を XML ファイル内の個別のフィールド("First" と

"Last")に分割する。
3. 各レコードのために、データベース内に存在するレコードの全体の番号に対して比較される連番を検索し (例えば、

"4 件中の 1 件目"など)  Details 要素にこの情報を書き込みます。

DB_UserList.mfd

上で説明されているとおり、最初の目的を達成するために、 ソース "Users" テーブルとターゲット XML ファイルの Person
要素 の間に接続が描かれます。これにより、ソーステーブル内の各レコードのために、ターゲット内に新規の Person 要素
が作成されます。
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フィールド "Username" の値が substring-before と substring-after 関数に与えられています。これらの2
つの関数は、 スペース文字 (" ") の前後のテキストをそれぞれ抽出し、このマッピングの目的を達成します。 

3つ目の目的を達成するために、マッピングは count 関数を使用します。集計関数の結果は、変数にパスされます。変数
は、マッピング上に結果が保管され、各個人の "Details" 要素 をターゲット XML に書き込む際に使用することができま
す。 効率性のために、データベースのレコードは1度のみ数えられるべきであり、変数のスコープは compute-when=once
に設定されています (次を参照してください: 変数のコンテキストとスコープの変更)。

5.7.4 サンプル: データベースのテーブルの行の計算

このサンプル内で説明されているマッピングのシーケンスは、 <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\ フォルダー内の PositionInFiltered.mfd で使用することができます。

このマッピングは、複数の個人の連絡先のデータを含む XML ファイルを読み取り、フィルターし、 ターゲット XML ファイルに
書き込みます。このマッピングの目的は、ソース XML ファイルから、 「M」 または、以降のアルファベットから始まる姓を持つ
個人をフィルターします。抽出された連絡先には、番号がつけられている必要があります。番号は、ターゲット XML ファイル
内で各連絡先の一意の識別子としての役割を果たします。 

PositionInFilteredSequence.mfd

上の目的を達成するには、 次のコンポーネント型 がマッピングに追加されました:

フィルター (次を参照してください: フィルターと条件 )
複合型変数 (次を参照してください: 変数の追加)
関数 greater と position (次を参照してください: 関数との作業)

定数 (定数を追加するには、 メニューコマンド「挿入 | 定数」を選択します )。

変数は、ソースコンポーネントとして同じスキーマを使用します。変数を右クリックして、コンテキストメニューからプロパティを選
択すると、 この変数構造のためにルートノードとして ノード BranchOffices/Office/Contact が選択されていることを
確認してください。 

最初に、ソースコンポーネントのデータは、フィルターにパスされます。 フィルターは、変数にフィルターの条件を満たすレコードの
みをパスします。 具体的には、フィルターは、最初の名前が 「M」 に等しい、または、大きい値を持つ Contact ノードのみ
を取得するように構成されています。この目的を達成するには、 関数 greater は、各 last アイテムを 定数値 「M」 と
比較します。

変数には、ソースコンポーネント (BranchOffices) のルートアイテムに接続されている compute-when 入力がありま
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す。ランタイムでは、これは、ソースコンポーネント内のシーケンスから新規のアイテムが読み込まれる都度、変数を再評価する
ようにします。このマッピングでは、しかしながら、 compute-when アイテムの接続、または、未接続に違いはありません。こ
の理由は、変数が(フィルターを使用して間接的に)  Contact ソースアイテム に接続されており、フィルター条件を満たす
Contact のインスタンスの数だけ計算がおこなわれるからです。

position 関数は、変数の各反復のために現在のシーケンスの番号を返します。 8 件の連絡先がフィルターの条件を満
たしています。ですから、マッピングをプレビューして、出力を確認すると、1 から 8 の ID が、ターゲットコンポーネントの ID
要素に書き込まれていることが確認することができます。 

変数の必要性に関しては、すべてのレコードに番号付けをする必要性に応じるものです。フィルターの結果を直接ターゲット
コンポーネントに接続すると、 Contact の各発生に番号を付けることができません。このマッピング内の変数の目的は、で
すから、 Contact の各インスタンスを一時的にマッピングに保管し、ターゲットに書き込まれる前に番号を付けることです。

5.7.5 サンプル:記録のグループ化、および、サブグループ化

このサンプルで説明されているマッピングは、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\
フォルダー内の DividePersonsByDepartmentIntoGroups.mfd です。 

このマッピングは、架空の会社の社員のレコードを含む XML ファイルを処理します。 社内には2つのオフィスが存在します:
「Nanonull, Inc.」 と 「Nanonull Partners, Inc」。 各オフィスには複数の部署が存在します (例えば、 「IT」、「マーケ
ティング」 など)、また、各部署には一名以上の社員が存在します。マッピングの目的は、オフィスに関わりなく各部署から3
人までで構成されているグループを作成することです。グループのサイズはデフォルトでは3名です。しかしながら、必要に応じ
て変更することもできます。 各グループは、フォーマット"<Department Name>_GroupN" の名前を持つ個別の XML
ファイルとして保存される必要があります  (例えば、 Marketing_Group1.xml  Marketing_Group2.xml  など
)。 

DividePersonsByDepartmentIntoGroups.mfd

上で説明されているとおり、 マッピングの目的を達成するには、 複合型変数と(主に 関数である)他の コンポーネント型を
マッピングに追加します。ソース XML 内の Department アイテムと同じ構造が変数には存在します。プロパティを表示す
るために変数を右クリックすると、ソースコンポーネントと同じ XML スキーマが使用されていること、および、ルート要素として 
Department が存在していることに気が付きます。重要な点は、各部署のコンテキスト内で変数が最初に計算され、次に
各グループのコンテキスト内で計算されるように、変数には、2つのネストされた親コンテキストアイテムが存在することです (次
も参照してください: 変数のコンテキストとスコープの変更)。

始めに、マッピングは、各部署の名前を取得するためにすべての部署を反復します (これは各グループに対応するファイル名
を後に作成するために必要とされます)。これは、 group-by 関数を Department ソースアイテムに接続すること、部署
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名をグループ化のキーとして与えることにより達成されます。 

次に、各部署のコンテキスト内で、2番目のグループ化が発生します。具体的には必要とされる一のグループを作成するため
に、マッピングが group-into-blocks 関数を呼び出します。 デフォルトの値が "3" である単純型のコンポーネントが
各グループのサイズを提供します。デフォルトの値は、定数により与えられます。 グループのサイズを変更するために、 このサン
プルでは、 必要に応じて定数を簡単に変更することができます。しかしながら、  "サイズ" 入力コンポーネントも変更すること
ができ、マッピングが生成されるコード、または、 MapForce Server により実行される場合、 グループのサイズは、マッピン
グへのパラメーターとして便利に提供することができます。 更に詳しい情報に関しては、次を参照してください: マッピングにパ
ラメーターを与える.

次に、変数の値はターゲット PersonList XML コンポーネントにより与えられます。作成された各グループのためのファイル
名は、 concat 関数を使用して次の部分を連結することにより計算されます:

1. 各部署の名前
2. 文字列 "_Group"
3. 現在のシーケンス内のグループの番号 (例えば、 "1" は、この部署の最初のグループを指します)
4. 文字列 ".xml"

この連結の結果は、変数の Name アイテム内に保管され、ターゲットコンポーネントに動的なファイル名として与えられます。
これにより、受信した値のために新規のファイルが作成されます。  このサンプルでは、 変数は、8個のグループを計算するた
め、マッピングが実行されると8件の出力ファイルが作成されます。  この技術に関する更に詳しい情報は、次を参照してくだ
さい: 複数の入力または出力ファイルを動的に処理.
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5.8 データの並べ替え

特定のソートキーをベースにした入力データの並べ替えを行う場合、ソートコンポーネントを使用して
ください。ソートコンポーネントは、XSLT2、XQuery、内蔵の実行エンジンにてサポートされます。

マッピングに並べ替えコンポーネントを追加するには、以下を行います:

既存の接続を右クリックして、コンテキストメニューから「Insert Sort: Nodes/Rows」 を選択します。 並べ替
えコンポーネントを自動的に挿入し、ソースとターゲットコンポーネントに自動的に接続します。  例えば、 下のマッピ
ングでは、 並べ替えコンポーネントが 変数と XML コンポーネント間に挿入されます。 (並べ替えるフィールドである)
並べ替えキー のみを手動で接続します。

「挿入」 メニューから 「並べ替え」 (または、「並べ替え」  ツールバーボタン) をクリックします。「未接続」 フォ
ーム内に並べ替えコンポーネントが挿入されます。

 

ソース コンポーネントに接続が構築されると、, タイトルバー名は、 nodes/rows アイテムに接続されているアイテ
ムの名前に変更されます。

並べ替えるアイテムを定義する:

並べ替えコンポーネントの key パラメーターを並べ替えるアイテムに接続します。 例えば、 下のマッピングでは、
Person nodes/rows は、 フィールド Last に従い並べ替えられます。

並べ替えの順序の変更:

並べ替えコンポーネント内の  アイコンをクリックすると、  に変更され、 並べ替えの順序は逆の順序に
なったことを示します。 
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単純型アイテムにより構成される入力データの並べ替え:

アイテムを並べ替えコンポーネントのnodes/rows と key パラメーターに接続します。 下のマッピングでは、単純
型 first  要素が並べ替えられます。

言語特有のルールを使用して文字列を並べ替える:

並べ替えコンポーネントのヘッダーをダブルクリックして、「並べ替え」 プロパティ ダイアログボックスを開く。 

Unicode コードポイント照合： この（デフォルト）オプションにより、コードポイントの値をベースにした比較/並べ替えが行わ
れます。コードポイント値とは Unicode コンソーシアムにより採用された Universal Character Set (UCS) における絶
対文字に割り当てられた整数のことです。このオプションでは複数の言語やスクリプト間で並べ替えを行うことが可能になりま
す。

言語固有の照合： このオプションにより、並べ替えを行う際にベースとなる言語や国を指定することができます。このオプショ
ンは内蔵の実行エンジン (BUILT-IN) が選択されている際にサポートされ、XSLT におけるサポートはコードの実行に使用
されるエンジンに左右されます。
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5.8.1 複数のキーを使用した並べ替え

マッピングに並べ替えコンポーネントを追加した後、key という名前の並べ替えキーがデフォルトで作成されます。

 

デフォルトの並べ替えコンポーネント

複数のキーを使用して並べ替える場合、並べ替えコンポーネントを以下のように調整します:

「キーの追加」 (  ) アイコンをクリックして新しいキーを追加します (例えば、下のマッピング内の key2).
「キーの削除」 (  ) アイコンをクリックしてキーを削除します。
  アイコンに接続をドロップして、キーを追加し、接続します。

複数のキーによる並べ替えを示すマッピングは、次のパスで検索することができます: <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples\SortByMultipleKeys.mfd. 

SortByMultipleKeys.mfd

上のマッピングでは、 Person レコードは3つの並べ替えキーにより並べ替えられています:

1. Shares (個人が所有するシェア数)
2. Last (姓)
3. First (名)

並べ替えコンポーネント内の並べ替えキーの位置は、並べ替えの優先順序を決定します。例えば、上のマッピングでは、所
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有するシェア数により並べ替えられています。 これは、最も高い優先順位を持つ並べ替えキーです。所有するシェア数が同
じの場合も同様で、姓により並べ替えられます。 最後に、同数のシェアを持つ同じ性を持つ個人は、名を考慮して並べ替
えられます。

各キーの並べ替えは異なる順番であることができます。上のマッピングでは、 キー Shares は降順の並べ替え順序(Z-A)
が与えられていますが、その他2つのキーには昇順の並べ替え順序 (A-Z) が与えられています。

5.8.2 変数を使用して並べ替える

希望する結果を達成するためにマッピングに中間変数を追加する必要がある場合があります。このサンプルでは、 XML ファ
イルから記録を抽出し、中間変数を使用して並べ替える方法について説明されています。 このサンプルには、次のパスで検
索することのできるマッピングのサンプルが存在します: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\Altova_Hierarchical_Sort.mfd。

Altova_Hierarchical_Sort.mfd

このマッピングは、 Altova_Hierarchical.xml という名前のソース XML ファイルからデータを読み取り、 ターゲット
XML ファイルに書き込みます。 上に示されるとおり、ソース XML には架空の企業の情報が含まれています。企業はオフィ
スに分岐されています。オフィスは部署に分岐されており、部署は社員に分岐されています。 

ターゲット XML コンポーネント、 PersonList  は Person レコードのリストが含まれています。 Details アイテム
は、社員が属するオフィスと部署の情報が保管されています。

ソース XML から全ての社員を抽出し、姓をアルファベット順に並べ替えることが目的です。また、オフィスと部署名は、 
Details アイテムに書き込まれる必要があります。 

この目的を達成するために、このサンプルは、次のコンポーネントの型を使用します:

1. concat 関数：このマッピング内では、 この関数は、フォーマットOffice(Department) で文字列を返しま
す。オフィス名、部署名、かっこ開始し終了する2つの定数を入力として取ります。  次も参照してください: 関数と作
業。
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2. 中間変数： 変数の役割は同じマッピングコンテキストに個人に関連する全てのデータを運ぶことです。変数により
マッピングかそれぞれの個人のコンテキストで、個人の部署とオフィスを探します。 すなわち、 変数は、個人が所属す
るオフィス名と部署名を「記憶」 することを意味します。 変数が不在の場合、コンテキストは、(同じ XML スキーマ
を使用して)正確ではなくマッピングは希望しない結果を生成します。 (マッピングの実行方法の詳細に関しては、
次を参照してください： マッピングルールと戦略)。変数は XML ファイルの構造を複製することに注意してください。
これにより、全てコピー接続を使用して、ターゲットに並べ替えの結果を接続することができます。次も参照してくださ
い: 変数の使用 と 全てコピー接続.

3. 実際の並べ替えを行う、並べ替えコンポーネント：Sort コンポーネントのキー入力は、姓により個人の記録を並べ
替える変数の Last アイテム に接続されていることに注意してください。
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5.9 フィルターと条件

データをフィルターする場合、または値を条件に対して取得する場合、以下のうち1つのコンポーネント型を使用することができ
ます:

フィルター: Nodes/Rows (  )
If-Else 条件 (  )

「挿入」 メニューから、または、 「コンポーネントの挿入」  ツールバーからこれらのコンポーネントをマッピングに追加すること
ができます。 上記のそれぞれのコンポーネントには特定の振る舞いと必要条件があることに注意してください。差異は下のセ
クションで説明されています。 

ノードと行をフィルターする

XML ノードを含むデータをフィルターする場合、 Nodes/Rows をフィルター コンポーネントを使用します。この Nodes/
Rows をフィルター コンポーネントにより、 true または false 条件をベースにし、大きなデータセットからノードのサブセット
を抽出することができます。マッピングエリアでのこの構造は以下のように表されます:

上の構造では、に接続されている条件は、 bool に接続された node/row が、 on-true または on-false 出力に接
続されているかを決定します。 具体的には、条件が true の場合、node/row は、 on-true 出力にリダイレクトされま
す。 一方、 条件が false の場合、 node/row は、 on-false 出力にリダイレクトされます。 

マッピングがフィルターの条件を満たすアイテムのみを消費する必要がある場合、on-false 出力を未接続のままにできま
す。 フィルターの条件を満たさないアイテムを処理する必要がある場合、このようなアイテムがリダイレクトされる、 on-false
出力をターゲットに接続します。 

手順を追ってのマッピングのサンプルは、 サンプル: ノードのフィルターを参照してください。.

値を条件付きで返す

(ノードまたは行ではない) 単一の値を条件付きで取得する必要がある場合、 If-Else 条件 を使用します。If-Else 条
件は、ノードまたは行をフィルターするには、適していません。 Nodes/Rows をフィルター コンポーネントとは異なり、If-
Else 条件 は、(文字列または整数などの)単純型を返します。 ですから、 If-Else 条件 は、単純型を条件付きで処
理するシナリオのみに適しています。例えば、 各月の平均気温のリストがあると仮定します:

<Temperatures>   
   <data temp="19.2" month="2010-06" />
   <data temp="22.3" month="2010-07" />
   <data temp="19.5" month="2010-08" />
   <data temp="14.2" month="2010-09" />
   <data temp="7.8" month="2010-10" />
   <data temp="6.9" month="2010-11" />
   <data temp="-1.0" month="2010-12" />
</Temperatures>

If-Else 条件 により、リスト内の各アイテムのために気温が摂氏20度を超える場合は、値 "高" を、気温が摂氏5度以下
の場合は、 値 "低" を返すように設定することができます。
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マッピング上で If-Else 条件 の構造は、以下のようになります:

bool に接続された条件が true の場合、 value-true に接続された result としての出力になり、条件が false の場
合、value-false に接続された result としての出力になります。 result のデータ型を事前に知ることはできず、これは
値のデータ型、により異なり、 value-true または value-false. に接続された値により異なります。重要な点は、常に
(文字列および整数などの)。単純型であるということです。 入力値を(ノードまたは行などの)複合型に接続することは If-
Else 条件によりサポートされていません。 

If-Else 条件は拡張することが可能です。これは、 追加 (  )ボタンをクリックすることにより、コンポーネントに複数の条件を
追加できることを意味します。 以前に追加された条件を削除するには、ボタンを削除  (  )  をクリックします。 この機能に
より、条件が true の場合は、複数の条件をチェックして、各条件のために異なる値を返すことができます。

展開された If-Else 条件 は上から下へと評価されます(最初の条件が最初にチェックされ、2番目が次にチェックされま
す)。 条件の全てが真ではない場合に値を返す場合は、 otherwise に接続してください。

手順を追ってのマッピングのサンプルは、 例: 値を条件付きで返すを参照してください。

5.9.1 サンプル: ノードのフィルター

この例は、 true/false 条件を基にしてノードをフィルターする方法について説明しています。 Filter: Nodes/Rows (
 ) コンポーネント がこの目的を達成するために使用されています。  

この例で説明されているマッピングは以下のパスで検索することができます: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\MarketingExpenses.mfd。
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上に示されるように、 このマッピングは、経費の方向ｋ ("ExpReport")のデータを含むソース XML からデータを読み取り、タ
ーゲット XML ("MarketingExpenses")に書き込みます。ターゲットとソースの間には複数の他のコンポーネントが存在し
ます。最も関連性の高いコンポーネントは、このトピックの主題を表す expense-item フィルター (  ) です。

このマッピングのゴールは、マーケティング部署に属する経費アイテムのみをフィルターすることです。  この目的を達成するため
に、フィルター コンポーネント がマッピングに追加されました。 (フィルターを追加するには、「挿入」 メニュー をクリックして、
「Filter: Nodes/Rows」をクリックします)。

各経費がマーケティング部署に属するかを識別するために、このマッピングは、ソース内の "expto" 属性の値を確認します。
この属性が経費がマーケティングの経費である場合、値 "Marketing" を有します。例えば、 下にリストされるコードでは、
最初と3番目のアイテムは、マーケティングに属し、2番目のアイテムは開発部署に、4番目は販売部署に属することが示され
ています:

...   
   <expense-item type="Meal" expto="Marketing">
      <Date>2003-01-01</Date>
      <expense>122.11</expense>
   </expense-item>
   <expense-item type="Lodging" expto="Development">
      <Date>2003-01-02</Date>
      <expense>122.12</expense>
   </expense-item>
   <expense-item type="Lodging" expto="Marketing">
      <Date>2003-01-02</Date>
      <expense>299.45</expense>
   </expense-item>
   <expense-item type="Entertainment" expto="Sales">
      <Date>2003-01-02</Date>
      <expense>13.22</expense>
   </expense-item>
...

マッピングが実行される前の XML 入力

マッピングエリアで、フィルターの node/row 入力が、ソースコンポーネント内の expense-item ノードに接続されていま
す。 これにより、フィルターコンポーネントが処理されなければならないノードのリストを取得することを保証します。
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フィルタリングが発生する条件を追加するには、MapForce core ライブラリから equal 関数 を追加しました (詳細に関
しては、 以下を参照してください: 関数と作業する)。 equal 関数は、 "type" 属性を値 "Marketing" を持つ定数と
比較します(定数を追加するには、 「挿入」 メニュー をクリックして、定数をクリックします)。

条件を満たすアイテムのみをフィルターする必要があるため、フィルターの on-true 出力のみをターゲットコンポーネントに接
続します。

マッピングの結果をプレビューする準備が整うと、「出力」 タブをクリックします。 MapForce は、フィルターの bool 入力に
接続されている条件である、それぞれの経費アイテムノードを評価します。 条件が true の場合、経費アイテムノードはター
ゲットにパスされます。 それ以外の場合は、無視されます。 結果、 条件を満たす経費アイテムのみが出力内に表示されま
す:

...   
   <expense-item>
      <type>Meal</type>
      <Date>2003-01-01</Date>
      <expense>122.11</expense>
   </expense-item>
   <expense-item>
      <type>Lodging</type>
      <Date>2003-01-02</Date>
      <expense>299.45</expense>
   </expense-item>
...

マッピングの実行後の XML 出力

5.9.2 サンプル: 条件付で値を返す

この例では、 true/false 条件を基にして、コンポーネントから単純型の値を返す方法を説明しています。 If-Else 条件 (
 ) がこの目的を達成するために使用されています。  If-Else 条件 とフィルターコンポーネントを混同しないように注意し
てください。 If-Else 条件 は、 (文字列、整数などの)単純な値を条件付きで処理する場合のみに適しています。ノード
などの複合値をフィルターする場合、代わりにフィルターを使用してください (以下を参照してください: 例: ノードのフィルタ
ー)。

この例で説明されるマッピングは以下のパスで検索することができます: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\ClassifyTemperatures.mfd。
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このマッピングは、気温データを含むソース XML ("Temperatures")からデータを読み取り、データを同じスキーマに準ずるタ
ーゲット XML に書き込みます。 ターゲットとソースの間には複数の他のコンポーネントが存在します。 そのうちの1つが、この
トピックの主題である(赤でハイライトされている) if-else 条件です。

このマッピングのゴールは、ターゲット内の各気温の記録に短い説明を追加することです。 具体的には、 摂氏20度以上の
気温の説明は、 "high" と表示され、摂氏5度以下の気温は、 "low" と表示されるように設定します。上記以外の場合
は、説明が表示されません。 

この目的を達成するために、 条件付き処理が必要とされます。ですから、If-Else 条件 がマッピングに追加されました。
(If-Else 条件を追加するには、 「挿入」 メニュー をクリックして、If-Else 条件をクリックします)。 このマッピングでは、 以
下の2つの条件を受け入れるために (  ボタンを使用して) If-Else 条件が展開されています: bool1 と bool2。

条件自身は、MapForce core ライブラリから追加された greater と less 関数により追加されます (詳細に関して
は、 以下を参照してください: 関数と作業する)。  関数は、 "upper" と "lower" と呼ばれる2つの入力コンポーネントより
与えられた値を評価します(入力コンポーネントを追加するには、 「挿入」 メニュー をクリックして、「入力の挿入」をクリック
します。 入力コンポーネントに関する詳細については、 マッピングにパラメーターを提供するを参照してください

greater と less 関数は、 true または false のどちらかを返します。関数の結果は、ターゲットインスタンスに何が書き
込まれるかを決定します。具体的には、ソース内の "temp" 属性の値が、20 よりも大きい場合、定数値 "high" が if-
else 条件にパスされます。ソース内の "temp" 属性の値が 5 よりも小さい場合、定数値 "low" は、 if-else 条件にパス
されます。 otherwise 入力が接続されていませんので、上記の条件が満たされない場合は、result 出力コネクターにパ
スされる値はありません。 

最後に、result 出力コネクタは、(各気温の記録に1度ずつ与えられる) この値をターゲット内の "desc" 属性に与えま
す。 
マッピングの結果をプレビューする準備が整うと、「出力」 タブをクリックします。 気温が20度より高い、または、5度より低い
場合、結果 XML 出力は、 "desc" 属性を含むことに注意してください。 

...   
   <data temp="-3.6" month="2006-01" desc="low"/>
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   <data temp="-0.7" month="2006-02" desc="low"/>
   <data temp="7.5" month="2006-03"/>
   <data temp="12.4" month="2006-04"/>
   <data temp="16.2" month="2006-05"/>
   <data temp="19" month="2006-06"/>
   <data temp="22.7" month="2006-07" desc="high"/>
   <data temp="23.2" month="2006-08" desc="high"/>
...

マッピングの実行後の XML 出力
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5.10 Value- Map の使用

Value-Map コンポーネントを使用することで、与えられた入力値から、ルックアップテーブルを使った別の値へ出力値を変換
することができます。この機能は列挙型の変換を行う際に便利です。コンポーネントには 1 つの入力と 1 つの出力アイテム
だけが含まれます。

メモ: 特定の条件に従ってデータの取得/フィルタリングを行いたい場合は、フィルターコンポーネントを使用してください フィルタ
ーと条件のセクションを参照してください。

Value- Map コンポーネントを使用する：

1. メニューオプションの「挿入 | Value-Map」を選択するか、アイコンバーにある Value-Map アイコン  をクリック
します。

2. Value-Map コンポーネントをダブルクリックして、Value-Map テーブルを開きます。

3.Cカラムヘッダーをクリックして、最初のカラムに Weekday input と、そして 2 つめのカラムに Day of the
Week  と入力します。
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4. 変換の対象となる値を Weekday input カラムに入力します。
5. 変換後の値を Day of the week カラムに入力します。
6. 新たな値のペアを入力するには (新規エントリー) 入力フィールドにて値を入力します。
7. カラムヘッダーの下にあるデータ型コンボボックスをクリックして、入力ならびに出力のデータ型を選択します（下の例で
は integer と string）。

メモ: それ以外のチェックボックスを選択することで、与えられた値がテーブルの値にマッチしない場合の代替出力値
を定義することができます。ソースデータから与えられた値を変更すること無くパススルーさせる方法については 
Value-Map にて値を変更することなくパススルーさせるを参照してください。

8. ヘッダー行にある編集アイコンをクリックすることで、列名を変更することができます（列名はマッピングにも表示されま
す）。この操作により、マッピングにあるコンポーネントの目的を簡単に理解することができるようになります。
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...\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーに収められている Expense-valmap.mfd ファイルにて、Value-
Map を使用方法を示すためのサンプルマッピングを参照することができます。

このマッピングについて：
データソース内に収められている Date アイテムから、週の曜日を取得し、数値データをテキストへ変換した後、その値をター
ゲットコンポーネントの Weekday アイテムへ配置します。

weekday 関数により、ExpReport ソースファイルの Date アイテムから週の曜日を取得します。この関数の戻り
値は 1 から 7 までの数値 (integer) となります。
Value-Map コンポーネントにより、数値が（Sunday や Monday といった）曜日に変換されます（上にあるスクリ
ーンショットを参照）。
出力が Tuesday である場合、"Prepare Financial Report" という文字列がターゲットコンポーネントの
Notes アイテムへマッピングされます。

出力タブをクリックすることで、変換が行われたターゲット XML ファイルを確認することができます。

メモ:
マウスカーソルを Value-Map コンポーネントの上に移動させることで、現在定義されている値を参照することができ
ます。

論理または文字列関数から得られた出力は "true" または "false" 値となります。Value-Map テーブルの入
力フィールドに入力する値は、例えば "true" という値になります。
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5.10.1 値を変更せずに Value- Map を通過させる

このセクションでは、特定のノードデータを変換し、それ以外のノードデータをそのままのかたちでターゲットへ受け渡すといった
状況について記述します。

このような状況の例として、役職名を変更する会社内部の例を取り上げます。役職に関する箇所だけが変更され、それ以
外はそのまま残すようにします。

マッピングは、を特定のタイトルを変換するために value-map コンポーネントを使用する上のスクリーンショットのようになりま
す。  
「出力」 タブをクリックすると、マッピングの結果が表示されます:

Value-Map コンポーネント内にある値のどれにも当てはまらない場合、Title 要素が出力ファイルにて削除されることになり
ます。 
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代替案：
 それ以外チェックボックスをクリックして、代替となる値を入力することで、その値が出力ファイルに表示されることになります。
しかしその場合、テーブルに入力されていない社内の役職全てが、同じ値で置き換えられてしまいます。

解決方法：
Value-Map コンポーネントを含むユーザー定義関数を作成し、substitute-missing 関数を使用することで空のノード
に対してオリジナルのデータを渡します。

1. Value-Map コンポーネントを選択し、「関数 | 選択からユーザー定義関数を作成」を選択します。

2. 関数名に Pass-Through と入力し、「OK」をクリックします。

3. ライブラリペインの core | node 関数 にある substitute-missing 関数を挿入し、以下のスクリーンショット
にあるような接続を行います。
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4. 出力ボタンをクリックして結果を確認します。

マッピングの結果：

Value-Map コンポーネントにある 2 つの役職がマッピングの結果に変換されます。 
ソースファイルにあるその他の役職が、そのままのかたちでターゲットファイルへ書きこまれます。

動作の説明：
Value-Map コンポーネントは入力されたデータを評価します。

入力データが Value-Map の最初のカラムにある値のどれかとマッチした場合、データの変換が行われ、その値が
substitute-missing 関数のパラメーターへ渡され、その後 Title2 へと渡されます。

入力データがカラムのデータにマッチしない場合、Value-Map コンポーネントの出力からノードパラメーターへ値が
渡されることはなく、空のノードが渡されます。

空のノードが発生した場合、substitute-missing 関数によりオリジナルのノードが Title ノードから取得され、
replace-with パラメーターへ渡された値が Title2 へと渡されます。

5.10.2 Value- Map コンポーネントプロパティ

動作：

現在アクティブな行の前に新たな行を挿入します。

現在アクティブな行を削除します

カラムヘッダーの編集を行います。

行をドラッグすることで順番を変更することもできます。

カラムのヘッダーを変更する：
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カラムヘッダーをダブルクリックするか鉛筆アイコンをクリックすることで、列名を編集し、より分かりやすい名前に変更することが
できます。列名はマッピングにも表示されるため、この操作によりコンポーネントの目的を簡単に理解することができるようになり
ます。

ユニークな入力値を使用する：:
入力カラムに入力される値はユニークでなければなりません。同じ値を 2 回以上入力した場合、その値がハイライトされ、修
正するよう促されます。

値を修正すると、「OK」ボタンが再度選択可能になります。

入力ならびに出力データ型
コンボボックスを使ってデータ型が選択された際に、入力ならびに出力データ型が自動的にチェックされます。ミスマッチが発生
した場合、該当するフィールドがハイライトされ、「OK」 ボタンが選択不可能になります。値をサポートするデータ型へ変更し
てください。

以下のスクリーンショットでは、boolean と string が選択されています。
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5.11 ノード名のマッピング

MapForce を使用して、マッピングを作成すると、多くの目的はソースから値を読み取り、ターゲットに値を書き込むことで
す。しかしながら、ソースからだけではなく、ノード名から値を取得することを希望する場合があります。 例えば、ソース XML
から(値ではなく) 要素または属性の名前を読み取り、 ターゲット XML内で (名前では無く)要素または属性の値 に変換
することを希望する場合があります。

以下の例を考慮してください:  XML ファイルが製品のリストを含む場合、各製品は次のフォーマットを有します:

   <product>
      <id>1</id>
      <color>red</color>
      <size>10</size>
   </product>

目的は、各製品の情報を名前と値のペアに変換することです。 例:

   <product>
      <attribute name="id" value="1" />
      <attribute name="color" value="red" />
      <attribute name="size" value="10" />
  </product>

このようなシナリオには、マッピングからのノード名へのアクセスが必要になります。 このトピックの主題であるノード名への動的
なアクセスにより、このようなデータ変換を行うことができます。

メモ: node-name と static-node-name コアライブラリ 関数を使用して、上記の変換を行うことができます。 しか
しながら、 この場合は、ソースから期待する正確な要素名が必要であり、ターゲットに手動で要素を接続する必要
があります。 また、これらの関数は、十分ではない場合があります。例えば、名前別にフィルター、または、グループ分
けを行う場合、また、ノードマッピングからデータ型を操作する場合などが挙げられます。 

ノード名への動的なアクセスは、ノード名を読み取る場合だけではなく、書き込む必要がある場合にも使用することができま
す。標準マッピングでは、基となるコンポーネントのスキーマからくる、ターゲット内の属性または要素の名前は、マッピングの実
行前に既知です。動的なノード名を使用して、マッピングの実行前に既知ではない、新規の属性または要素を作成するこ
とができます。具体的には、属性または要素の名前が、MapForce によりサポートされるソースからマッピング自身により与
えられます。 

ノードの子要素、または、属性への動的なアクセスを可能にするには、ノードが実際に子要素または属性を持つ必要
があり、 XML ルートノードであってはなりません。

動的なノード名は、次のコンポーネント型に、または、型からマッピングをする際にサポートされています: 

XML 
CSV/FLF*

* MapForce Professional または Enterprise Edition が必要です。

ノード名への動的なアクセスは次のマッピング言語によりサポートされています: BUILT-IN、XSLT2、XQuery、C#、 C+
+、 Java。* 
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* MapForce Professional または Enterprise Edition が必要です。

ノードへの動的なアクセスに関する情報は、以下を参照してください:  ノード名へのアクセスを取得する。順序を追ったマッピ
ングの例に関しては、以下を参照してください: 例: 要素名を属性値にマップする。

5.11.1 ノード名へのアクセスを取得する

XML コンポーネント 内のノードに子ノードが存在する場合、マッピングの名前と各子ノードの値をマッピングで直接取得する
ことができます。 このテクニックは、「動的なノード名」 へのアクセスと呼ばれます。 「動的」 とは、処理がランタイム中に素早く
行われることを意味し、マッピングが実行される前に既知の静的なスキーマ情報をベースに行われます。 このトピックは、ノー
ド名への動的なアクセスの有効化の方法と、その使用方法について説明します。 

ソースからデータを読み取る場合、「動的なノード名」 とは以下を行うことができることを意味します:

ノードの全ての子ノード(または 属性) のリストをシーケンスとして取得します。  MapForce では、"シーケンス"
は、ゼロのリスト、または、ターゲットに接続することのできるアイテムであり、ソース内にアイテムが存在すると、ターゲッ
トに同じ数のアイテムを作成します。 ですから、例えば、ノードがソース内に5つの 属性 を持つ場合、ターゲット内に
属性に対応する5つの新規の要素を作成します。
(標準マッピングが行う)子ノードの値を読み取るだけではなく、名前も読み込みます。

ターゲットにデータを書き込む場合、 「動的なノード名」は、以下を行うことができることを意味します:

コンポーネント設定 (いわゆる 「静的」 名前)により与えられた名前とは対照的な、マッピング (いわゆる 「動的」
名前) により与えられる名前を使用して、新しいノードを作成します。

動的なノード名を説明するために、このトピックは次の XML スキーマを使用しています: <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\Products.xsd。 このスキーマは、サンプルインスタンスドキュ
メント Products.xml を伴っています。スキーマとインスタンスファイルをマッピングエリアに追加するには、「挿入| XML ス
キーマ/ファイル」 メニューコマンドを選択して、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples
\Tutorial\Products.xml を参照してください。 ルート要素を選択するように問われると、products を選択します。

product ノードのための動的なノード名を有効化するには、右クリックし、 次のコンテキストメニューコマンドの1つを選択し
ます:

ノードの 属性にアクセスする場合、「動的な名前を持つ属性を表示」 
ノードの子要素にアクセスする場合、「動的な名前を持つ子要素を表示」
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図. 1 (子要素のための) 動的なノード名の有効化

メモ: 上のコマンドは、子ノードを持つノードのみに対して使用することができます。また、コマンドはフットノードには使用す
ることができません。

ノードを動的なモードに切り替えると、下に表示されるダイアログボックスに類似したダイアログボックスが表示されます。このト
ピックの目的のために、オプションを下に表示されるように設定します。これらのオプションは特定の型のノードにアクセスする内
で説明されています。
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図 2 「動的に名前がつけられた子の設定」 ダイアログボックス

図 3 は、product ノードのために動的なノード名が有効化されている場合、どのようにコンポーネントが表示されるかを示
しています。コンポーネントの外観が大幅に変更されていることに注意してください。 

図3 (要素のために) 動的なノード名が有効化されている場合
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コンポーネントを標準モードに切り替えるには、 product ノードを右クリックして、 コンテキストメニューからオプション 「動的
な名前を持つ子要素を表示する」 を無効化します。

下のイメージは、ノードの属性への動的なアクセスが有効化された時、同じコンポーネントがどのように表示されるかを示して
います。 product 要素を右クリックして、コンポーネントが取得され、 コンテキストメニューから「動的な名前を持つ属性
を表示する」を選択します。

図 4 (属性のために) 動的なノード名が有効化されている場合 

コンポーネントを標準モードに切り替えるには、 product ノードを右クリックして、コンテキストメニューから、 「動的な名前
を持つ属性を表示する」 オプションを無効化します。

図 3 と 図 4 に示されているように、コンポーネントの外観はノード (この場合は、 product) が「動的なノード名」なモー
ドに切り替えられると変更されます。新しい外観は、次のアクションを取る可能性を広げます:

すべてのノードの子要素または属性のリストを読み取り、または書き込みます。 これらは、 element() または
attribute() アイテムによりそれぞれ提供されます。 
各子要素または属性の名前を読み取り、または書き込むます。 名前は、 node-name() と local-name()
アイテムにより提供されます。
要素の場合、各子要素の値を特有のデータ型として読み取る、または書き込みます。 この値は、型キャストノード
(この場合は、 xs:string アイテム)により与えられます。 要素のみが型キャストノードを持つことができることに注
意してください。属性は、常に、「文字列」 型として処理されます。
名前別に子要素をグループ化します。 

「動的なノード名」 モード内で作業することのできるノード型は、下で説明されています。

element()

ターゲットコンポーネントと比較すると、このノードはソースコンポーネント内で異なる振る舞いをします。 ソース コンポーネント
内で、ノードの子要素をシーケンスとして提供します。 図 3 element()は、全ての product の子要素のリスト(シーケン
ス)を与えています。 例えば、次の XML から作成されたシーケンスは、3つのアイテムを含みます (これは、 product 3つ
のつの 子要素が存在するからです):

   <product>
      <id>1</id>
      <color>red</color>
      <size>10</size>
   </product>

シーケンス内の各アイテムの実際の名前 と 型は、 node-name() ノード と 型キャストノードによりそれぞれ与えられていま
す 上記を理解するには、ソースからのデータ XML を ターゲット XML に次のように変換する必要があると仮定してください:
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図 6 シーケンス内の各アイテムの実際の名前 と 型は、 node-name() ノード と 型キャストノードによりそれぞれ与
えられています 上記を理解するには、ソースからのデータ XML を ターゲット XML に次のように変換する必要があると仮定
してください:

マッピングの目的を達成するマッピングは以下のようになりますマッピング:

図 7 (MapForce 内で) XML 要素名 を属性値 にマッピングする

node-name() と  text() は、シーケンス内の各アイテムの値と実際の名前を与えますが、element() のここでの役
割は、 product の子要素のシーケンスを提供します。 この マッピングは、チュートリアルのサンプルが付随しており、以下で
更に詳しく説明されています:  例: 要素名を属性値にマップする。

ターゲットコンポーネント内では、 element() は、ソース内の各アイテムのマッピングの基本ルールの例外であるとおり自身
では何も作成しませんが、1つのターゲットアイテムを作成します。 実際の要素 は、(node-name()の値を使用して)型キャ
ストノード と(自身の名前を使用して)名前テストノードにより作成されます。

attribute()

図 4 内で表示されているように、このアイテムは、マッピングのランタイムでノードの全ての属性へのアクセスを有効化します。
ソースコンポーネント内で、接続されたソースノードの属性をシーケンスとして提供します。 例えば、 次の XML 内で、シーケ
ンスは、(product には2つの属性が存在するため)2つのアイテムを含みます:

   <product id="1" color="red" />

attribute() ノードは、シーケンス内の各属性の値のみを文字列の型として与えます。 各属性の名前は node-
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name() ノードにより与えられます。 

ターゲットコンポーネント内では、このノードは、接続されたシーケンスを処理し、シーケンス内の各アイテムのために属性の値
を作成します。属性の名前は、 node-name() により与えられます。例えば、ソースからのデータ XML を ターゲット
XML を以下のように処理すると想定します:

図 8 属性の値を属性名にマッピングする(必須)

この目的を達成するマッピングは以下のようになります:

図 9 (MapForce 内で)属性の値を属性名にマッピングする

メモ: この変換は、ノードの属性へのアクセスを有効化せずに行うことができます。 ここでは、どのように attribute()が
ターゲットコンポーネント内で動作するかを表示しています。

この マッピングを再作成する場合は、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples
\Tutorial\ フォルダー内の ConvertProducts.mfd マッピングと同じ XML コンポーネントを使用しています。マッピン
グとして使用します。唯一の違いは、ターゲットがソースになり、ソースがターゲットになることのみです。 ソースコンポーネントの
ための入力データには、属性の値を実際に含む XML インスタンスが必要になります。 例:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<products>
   <product>
      <attribute name="id" value="1"/>
      <attribute name="color" value="red"/>
      <attribute name="size" value="big"/>
   </product>
</products>
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上記のコードリスティングでは、名前空間とスキーマ宣言が、ここでは簡単にするために省略されていることに注意してくださ
い。

node-name()

ソースコンポーネント内では、 node-name() は、 element()の子要素の名前、または、 attribute()の要素の
名前をそれぞれ提供します。デフォルトでは、提供される名前は、 xs:QName の型です。名前を文字列として取得するに
は、  local-name()  ノードを(図 3 を参照してください)、を使用します。

ターゲットコンポーネント内では node-name() は、element() または attribute()内に含まれる各要素または属
性の名前を書き込みます。

local-name()

このノードは、 node-name() と同様の作動をしますが、 異なる点は、xs:QName の代わりに xs:string が使用さ
れていることです。

型キャストノード

ソースコンポーネント内では、型キャストノードは、element() 内の各子要素の値を提供しますこのノードの名前と構造
は、「動的に名前がつけられた子の設定」 ダイアログボックス (図 2)から選択された型により異なります。

ノードの型を変更する場合は、 「選択の変更」 (  ) ボタンを使用して、スキーマワイルドカード (xs:any) を含む、使
用できる型から希望する型を選択します。詳細に関しては、次を参照してください: 特定の型のノードにアクセスする。

ターゲットコンポーネント内で、 型キャストノードは、element() 内に含まれる各子要素の値特有のデータ型として書き込
みます。 希望するデータ型は「選択の変更」 (  ) ボタンをクリックすることにより選択することができます 

名前テストノード

ソースコンポーネント内では、 名前テストノードは、ソースインスタンスから名前別に子要素をグループ化、または、フィルターす
る方法が提供されています。 正確な型を使用してマッピングが、インスタンスデータにアクセスしていることを保証するために子
要素を名前別にフィルターする必要がある場合があります。 (次を参照してください: 特定の型のノードへのアクセス)。 

一般的には、名前テストノードは、値とサブ構造の読み取りと書き込みをする通常の要素ノードとほぼ同様の作動をします。
しかしながら、動的なアクセスが有効化されていると、マッピングのセマンティクスが異なるため、制限が発生します。例えば、2
つの名前テストノードを連結することはできません。

ターゲット側では、名前テストノードは、接続されているソースシーケンスにアイテムが存在するため、出力内と同じ数量の要
素を作成します。 これらの名前は、 node-name()にマップされている値を上書きします。 

必要であれば、コンポーネントから名前テストノードを非表示にすることができます。  これを行うには、  element() ノード
の横の 「選択の変更」 (  ) ボタン をクリックします。そして、 「動的な名前を持つ子の設定」 ダイアログボックスから、
「名前テストノードの表示」 チェックボックスのチェックを解除します。 
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5.11.2 特定の型のノードへのアクセス

前のセクションで説明されているとおり、 ノード名へのアクセスの取得 は、ノードを右クリックして「動的な名前を持つ子要
素を表示する」 コンテキストメニュー コマンドを選択し、ノードの全ての子要素にアクセスすることができます。特定の型のノ
ードにより値をアクセスすることはできますが、マッピングのランタイムでは、  node-name() ノードから各子要素の名前にア
クセスすることができます。 下のイメージでは、  型キャストノードは、text()ノードの横にあります。  

子要素のデータ型は、マッピングのランタイム前にはわかりません。  また、各子要素により異なる可能性があります。例えば、
XML インスタンス ファイル内の product ノード は、型 xs:integer の子要素 id と型 xs:string の 子要素
size を持つ可能性があります。特定の型のノードコンテンツにアクセスするには、下に表示されるダイアログボックスがノード
の子要素への動的なアクセスを有効化するたびに開かれます。 element() ノードの横の「選択の変更」 (  )ボタンを
クリックすることにより、このダイアログボックスを後で開くことができます。
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「動的に名前がつけられた子の設定」 ダイアログボックス

マッピングのランタイムに各子要素のコンテンツにアクセスするには、いくつかのオプションがあります:

1. コンテンツを文字列としてアクセスするには、上のダイアログボックスで text() チェックボックスを選択します。この場
合、ダイアログボックスが閉じられると、 text() ノードがコンポーネント上に作成されます。このオプションは、コンテン
ツが(xs:int  xs:string などの)単純型 の場合、適切です。例: 要素名を属性値にマップするで詳しく説
明されています。text() ノードは、現在のノードの子ノードがテキストを含むことができる場合表示されることに注意
してください。

2. スキーマに許可されている特定の複合型としてコンテンツにアクセスすることができます。カスタム複合型が、選択され
ているのためにノードグローバルに許可されていると、上のダイアログボックスで使用することが可能になり、横のチェック
ボックスを選択することができます。 上のイメージでは、グローバルに定義されている複合型は存在せず、この選択は
使用することができません。

3. コンテンツを型としてアクセスする。これは、高度のマッピングのシナリオで役に立ちます  (次を参照してください: 「更
に深い構成にアクセスする」を参照してください)。これを行うには、 xs:anyType の横のチェックボックスを選択して
ください。

マッピング ランタイムでは、 MapForce ( 型 キャストノードを介して) には、実際のインスタンスノード型に関する情報
がないことに注意してください。ですから、マッピングは、正確な型を使用してノードコンテンツにアクセスする必要がありま
す。 例えば、 ソース XML インスタンスが多種の複合型の子ノードを持つことを希望する場合、以下を行います:
  a) 型キャストノードを一致させる必要が有る複合型に設定します (上のリストの2番目のアイテムを参照してくださ
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い)。
  b) 一致する必要のあるインスタンスのみから読み込むためにフィルターを追加します。 詳細に関しては以下を参照し
てください: フィルターと条件。

更に深い構成にアクセスする

スキーマ ワイルドカードの選択により、ノードをノードの直下の子よりもスキーマ内の更に深いレベルでアクセスすることができま
す。高度なマッピングのシナリオではとても役に立ちます。マッピングは、 XML ノードの直下の子しかアクセスすることができな
いため、例: 要素名を属性値にマップする 等の簡単なマッピングでは、このテクニックを必要としません。しかしながら、動的に
更に深い構造にアクセスする必要がある場合、例えば「孫」にアクセスが必要な場合、以下の方法でアクセスすることが可能
です。

1. 新規マッピングを作成する。
2. 挿入メニューから「XML スキーマ/ファイルを挿入する」をクリックし、 XML インスタンスファイルを参照します。 (子
の例では、  <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーか
らの Articles.xml ファイルです)。

3. Articles ノードを右クリックして、「動的な名前を持つ子要素を表示する」  コンテキストコマンドを選択しま
す。

4. 「動的に名前がつけられた子の設定」 ダイアログボックスから xs:anyType を選択します。
5. xs:anyType ノードを右クリックして、 「動的な名前を持つ子要素を表示する」 コンテキストコマンドに対して
選択します。

6. 「動的に名前がつけられた子の設定」 ダイアログボックスから text() を選択します。

上記のコンポーネントで、2つの element() ノードが存在することに注目してください。2番目の element() ノード
は、 Articles.xml インスタンス内の <Articles> ノードの孫に動的なアクセスを与えます。   

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Articles xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="Articles.xsd">
   <Article>
      <Number>1</Number>
      <Name>T-Shirt</Name>
      <SinglePrice>25</SinglePrice>
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   </Article>
   <Article>
      <Number>2</Number>
      <Name>Socks</Name>
      <SinglePrice>2.30</SinglePrice>
   </Article>
   <Article>
      <Number>3</Number>
      <Name>Pants</Name>
      <SinglePrice>34</SinglePrice>
   </Article>
   <Article>
      <Number>4</Number>
      <Name>Jacket</Name>
      <SinglePrice>57.50</SinglePrice>
   </Article>
</Articles>

Articles.xml

例えば、「孫」 要素名 (Number Name SinglePrice) を取得するには、2番目の element() ノードの下の
local-name() ノードからターゲットノードに接続を描きます。 同様に、 「孫」 要素の値 (1 T-Shirt 25) を取得
するには、 text() ノードから接続を描きます。

この例には適用することはできませんが、実際のシナリオでは、更に深いレベルにアクセスするために、動的なノード名を後の 
xs:anyType ノードに対して有効化することができます。

以下の点に注意してください:

 ボタンを使用して、生成された型を現在のスキーマから選択し、異なるノード内に表示することができます。この
方法は、生成されたスキーマの型から、または、スキーマの型へマップする必要がある場合のみに役に立ちます (次を
参照してください: 生成された XML スキーマ型)。
element() ノードの横の「選択の変更」 (  ) ボタンは、子のトピックで説明されている「動的に名前の付けら
れた子の設定」ダイアログボックスを開きます。
 xs:anyAttribute  属性の横の「選択の変更」 (  ) ボタンにより、スキーマ内でグローバルに定義された
属性を選択することができます。同様に、  xs:any  要素の横の「選択の変更」 (  ) によりスキーマ内でグロ
ーバルに定義されている要素を選択することができます。これにより、スキーマワイルドカードへ、または、スキーマワイル
ドカードからのマッピングと同じように動作します (次も参照してください: ワイルドカード - xs:any /
xs:anyAttribute)。このオプションを使用する場合、選択された属性または要素がスキーマに従い特定のレベルで
存在できることを確認してください。

5.11.3 サンプル: 要素名を属性値にマップする

この例は、XML ドキュメントから、要素名をターゲット XML ドキュメント内の属性の値にマップする方法について説明してい
ます。この例には、付随するサンプルマッピングがあり、 次のパスを使用して検索することができます: <Documents>
\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ConvertProducts.mfd。

例を理解するために、XML ファイルは製品のリストを含むと想定しましょう。 各製品は次のフォーマットを有します:

   <product>
      <id>1</id>
      <color>red</color>
      <size>10</size>
   </product>
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目的は、各製品の情報を名前と値ペアに変換することです。 例:

   <product>
      <attribute name="id" value="1" />
      <attribute name="color" value="red" />
      <attribute name="size" value="10" />
  </product>

上記のようなデータマッピングを行うには、この例でも使用されていますが、"ノード名への動的なアクセス"と呼ばれる
MapForce 機能を使用しています。マッピングを実行する際、「動的」 とは、 (値だけではなく)ノード名も読み取ることがで
き、これらの名前を値として使用することを意味します。 必要とするマッピングをいくつかのシンプルなステップを以下に示される
ように作成することができます。

ステップ 1: ソース XML コンポーネントをマッピングに追加する

「挿入」 メニューから、「XML スキーマ/ファイル」をクリックして、 <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples\Tutorial\Products.xml を参照します。  この XML ファイルは、同じフォルダー内
にある Products.xsd スキーマを指します。

ステップ 2: ターゲット XML コンポーネントをマッピングに追加する

「挿入」 メニューから、「XML スキーマ/ファイル」をクリックして、次のファイルを参照します: <Documents>
\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ProductValuePairs.xsd。 インスタンス
ファイルを与えるように問われると、  「スキップ」 をクリックします。ルート要素を選択するようにプロンプトされると、 ル
ート要素として、 products を選択します。

この時点では、マッピングは、以下のようになります:

ステップ 3: 子ノードへの動的なアクセスを有効化する

1. products ノードを右クリックして、コンテキストメニューから、「動的な名前を持つ子要素を表示する」を選択し
ます。 

2. 開かれるダイアログボックス内から、 text() を型として選択します。他のオプションをそのままにします。
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text() ノードがソース コンポーネントに追加されていることに注意してください。 このノードは、それぞれの子アイテムをマッピ
ングに与えます (この場合は、「id」、「color」、「size」の値です )。

ステップ 4: マッピング 接続を描く

マッピング 接続 A、B、C、D 下に表示されるとおり、描きます。 任意で、各接続上からをダブルクリックし、テキスト「A」、
「B」「C」、および 「D」をそれぞれ、詳細ボックスに入力します。
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ConvertProducts.mfd

上で説明されているマッピングでは、 接続 A は、ソース内の各製品のために、ターゲット内に製品を作成します。 これまで
は、これは ノード名を指さない標準的な MapForce 接続でした、 しかしながら、 接続 B は、 product の各対応す
る子要素のために、新規の要素を attribute と呼ばれるターゲット内に作成します。 

接続 B は、マッピング内でとても重要です。この接続の目的である product の子要素のシーケンスを、ソースからタ
ーゲットに運びます。実際の名前または値を運ばないため、以下として理解される必要があります: ソース element()
に N 子要素が存在する場合、 ターゲット内のアイテムの N インスタンスを作成します。 この特定の場合は、 ソース
内の product には、3 つの子要素 (id  color と size)が存在します。 これは、ターゲット内の各 product
が attribute という名前の3つの子要素を持つことを意味します。 

 この例で説明されていませんが、同じルールが、attribute() の子要素をマップするために使用されます。 ソース
attribute() アイテムが、 N 子属性を持つ場合、 ターゲット内のそのアイテムの N インスタンスを作成します。

次に、 接続 C は、 product の各子要素の実際の名前をターゲットにコピーします  (文字通り、 「id」、 「color」、 と
「size」)。 

最後に、接続 D は、製品の各子要素の値を文字列の型として、ターゲットにコピーします。

マッピングの出力をプレビューするには、「出力」 タブをクリックして、 生成された XML を確認してください。 期待されるとお
り、マッピングの意図とする目的である通り、出力は、データが名前と値のぺとして保管されている、複数の製品を含んでいま
す。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<products xsi:noNamespaceSchemaLocation="ProductValuePairs.xsd"
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
   <product>
      <attribute name="id" value="1"/>
      <attribute name="color" value="red"/>
      <attribute name="size" value="10"/>
   </product>
   <product>
      <attribute name="id" value="2"/>
      <attribute name="color" value="blue"/>
      <attribute name="size" value="20"/>
   </product>
   <product>
      <attribute name="id" value="3"/>
      <attribute name="color" value="green"/>
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      <attribute name="size" value="30"/>
   </product>
</products>

生成されたマッピング出力

5.11.4 マッピングのルールと戦略

MapForce は、通常、データを直感的にマップしますが、出力の結果が、多すぎるアイテム、または少なすぎるアイテムを含
む場合があります。このトピックでは、上記のような問題を避けるための説明がされています。

一般的なルール
通常、ソースとターゲットアイテム間のそれぞれの接続は、以下を意味します: 各ソースアイテムのために、1つのターゲットアイ
テムが作成されます。 ソース ノードが単純コンテンツ (例えば、 文字列または整数) を含み、ターゲットノードた単純コンテン
ツを受け入れる場合、 MapForce は、コンテンツをターゲットノードにコピーし、必要であれば、データ型を変換します。

次の例外を除いて、上記は全ての接続に対して当てはまります:

ターゲット XML ルート要素は、通常、1度のみ作成されます。シーケンスをこの要素に接続すると、要素のコンテン
ツのみが繰り返され、ルートノード要素自身は繰り返されず、結果は、スキーマに対して有効でない可能性がありま
す。ルート要素の属性はも接続されている場合、 XML シリアル化は、ランタイムで失敗するため、ルート要素のシ
ーケンスへの接続は回避されるべきです。複数の出力ファイルを作成して、達成する場合は、ファイル名を作成する
関数を使用して、シーケンスを「ファイル」 ノードに接続してください。 
ノードの一部は、シーケンスではなく単一の値を受け入れます。 (例えば、 XML 属性、 、 およびユーザー定義関
数内の出力 コンポーネントなど)。

「コンテキスト」と「現在」の アイテム
MapForce は、 スキーマ ファイルの構成を、コンポーネント内でマップすることのできるアイテムの階層として表示します。これ
らの各ノードは、インスタンスファイル、または、データベース内で、多数のインスタンスを有する場合があります。もしくは、まった
くインスタンスを有さない場合もあります。

例: PersonListByBranchOffice.mfd 内のソースコンポーネントを確認してください、(Contact の下に)単一の ノ
ード first が存在します。 BranchOffices.xml インスタンスファイル内には、異なる Office 親 ノードの下に、異なるコ
ンテンツを有する複数の first ノードと Contact ノードが存在します。 

どのソースノードが実際に選択され、データがターゲット コンポーネント/アイテムにコネクタを使用してコピーされるかは(ターゲッ
ト ノードの) 現在のコンテキストにより決定されます。 .
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PersonListByBranchOffice.mfd

このコンテキストは、現在のターゲットノードにより定義され、祖先に接続されます:

最初は、 コンテキストは、ソースコンポーネントのみを含みますが特定のノードは含みません。マッピングを評価する際
には、 MapForce は、ターゲット ルート ノード(PersonList) を最初に処理します。そして、階層順に処理しま
す。
ターゲット ノードへのコネクタは、全てのソースアイテムを直接トレースすることができ、間接的に 2 つのコンポーネント
間に存在する場合でもトレースすることができます。 ソースアイテムと関数の結果は、このノードのためにコンテキスト
に追加されます。 
各新しいターゲットノードに対して、最初は親ノードコンテキストの全てのアイテムを含む新しいコンテキストが確立さ
れます。 ターゲット兄弟ノードは、ですから、互いから独立していますが、親ノードの全てのソースデータにアクセスする
ことができます。 

サンプルマッピング(PersonListByBranchOffice.mfd)に適用:

Office からフィルター (Office) を介した PersonList への接続は、ターゲットドキュメント全体のためのコンテキ
ストとして単一のオフィスをコンテキストとします。 (これは、 PersonList がターゲットコンポーネントのルート要素の
ためです)。オフィスの名前は、デフォルトで「Nanonull, Inc.」 を含む入力コンポーネントにより与えられます。 
ルート要素 PersonList の子孫へのすべての接続/データは、選択された単一のオフィスがコンテキスト内に存在す
るため、自動的にフィルターの条件により影響されます。
Contact から Person への接続は、 1 つのターゲット Person をソース XML (一般ルール)の各 Contact
アイテム のために作成します。
first から First への接続は、現在の Contact の最初の名前を選択し、ターゲットアイテム First に書き込みま
す。

 
Contact から Person へのコネクタが作成されない場合、複数の First, Last、および Detail ノードを持つ 1 人の
Person が作成されます。このような場合、 MapForce は、警告を表示し、次のような問題を解決する提案をします :
「 Contact と Person を接続して解決することができます」:
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シーケンス 
MapForce は、スキーマ ファイルの構造を、コンポーネント内のマップすることが可能な階層として表示します。

(ターゲット) コンテキストにより、ソースコンポーネントの各マップすることのできるアイテムは以下を表します:

割り当てられた入力 ファイル単一のインスタンス ノード 
入力 ファイルのゼロから 複数の インスタンス ノード のシーケンス 

シーケンスがターゲット ノードに接続されている場合、ソースノードの数と同数のターゲットノードを作成するためのループが作
成されます。

フィルター がシーケンス と ターゲットノードの間に存在する場合、ブール値の条件は、シーケンス内の各アイテムなどの各入
力ノードのためにチェックされます。具体的には、 true を評価する各シーケンス内に少なくとも1つのブール値が存在するかが
チェックされます。優先 コンテキスト 設定は、評価の順序を影響します。以下を参照してください。

上記の通り、フィルターの条件は自動的に全ての子孫ノードに適用されます。

メモ: ソーススキーマが特定のノードが1度のみ発生することを指定する場合、MapForce は、ループを削除し、存在が
既知の場合、最初のアイテムのみを取る場合があります。この機能は、ソースコンポーネント内の設定 ダイアログボッ
クス( 「min/maxOccurs をベースにした入力処理のオプティマイゼーション」チェックボックス) 内で無効化することが
できます。

関数 入力 (または、ノーマルな 非-シーケンス 関数) は、ターゲットノードと同様に作動します。シーケンスがこのような入力
に接続されている場合、シーケンス内のアイテムと同数作成されるようにループが関数の呼び出しの周りに作成されます。 

シーケンスが1つ以上のそのような関数入力に接続されている場合、 MapForce は、全ての入力のデカルト積を処理す
るネストされたループを作成します。通常これは、理想的ではないため、複数の (親または他のコンポーネントから単一の現
在のアイテムにバウンドされている全ての他のパラメータなどの)アイテムを持つ単一のシーケンスのみを関数に接続してくださ
い。

メモ: 空のシーケンスがこのような関数 (例、concat) に接続されている場合、出力 ノードを生成しない、空のシーケンス
が結果として出力されます。入力データが存在しないために、 ターゲット 出力に結果がない場合、 「substitute-
missing」 関数 を使用して、値を代替することができます。

シーケンス入力 を持つ関数のみが入力シーケンスが空の場合、結果を生成することのできる関数です:

exists, not-exists と substitute-missing (また、最初の3つのエイリアスである is-not-null,
is-null と substitute-null )

集計 関数 (sum  count など)

シーケンスを受け入れる通常のユーザー定義 関数 (例、 非インライン 関数)

このような関数のシーケンス 入力は、常に、祖先のコンテキスト内の現在のターゲットノードとは別に評価されます。コンポー
ネント をフィルターする、関数は、他の接続に影響を与えません。 

優先 コンテキスト 
通常、 関数 パラメータは、上から下に評価されますが、優先 コンテキスト 設定を使用して1つのパラメーターが他のパラメ
ーターよりも先に評価されるように設定することができます。 
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 filter 条件のブール値入力に接続されている関数では、優先 コンテキストは、比較関数自身のみではなく、フィルターの評
価にも影響を与えます。このため、2つのソースシーケンスを組み合わせることができます  (次を参照: CompletePO.mfd、
CustomerNo および Number)。

この例では、 優先 コンテキストは、 ShortPO/CustomerNr が、 Customers コンポーネントから Customer ノードを
反復しフィルターする前に評価されるように強制します。  次も参照してください: 優先コンテキストノード/アイテム

コンテキストのオーバーライド
集計 関数 の一部には、任意「親コンテキスト」 入力があります。 

この入力が接続されていない場合、 この関数は効果がなく、関数は、(ターゲットノードの親のコンテキスト内で)通常のコン
テキストでシーケンス入力のために評価されます。

parent-context 入力がソース ノードに接続されている場合、関数は、各 「parent-context」 ノードに対して評価され、
個別の結果を各発生のために作成します。 次も参照してください: マッピングコンテキストのオーバーライド。

同じ ソースコンポーネントの複数のノードをコンテキストに移動させる
これは、特定のケースで必要とされ、中間関数を使用して移動することができます。
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マッピングコンポーネントの処理順序の変更5.11.4.1

MapForce は、複数のターゲットコンポーネントを有するマッピングをサポートします。 各ターゲットコ
ンポーネントには、特定のコンポーネントのためのマッピングの結果をプレビューすることのできるプ
レビューボタンがあります。

マッピングがコマンドライン、または、生成されたコードから実行されると、現在のアクティブなレビューに関わりなく、フルマッピング
が実行され、各ターゲットコンポーネントのための出力が生成されます。 

ターゲットコンポーネントが処理される順序は、マッピングウィンドウ内のターゲットコンポーネントの位置を変更することにより直
接影響することができます。 コンポーネントの位置 は、左上と同じように定義されています。
 
ターゲットコンポーネントは、スクリーン上の Y-X 位置に従い、上から下、左から右に処理されます。 

2つのコンポーネントが、同じ 垂直方向 位置を持つ場合、左端のコンポーネントが優先されます。
2つのコンポーネントが、同じ 水平方向 位置を持つ場合、一番高い位置のコンポーネントが優先されます。
コンポーネントが、完全に 同じ 位置を持つシナリオは少ないですが、定義されている順序を保証する、変更不可
能な、ユニークな内部コンポーネント ID が自動的に使用される場合はあります。

下のスクリーンショットは、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダ
ー内のチュートリアルサンプル Tut-ExpReport-multi.mfd を表しています。両方の ターゲットコンポーネント
(ExpReport-Target) は、同じ 垂直方向 位置を有し、プレビューボタンが右のターゲットコンポーネント上でアクティブ化さ
れています。 

Tut-ExpReport-multi.mfd (MapForce Enterprise Edition)

XSLT2 を選択して、コードを生成した場合:

左端のターゲットコンポーネントが最初に処理され、ExpReport.xml ファイルを生成します。 
右のコンポーネントが次に処理され、SecondXML.xml ファイルを生成します。 

DoTransform.bat ファイル (指定された出力 フォルダー内で) 開いて、生成されるシーケンス出力ファイルを確認するこ
とができます。 ExpReport-Target.xml が、バッチファイルにより生成される最初の出力で、 SecondXML.xml が2
番目の生成される出力です。
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処理シーケンスのマッピングの変更:

1. 左のターゲットコンポーネントをクリックして、右の1つ下に移動します。

2. コードを再生成して、 DoTransform.bat ファイルを確認します。

SecondXML.xml は、バッチファイルにより最初に生成される出力で、 ExpReport-Target.xml は2番目
に生成される出力です。

チェーンされたマッピング
上記の同じ 処理シーケンスがチェーンされたマッピングのために続きます。 チェーンされたマッピンググループは、1つのユニット
としてみなされます。 単一のチェーンされたマッピングの中間または、最後の ターゲットコンポーネント位置を変更しても、処
理シーケンスに影響を与えません。

複数の 「チェーン」または、 複数の ターゲットコンポーネントがマッピング内に存在する場合、各グループの最後の ターゲット
コンポーネントの位置が何が最初に処理されるかを決定します。 

最後2つの ターゲットコンポーネントが 同じ 垂直方向 位置を持つ場合、左端のコンポーネントが優先されます。
最後2つの ターゲットコンポーネントが 同じ 水平方向 位置を持つ場合、一番高い位置にあるコンポーネントが優
先されます。
コンポーネントが、完全に 同じ 位置を持つシナリオは少ないですが、定義されている順序を保証する、変更不可
能な、ユニークな内部コンポーネント ID が自動的に使用される場合はあります。
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優先コンテキスト ノード/アイテム5.11.4.2

スキーマ内の異なったアイテムに関数を適用する場合、 MapForce は、コンテキストノードが何であ
るか知る必要があります。全ての他のアイテムは、これに対して処理されます。これはアイテム(また
はノード)を優先コンテキストと設定することにより達成されます。 

関連しないアイテムをマッピングする際、優先コンテキストは、実行の優先順序を決めるために使用されます。 

マッピングは常に上から下に実行されます。2つのテーブルをループまたは検索する場合、それぞれのループが連続的に処理さ
れます。 関連しない要素をマッピングする場合、優先コンテキストを設定しないと MapForce は、どのループを最初に実
行するか知らないため、自動的に最初のテーブルまたはデータソースを選択します。

解決方法：
どのデータソースが最初にループ、または、検索されるかを決定し、そのソースデータへのコネクタに優先コンテキストを設定しま
す。

CompletePO.mfd ファイルは ...\MapForceExamples フォルダー内にあります。  

複数のソースコンポーネントがこのサンプルには存在することに注意してください。 ShortPO、
Customers、 および Articles は、すべて関連した XML インスタンスファイルを持つスキーマです。
それぞれからのデーターは CompletePO スキーマ / XML ファイルにマップされます。 優先コンテキ
スト アイコンは、丸枠で囲まれています。 
 

ShortPO 内の CustomerNr は、 Customers ファイル内のアイテム Number と比較されま
す。 
CustomerNr は 優先コンテキスト として設定され、 equal 関数の a パラメーター 内に置か
れています。
Customers ファイル内の同じ数値が (1度)検索されます。 b パラメーター は、 Customers
ファイルからの Number アイテムを含んできます。
数値が検索された場合、結果は filter 関数の ブール パラメーターにパスされます。
node/ row パラメーターは、ブールパラメーター が true の場合、すなわち、同じ数値が検索
された場合、Customer データを "on- true"  にパスします。
残りの customer データは以下の通りパスされます: Number, FirstName、LastName アイテム
はすべてのターゲットスキーマ内の対応するアイテムに接続されます。

equal 関数の b パラメーター(すなわち、 アイテム Number) を「優先コンテキスト」と設定すると以下の結果が発生しま
す:

MapForce  は、最初の Number を検索し b パラメーター にロードします。
a パラメーター内の CustomerNr に対してチェックします。
等値ではない場合、 次の Number を b にロードし、また、 a に対してチェックします。
ShortPO 内の数値を検索するために、すべての Number に対して反復します。
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マッピングコンテキストのオーバーライド5.11.4.3

マッピングの一部では、希望するマッピングの出力を達成するために、マッピングのコンテキストをオーバーライドする必要がある
場合があります。このため、コンポーネントの一部では、必要な場合マッピングコンテキストを影響することのできる構造内の任
意の parent-context アイテムを提供する場合があります。 このようなコンポーネントの例は集計関数と変数です。

任意の parent-context を使用した集計関数

マッピングコンテキストの重要性を理解するために、複数のレベルを持つネストされたノードを含む マッピング XML ファイルに
追加します。 「挿入」 メニューで、「XML スキーマ/ファイル」をクリックし、以下のファイルを参照します:
<Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Altova_Hierarchical.xml。
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Altova_Hierarchical.xml

重要な点は、上の XML ファイル内では、Office 親ノードには複数の Department ノードが含まれており、各
Department には、複数の Person が含まれています。 If you open the 実際の XML ファイルを XML エディター
内で開くには、オフィスと部署の社員の所属を確認してください:

オフィス 部署 人数

Nanonull, Inc. Administration 3

Marketing 2

Engineering 6

IT & Technical Support 4

Nanonull Partners, Inc. Administration 2

Marketing 1

IT & Technical Support 3

マッピングが全ての部署の全ての社員を含むと想定します。この目的を達成するためには、 core | aggregate 関数から
count 関数を追加し、データを以下の様にマップします:
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マッピングをこの時点でプレビューすると、 出力は、全ての部署内の社員の総数である 21 です。 count 関数には、まだ
接続されていない任意の parent-context アイテムが含まれています。 この結果、count 関数の親コンテキストは、
ソースコンポーネントのデフォルトのルートノードです (この場合、 Altova アイテム)。これは、全ての部署の全ての社員が
count 関数の対象と考えられています。マッピングのルールと戦略で説明されているとおり、デフォルトでは、マッピングコンテ
キストはこのように作動します。マッピングのシナリオの大半はこれだけで十分です。 

しかしながら、デフォルトの マッピングコンテキストを必要な場合はオーバーライドすることもできます。これを行うには、 
Department ノードから parent-context アイテムへの接続を下に表示されるように追加します。
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上に示されるようにマッピングを変更することにより、マッピングに各オフィスのコンテキスト内で社員のレコードを反復するように
命令します。このため、マッピングをプレビューすると、 出力は、 15* に成ります。これは最初のオフィス 「Nanonull, Inc.」
内の社員数です。社員ノードが(各オフィスのために1度ごと)2回計算されていることがわかります。各オフィスの社員数は、そ
れぞれ15人と6人です。しかしながら、最初の結果のみが返されています (これは、関数が値のシーケンスを返すことができ
ず、簡単な値のみを返すからですbecause 関数)。

* マッピングのターゲット言語が XSLT 1.0.以上と仮定しています

下に示されるようにマッピングコンテキストを Department, に変更することができます。今度は、社員のレコードが各部署の
コンテキスト内で数えられます (すなわち、部署の総数に対応する 7 回)。また、最初のオフィスの最初の部署内の社員数
に対応する、出力が3である最初の結果のみが返されます。 
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このマッピングは多くがまだ発生していませんが、この時点では、マッピングの出力を parent-context アイテムがどのよう
に影響するかを説明しています。この点を考慮して、変数などを含む他のマッピング内の parent-context をオーバー
ライドすることができます。次も参照してください:サンプル: レコードのグループ化およびサブグループ化.



Chapter 6

データソースとターゲット
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6 データソースとターゲット

このセクションは、 MapForce がマッピングに必要なソースとターゲットコンポーネントの型について説明します。 

XML と XML スキーマ
HL7 v3.x から XML スキーマへ
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6.1 XML と XML スキーマ

このドキュメントのはじめに、XML と XML スキーマファイルをソースまたはターゲットコンポーネントとして、使用する簡単なマッ
ピングのサンプルについて説明しました。このセクションはマッピング内で XML コンポーネントの使用についての詳細について
説明します。以下のトピックが含まれます:

XML コンポーネント設定
DTD をスキーマコンポーネントとして使用
派生した XML スキーマ型とマッピング
QName サポート
Nil 値 / Nillable
コメントと処理命令
CData セクション
ワイルドカード - xs:any

6.1.1 XML スキーマの生成

スキーマがない場合、MapForce は、自動的に XML スキーマを既存のファイルをベースに生成することができます。マッピ
ングエリアにスキーマを持たない XML ファイルを追加すると、次のダイアログボックスが表示されます。 

MapForce が XML ファイルからスキーマを生成する場合、要素/属性は、 XML インスタンスドキュメントから推定されな
ければならず、予期しないものの可能性があります。 生成されたスキーマがインスタンスデータを正確に表していることを確認
することが奨励されます。

6.1.2 XML コンポーネント設定

マッピングエリアに XML コンポーネントを追加した後、コンポーネント設定ダイアログボックスから適用することのできる設定を
構成することができます。 コンポーネント設定 ダイアログボックスを以下の方法で開くことができます:

マッピング上のコンポーネントを選択し、 「コンポーネント」 メニューから「プロパティ」をクリックします。 
コンポーネントヘッダーをダブルクリックします。
コンポーネントヘッダーを右クリックして、  「プロパティ」をクリックします。



200 データソースとターゲット XML と XML スキーマ

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

XML コンポーネント設定 ダイアログボックス

使用することのできる設定は、以下のとおりです.

コンポーネント名 コンポーネント名はコンポーネントを作成する際に自動的に生成されます。で
すが、後に名前を変更することが可能です。

コンポーネント名が自動的に生成され、インスタンスファイルをその後に選択し
た場合、コンポーネント名もオプションで更新するように MapForce は、プロ
ンプトします。 

コンポーネント名 はスペース (例: "ソース XML ファイル") またフルストップ文
字も含むことができます (例: "Orders.EDI")。 コンポーネント名は、スラッ
シュ、バックスラッシュ、コロン、二重引用符、行頭および末尾スペースを含んで
はなりません。 全般的に、コンポーネントの名前を変更するさいの以下の影
響を考慮してください:
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マッピングを FlowForce Server にデプロイする場合、コンポーネン
ト名は一意である必要があります。
コマンドラインに入力できる文字のみを使用することが奨励されます。
コマンドラインと Windows 内では、それぞれの文字で異なったエンコ
ードを使用する場合があります。

スキーマファイル MapForce によりデータを検証とマップするために使用された XML スキーマ
ファイルの名前とパスを指定します。

スキーマファイルを変更するには、「参照」 をクリックして、 新しいファイルを選
択します。 XMLSpy 内のファイルを編集するには、 「編集」 をクリックしま
す。

入力 XML ファイル MapForce がデータを読み込む XML インスタンスファイルを指定します。こ
のフィールドはソースコンポーネントにとり重要で、最初にコンポーネントを作成
した際に入力され、 XML インスタンスファイルに割り当てられます。 

ソースコンポーネント内で、 インスタンスファイル名は XML ルート要素とレファ
レンススキーマを検出するため、また選択されたスキーマに対して検証するため
に使用されます。

ファイルのロケーションを変更するには、 「参照」 新しいファイルを選択しま
す。 XMLSpy 内のファイルを編集するには、 「編集」 をクリックします。

出力 XML ファイル MapForce がデータを書き込む XML インスタンスファイルを指定します。 こ
のフィールドはターゲットコンポーネントにとり重要です。

ファイルのロケーションを変更するには、 「参照」 をクリックして、新しいファイル
を選択します。 XMLSpy 内のファイルを編集するには、 「編集」 をクリック
します。

ターゲット 名前空間のためのプレ
フィックス

ターゲット名前空間のためにプレフィックスを入力することを許可します。プレ
フィックスを割り当てる前に、ターゲットスキーマ内でターゲット名前空間が定義
されている必要があります。

スキーマ/DTD レファレンスの追加 参照された XML スキーマファイルを XML 出力のルート要素に対してパスを
追加します。 このフィールドに入力されたスキーマのパスは、 
xsi:schemaLocation 属性または DTD が使用される場合、
DOCTYPE 宣言 内の生成されたターゲットインスタンスファイルに書き込まれま
す。

このフィールドにパスを入力することにより、 XML インスタンスファイルにより参
照されたスキーマファイルがどの箇所に位置するかを決定することができます。こ
れにより、マッピングが実行される際、出力インスタンスがマッピングのデスティネ
ーションで検証されることを保証できます。 また、 http://アドレスや絶対及び
相対パスをこのフィールドに入力することもできます。 

このオプションを無効化することにより、XML インスタンス を参照された XML
スキーマ または DTD から、切り離すことができます(例: 結果する XML 出
力を基となる XML スキーマを持たない相手に送信する場合など)。

XML 宣言の書き込み このオプションにより生成された出力から XML 宣言 を表示しないようにするこ
とができます。 デフォルトでは、 オプションが有効化されていると、 XML 宣言
が出力に表示されます。

この機能は MapForce ターゲット 言語と実行エンジンでサポートされていま
す。
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ターゲット言語 / 実
行エンジン

出力がファイルの場
合

出力が文字列の場
合

XSLT, XQuery はい いいえ

ターゲット型に値をキャストする Aターゲット XML スキー型がマッピングで使用されるかを定義します。またはタ
ーゲットコンポーネントにマップされる全てのデータがの文字列値として扱われる
かを定義します。 デフォルトでは、 この設定 が有効化されています。

このオプションを無効化することにより、正確なフォーマットの値を保持すること
ができます。 例: これは、数値内で特定の小数点を必要とするスキーマ内の
パターンファセットを満足させるためにの場合役にたちます。

マッピング関数を使用して、数値を文字列として必要とされるフォーマット内で
使用し、この文字列をターゲットにマップすることができます。

このオプションを無効化にすると、無効な値の検出も無効化されます。例:数
値フィールドに文字が入力された場合。 

 整形出力 出力 XML ドキュメントに構造化された外見を与えるために整形出力しま
す。 それぞれの子ノードは、単一タブ文字のそれぞれの親のオフセットです。

出力エンコード 出力インスタンスファイルの次の設定を指定することを許可します:

エンコード名
バイトオーダー
バイトオーダーマーク (BOM) 文字が含まれるか否か。

デフォルトでは、「新しいコンポーネントのためのデフォルトのエンコード」オプ
ション内で定義されたエンコードを持つ新しいコンポーネント。 「ツール | オプ
ション」からこのオプションにアクセスし、タブを生成します。 

マッピングが XSLT 1.0/2.0 を生成すると、バイトオーダーマーク チェック
ボックスを有効化しても、これらの言語はバイトオーダーマークをサポートしない
ため効果はありません。

StyleVision Power スタイルシート
ファイル

このオプションにより、 Altova StyleVision スタイルシートファイルを選択また
は作成することができます。このようなファイルは、 XML インスタンスファイルか
らのデータを HTML、 RTF などの多種のレポートに適したフォーマットで出力
することができます。

以下も参照: コンポーネント上で相対パスを使用する

min/maxOccurs をベースに入力
処理の最適化の有効化

このオプションにより、 minOccurs と maxOccurs="1" を持つ必要な属
性または子要素 などの1つのアイテムのみを含むシーケンスを特別に処理する
ことが許可されます。 この場合、 シーケンスの最初のアイテムが抽出され、アイ
テムは( シーケンスとしてではなく)直接動的な値として処理されます

入力データがスキーマに対して場合、 有効でない場合、 エラーメッセージと
共にマッピングを停止する空のシーケンスがマッピング内で生じる可能性があり
ます。このような無効な入力を処理するには、このチェックボックスを無効化に
します。

MFD ファイルに相対的なすべての
ファイルパスを保存する

このオプションが有効化されると、 MapForce は、コンポーネント設定ダイア
ログボックスに表示された、MapForce Design (.mfd) ファイルの場所に



(C) 2017 Altova GmbH

XML と XML スキーマ 203データソースとターゲット

Altova MapForce 2017 Basic Edition

相対したファイルパスを保存します。 以下も参照: コンポーネント上で相対パ
スを使用する。

6.1.3 "スキーマ" コンポーネントとしてを DTD 使用する

MapForce 2006 SP2 以降では、ソースならびにターゲットコンポーネントにて名前空間を意識した DTD がサポートさ
れます。名前空間 URI が DTD の "xslns" 属性宣言から抽出され、マッピングを行うことが可能になります。

しかし StyleVision により使用される DTD の様に、名前空間 URI を持たずに xmlns*  属性を含む
DTD も存在します。このような DTD は、MapForce で使用することができるように拡張する必要があ
ります。 以下に示されるように、DTD を修正して名前空間 URI を含む xmlns 属性を定義する必要が
あります:

<!ATTLIST fo:root
   xmlns:fo CDATA #FIXED 'http://www.w3.org/1999/XSL/Format' 
   ...
>

6.1.4 派生した XML スキーマの型

MapForce では複合型の派生型に対するマッピングがサポートされます。派生型は、xsi:type 属性により特定の派生
型を指定する XML スキーマの複合型です。

以下のスクリーンショットは、XMLSpy にて派生型の "US-Address" の定義を示したものです。基底型（またはオリジナ
ルとなっている複合型）はこの場合 AddressType となります。 Zip と State の 2 つの要素を新たに追加することで、
派生型の US-Address が作成されます。 

生成された型のサンプル (XMLSpy スキーマビュー)

次のサンプルは、 派生した XML スキーマ型からデータをマップ、または、スキーマ型へのデータのマップの方法を説明していま
す。

1. 「挿入」 メニューから「XML スキーマ/ファイル」をクリックします。 以下の XML スキーマ: <Documents>
\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\MFCompany.xsd を開きます

2. インスタンスファイルを提供するようにプロンプトされると、「スキップ」 をクリックして、ルート要素をとして Company
選択します。
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3. Address 要素の横の   ボタンをクリックします。このボタンは、スキーマ内のこの要素のために存在する派生し
た型であることを示しています。 

4. 使用する派生した型の横のチェックボックスを選択し、 (この場合、US-Address)  「OK」を押して確認します。
新規の 要素 Address xsi:type="US-Address" がコンポーネントに追加されます。
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これらのアイテムに対して直接、または、 US-Address から、マッピングを行うことが可能になります。

派生型ダイアログボックスにて複数のアイテムを選択することで、複数の派生型を追加/挿入することができます。各ノードに
はそれぞれ独自の xsi:type 要素が与えられます。

6.1.5 QNames

MapForce は、マッピングの実行ランタイムで XML ファイルからデータを読み込む際に QName (修飾名) プレフィックス
(http://www.w3.org/TR/xml-names/#ns-qualnames) を解決します。

QNames は、 XML インスタンスドキュメント内の名前空間 URI を参照および省略するために使用さ
れます。 QNames には、2つの種類があります: プレフィックスを持つ、またはプレフィックスを持たない
QNames.

PrefixedName Prefix 
':' 

LocalPart

UnPrefixedName LocalPart

LocalPart が要素 または 属性の名前の箇所

例: 下のリストでは、 <x:p/> が QName です:

プレフィックス "x" は 名前空間 "http://myCompany.com" の省略形です。 
p は、ローカルパートです。

<?xml version='1.0'?>
<doc xmlns:x="http://myCompany.com">
   <x:p/> 
</doc>

MapForce は、 xpath2 | qname-related 関数 ライブラリに QName に関連した関数の一部を含みます。  

6.1.6 Nil の値 / Nillable

XML スキーマ仕様に従えば、nillable=" true"  属性をスキーマ内の要素に対して指定することで、（コ
ンテンツのデータ型により空のコンテンツが許されていない場合でも）コンテンツを含まない要素でも
妥当とみなすことができるようになります。XML インスタンスドキュメント内に記述される属性の
xsi:nil=" true"  により、要素は存在するが、コンテンツは含まれない（つまり空要素である）ことが示さ
れます。このセクションはどのように、 MapForce がソースとターゲットコンポーネント内の nil 要素を
扱うかを説明します。 

'xsi:nil' と 'nillable' の比較
xsi:nil="true" 属性は XML インスタンスファイルにおいてのみ定義されます。

http://www.w3.org/TR/xml-names/#ns-qualnames
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xsi:nil 属性は MapForce のマッピングにて視覚的（かつ明示的）に示されることは無く、自動的に処理されます。通常、
null 値が許容されたノード（xsi:nil="true" 属性が含まれるノード）は存在するが、コンテンツには何も含まれない状態にな
ります。

xsi:nil 属性は、通常自動的に処理されるため、MapForce グラフィカルなマッピングで明示的に表示されません。 特
に "nilled" ノード ( xsi:nil="true" 属性を持つ) が存在する場合、そのコンテンツは存在しません。

nillable="true" 属性は、 XML スキーマ 内で定義されます。MapForce では、ソースとターゲットコンポーネント
内に存在することができます。

マッピングソースにある null 値が許容された要素
マッピングにて null 値を許容する（nillable な）データを XML 要素から読み取った場合、xsi:nil 属性が自動的にチェック
されます。 xsi:nil の値が true となっている場合、コンテンツは存在しないものとして扱われます。

nillable なソース要素から単純コンテンツの（属性は含まれるが子要素を含まない） nillable なターゲット要素に対して、
ターゲット優先マッピングでマッピングを作成し、xsi:nil がソース要素にセットされている場合、xsi:nil 属性がターゲット要
素にも挿入されます (例: <OrderID xsi:nil="true"/>)。

全てコピーマッピングを nillable なソース要素から nillable なターゲット要素へマッピングして、xsi:nil がソース要素にて
セットされている場合、xsi:nil 属性がターゲット要素にも挿入されます (例: <OrderID xsi:nil="true"/>)。

ソース要素の xsi:nil に true がセットされているかを明示的にチェックするには、 is-xsi-nil 関数を使用します。「nil
化」された要素に対して true が返され、それ以外のノードに対して false が返されます。

nil 化された（存在しない）ソース要素の値を別の値で代用するには、substitute-missing 関数を使用してくださ
い。

メモ: 
コンテンツが無くても要素ノードが実際存在するため、exists 関数を nill 化されたソース要素 に接続する
と、 TRUE を返します。
xsi:nil が設定されている箇所で( multiply と concat などの) 単純型の値を期待する関数を要
素に対して使用すると、要素コンテンツが存在しなく、結果を取得することはできません。 これらの関数はソー
スノードが存在しないかのように振舞います。 

マッピングターゲットとしての Nillable 要素
nillable なソース要素から単純コンテンツの（属性は含まれるが子要素を含まない） nillable なターゲット要素に対し
て、ターゲット優先マッピングでマッピングを作成し、xsi:nil がソース要素にセットされている場合、xsi:nil 属性がターゲット
要素にも挿入されます(例: <OrderID xsi:nil="true"/>)。　xsi:nil="true" 属性が XML ソース要素にセット
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されていない場合、通常の方法で要素コンテンツがターゲット要素へマッピングされます。

マッピングが（子要素を持つ）複合型の nillable 要素に対して行われている場合、xsi:nil 属性が自動的に書き込まれる
ことはありません。これはマッピングが行われた後で子要素が書き込まれるか分からない為です。全てコピー接続を定義する
ことで、ソース要素から xsi:nil 属性をコピーすることができます。

空のシーケンスまたはデータベースの NULL 値をターゲット要素へマッピングする場合、それが nillable であるかどうかにか
かわらず、要素が作成されることはありません。

空のターゲット要素を xsi:nil="true" 属性がセットされた状態で（強制的に）作成するには、 set-xsi-nil 関数をタ
ーゲット要素へ直接接続してください。この方法は単純型ならびに複合型のターゲット要素に対して使用することができま
す。

substitute-missing-with-xsi-nil 関数を使用することで、マッピングソースから値を得ることができない場合に
xsi:nil をターゲットへ挿入することができます。これはソースノードが全く存在しない場合、または（multiply のような）計算に
対して nil 化されたソースノードが与えられ、結果が得られなかった場合などに使用することができます。

この関数はデータベースの NULL 値から xsi:nil="true" を持つ要素を作成するのに使用することができます。この関数は
単純型のコンテンツを持つノードに対してのみ使用することができます。
 

メモ: 
xsi:nil を生成する関数は、(if-else 関数などの )値に対して動作する関数またはコンポーネントにパ
ススルーされることはできません。

6.1.7 コメントと処理命令

コメントと処理命令はターゲット XML コンポーネントに挿入することができます。 処理命令は、 XML ドキュメント。を更に
処理するアプリケーションに情報をパスするために使用されます。コメントと処理命令は、全てコピーマップグループのためのノー
ドのためには定義することができないことに注意してください。 

処理命令の挿入方法:

1. ターゲットコンポーネント内の要素を右クリックして、 コメント/処理命令を選択し、メニュー (前、後) から処理命令
オプションを選択します。

2. 処理命令 (ターゲット) 名をダイアログ内に入力し、 「OK」 を押して確認します。例: xml-stylesheet。
これによりこの名前をコンポーネントツリーに追加します。

3. 以下を使用することができます。 例: 処理命令属性の値を与えるために定数コンポーネントを使用する。 例:
href="book.css" type="text/css". 

メモ:
複数の処理命令は、ターゲットコンポーネント内の要素の前または後ろに追加することができます。
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コメントの挿入:

1. ターゲットコンポーネント内の要素を右クリックして、コメント/処理命令を選択し、メニューからコメントオプション(前、
後ろ)を選択します。

これは、コンポーネントツリーにコメントノード( <!--comment() )を追加します。 
2. 定数コンポーネントを使用して、コメントコンテキストを与えます、 または ソースノードをコメントノードに接続します。

メモ:
単一のターゲットノードには1つのコメントのみを追加することができます。複数のコメントを作成するには、 入力関数
の複製を使用します。

コメント/処理命令の削除:

対応するノードを右クリックして、コメント/処理命令を選択し、フライアウトメニューから 「削除」 コメント/処理命令を
選択します。

6.1.8 CDATA セクション

CDATA セクションは、通常マークアップとして解釈される文字を含むテキストのブロックをエスケープするために使用されます。
CDATA セクションは "<![CDATA[" で開始し、 "]]>"で終わります。

ターゲットノードは、 CDATA セクション として受信される入力データを書き込むことができます。 ターゲットノードコンポーネン
トは以下であることができます:

XML データ
データベースフィールド内に埋め込まれた XML  データ
XBRL ターゲット内の型指定されたディメンションの XML 子要素 

CDATA セクションの作成:

1. CDATA セクションとして定義するターゲットノードを右クリックして、  "CDATA セクションとしてコンテンツを書き込
む"を選択します。
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入力データは、区切り記号 ']]>で終了された CDATA セクションを含まない 用に警告プロンプトを表示します。 
「OK」 をクリックしてプロンプトを閉じます。
下に表示される [C.. アイコン では、要素タグがこのノードが CDATA セクションとして定義されていることを示してい
ます。

メモ:
CDATA セクションは、複製されたノード、および、 xsi:type ノード上でも定義されることができます。 

例:
 ...\MapForceExamples フォルダー内で使用することのできる HTMLinCDATA.mfd マッピングファイルは、CDATA
セクション が有効利用できる例を表示しています。 

この例:
太字の開始 (<b>) と終了 (</b>) タグは Trademark ソース要素のコンテンツに追加することができます。
イタリックの開始 (<i>) と終了 (</i>) タグは Keyword ソース要素のコンテンツに追加することができます。
結果のデータは、サブセクション要素コネクタが ソース優先 (複合型コンテンツ) ノードとして定義されているため、ソ
ースドキュメント内に表示されるために複製 text() ノードにパスされます。
複合型ノードの出力は、 CDATA セクションとして定義されている ShortInfo ターゲット コンポーネント内の 詳細
ノードにパスされます。
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「出力」 ボタンをクリックすることにより、 マークアップされたテキストを含む CDATA セクションが表示されます。

6.1.9 ワイルドカード - xs:any /  xs:anyAttribute

ワイルドカード xs:any (および xs:anyAttribute) は、すべての要素/属性をスキーマから使用することを許可します。スクリ
ーンショットは XMLSpy のスキーマビュー内の "any" 要素を表示しています。
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MapForce 内では、選択の変更 ( excel1-compicon ) ボタンが xs:any (または xs:anyAttribute)要素の横に表
示されます。

クリックすると、 選択の変更 ボタン excel1-compicon が開かれ、"ワイルドカードの選択"ダイアログボックスが開かれま
す。エントリは、現在のスキーマ内で宣言されているグローバルな要素と属性を表示します。

クリックすると、 選択の変更 ボタン excel1-compicon が開かれ、"ワイルドカードの選択"ダイアログボックスが開かれま
す。エントリは、現在のスキーマ内で宣言されているグローバルな要素と属性を表示します。

.これらのノードから、または、ノードへ、他の要素と同様にマップすることができます。

コンポーネント上では、ワイルドカード要素、または、属性は、名前に追加されている (xs:any) テキストとして識別さ
れることができます。

ワイルドカード要素を削除するには、選択の変更 ( excel1-compicon ) ボタンをクリックして、"ワイルドカードの選択"ダイ
アログボックスから選択の解除を行います。
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ワイルドカードと動的なノード名

ワイルドカードから、または、ワイルドカードへのマッピングは、通常、使用することのできる、要素または属性がインスタンス内に
表示されており、 XML インスタンスがコンポーネントの XML スキーマにより宣言されている場合(または、外部のスキーマから
インポートされている場合 )に適しています。しかしながら、インスタンス内に表示される要素または属性が多すぎ、スキーマ内
で宣言されるには多すぎる場合があります。 <message> の子要素の数が任意である次のインスタンスの場合を考慮して
みてください:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<message>
   <line1>1</line1>
   <line2>2</line2>
   <line3>3</line3>
   ................
   <line999></line999>   
</message>

上記のようなシチュエーションでは、ノード名への動的なアクセスがワイルドカードの使用よりも適しています (ノード名のマッピ
ング を参照) 。

異なるスキーマからワイルドカードとして要素を追加する

コンポーネントに割り当てられた要素以外のスキーマからの要素は、ワイルドカードとして使用することができます。このような要
素をコンポーネント上で表示するには、"ワイルドカードの選択" ダイアログボックス上の異なるスキーマのインポートボタンをク
リックします。これにより以下の2つのオプションを持つ新規ダイアログボックスが開かれます:

 

1.スキーマのインポート

2.ラッパースキーマの生成

 

例えば、下のイメージは、 HasExpenses.xsd という外部スキーマを現在のスキーマにインポートしようと試みると何が起
こるかを表しています。
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スキーマのインポート オプションは外部スキーマをコンポーネントに割り当てられている現在のスキーマにインポートします。この
オプションはディスク上のコンポーネントの既存のスキーマをオーバーライドすることに注意してください。現在のスキーマがディスク
ではなく URL により開かれたリモートのスキーマである場合、 変更することはできません  (URL からコンポーネントを追加す
る を参照してください) 。この場合、ラッパースキーマの生成オプションを使用してください。 

ラッパースキーマの生成オプションは "ラッパー" スキーマという名前の新しいスキーマファイルを作成します。 このオプションの利
点は、コンテンツの既存のスキーマが変更されない点です。代わりに、既存のスキーマとインポートされるスキーマの両方を含む
(ラッパースキーマという) 新しいスキーマが作成されます。 このオプションを選択すると、ラッパースキーマを保存する場所を問わ
れます。デフォルトでは、ラッパースキーマは somefile-wrapper.xsd. という書式の名前を持ちます。ラッパースキーマを保
存した後、デフォルトでコンポーネントに割り当てられ、ダイアログボックスがプロンプトします:

「はい」 をクリックして、前のスキーマに戻します。それ以外の場合は、「いいえ」をクリックして新規に作成された、コンポーネ
ントに割り当てられたラッパースキーマを保持するためにいいえをクリックします。

6.1.10 複数のスキーマからのデータのマージ

MapForce では複数のファイルを 1 つのターゲットファイルへマージすることができます。

以下にあるサンプルでは、複数のソースコンポーネント（複数のスキーマ）から得られたデータをターゲットスキーマにマージしま
す。同一のスキーマをベースにした複数のファイルをマージする方法については、 複数の入力または出力ファイルを動
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的に処理を参照ください。

...\MapForceExamples フォルダーにある CompletePO.mfd ファイルでは、 3 つのファイルを 1 つ
の XML ファイルへマージする方法を確認することができます

複数のソースコンポーネントデータが 1 つのターゲット XML ファイル (CompletePO) へ組み合わされ
ているという点に注目してください。

ShortPO は XML インスタンスファイルに関連付けられたスキーマで、顧客番号と品物に関するデータ
LineItem ならびに Amount）だけが収められています。(このファイルには顧客番号が 3 の顧客一人だけが収め
られています。)
Customers は XML インスタンスファイルに関連付けられたスキーマで、顧客番号と、Name や Address と
いった顧客に関する詳細情報が収められています。
Articles は XML インスタンスファイルが関連付けられたスキーマで、品物名やその数、単価といった品物に関する
情報が収められています。
CompletePO は、 3 つの XML インスタンスファイルから得られたデータを収めるための、インスタンスファイルを持
たないスキーマファイルとなります。このファイルの階層構造により、XML データのマージと出力を行うことが可能になり
ます。 

このスキーマファイルは XMLSpy のような XML エディターにより作成されており、 MapForce から生成されたものではあり
ません（CompletePO.xml インスタンスファイルが存在する場合、スキーマファイルの生成を行うことも可能です）。

CompletePO の構造はソースとなる XML ファイルの構造を組み合わせたものとなります。

フィルターコンポーネント (Customer) を使用することで、ShortPO と Customer XML ファイルで顧客番号が一致す
るデータを検索することができ、関連するデータをターゲットの CompletePO コンポーネントへ渡すことができます。

" equal"  関数により、ShortPO の CustomerNr が Customer 以下にある Number と比較さ
れます。
ShortPO には 1 つの顧客情報（番号が 3）しか含まれていないため、顧客番号が 3 となって
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いる顧客の情報だけがフィルターコンポーネントには渡されます。 
フィルターコンポーネントの node/ row パラメーターは、bool パラメーターが true の時に
Customer データを "on- true"  ノードへ渡します。つまり、顧客番号が 3 の時だけ出力が行
われます。
品物データは、他にある 2 つのフィルターコンポーネントによりターゲットスキーマへ渡されま
す。

6.1.11 カスタム名前空間の宣言

デフォルトでは、マッピングが XML 出力を生成する際に、各要素と属性の名前空間 (または、名前空間のセット) が自動
的に MapForce によりターゲットコンポーネントと関連するスキーマから生成されます。これは、 MapForce 内のデフォルト
の振る舞いで、 XML 出力の生成を含むマッピングのシナリオの大半に適切です。

しかしながら、 結果の XML 出力内で要素の名前空間の管理を更に行う場合、 マッピングから要素の名前空間を手動
で宣言することが必要な可能性があります。 

この仕組みを理解するには、  <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\Tutorial\
 内にある BooksToLibrary.mfd マッピングを開きます。 library ノードを右クリックし、コンテキストメニューから 「名
前空間の追加」 を選択します。 

library ノードの下で次の2つの新しいノードが使用することができるようになっていることに注意してください: 
namespace と prefix.

マッピングからの文字列の値をマップすることができます。 下のイメージでは、名前空間 「altova.library」 と prefix 「lib」
を与える、2つの定数が( 「挿入 | 定数」 メニューコマンドを使用して)定義されています:
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生成された出力内の結果としては、 xmlns:<prefix>="<namespace>" 属性が、<prefix> と
<namespace> がマッピング(この場合は定数)から来る値である箇所の要素に追加されます。 生成された出力は、 以下
のようになります (ハイライトされている部分に注意してください):

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<library xmlns:lib="altova.library" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/
XMLSchema-instance" xsi:noNamespaceSchemaLocation="library.xsd">
...

メモ: カスタム名前空間の宣言 (と 「名前空間の追加」 コマンド)は、 ターゲット XML コンポーネントに取り有益であ
り、要素のみに適用することができます。属性に対して、 「名前空間の追加」 コマンドは、属性とワイルドカードノ
ードに対しては使用することができません。ノードの子への動的なアクセスが有効化されている場合でも、または、
「全てをコピー」接続を使用してノードがデータを受け取るノードの場合でも使用することはできません ( ノード名の
マッピングを参照してください)。

必要に応じて、複数の名前空間を同じ要素のために宣言することができます。これを行うには、 ノードをもう一度右クリック
し、コンテキストメニューから 「名前空間の追加」 を選択します。 新規のプレフィックスと名前空間の値に接続することので
きる名前空間とプレフィックスノードの新規のペアを使用できるようになります。 

以前に追加された名前空間の宣言を削除するには、  ns:namespace ノードを右クリックし、コンテキストメニューから
「名前空間の削除」 を選択します。

空の値が与えられる場合でも、 namespace と prefix 入力コネクタの両方がマップされている必要があります。 

( xmlns="mydefaultnamespace"のフォーマットの) デフォルトの名前空間を宣言する場合、 prefix に対して空
の文字列をマップします。 このケースをマップ上で確認する場合は、2番目の定数が空の文字列になるように上のサンプル
マッピングを編集します。
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結果の出力は以下のようになります:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<library xmlns="altova.library" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-
instance" xsi:noNamespaceSchemaLocation="library.xsd">
...

属性の名前のためにプレフィックスを作成する場合、 例えば、 <number prod:id="prod557">557</
number> 、ノードの属性への動的なアクセスを有効化する、または<number> のために prod:id 属性を持つようにス
キーマを編集することにより属性の名前のためにプレフィックスを作成することができます (次を参照してください: ノード名のマッ
ピング)。





Chapter 7

関数
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7 関数

関数は、特定のノードに従いデータを変換するパワフルな方法を示します。  このセクションは、
( MapForce のビルドインの関数または、外部のソースからの再利用にかかわらず)　関数との作業
方法について説明します。以下のロードマップを使用して特定のタスクに関連した関数にアクセスし
てください:

...を実行するには 以下を参照してください...

MapForce 内の関数との作業方法を学ぶ 関数と作業

マッピング内のオペレーションの優先順位の変更
方法を学ぶ

優先コンテキスト ノード/アイテム

MapForce 内で自身の関数を作成する ユーザー定義関数

外部 XSLT 関数を使用する カスタム XSLT 関数の追加

すべてのビルドイン MapForce 関数を表示す
る、または特定の関数の詳細を検索する 

関数ライブラリレファレンス



(C) 2017 Altova GmbH

関数と作業 221関数

Altova MapForce 2017 Basic Edition

7.1 関数と作業

マッピング内で関数を使用する:

1. 変換言語を選択する (変換言語の選択を参照してください)。
2. ライブラリウィンドウ内の必要な関数をクリックし、マッピングエリアにドラッグします。

ライブラリ ウィンドウ内で関数を検索する:

1. ライブラリウィンドウの下の部分にある、テキストボックスに関数名を入力します。  
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デフォルトでは、 MapForceは、関数を名前と説明テキストにより検索します。関数の説明を検索から、除外する
場合は、関数説明を含める オプションを無効化します。 

検索をキャンセルする場合、 「Esc」 キーを押す、 または  をクリックします。

関数入力 または 出力引数のデータ型を確認する:

1. 「ヒントの表示」  ツールバーボタン が有効化されていることを確認してください。
2. 関数の引数部分にマウスを移動します。
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関数の詳細を表示する:

1. 「ヒントの表示」  ツールバーボタン が有効化されていることを確認してください。
2. 関数の上にあるマウスのポイントを移動します ( 「ライブラリ」 ペインとマッピングエリアの両方でこの機能を使用するこ
とができます)

(適用することのできる関数のための)関数引数の追加と削除 :

追加または削除するパラメーターの横の 「パラメーターの追加」 (  ) または 「パラメーターの削除」 (  )  をク
リックします。

  シンボルに接続をドロップすると、パラメーターが自動的に追加され、接続します。 

現在アクティブなマッピング内で関数の全ての発生を検索する:

ライブラリウィンドウを右クリックして、コンテキストメニューから 「全ての呼び出しの検索」 を選択します 検索の結果
はメッセージウィンドウに表示されます。
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7.2 ユーザー定義関数

MapForce ではメインマッピングウィンドウと同じように、視覚的な方法によりユーザー定義関数を作
成することができます。

これらの関数はライブラリウィンドウにて利用できるようになり（例： First_Last）、デフォルトで用意さ
れている関数と同様の方法で使用することができます。関数を使用することで、ブロック単位でマッピ
ングの管理を行い、別のマッピングにて再利用することができます。

ユーザー定義関数は、メインのマッピングとともに *.mfd ファイルに収められます。

ユーザー定義関数では、入力ならびに出力コンポーネントを使用することで、メインマッピング（又は
他のユーザー定義関数）からユーザー定義関数へ情報が受け渡され、ユーザー定義関数における
マッピングの結果が返されます。

ユーザー定義関数では、例えばルックアップ関数を実装する際に便利な XML スキーマ（ユーザー定
義関数内部で使用される）「ローカル」ソースコンポーネントを含めることができます。

ユーザー定義関数には任意の数の入力ならびに出力を含めることができ、これら入出力コンポーネ
ントは、単純型の値、 または XML ノードとして定義することができます。

ユーザー定義関数は、以下のような状況で利用することができます：
複数の関数を 1 つのコンポーネントへまとめる。例えば、特定のフィールドをフォーマットしたり、値のルックアップを行う
これらコンポーネントを任意の数だけ再利用する。
（マッピングファイルをライブラリとしてロードすることで）他のマッピングからユーザー定義関数をインポート する。
インライン関数 を使用することで、複雑なマッピングを個々に編集可能な細かいパーツへ分割
する。 
再帰的なユーザー定義マッピング を作成することで、再帰的なスキーマをマッピングする。

ユーザー定義関数は何も無い状態から作成することができるほか、マッピングタブに既に表示されている関数からも作成する
ことができます。

以下のサンプルは  ...\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーに収められている Tut-ExpReport.mfd ファイル
を使用します。

既存のコンポーネントからユーザー定義関数を作成する：

1. マウスポインターをドラッグして、"concat" と定数コンポーネントを選択します（Ctrl キーを押下しながらコンポーネン
トを複数選択することもできます）。
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2. メニューオプションから「関数 | 選択からユーザー定義関数作成」を選択します。
3. 新たなユーザー定義関数の名前を入力します（例： First_Last）。
メモ： ユーザー定義関数の名前に使用可能な文字は、大文字と小文字のアルファベット (a-z, A-Z)、数値 (0-
9)、そしてアンダースコア (_)、ハイフォン/ダッシュ "-" と、コロン ":"　となります。

4. 構文ならびに詳細フィールドにて、新たな関数に関する情報を入力することができ　「OK」ボタンをクリックすることで
確定します。入力されたテキストは、関数上にマウスオーバーされた際にツールチップとして表示されます。"user" と
いうライブラリ名がデフォルトで与えられます。勿論、このフィールドで独自のライブラリ名を定義することもできます。

 関数グループを構成する個々の要素が、関数名のタブに表示されます。新たに作成されたライブラリ "user" がライ
ブラリペインに表示され、その下に "First_Last" という関数名が表示されます。
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ホームボタン  をクリックすることで、メインマッピングウィンドウへ戻ることができます。複数あったコンポーネントが
First_Last という名前で 1 つの関数コンポーネントへ統合されたのが確認できます。入力ならびに出力パラメータ
ーは自動的に接続されていることが確認できます。

 

インラインのユーザー定義関数は破線の境界線により表示されます。 詳細に関してはインラインユーザー定
義関数 を参照ください。

ライブラリペインからマッピングウィンドウへ関数名をドラッグアンドドロップすることで、その関数をマッピングにて使用す
ることができます。別のマッピングで関数を使用する方法については、 ユーザー定義関数の再利用 を参照ください。

ユーザー定義関数を開く

ユーザー定義関数を開くには以下を行います:

ユーザー定義関数コンポーネントのタイトルバーをダブルクリックする。
ライブラリペインにて、目的のユーザー定義関数をダブルクリックする。

これにより、関数の中にあるコンポーネントが、関数名のタブにて表示されます。ホームボタン  をクリックすることで、メインの
マッピングへ戻ることができます。 異なる *.mfd ファイルのユーザー定義関数を（メインマッピングウィンドウにて）ダブルクリック
することで、その MFD ファイルが新たなタブにて表示されます。

ユーザー定義関数のナビゲーションを行う

様々なタブ（又はユーザー定義関数のタブ）を MapForce にてナビゲーションすることで、移動の履歴が自動的に生成さ
れ、進む/戻るアイコンをクリックすることで複数のタブ間を移動することができます。履歴はセッションごとに管理されており、複
数の MFD ファイル間を移動することもできます。
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ホームボタンをクリックすることで、ユーザー定義関数からメインマッピングのタブへ戻ります。

戻るボタンにより、履歴内にある 1 つ前のマッピングへ移動します。

進むボタンにより、履歴内にある 1 つ後のマッピングへ移動します。

ライブラリからユーザー定義関数を削除する：

1. ライブラリウィンドウにて目的のユーザー定義関数をダブルクリックします。
2. タイトルバーの右端にある 「削除」 ボタンをクリックすることで、その関数を削除することができます。

ユーザー定義関数を再使用(インポート) する。

あるマッピングで定義されたユーザー定義関数は、他のマッピングにてインポートすることができます：

1. ライブラリウィンドウの下部に配置されているライブラリの追加/削除をクリックします。
2. 追加ボタンをクリックし、インポートするユーザー定義関数を含んだ *.mfd ファイルを選択します。  ユーザー定義関
数はライブラリウィンドウに表示されます。 デフォルトのライブラリ名を使用してユーザー定義関数が作成された場合、
ライブラリ名は "user" です。 それ以外の場合、 ユーザー定義関数を作成した再に指定したライブラリ名を検索し
てください。

3. インポートされた関数をマッピングへドラッグすることで、その関数を利用することができます。

ユーザーを作成する場合、複数の *.mfd ファイル内で同じライブラリ名.を指定することができます。 この場合、
使用することのできるソースからの関数は、ライブラリウィンドウ内の同じライブラリ名の下にリストされます。 しかし
ながら、現在アクティブな ドキュメント内の関数のみがダブルクリックにより編集することができます。

インポートされた関数内の変更はインポートされるマッピングにもライブラリ *.mfd ファイルを保存する際に適用されます。
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ユーザー定義関数内におけるパラメーターの順序

ユーザー定義関数内のパラメーターの順序は直接影響することができます:

入力ならびに出力パラメーターの順序は、上部から下部にかけて引数の位置（パラメーターコンポーネントの左上ピク
セルの位置）により決定されます。
2 つのパラメーターが（垂直の向きに）同じ高さにある場合、左側にあるパラメーターが先に先に来る引数として処理
されます。 
仮に 2 つのパラメーターが全く同じ位置にある場合、順序の決定に内部的に指定されているコンポーネント ID が
自動的に使用されます。

メモ:

コンポーネントの位置ならびに大きさの変更は「やり直し不可」なアクションです。
新たに追加された入力ならびに出力コンポーネントは、最後の入力または出力コンポーネントの下部にて作成され
ます。 
複合型と単純型のパラメーターを混合することもできます。パラメーターの順序は、コンポーネントの位置により決定さ
れます。

7.2.1 関数のパラメーター

関数パラメーターは、入力ならびに出力コンポーネントとしてユーザー定義関数内にて表示されま
す

入力コンポーネント/パラメーター： a ならびに b
 
出力コンポーネント/パラメーター： result
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入力パラメーターはメインマッピングからユーザー定義関数へ値を受け渡すために使用され、出力パ
ラメーターはユーザー定義関数からメインマッピングへ値を返すために使用されます。ユーザー定義
関数は、他のユーザー定義関数からも呼び出すことができるという点に留意してください。

単純型のパラメーターと複合型のパラメーター
ユーザー定義関数の入力ならびに出力パラメーターは異なる型で定義することができます：

単純型の値（例： string や integer
複合型のノードツリー（例： 属性や子ノードを含む XML 要素） 

入力パラメーターの POArtNr では、"string" 単純型の値が受け渡されます。

入力パラメーターの Articles は、複合型の XML ドキュメントノードツリーです。

出力パラメーターの Name は string の単純型です

メモ:
上に示されるユーザー定義関数は、..\MapForceExamples フォルダー内に収められている 
PersonListByBranchOffice.mfd ファイルにより確認することができます。

シーケンス
シーケンスは値の範囲またはシーケンスにより構成されるデータのことです。コンポーネントパラメーターダイアログボックスでは、
ユーザー定義された単純ならびに複合型のパラメーター（入力と出力）をシーケンスとして定義することができます。

min や max、avg といった集計関数とこのような種類の入力を組み合わせることで、入力シーケンスから特定の値を 1 つ
得ることができます。

「入力はシーケンス」チェックボックスが有効になっている場合、コンポーネントは入力をシーケンスとして扱います。このチェック
ボックスが無効になっている場合、入力は単一の値として扱われます。
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入力データの種類がシーケンスかそうでないかにより、関数が呼ばれる回数が決定されます。

シーケンスパラメーターへの接続が作成されている場合、ユーザー定義関数への呼び出しが一度だけ行われ、シー
ケンス全体がユーザー定義関数へ渡されます。

スクリーンショットには、..\MapForceExamples フォルダーに収められている "InputIsSequence.mfd" マッ
ピングに含まれているユーザー定義関数の "Calculate" が示されています。（以下に示される）Temperatures
入力コンポーネントはシーケンスとして定義されています。

非シーケンスパラメーターとして接続が行われている場合、シーケンス内にある各アイテムごとに、ユーザー定義関数
が一度呼ばれます。
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メモ:
ユーザー定義関数が インライン型として定義されている場合、入力/出力パラメーターのシーケンス設定は無視され
ます。

空のシーケンスを非シーケンスパラメーターへ接続すると、関数は全く呼ばれなかったものとして扱われます！

ソースの構造がオプションのアイテムであるか、フィルターの条件によりマッチしたアイテムが得られなかった場合に、上に記述し
たような状況が起こりえます。このような状況を回避するには、関数への入力を行う前に substitute-missing 関数を使
用してシーケンスが空にならないことを保証するか、パラメーターをシーケンスとしてセットし、関数内部でシーケンスが空だった
時の処理を追加する必要があります。

関数により複数の値が出力コンポーネントへ与えられ、出力コンポーネントがシーケンスとして定義されていない場合、最初
の結果だけが関数が呼ばれた際に使用されます。

7.2.2 インラインと一般的なユーザー定義関数

インライン関数はコードが生成された際に実装されるという点で、通常の関数とは根本的に異なるも
のです。

インライン型関数のコードは、ユーザー定義された関数が呼び出される/使用される全ての場所に挿入されます。

通常関数のコードは、関数呼び出しとして実装されます。

従って、インライン関数は関数内部の実装により置き換えられたかのような振る舞いをします。この仕様は、複雑な
マッピングを小さな内部パーツに置き換える際に適したものです。

メモ:
インライン関数を使用することで、生成されたプログラムコードの量が飛躍的に増加します！ユーザー定義関数に
対応するコードが、関数が呼び出される/使用される全ての箇所に挿入され、通常の関数を使用するのに比べてコ
ードの大きさが飛躍的に増加します。

インライン ユーザー定義関数は破線の境界により表示されます：

インラインユーザー定義関数では、以下がサポートされます：
関数内部における複数の出力コンポーネント

以下はサポートされません：
パラメーターに対する優先コンテキストの設定
インラインユーザー定義関数に対する再帰的な呼び出し

一般的な ユーザー定義関数（実線の境界線で表示される非インライン関数）：
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一般的な（非インライン）ユーザー定義関数では以下の項目がサポートされます
関数内における単一の出力コンポーネント
再帰的な呼び出し（再帰を終了する分岐に接続されている If-Ese 条件を与えるなどして、終了条件を指定す
る必要があります）
優先コンテキストパラメーター

メモ:
通常の関数において複数の出力コンポーネントはサポートされませんが、作成することはできます。しかし、コード
の生成やマッピング結果のプレビューを行おうとする際にエラーメッセージが表示されます。

関数内で再帰を使用しない場合、関数の種類を「インライン」に変更することができます。

以下の項目はサポートされません：
非シーケンスの入力コンポーネントからフィルターコンポーネントへの直接接続
シーケンスや、単一の入力コンポーネントから接続された集計関数（例： exists、substitute-missing、sum、
group-by 

コード生成
一般的なユーザー定義関数の実装は、呼び出し可能な XSLT テンプレートまたは関数として一度生成されます。
入力がパラメーターとして渡され、出力が関数（コンポーネント）の戻り値となっている箇所では、対応するユーザー定
義関数コンポーネントの関数呼び出しコードが生成されます。

ランタイムにおいて、全ての入力パラメーター値は最初に評価され、各入力データに対して関数の呼び出しが行われ
ます。この処理の詳しい情報については 関数パラメーター のセクションを参照ください。

ユーザー定義関数の「種類」を変更する：
1. ユーザー定義関数をダブルクリックして、関数を構成するコンポーネントを確認します。
2.  メニューオプションから「関数 | 関数設定」を選択し、「インラインを使用」チェックボックスにチェックを入れます。 

ユーザー定義関数と全てコピー接続
スキーマと複合型のユーザー定義関数パラメーター間にて全てコピー接続を作成する場合、両方のコンポーネントが同一のス
キーマをベースにしたものである必要があります！同一のルート要素である必要はありません。 複合型出力コンポーネント－
定義 のセクションからサンプルを確認することができます。

7.2.3 単純型のルックアップ関数を作成する

以下のサンプルは  ...\ MapForceExamples  フォルダーに収められている lookup- standard.mfd
ファイルにて確認することができます。

目的：
以下にあるような、一般的なルックアップ関数を作成する：

Articles XML ファイルから得られる Articles/Number データを、別の XML ファイル（この例では ShortPO）に
ある Article の番号と比較します。
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ShortPO.xsd を挿入し、ソース XML ファイルとして ShortPO.xml を割り当てます。
CompletePO.xsd スキーマファイルを挿入し、ルート要素として CompletePO を選択します。
以下に記述されている方法により、新たなユーザー定義関数を挿入します。

ユーザー定義関数の作成:
1. メニューオプションから「関数 | ユーザー定義関数の作成」を選択します。
2. 関数の名前を入力します（例： LookupArticle）。

3. 「インラインを使用」チェックボックスのチェックを外し、「OK」 ボタンをクリックして確定します。 

"result" という名前の出力コンポーネントだけがタブの中に表示されます。
 

Java 選択時
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これがユーザー定義関数を定義するための作業エリアになります。
 

"user" という名前のライブラリが、ライブラリペインにて新たに作成され、"LookupArticle" という名前の関数がその
下に表示されます。

4. スキーマ/XML ファイルの挿入アイコン  をクリックすることで、Articles スキーマを挿入し、同名の XML ファ
イルをデータソースとして選択します。

5. 入力挿入アイコン  をクリックして、入力コンポーネントを挿入します。
6. 入力パラメーターの名前（この例では ArticleNr）を入力し、「OK」 をクリックします。 
 

 

ユーザー定義関数の入力として機能するユーザー定義関数の入力アイコンが表示されます。
7. core ライブラリの logical 関数グループから "equal" コンポーネントをドラッグすることで、新たな関数を挿入しま
す。

8. フィルターの挿入アイコン  をクリックして、フィルターコンポーネントを挿入します。
 

 

以下に示されているマッピングを参考に、ユーザー定義関数のマッピングを行います。以下の点に注意してください：
 

9. a パラメーターを右クリックして、コンテキストメニューから優先コンテキストを選択します。
10.出力コンポーネントをダブルクリックして、出力パラメーターの名前を変更します（この例では、"Name" に変更しま
す）。
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これでユーザー定義関数の定義が完了しました。

メモ:
 入力または出力コンポーネントをダブルクリックすることでダイアログボックスが表示され、入力パラメーターの名前やデ
ータ型を変更したり、関数に入力アイコンが表示されるか（入力は必須）、また入力をシーケンスとして扱うかを指定
することができます。

このユーザー定義関数は、以下のような特徴を持ちます：
ShortPO XML ファイルからデータを受け取る ArticleNr という名前の入力を 1 つ備えている。
ShortPO ArticleNr の値と、（この目的のために関数に挿入されている）Articles XML インスタンスファイルから
得られた Article/Number を比較する。
フィルターコンポーネントを使用することで、比較の結果が true の場合に Article/Name レコードを出力コンポー
ネントへ渡す。
Name という名前の出力コンポーネントを 1 つ備えており、Article Name レコードを CompletePO XML ファ
イルへ渡す。

11.ホームアイコン  をクリックしてメインマッピングへ戻ります。
ユーザー定義関数の LookupArticle が、user ライブラリ以下に表示されます。

 

 

12.LookupArticle 関数をマッピングウィンドウへドラッグします。
 

ユーザー定義関数が以下のように表示されます。
タイトル/関数バーに、関数名の "LookupArticle" が表示されます。 
入力ならびに出力アイコンが、それぞれの名前とともに表示されます。
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13.以下のスクリーンショットに示されるようにマッピングを作成し、出力タブをクリックしてマッピングの結果を確認します。

 

7.2.4 ユーザー定義関数 - サンプル

 <Documents>\ Altova\ MapForce2017\ MapForceExamples\  フォルダーに収められている
PersonListByBranchOffice.mfd ファイルを例にして、以下にある機能の詳細を解説します：

ネストされたユーザー定義関数（例： LookupPerson
文字列の出力を生成するルックアップ関数（例： LookupPerson
デフォルト値が与えられているオプションの入力パラメーター（例： LookupPerson コンポーネントに含まれる
EqualAnd コンポーネント）
生成されたマッピングコードを実行する際に、コマンドラインの引数としても使用することができる入力パラメーター
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構成することのできる入力パラメーター

入力パラメーター (OfficeName) では、以下の方法により、マッピングが実行された際にデータを渡すことができます：

生成されたコードを実行する際に、コマンドラインの引数として与える（例： Mapping.exe /OfficeName
"Nanonull Partners, Inc."）。
 内蔵の実行エンジンを使って出力ウィンドウでデータのプレビューをする際に、プレビュー値として与える。 

 入力値を定義する：

1. 入力コンポーネントをダブルクリックして、デザイン時実行グループにある「値」テキストボックスにて別の値（例：
"Nanonull Partners, Inc."）を入力し、「OK」をクリックして確定します。

2. 出力タブをクリックして、マッピングの結果を確認します。
従業員の一覧が表示されます。
 

このダイアログボックスで入力されたデータは、「プレビュー」モードで（つまり出力タブをクリックした際に）のみ使用され
る点に注意してください。値が入力されなかった場合、または「値を使用」チェックボックスが無効になっている場合、
入力アイコンへのデータマッピングが使用されます。

 

詳細については、 入力コンポーネント を参照ください。
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LookupPerson コンポーネント

 

ユーザー定義関数のコンポーネントをダブルクリックすることで、以下に示されるコンポーネントが表示されます。このコンポーネン
トは以下のように動作します：

入力コンポーネントと EqualAnd ユーザー定義関数コンポーネントにより、Office と BranchOffice.xml の First
ならびに Last 名が、Altova_Hierarchical.xml ファイルにある同じ名前のフィールドと比較されます。
Person2Details ユーザー定義関数を使用することで、Email、PhoneExt、Title アイテムが連結されます。
EqualAnd から得られた結果が全て true の場合、処理された従業員のデータを出力コンポーネントへ受け渡します
（フィルターコンポーネントにて ture かどうかの判定が行われます）。

ユーザー定義関数は、（極論すれば空の文字列でも）常に何らかの値を出力します！この例では、フィルターコンポーネント
の bool 値が false となった場合、Peson2Details コンポーネントの代わりに空の文字列が出力されます。
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 3 つの入力コンポーネントである Office_Name、First_Name、Last_Name により BranchOffices.xml
ファイルからのデータが受け取られます。
EqualAnd コンポーネントにより 2 つの値が比較され、更にデフォルト値を持ったオプションの比較値が与えられま
す。
Person2Details コンポーネントにより、 3 つのフィールドが組み合わされ、その結果がフィルターコンポーネントへ渡
されます。

EqualAnd コンポーネント

 ユーザー定義関数のコンポーネントをダブルクリックすることで、以下に示されるコンポーネントが表示されます。このコンポーネ
ントは以下のように動作します：

 と b という 2 つの入力パラメーターを比較し、その結果を logical-and コンポーネントへ渡します。b パラメーターが
優先コンテキストとして定義されていることに注目してください（アイコンを右クリックして指定することができます）。これによ
り、入力パラメーター a により与えられた特定オフィスの従業員データが最初に処理されるようになります。
最初の比較結果と、オプションの入力パラメーターである "and" を logical-and により比較します。
最終的に logical-and から得られた比較結果の boolean 値が出力パラメーターへ渡されます。

オプションのパラメーター
上に示される EqualAnd ユーザー定義関数の "and" パラメーターをダブルクリックして、「入力は必須」チェックボックスの
チェックを外すことで、そのパラメーターをオプションと指定することができます。

 

「入力は必須」チェックボックスのチェックが外されている場合:
 

このユーザー定義関数の入力アイコンに対して、マッピングを行う必要が無くなります。例えば、LookupPerson 関数
内にある最初の EqualAnd 関数の and 入力パラメーターはマッピングされていません。
ユーザー定義関数内部にあるコンポーネントからマッピングを行うことで、デフォルト値を与えることができます。例え
ば、"true" という値を含む定数コンポーネントを使用することができます。 
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他のアイテムからオプションとなっている入力コンポーネントへマッピングを行うことで、デフォルト値の値がオーバーライドされ
ます。例えば、LookupPerson 関数内部にある 2 番目の EqualAnd 関数には、最初の EqualAnd ユーザー定
義関数の "result" パラメーターの値が与えられます。

Person2Details コンポーネント

このユーザー定義関数コンポーネントをダブルクリックすることで、以下に示されるコンポーネントが表示されます。このコンポーネ
ントは以下のように動作します:

  3 つの入力を連結して、result 文字列を出力パラメーターへ渡します。 
出力パラメーターをダブルクリックすることで、パラメーター名を変更したり (Details)、データ型を選択することができます
(string)。

7.2.5 複合型のユーザー定義関数 - XML ノードを入力に使用

以下のサンプルは ...\MapForceExamples フォルダーに収められている lookup-udf-out.mfd ファイルにて確認する
ことができます。このセクションでは、複合型の入力コンポーネントを持つインラインのユーザー定義関数の作成方法について
説明します。

ユーザー定義関数の "FindArticle" は 2 つのパーツから構成されることに注意してください。

以下の入力パラメーターを含む左半分：
単純型の入力パラメーター： POArtNr
XML 子ノードへ直接マッピングする複合型入力コンポーネント Articles

以下のコンポーネントを含む右半分：
 "Name"　という名前を持つ単純型出力パラメーター
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.ユーザー定義関数を行使絵するコンポーネントを以下のスクリーンショットに示します。左側に2つの入力コンポーネントがあ
り、右側には出力コンポーネントが表示されています

複合型の入力コンポーネント - 定義7.2.5.1

XML 構造を入力パラメーターとする関数の作成方法は、以下のとおりです:

1. 通常の方法でユーザー定義関数を作成します。メニューオプションから「関数 | ユーザー定義関数の作成」を選択
し、「OK」をクリックすることで確定します。インラインを使用チェックボックスが自動的に選択されていることに注目し
てください。

2. アイコンバーにある入力挿入アイコン  をクリックします。
3. 入力コンポーネントの名前を名前フィールドに入力します。
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4. 複合型（ツリー構造）ラジオボタンをクリックして、構造フィールドの隣にある選択ボタンをクリックします。
これによりダイアログボックスが開かれます。

上部のリストボックスには、マッピングにおける既存のコンポーネントが表示されます（サンプルファイルを開いた場合、
3 つのスキーマが表示されます）。このリストには、アクティブなマッピングに挿入された全てのコンポーネント（XML ス
キーマ ファイル)。

下部のリストボックスでは、複合型のデータ構造を新たに選択することができます（例： XML スキーマ、データベー
ス、ファイル）。

5. 「..新規構造を挿入する」ラジオボタンを選択し、XML スキーマ構造エントリーを選択した後、「OK」ボタンをクリッ
クします。

6. ダイアログボックスから Articles.xsd を選択します。
7. コンポーネントのルート要素として使用する要素（例： Articles）をクリックした後、 「OK」 をクリックします。
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Articles コンポーネントがユーザー定義関数へ挿入されます。コンポーネント名の左側に入力アイコン  が表示さ
れていることに注目してください。コンポーネントが複合型入力コンポーネントとして使用されることを表しています。

8. 以下のスクリーンショットに示されるように、その他のコンポーネントを挿入します。POArtNr という名前の 2 番目の
入力コンポーネント、フィルターコンポーネント、equal 関数を挿入し、出力コンポーネントの名前を Name に変更
します。以下のスクリーンショットに示されるように接続を作成します。

 

 

Articles 入力コンポーネントは、ユーザー定義関数の外からデータを受け取ります。このコンポーネントに対するマッ
ピングは、ユーザー定義関数の外側で表示される入力アイコンから行うことができます。
データを与えるために使用される XML インスタンスファイルを、ユーザー定義関数の内部にて複合型入力コンポー
ネントに割り当てることはできません。
別の入力コンポーネント POArtNr により、ShortPO ArticleNr のデータが与えられ、Article | Number のデ
ータと比較されます。
フィルターコンポーネントにより、同一のレコードがフィルタリングされ、出力コンポーネントに渡されます。
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9.ホームアイコン  をクリックして、メインマッピングに戻ります。
10.新たに作成されたユーザー定義関数をライブラリペインからマッピングへドラッグします。

11.以下のスクリーンショットに示されるような接続を作成します。

マッピングの左側では、 2 つのスキーマ/XML ファイルのアイテムからマッピングされる入力パラメーターが示されます：
ShortPO により、入力コンポーネントの POArtNr に対するデータが与えられます。
Articles からは、複合型の入力コンポーネントに対するデータが与えられます。Articles スキーマファイルのコンポ
ーネントが挿入された際に Articles.xml インスタンスファイルが割り当てられました。
XML 子ノードを伴う複合型入力コンポーネントのe complex 入力コンポーネント Articles には、Articles コン
ポーネントからデータがマッピングされます。

マッピングの右側には、以下のアイテムが表示されます：
 "Name"  という名前の単純型出力パラメーターでは、同じ Article 番号によりフィルタリングされたアイテムが与え
られ、CompletePO の Name アイテムへ渡されます



(C) 2017 Altova GmbH

ユーザー定義関数 245関数

Altova MapForce 2017 Basic Edition

メモ:
スキーマとユーザー定義関数のパラメーター間にて、全てコピー接続を作成する場合、両方のコンポーネントが同じスキーマを
ベースにしている必要があります！両コンポーネントが同一のルート要素を持っている必要はありません。

7.2.6 複合型のユーザー定義関数 - XML ノードを出力に使用

以下のサンプルは ...\ MapForceExamples フォルダーに収められている lookup-udf-out.mfd ファイルにて確認
することができます。このセクションでは、複合型の出力コンポーネントを持つインラインのユーザー定義関数の作成方法につ
いて説明します。
ユーザー定義関数の "FindArticle" は 2 つのパーツから構成されることに注意してください。

以下の入力パラメーターを含む左半分：
単純型の入力パラメーター：  POArtNr

以下のコンポーネントを含む右半分：
CompletePO へマッピングされた XML 子ノードを伴う複合型の出力パラメーター： Article (CompletePO) 

ユーザー定義関数を行使絵するコンポーネントを以下のスクリーンショットに示します。左側に入力コンポーネントがあり、右
側には複合型の出力コンポーネントが表示されています。

複合型の出力コンポーネント - 定義7.2.6.1

XML 構造を出力パラメーターとして返す関数の作成方法は、以下のとおりです:

1. 通常の方法でユーザー定義関数を作成します。メニューオプションから「関数 | ユーザー定義関数の作成」を選択
し、FindArticle という関数名を与え、 「OK」 をクリックすることで確定します。インラインを使用オプションが自動
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的に選択されます。

2. アイコンバーにある出力アイコン  をクリックして、名前を入力します（例： CompletePO）。

3. 複合型ラジオボタンをクリックして、構造フィールドの隣にある選択ボタンをクリックします。
別のダイアログボックスが新たに表示されます

上部のリストボックスには、マッピングにおける既存のコンポーネントが表示されます（サンプルファイルを開いた場合、
3 つのスキーマが表示されます）。このリストには、アクティブなマッピングに挿入された全てのコンポーネント（XML ス
キーマ ファイル）が含まれていることに注目してください。

下のリストボックスから、以下の新規の複合型データ構造を選択することができます： XML スキーマ ファイル）。
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4. "新規構造の挿入... " ラジオボタンをクリックして、XML スキーマ構造のエントリを選択し、「OK」をクリックして続
行します。

5. "開く" ダイアログボックスから CompletePO.xsd を選択します。
6. コンポーネント内でルート要素になる要素 (例えば、 Article) をクリックします。「OK」をクリックしてダイアログボック
スを閉じます。 

CompletePO コンポーネントはユーザー定義関数に挿入されます。出力アイコン  がコンポーネント名の左横に
表示されることに注意してください。 これは、コンポーネントが複雑型出力コンポーネントに使用されていることを示し
ます。 



248 関数 ユーザー定義関数

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

7. Article スキーマ/XML ファイルをユーザー定義関数に挿入し、 Articles.xml を XML インスタンスとして割り当
てます。

8. 残りのコンポーネントを下のスクリーンショットに表示されるように挿入します。つまり:  "単純型" 入力コンポーネント
(POArtNr)、フィルター、 equal、と multiply コンポーネントが以下のように接続されます。

ユーザー定義関数内部では、Articles コンポーネントにより Articles.xml インスタンスファイル内にあるデータが与
えられます。
入力コンポーネントからは POArtNr (ArticleNr) が与えられ、Articles | Number と Price が計算に使用さ
れます。
フィルターコンポーネントにより、両方の番号が等しいレコードだけが CompletePO 出力コンポーネントへ渡されま
す。

9. ホームアイコン  をクリックして、マッピングへ戻ります。
10.ライブラリペインにて新たに作成されたユーザー定義コンポーネントをマッピングへドラッグします。

11.以下のスクリーンショットにあるような接続を作成します。
Article (CompletePO) への接続を作成したら、接続の線を右クリックして、コンテキストメニューから「全てコピー」
を選択して下さい。その他のコネクタが自動的に生成され、以下のスクリーンショットに示されるように、ハイライトされ
ます。
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メモ:
スキーマと「インライン」型のユーザー定義関数間で全てコピー接続を作成する場合、両方のコンポーネントが同じスキーマを
ベースにしている必要があります！両コンポーネントが同一のルート要素を持っている必要はありません。

関数コンポーネントの左側には入力パラメーターが表示されており、単純型のアイテムがマッピングされています。
ShortPO から POArtNr 入力コンポーネントへ ArticleNr が渡されます。

関数コンポーネントの右側には以下のものが含まれます：
フィルタリングされたアイテムが与えられる "Article (CompletePO)" という名前の複合型出力コンポーネント
が、子ノードとともに CompletePO へマッピングされます。

7.2.7 再帰的なユーザー定義マッピング

このセクションでは ..\MapForceExamples フォルダー内部の RecursiveDirectoryFilter.mfd にあるマッピング
の作成方法ならびに再帰的なマッピングのデザイン方法について説明します。MapForceExamples プロジェクトフォルダ
ーには、再帰的なマッピングを行う際に参照することのできるサンプルファイルが他にも収められています。

以下のスクリーンショットでは、再帰的なユーザー定義関数の FilterDirectory を含むマッピングが示されており、ソースファ
イル内にある .xml ファイルのリストをフィルタリングします。
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このマッピングに対するファイルならびにディレクトリのデータが収められているソースファイルは directory.xml です。この
XML ファイルにより、ディレクトリならびにファイルのデータが階層構造で与えられます（以下のスクリーンショットを参照）。

Directory.xml により参照されている XML スキーマファイルには、"directory" という名前の再帰的な要素が含まれてお
り、directory 要素以下に任意の数のサブディレクトリを配置することができるようになっています。
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再帰的なユーザー定義関数の定義7.2.7.1

再帰的ユーザー定義関数の作成方法は、以下のとおりです:

1. メニューオプションの「関数 | ユーザー定義関数の作成」を選択して、作成する関数の名前（例えば
FilterDirectory）を入力します。

2. 実装グループにあるインラインを使用チェックボックスのチェックを外して、「OK」をクリックしてください。これで関数を
再帰的にデザインすることができるようになります。 

これで FilterDirectory ウィンドウが表示され、ユーザー定義関数の作成を始めることができます。
3. メニューから「関数 | 入力の挿入」を選択して、入力コンポーネントを挿入します。
4. 入力コンポーネントの名前（例えば directory）を入力し、複合型（ツリー構造）ラジオボタンをクリックします。

5. 選択ボタンをクリックして、表示される入力を作成ダイアログボックスにて XML スキーマ構造をクリックし、「OK」をク
リックします。
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6. ダイアログボックスにて ..\MapForceExamples フォルダーの Directory.xsd ファイルを選択します。 
7. ルートアイテムを選択するダイアログにて「OK」 をクリックして、以下に示される様に directory を選択します。

8. 「OK」クリックして、複合型の入力パラメーターを挿入します。
ユーザー定義関数が表示されます。

9. 複合型の出力コンポーネントが必要であるため、単純型の出力コンポーネントを削除します。
10.「関数 | 出力の挿入」を選択し、上記にある方法にて出力コンポーネントを挿入します。複合型の出力コンポーネ
ントである "directory" を作成します。
入力側に 1 つ、出力側に 1 つの複合型コンポーネントが作成されました
11.「関数 | 入力の挿入」を選択して、単純型のコンポーネントである SearchFor を挿入します
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再帰的なユーザー定義関数を挿入する
この時点で必要な入力ならびに出力コンポーネントが全て定義されました。次に「未完成の」関数を、現在のユーザー定義
関数ウィンドウに挿入する必要があります（この操作は殆どいつでも行うことができます）。

1. ライブラリウィンドウの user セクションには FilterDirectory 関数があります。
2. FilterDirectory をクリックして、これまで作業してきた FilterDirectory ウィンドウへ関数をドラッグします。

ユーザー定義関数が、再帰的なコンポーネントとしてユーザー定義関数ウィンドウに表示されます。

3. 入力コンポーネントの directory name そして ファイル アイテムを、出力コンポーネントにある同名のアイテムへ
接続します。

4. ファイル アイテム間で接続されているコネクタを右クリックして、ノード/行フィルターを挿入を選択します。
5. on-true コネクタを右クリックして、コンテキストメニューから全てコピー（子要素）を選択します。
コネクタが全てコピーに変更されます。
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6. core ライブラリの string functions 以下から contains 関数を挿入します。
7. name から 値 への接続を行い、SearchFor パラメーターから substring へ接続した後、result をフィルター
の bool アイテムへ接続します。

8. 入力コンポーネントの SearchFor アイテムから、ユーザー定義関数の SearchFor アイテムへ接続します。

再帰の定義を行う
この段階で、与えられた 1 つのディレクトリ階層に対するマッピングが作成されました。次にサブディレクトリに対する処理を定
義します。

アイコンバーの自動接続アイコン  が有効になっていることを確認してください。
1. 入力コンポーネント下部にある directory アイテムを、再帰的なユーザー定義関数の上部にある directory アイ
テムへ接続します。

2. ユーザー定義関数の上部にある directory アイテムを、出力コンポーネント以下にある directory アイテムへ接
続します。

3. 全てコピー接続を作成するか尋ねられた場合は、コネクタを右クリックして、コンテキストメニューから全てコピーを選択
し「をクリックします。
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これでユーザー定義関数の定義を完了することができます。

メインマッピングウィンドウへ戻るアイコン  をクリックして、マッピングの定義を継続します。

メインマッピングウィンドウ
1. ライブラリウィンドウの user セクションから FilterDirectory 関数をメインマッピングエリアへドラッグします。
2. メニューオプションの「挿入 | XML スキーマファイル」から Directory.xsd を挿入し、インスタンスファイルとして

Directory.xml を選択します。
3. 同様の方法で Directory.xsd を選択し、ルート要素の選択をスキップして出力コンポーネントを挿入します。
4. 定数コンポーネントを挿入し、SearchFor コンポーネントという名前の入力コンポーネントを挿入します。
5. 以下のスクリーンショットに有るような接続を作成します。
6. FilterDirectory ユーザー定義関数の入力ならびに出力側に接続されている directory アイテムのコネクタを右
クリックして、コンテキストメニューから全てコピーを選択します。

7. 出力ボタンをクリックして、マッピングの結果を確認します。

メモ:
Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ コンポーネントの最下部にある "directory" アイテムをダブルクリックすることで、 1 つ下のレベルにある再帰構
造（directory | file | directory）を確認することができます。全てコピー接続を使用することで、XML インスタンスファイル
内にある全ての再帰レベルが使用されるようになり、手動で再帰レベルを展開する必要がなくなります
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7.3 カスタム XSLT 1.0 または 2.0 関数のインポート

XSLT 1.0 と 2.0 関数ライブラリを MapForce 内で使用することのできる単純型を返すカスタム関数として拡張すること
ができます。 

簡単なデータ型 (例えば、文字列) を返すカスタム関数のみがサポートされます。

XSLT ファイルから関数をインポートする:

1. ツール メニューから、オプションをクリックします。(または、ライブラリウィンドウの下のエリア内のライブラリの追加/削
除をクリックします。)

2. ライブラリ の横の 追加をクリックし .xsl または .xslt ファイルを参照します。

インポートされた XSLT ファイルは、ライブラリウィンドウ内のライブラリに表示され、全ての名前を持つテンプレートを関数とし
て、ライブラリ名の下に表示されます。インポートされたライブラリが表示されない場合、 XSLT が変換言語として設定されて
いるかを確認してください (次を参照: 変換言語の選択)。

以下の点に注意してください：:

MapForce にインポートするには、関数は、 XSLT ファイル内の XSLT 仕様に準拠する名前を持つテンプレー
トとして宣言されている必要があります。 XSLT 2.0 ドキュメント内で発生する関数を <xsl:function
name="MyFunction"> の書式でインポートすることもできます。インポートされた XSLT ファイル内で、他の
XSLT ファイルをインポートまたは含むことができ、これらの XSLT ファイルと関数もインポートされることができます。
インポートされたカスタム関数のマップすることのできる入力コネクタはテンプレート呼び出し内で使用されるパラメータ
ーの数により異なります。任意のパラメーターもサポートされています。
名前空間はサポートされています。
MapForce に既にインポートされている XSLT ファイルの更新を行う場合、変更は自動的に検知され、
MapForce がファイルの再ロードを促します。
名前付きのテンプレートに書き込む場合、テンプレート内で使用されている XPath ステートメントが正しい名前空
間を持つことを確認してくださいマッピングの名前空間にバインドする名前空間を確認するには、 生成された
XSLT コードをプレビューしてください。.

XPath 2.0 内のデータ型 

XML ドキュメントから XML スキーマが参照されており、スキーマに対してドキュメントが妥当である場合、演算にて目的のデ
ータ型へ暗示的に変換されないデータ型を明示的に構築またはキャストする必要があります。

Altova XSLT 2.0 エンジンで使用される XPath 2.0 データモデルでは、XML ドキュメントから原子化された全てのノー
ド値に xs:untypedAtomic データ型が割り当てられます。xs:untypedAtomic 型は、以下にあるように暗示的な型変
換に使用されます：

例えば、
xs:untypedAtomic(" 1" ) +1 では、xdt:untypedAtomic 値が加算演算子により xs:double に暗黙的に
変換され、式の結果は 2 となります。. 
四則演算では、オペランドが暗黙的に xs:double へ変換されます。
値の比較を行う場合、比較の前にオペランドが xs:string へ変換されます。

以下も参照してください:

例: カスタム XSLT 1.0 関数の追加
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XSLT 1.0 エンジンの実装
XSLT 2.0 エンジンの実装

7.3.1 例: カスタム XSLT 1.0 関数の追加

この例は、カスタム XSLT 1.0 関数を MapForce にインポートする方法を説明しています。以下に示される単純なサン
プルに必要なファイルは  ...\ MapForceExamples ディレクトリに収められています。

目的の変換を行い、その結果を出力する XSLT ファイルを作成します。
以下に示される Name-splitter.xslt サンプルでは、"string" のパラメーターを伴う "tokenize" という名前付
きテンプレートを確認することができます。テンプレートにより、空白スペースの後に来る文字が大文字になります。

Name-splitter.xml (処理されるソース XML インスタンスファイル)
Customers.xsd (ソース XML スキーマ)
CompletePO.xsd (ターゲット XML スキーマ)

カスタム XSLT 関数の追加:

1. XSLT を変換言語として選択します。 (次を参照してください: 変換言語の選択)。
2. ライブラリウィンドウの下のエリア内のライブラリを追加/削除 ボタンをクリックします。または、ツールメニューから
オプションをクリックして、ライブラリを選択します。 

3. 追加 をクリックして、関数として使用する名前付きテンプレートを含む XSL または XSLT ファイル（この例では
Name- splitter.xslt）を選択します。

4. 「OK」 をクリックします。 名前付きテンプレートとして定義された関数とともに XSLT ファイル名がライブラリウィンド
ウに表示されます。この例では、Name- splitter というライブラリ以下に tokenize という関数が表示されま
す。
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マッピング内で XSLT 関数を使用する:

1. マッピングウィンドウへ tokenize 関数をドラッグして、以下のスクリーンショットに表示されているようなマッピングを
作成します。

2. XSLT タブをクリックして、XSLT コードを生成します。

メモ： 名前付きテンプレートがマッピングで使用されると、名前付きテンプレートが含まれている XSLT ファイルが、生成され
た XSLT コードに（xsl:include href... により）インクルードされ、xsl:call- template コマンドを使用
することで呼び出されます。
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3. 出力タブをクリックすることで、マッピングの結果を確認できます。

XSLT ライブラリを MapForce から削除する:

1. ライブラリを追加/削除ボタンをクリックします。
2. ライブラリタブにて、目的の XSLT ライブラリ名をクリックし,削除ボタンをクリックした後



260 関数 カスタム XQuery 1.0 関数をインポートする

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

7.4 カスタム XQuery 1.0 関数をインポートする

XQuery がマッピングの変換言語として選択されている場合、 MapForce は、 XQuery のために使用することのできる
関数ライブラリをライブラリウィンドウ内に表示します。 必要であれば、このリストを XQuery 関数を使用して、カスタム
XQuery 1.0 ライブラリモジュールを  MapForce にインポートして拡張することができます

MapForce にインポートするためには、 XQuery ファイルは以下の条件を満たす必要があります:

XQuery 仕様に従う有効なライブラリモジュールである必要があります。 すなわち、  module namespace
<prefix>="<namespace name"などのモジュール宣言と共に開始する必要があります。i
インポートされたライブラリモジュール内で宣言された全ての関数は、動的なデータ型を返す必要があります (例え
ば、 xs:string, xs:boolean, xs:integer など)。 関数パラメーターも動的な型を有する必要がありま
す。

XQuery ライブラリモジュールをインポートする:

1. 「ツール」 メニューから「オプション」をクリックします (または、ライブラリウィンドウの下のエリアの「ライブラリの追加/
削除」をクリックします)

2.  「ライブラリ」 の横から、 「追加」 をクリックして、 .xq または .xquery ライブラリファイルを参照します。

インポートされた ライブラリモジュールがサポートされていない場合、メッセージボックスがプロンプトします。それ以外の場合、イ
ンポートされた ライブラリモジュールは、ライブラリウィンドウに表示されます。特定の関数をマッピングエリアにドラッグして、他の
MapForce 関数コンポーネントと同様に使用します。

インポートされた XQuery がライブラリモジュールに表示されない場合、XQuery が変換言語として選択されていることを確
認してください (次を参照してください:変換言語の選択)。

以下も参照:

XQuery エンジンの実装
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7.5 正規表現

MapForce では tokenize-regexp 関数 pattern パラメーターにて正規表現を使用して、入力パラメーターから得ら
れた文字列の高度な絞り込みを行うことができます。

正規表現の構文ならびにセマンティックは XSLT や XQuery で使用されているものと同一で、 http://www.w3.org/
TR/xmlschema-2/ にて定義されています。プログラミング言語によっては、正規表現の構文が若干違ってくることに注意
してください。

用語

input 正規表現が適用される文字列
pattern 正規表現
flags オプションのパラメーターで、正規表現の解釈方法を定義する
result 関数から得られる結果

tokenize-regexp 関数により文字列のシーケンスが得られます。行アイテムへの接続により、シーケンスのアイテムごとに新
たな行が作成されます。

正規表現構文

リテラル（単一の文字）
例:"a" という文字は最も基本的な正規表現となります。この正規表現により、文字列内にある最初の "a" という文字が
マッチします。

文字クラス []
角括弧に含まれる全ての文字セットがマッチの対象となります。

角括弧に含まれる文字の 1 つ（だけ）が文字列に対してマッチします。

pattern [aeiou] 
小文字の母音アルファベット全てがマッチの対象となります。

pattern [mj]ust 
"must" または "just" という単語がマッチします。

"pattern" に含まれる値は大文字と小文字で区別されるという点に注意してください。小文字の "a" は大文字の "A" に
マッチしません。

文字範囲 [a-z]
 2 つの文字間にある文字全てがマッチの対象となります。一度にマッチする文字は一文字だけである点に注意してくださ
い。

pattern [a-z]
a から z まで、全ての小文字アルファベットがマッチの対象となります。

http://www.w3.org/TR/xmlschema-2/
http://www.w3.org/TR/xmlschema-2/
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否定クラス [^]
角括弧の開始直後にハット記号を使用することで、その文字クラスを否定したことになります。

pattern [^a-z]
文字クラスに含まれていない（つまりこの例では小文字以外）全ての文字にマッチします。

メタ文字 "."
ドットメタ文字
（改行を除く）全ての文字にマッチします。

pattern .
全ての単一文字にマッチします。

量指定子 ? + * {}
量指定子を使用することで、与えられた文字列にマッチする繰り返しを定義することができます。

?
0 または 1 その前の文字列/チャンクがオプションとなります。

+
1回以上 その前に表示される文字が1回以上マッチします。

*
0回以上 その前に表示される文字が0回以上マッチします。

{}
最小 / 最大
繰り返し

与えられた回数の繰り返しにマッチします。

例: mo{1,3} により、"mo"、"moo"、"mooo" がマッチします。

()
サブパターン
正規表現の要素をグループ化するために使用されます。

|
代替 / または 左から順にサブパターンのマッチを行います。
例： (horse|make) sense により、"horse sense" または "make sense" がマッチします。

フラグ
以下に示されるのはオプションのパラメーターで、正規表現の解釈方法を指定するために使用されます。個々の文字によりオ
プションを指定することができます。文字はどの順序でも使用することができ、繰り返して使用することもできます。

s
このオプションが指定された場合、ドットの適用範囲が拡張されます。

メタ文字の "." が全ての文字にマッチするようになります。s フラグがセットされていれば、入力文字列に "hello" と "world"
が 2 つの異なる行にある場合でも、"hello.*world" という正規表現によりマッチが行われます。

m
このオプションが指定された場合、複数行モードによるマッチが行われます。 
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複数行ノードでは、ハット記号 ̂ が全ての行頭（文字列全体の開始位置と改行文字の直後に来る文字）に対してマッチ
するようになります。

更にドル記号 $ が全ての行末（文字列全体の終了位置と改行文字の直前に来る文字）に対してマッチするようになりま
す。

改行に使用される文字は #x0A となります

i
このオプションが指定された場合、マッチングにて大文字と小文字の違いが無視されます。
i フラグを指定すると、[a-z] により a-z の文字と A-Z の文字がマッチするようになります。

x
このオプションが指定されている場合、マッチング処理が行われる前に正規表現文字列内にある空白スペースが削除されま
す。空白スペースの文字は #x09、#x0A、#x0D、そして #x20 になります。

例外: 
文字クラス表現内の空白文字（例： [#x20]）は削除されません。

メモ:
コードを生成する場合、言語によっては正規表現構文の正確な機能や振る舞いが異なる可能性もあります。ご利用になる
言語の正規表現がどのように動作するかを確認するようにしてください。
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7.6 関数ライブラリレファレンス

このレファレンスチャプターでは、ライブラリ別に整理された「ライブラリ」 ペイン内で使用することのできるMapForce 内蔵の関
数に関して説明されています。 

「ライブラリ」 ペイン内の関数ライブラリは、選択された変換言語により異なります ( 変換言語の選択 を参照してください)。 

XPath 2.0 制約: シーケンスに関連する XPath 2.0 関数の一部は現在使用することができません。 

7.6.1 core | QName functions

QName 関数は、XML ドキュメント内の修飾名 (QName) を操作する方法を提供します。

7.6.2 core | aggregate functions

aggregate 関数は入力値のシーケンスやセットに対して使用されます。min、max、sum、そして avg の入力データが 
decimal データ型に変換され、処理されます。

入力値は関数の values パラメーターへ接続する必要があります。
コンテキストノード（アイテム）を parent-context パラメーターへ接続して、入力シーケンスからデフォルトのコンテ
キストをオーバーライドすることができます。parent-context パラメーターはオプションになります！
 関数の result を目的のターゲットアイテムへ接続します。 

以下に示されるマッピングは ..\Tutorial フォルダーに収められている Aggregates.mfd から確認することができます。

集計関数には 2 つの入力アイテムが備わっています。
values (node/row) にはデータを取得するためのソースアイテムが接続されます（この場合は Number）。
parent-context にはコンテキストとなるアイテムが接続されます。このパラメーターはオプションです。

ここでの入力インスタンスは XML ファイルで、以下のデータが含まれています：
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ソースデータにある値は 2、4、6、8 という数値のシーケンスになります。
ここでの出力コンポーネントはテキストファイルとなります。
出力ボタンをクリックすることで以下の結果を得ることができます：

min=2、max=8、count=4、sum=20 と avg=5。

avg7.6.2.1

入力シーケンスから得られた値の平均値を返します。入力が空セットの場合、結果は空セットになります。XSLT1 では利
用できません。

引数 説明

parent-
context

オプションの引数。  親コンテキストを提供します。 マッピングコンテキストのオ
ーバーライド参照。

values この引数は、実際のデータを提供するソースアイテムに接続されている必要が
あります。  与えられる引数の値は数値である必要があります。

使用方法の例に関しては、 <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\ ディレクトリ内の
マッピング GroupTemperaturesByYear.mfd を参照してください。

count7.6.2.2

入力シーケンスから得られた値の数を返します。入力が空セットの場合、出力は 0 になります。XSLT1 では機能が制限さ
れます。

引数 説明

parent- オプションの引数。  親コンテキストを提供します。マッピングコンテキストのオ
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引数 説明

context ーバーライド参照。

nodes/ rows この引数は数えられるソースアイテムに接続されている必要があります。

max7.6.2.3

入力シーケンスから得られた値の最大値を返します。入力が空セットの場合、結果は空セットになります。XSLT1 では利
用できません。

引数 説明

parent-
context

オプションの引数。  親コンテキストを提供します。マッピングコンテキストのオ
ーバーライド参照。

values この引数は、実際のデータを提供するソースアイテムに接続されている必要が
あります。 与えられる引数の値は数値である必要があります。文字列のシーケンスから最大値
を取得するためには、 max-string 関数を使用します。

使用方法の例に関しては、<Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\ ディレクトリ内の
マッピング GroupTemperaturesByYear.mfd を参照してください。

max- string7.6.2.4

入力シーケンス内の全ての文字列の値の最大の値を返します。 例: max-string("a" "b" "c") は、 "c" を返し
ます。この関数は、XSLT1 では利用できません。

引数 説明

parent-
context

オプションの引数。  親コンテキストを提供します。マッピングコンテキストのオ
ーバーライドド参照。

strings この引数は、実際のデータを提供するソースアイテムに接続されている必要が
あります。与えられた引数の値は xs:string のシーケンス(ゼロまたは複数)であ
る必要があります。  

strings 引数が空のセットの場合、関数は空のセットを返すことに注意してください。

min7.6.2.5

入力シーケンスから得られた値の最小値を返します。入力が空セットの場合、結果は空セットになります。XSLT1 では利
用できません。
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引数 説明

parent-
context

オプションの引数。  親コンテキストを提供します。マッピングコンテキストのオ
ーバーライド参照。

values この引数は、実際のデータを与えるソースアイテムに接続されている必要があ
ります。 与えられる引数の値は数値である必要があります。 文字列のシーケンスから最小値を
取得するためには、 min-string 関数を使用します。

使用方法の例に関しては、<Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples\ ディレクトリ内の
マッピング GroupTemperaturesByYear.mfd を参照してください。

min- string7.6.2.6

入力シーケンス内の全ての文字列の値の最小の値を返します。 例: min-string("a", "b", "c") は、 "a" を返
します。 この関数は、XSLT1 では利用できません。

引数 説明

parent-
context

オプションの引数。 親コンテキストを提供します。マッピングコンテキストのオー
バーライド参照。

strings この引数は、実際のデータを与えるソースアイテムに接続されている必要があ
ります。 与えられた引数の値は xs:string のシーケンス(ゼロまたは複数)であ
る必要があります。  

文字列の引数が空のセットの場合、関数は空のセットを返すことに注意してください。 

string- join7.6.2.7

delimiter にて与えられた文字を区切り文字として、入力シーケンスから与えられた値を連結します。入力が空セットの場
合、結果は空セットになります。XSLT1 では利用できません。

以下に示されるサンプルでは、Number に4つの値 (2、4、6、8) が与えられています。定数コンポーネントからは、ハッシュ
を表す "#" が delimiter として与えられています。

結果 = 2#4#6#8
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delimiter (区切り記号) が与えられていない場合、デフォルトの区切り文字である空文字が使用され、区切り文字が表示
されることはありません（上の例の場合、結果は 2468 となります）。

sum7.6.2.8

入力シーケンスから得られた値の合計値を返します。入力セットが空の場合、結果は 0 になります。XSLT1 では利用でき
ません。

引数 説明

parent-
context

オプションの引数。 親コンテキストを提供します。マッピングコンテキストのオー
バーライド参照。

values この引数は、実際のデータを与えるソースアイテムに接続されている必要があ
ります。 与えられる引数の値は数値である必要があります。

以下を参照: 例: ノードの値の加算。

7.6.3 core | conversion functions

明示的なデータ型変換をサポートするには、 conversion ライブラリ内で複数の変換関数を使用することができます。多
くの場合、MapForce は、必要な変換を自動的に作成し、これらの関数は特別な場合のみに使用される必要がありま
す。 

入力ノードが異なる型の場合、例えば、 整数と文字列、変換関数を使用して文字列または数値の比較を行うことができ
ます。

上のサンプルでは、 最初の定数は型文字列で、文字列 "4" を含んでいます。 2番目の定数は、定数 12 を含んでいま
す。 2つの値を明示的に比較するには型が一致しなくてはなりません。 

number 関数を最初の定数に追加するには、文字列の定数を数値 4 に変換します。 比較の結果は "true" になりま
す。
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数値関数が使用されない場合、例えば、 4 がパラメーターに直接接続されている場合、文字列の比較が生じ、結果は
false になります。

boolean7.6.3.1

入力により得られた数値型の値をブール型へ変換します。入力が 0 の場合は "false" が返され、1 の場合は "true" に
なり、（equal や greater といった）logical 関数や、フィルター、または if-else 関数の入力として使用することができま
す。

format- date7.6.3.2

xs:date 入力の値を、特定のオプションに従い文字列にフォーマットし変換します。

引数 説明

value フォーマットされる日付。

format 日付がフォーマットされる方法を識別する文字列をフォーマットします。この引数
は、 format-dateTime 関数内の format 引数 と同じ方法で使用されます。 

language オプションの引数。 与えられると、つきの名前と週の曜日が特定の言語で返され
ます。 有効な値:

en (デフォルト)英語

es スペイン語

de ドイツ語

ja 日本語

下のサンプルでは、出力の結果は、以下の通りです: "2014 年、8 月、14 日、木曜日"。この値をスペイン語に翻訳する
には、引数の値を es に設定します。 
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format- dateTime7.6.3.3

日時の値 (xs:dateTime) を文字列に変換します。日時の文字列の表示は format 引数の値に従いフォーマットさ
れます。

引数 説明

value 変換する xs:dateTime 型の値です。

format 値がフォーマットされる方法を識別するフォーマット文字列。

language オプションの引数。 与えられると、つきの名前と週の曜日が特定の言語で返されま
す。有効な値:

en (デフォ
ルト)

英語

es スペイン語

de ドイツ語

ja 日本語

メモ: 
値はターゲットの型へキャストされるため、関数の出力 (result) が string 型以外のノードへ接続されている場合、書式が
失われる可能性があります。ターゲットコンポーネントのコンポーネント設定にて値をターゲットの方にキャストチェックボックス
のチェックを外すことで、自動キャストを無効にすることができます(次を参照してください： コンポーネント設定の変更)。

format 引数 は、角括弧に囲まれた変数マーカーと呼ばれる文字列により構成されます。角括弧の外にある文字は、定
数として結果に反映されます。角括弧を定数文字として使用する場合、括弧を重ねあわせて記述する必要があります。

各変数マーカーは、表示する日付や時刻を表す識別子、オプションの書式修飾子、プレゼンテーション修飾子、幅修飾子
により構成され、これらオプションの修飾子はコンマにより分割されます。

format := (literal | argument)*
argument := [component(format)?(presentation)?(width)?]
width := , min-width ("-" max-width)?

コンポーネントは以下のとおりです：

識別子 説明 デフォルトの表示

Y 年（絶対値）  4 桁の数値 (2010)

M その年の月 1- 12

D その月の日付 1- 31

d その年の日付 1- 366

F その週の曜日 曜日の名前(言語に依存)
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識別子 説明 デフォルトの表示

W その年の週 1- 53

w その月の週 1- 5

H 時（24時間） 0- 23

h 時（12時間） 1- 12

P A.M. または P.M. アルファベット(言語に依存)

m その時間の分 00- 59

s その分の秒 00- 59

f 小数点以下の秒 数値、小数点1つ

Z UTC からのタイムゾーンオフセット +08:00

z GMT からのタイムゾーンオフセット GMT+n

書式修飾子は以下であることができます：

文字 説明 使用例

1 最初に 0 を伴わない数値書式： 1, 2, 3, ... 1, 2, 3 

01  2 桁の数値書式： 01、02、03、... 01, 02, 03 

N コンポーネント名（大文字） MONDAY, TUESDAY 1)

n コンポーネント名（小文字） monday, tuesday 1)

Nn コンポーネント（頭文字が大文字） Monday, Tuesday 1)

メモ: N、n、Nn 修飾子は以下のコンポーネントでのみサポートされます： M、d、D。

width 修飾子がある場合、コンマと一緒に表示され、以下のような形式になります：

, min-width ("-" max-width)?

format-dateTime 関数を使用して、下のテーブルは xs:dateTime 値のフォーマットのサンプルを表示しています。
"Value" 列は、 value 引数に与えられる値を指定します。  "Format" 列は、 format 引数の値を指定しま
す。"Result" 列は、関数により返される内容を表示しています。

日時 書式文字列 結果

2003- 11-
03T00:00:00 

[D]/[M]/[Y] 3/ 11/ 2003

2003- 11-
03T00:00:00 

[Y]-[M,2]-[D,2] 2003- 11- 03

2003- 11-
03T00:00:00 

[Y]-[M,2]-[D,2] 2003- 11- 03

2003- 11-
03T00:00:00 

[Y]-[M,2]-[D,2] [H,2]:[m]:[s] 2003- 11- 03 00:00:00
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日時 書式文字列 結果

2010-06-02T08:02 [Y] [MNn] [D01] [F,3-3] [d]
[H]:[m]:[s].[f] 

2010 June 02 Wed 153
8:02:12.054

2010-06-02T08:02 [Y] [MNn] [D01] [F,3-3] [d]
[H]:[m]:[s].[f] [z] 

2010 June 02 Wed 153
8:02:12.054 GMT+02:00

2010-06-02T08:02 [Y] [MNn] [D1] [F] [H]:[m]:[s].
[f] [Z] 

2010 June 2 Wednesday
8:02:12.054 +02:00

2010-06-02T08:02 [Y] [MNn] [D] [F,3-3] [H01]:
[m]:[s] 

2010 June 2 Wed 08:02:12 

format- number7.6.3.4

XSLT 1.0 や XSLT 2.0、Java、C#、C++ や内蔵の実行エンジンで利用することができます。

引数 説明

value 必須の引数。 フォーマットする値。

format 必須の引数。 数値を整形（フォーマット）するためのフォーマット文字
列。
この引数はformat-dateTime 関数内の format 引数と同じ方法
で使用されます。

decimal-point-format オプションの引数。 小数点に使用される文字。デフォルトでは "."
になります

grouping-separator オプションの引数。 数値グループを分割するのに使用されるセパレ
ーター/デリミタ。デフォルトでは "," になります。

メモ: 値はターゲットの型へキャストされるため、関数の出力 (result) が string 型以外のノードへ接続されている場合、
書式が失われる可能性があります。ターゲットコンポーネントのコンポーネント設定にて値をターゲットの方にキャス
トチェックボックスのチェックを外すことで、自動キャストを無効にすることができます。

フォーマット:

　format := subformat (;subformat)?
  subformat := (prefix)? integer (.fraction)? (suffix)?
  prefix := 特別文字以外の文字
  suffix := 特別文字以外の文字
  integer := (#)* (0)* ( allowing ',' to appear)
  fraction := (0)* (#)* (allowing ',' to appear)

最初の subformat が正の数のフォーマットに使用され、 2 番目の subformat が負の数に対して使用されます。
subformat が 1 つだけ指定された場合、同じ subformat が正の数と負の数に使用され、負の数の場合は prefix の
前にマイナス記号が挿入されます。
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特別な文字 デフォルト 説明

zero- digit 0 result にてこの場所に常に数値が表示されます。

digit # 最終的に 0 になる場合を除き、result の文字列に
てこの場所に常に数値が表示されます。

decimal- point . 数値の整数部と小数点以下を分けるために使用
されます。

grouping- seperator , 数値のグループ分けを行うのに使用されます。

percent- sign % 数値を100倍して、パーセンテージとして表示しま
す。

per- mille ‰ 数値を1000倍して、パーミルとして表示します。

decimal-point-character と grouping-separator に使用される文字は、それぞれ常に "." と "," になります。しかし
これらのノードに定数をマッピングすることで、出力されるフォーマットを変更することができます。

上に示される format-number 関数のマッピング結果を以下に示します：
decimal-point-character が "+" に変更されました。
grouping-separator が "-" に変更されました。

四捨五入
端数処理には四捨五入が使用されます。つまり端数が 0.5 以上であれば切り上げが行われ、0.5 未満であれば切り捨て
が行われます。このメソッドは、生成されたコードとビルトイン実行エンジンでのみ使用することができます。

XSLT 1.0 では四捨五入のモードが定義されておらず、XSLT 2.0 では偶数丸めが行われます。

数値 書式文字列 結果

1234.5 #,##0.00 1,234.50

123.456 #,##0.00 123.46

1000000 #,##0.00 1,000,000.00

- 59 #,##0.00 - 59.00

1234 ###0.0### 1234.0

1234.5 ###0.0### 1234.5

.00025 ###0.0### 0.0003

.00035 ###0.0### 0.0004

0.25 #00% 25%
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数値 書式文字列 結果

0.736 #00% 74%

1 #00% 100%

- 42 #00% - 4200%

- 3.12 #.00;(#.00) (3.12)

- 3.12 #.00;#.00CR 3.12CR

format- t ime7.6.3.5

xs:time 入力値を文字列へ変換します。 format 引数は format-dateTime 関数内の format 引数と同
じ方法で使用されます。

例

結果： 33-15-12

number7.6.3.6

入力値の文字列を数値に変換します。また、ブール型入力も数値に変換します。

string7.6.3.7

入力値を 文字列型の出力値に変換します。関数はノードのテキストコンテンツとして使用することもできます。

XML 複合型が入力ノードとなる場合、全ての子要素も単一の string として出力されます。

7.6.4 core | file path functions

ファイルパス (file path) 関数を使用することで、ファイルパスのデータやファイルの拡張子へアクセス
または操作することができ、更なるマッピング処理に使用することができます。これらの関数は
MapForce にて使用可能な全ての言語で使用することができます。
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get- fileext7.6.4.1

ドット "." 文字を含むファイルパスの拡張子を返します。

例: 'c:\data\Sample.mfd' からは '.mfd' が返されます。

get- folder7.6.4.2

ファイルパスから、フォルダーを分けるスラッシュやバックスラッシュ（日本語環境では円マーク）を含むフォルダー名を返します。

例: 'c:/data/Sample.mfd' からは 'c:/data/' が返されます。

main- mfd- filepath7.6.4.3

メインマッピングを含んでいる mfd ファイルのフルパスを返します。mfd ファイルが保存されていない場合、空の文字列が返さ
れます。

mfd- filepath7.6.4.4

関数がメインマッピング内で呼び出された場合、main-mfd-filepath と同一の値（メインマッピングが含まれている mfd ファ
イルのフルパス）が返されます。mfd ファイルが保存されていない場合、空の文字列が返されます。

mfd ファイルへインポートされたユーザー定義関数から関数が呼び出された場合、そのユーザー定義関数の定義を含んで
いるインポートされた mfd ファイルのフルパスが返されます。

remove- fileext7.6.4.5

ドット文字を含むファイルパスの拡張子が削除されます。

例:  'c:/data/Sample.mfd' からは 'c:/data/Sample' が返されます。
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remove- folder7.6.4.6

ファイルパスから、スラッシュやバックスラッシュ（日本語環境では円マーク）を含むフォルダー名が削除されます。

例:  'c:/data/Sample.mfd' からは 'Sample.mfd' が返されます。

replace- fileext7.6.4.7

filepath パラメーターから得られたファイルパスの拡張子を、extension パラメーターから得られたファイルパスの拡張子で置
き換えます。

例: filepath 入力パラメーターに c:/data/Sample.mfd' が与えられ、extension 入力パラメーターに '.mfp' が与えら
れた場合、'c:/data/Sample.mfp' が返されます。

resolve- filepath7.6.4.8

相対ファイルパスから相対または絶対ベースフォルダーを解決します。関数では "." （カレントディレクトリ）と ".." （親ディレク
トリ）を使用することができます。

..\MapForceExamples フォルダーに含まれている MergeMultipleFiles_List.mfd マッピングからサンプルを確認す
ることができます。
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7.6.5 core | generator functions

core / generator 関数ライブラリは値を生成する関数を含みます。

auto- number7.6.5.1

auto-number 関数により、指定されたパラメーターに従うかたちでコンポーネントのターゲットノードが統合されます。関数
の結果は start_with から始まる値で、 インクリメントで増加します。デフォルトの値 : 開始=1、=1　づつ増加。双方の
パラメータは負である可能性があります。 

auto-number 関数の）result コネクタがターゲットノードに直接接続されていることを確認してください。生成されたマッピ
ングコードから関数が呼び出される正確な順番は定義されていません。MapForce ではキャッシュされた計算結果を再利
用するか、任意の順序で条件式を再評価するかを選択することができます。従って、auto-number 関数を使用する際に
は特に注意する必要があります。

global-id
このパラメーターにより、独立した2つの auto-number 関数内に蓄えられているシーケンス出力の内容を同期することがで
きます。

 2 つの auto-number 関数が同一の global-id を持たない場合、各関数により別々の番号がターゲットアイテムにて追
加されます。以下にあるサンプルでは、各関数に異なる globa-id の a と b が与えられています。
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マッピングの出力は 1、1、2、2 となります。上部にある auto-number 関数により最初の 1 が、下部の auto-number
により2番目の 1 が与えられます。

 2 つの関数が同一の global-id である a を持っている場合、現在の auto-number の値が各関数により「共有」され、
値が同期されることになります。

以下に示されるマッピングの出力は、1,2,3,4 となります。上部にある関数から最初のアイテムに 1 が与えられ、2番目のア
イテムには 2 が与えられます。

start-with
自動連番シーケンスの初期値として使用される値です。デフォルトでは 1 が使用されます。

increment
シーケンスのインクリメントに使用される値です。デフォルトでは 1 が使用されます。

restart on change
接続されているアイテムのコンテンツが変更された場合、自動連番のカウンターを "start-with" で指定された値にリセットし
ます。

以下にあるサンプルでは、start-with と increment の両方にデフォルトの 1 が指定されています。Departmento のコン
テンツが変更されると（つまり部門名が変更されると）連番に使用されているカウンターの値が 1 にリセットされ、新たな部門
に対して使用されるようになります。
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7.6.6 core | logical functions

logical 関数は入力されたデータを比較して、"true" または "false" という boolean 型の出力を生成します。通常、フィ
ルターを使用してサブセットを渡す前段階で、データを評価するために使用されます。

入力パラメーター = a | b または value1 | value2
出力パラメーター = 結果

2 つの入力ノードの評価結果は、入力の値と比較に使用されたデータ型により異なります。 

例:整数の値 4 と 12 の 'less than' 比較は、 4 が 12 より小さいため、 boolean 値 "true"を返しま
す。  2 つの入力文字列が '4' と '12' を含む場合、  '4' はアルファベットの順序でオペランド (12) の最
初の文字 '1' よりも大きいため、構文的分析はの出力値 "false"  を返します。

すべての入力データ型が同じ型の場合、  例: 全ての入力ノードは数値型、または、文字列型であり、
共通の型のための比較が行われます。 

入力ノードが異なる型の場合、 (例: 整数と文字列 または 文字列と日付)そして、 使用されるデータ
型は、2つの入力型のうち 最も一般的な (最も制限のない) 入力データ型です。 

2つの値を比較する前に、 すべての入力の値は、共通のデータ型に変換されます。データ型 "文字
列" が"整数"より制限のない前のサンプルを使用ます。 整数の値 4 を文字列 '12' と比較し、整数
の値 4 を文字列 '4' に変換し、文字列 '12' と比較します。

メモ: Logical 関数を null 値の存在をテストするために使用することはできません。 null 値を logical 関数の引数とし
て与えると、 null 値を返します。null 値の扱い方に関しての詳しい情報は、 Nil 値 / Nillable を参照してくださ
い
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equal7.6.6.1

a=b の場合、結果は true となり、それ以外の場合 false となります。

equal- or- greater7.6.6.2

入力 a が b 以上の場合 true を返し、それ以外の場合に false を返します。

equal- or- less7.6.6.3

入力 a が b 以下の場合 true を返し、それ以外の場合に false を返します。

greater7.6.6.4

入力 a が b よりも大きい場合 true を返し、それ以外の場合に false を返します。

less7.6.6.5

入力 a が b よりも少ない場合 true を返し、それ以外の場合に false を返します。

logical- and7.6.6.6

value1 と value2 の論理積が求められ、両方の値が true の時に、関数の結果も true となります。どちらかでも false
の場合には結果も false となります。
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logical- not7.6.6.7

論理状態/結果を反転します。入力が true であれば logical-not の出力は false になり、入力が false であれば出力
が true になります。

以下に示される logical-not 関数により、equal 関数の結果が反転されます。これにより、 2 つある equal 関数のどちら
か一方が false で、もう一方が true になっている状態でしか logical-and 関数から true が得られなくなります。

logical- or7.6.6.8

両方の入力関数を boolean 型に揃える必要があります。value1 と value2 の少なくともどちらか一方が true となってい
る場合、関数の結果も true になります。両方の値が false の場合、結果も false になります。

not- equal7.6.6.9

入力 a と b が等しく無い場合に true が返されます。
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7.6.7 core | math functions

データを使った初歩的な計算を行うために math 関数を利用することができます。これら関数を使用して期間や日時の計
算はできないという点に注意してください。

入力パラメーター  =  value1 | value2
出力パラメーター = result

入力値は数値へ自動的に変換され、処理が行われます。

上に示されるサンプルマッピングでは、ターゲットコンポーネントにマッピングされた各製品の価格に対して20%の消費税が上
乗せされます。

add7.6.7.1

value1 と value2 が加えられた数値が結果として返されます。

ceiling7.6.7.2

value にて与えられた値よりも大きな最小の整数値が返されます。つまり value にて与えられた数値の次に大きな整数
が結果として返されます。

例えば、division 関数の結果が 11.2 だった場合、ceiling 関数を使用することで、結果は（次に大きな整数値の） 12
となります。

divide7.6.7.3

value1 を value2 で割った数が返されます。除算結果の精度はターゲット言語により変化します。 round-precision
関数を使用することで、結果の精度を定義することができます。
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floor7.6.7.4

value にて与えられた値よりも小さな最大の整数値が返されます。つまり value にて与えられた数値の次に小さな整数が
結果として返されます

例えば、division 関数の結果が 11.2 だった場合、floor 関数を使用することで、結果は（次に小さな整数値の）11 と
なります。

modulus7.6.7.5

value1 を value2 で割った値の余りが返されます。

以下に示されるマッピングでは、Numbers の値が3倍されて modulus 関数の value1 へ渡されています。入力値は 3、
6、9、12 となります。

modulus 関数の value2 入力に 8 を与えると、余りとして 3、6、1、4 が返されます

multiply7.6.7.6

value1 と value2 をかけ合わせた（乗算）値が返されます。

round7.6.7.7

value により与えられた値の四捨五入結果が整数値で返されます。値が2つの整数の間の場合、 "正の無限大への丸
め"アルゴリズムが使用されます。例えば、 "10.5" の値は "11" に四捨五入され、"-10.5" の値は "-10" に四捨五入さ
れます。 
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round- precision7.6.7.8

"decimals" により得られた値を小数点以下の有効数字として value 値の四捨五入を行います。

上のマッピングにより 0.429 という値が得られます。XML ファイルにて結果を正しく表示するには、xs:decimal 型の要素
へマッピングするようにしてください。

subtract7.6.7.9

value1 から value2 を引いた数値を返します。

7.6.8 core | node functions

ノード関数を使用してノードにアクセスしたり、ノードを特定の方法で処理することができます。

is- xsi- nil7.6.8.1

ソースコンポーネントの要素ノードに xsi:nil 属性が含まれており、属性の値が "true" になっている場合、true
(<OrderID>true</ OrderID>) を返します

node- name7.6.8.2

接続されているノードの修飾名 (QName) を返します。もしノードが XML text() の場合、空の QName が返されます。
この関数は名前付きのノードに対してしか使用することはできません。（fn:node-name を呼び出す）XSLT をターゲット言
語としている場合、関数は名前を持っていないノードに対して空のシーケンスを返します。
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データベースのテーブル/フィールドからの名前取得はサポートされていません。
XBRL と Excel はサポートされていません。
ファイル入力ノードの名前取得はサポートされていません。

 Web サービスのノードは、以下の例外を除き、XML ノードと同じような動作をします：
"part" からのノード名はサポートされていません。
ルートノード（"Output" または "Input"）からのノード名はサポートされていません。

MapPerson のユーザー定義関数は node-name を使用することで入力ノードの名前を取得しており、その情報を
role 属性に渡しています。ユーザー定義関数内にある Employees.xsd のルートノードは "Manager" として定義され
ています。 

Manager はユーザー定義関数の外側からデータを取得します。データは "Manager"、"Programmer"、"Support"
のどれかになります。このデータが PersonList の role 属性に渡されます。

set- xsi- nil7.6.8.3

ターゲットノードに xsi:nil をセットします。
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static- node- annotation7.6.8.4

接続されたノードの注釈と共に文字列を返します。 入力は以下である必要があります:(i) ソースコンポーネント ノード、 ま
たは (ii) 呼び出しマッピング内のノードに直接接続されているパラメーターに直接接続されている インライン関数。

接続は直接である必要があります。フィルター、または 非インラインユーザー定義関数をパススルーすることはできません。 こ
れは、接続されたノードから取得されたテキストの生成時に置き換えられた擬似関数で、全ての言語で使用することができま
す。

static- node- name7.6.8.5

接続されたノードの名前と共に文字列を返します。 入力は以下である必要があります: (i) ソースコンポーネント ノード、 ま
たは (ii) an呼び出しマッピング内のノードに直接接続されているパラメーターに直接接続されている インライン関数。

接続は直接である必要があります。フィルター、または 非インラインユーザー定義関数をパススルーすることはできません。 こ
れは、接続されたノードから取得されたテキストの生成時に置き換えられた擬似関数で、全ての言語で使用することができま
す。

substitute- missing- with- xsi- nil7.6.8.6

ソースコンポーネントにて見つからない値（または null 値）を xsi:nil 属性に置き換えます

7.6.9 core | sequence functions

MapForce では入力シーケンスとそのコンテンツを処理するために用意されている sequence 関数を使用することができ
ます。key 入力パラメーターの値/コンテンツをノード/行に接続することで、そのシーケンスをグループとして扱うことができます。

任意のデータ型に接続された入力パラメーター key の値は group-adjacent や group-by で使用できるよ
うに string 型へ変換されます。
Boolean 型の bool 入力パラメーターは group-starting-with ならびに group-ending-with にて使
用されます。
出力パラメーターの key は、現在のグループキーになります。

distinct- values7.6.9.1

シーケンスにて重複した値を取り除き、ユニーク（一意）なアイテムをターゲットコンポーネントへ渡します。
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以下の例では、ソースコンポーネントの "Title" アイテムにあるコンテンツがスキャンされ、一意（ユニーク）な役職だけが、ター
ゲットコンポーネントの Department / Name アイテムへマッピングされます。

ソースコンポーネント内にある Title アイテムの順番はターゲットコンポーネントでも保持されていることに注目してください。 

exists7.6.9.2

ノードが存在する場合に true を返し、存在しない場合は false を返します。

...\MapForceExamples  フォルダー内部の "HasMarketingExpenses.mfd" ファイルには、以下に示されるサン
プルが収められています。 

expense-item がソース XML にて存在する場合、ターゲット XML/スキーマファイルの "hasExpenses" 属性値が
true となります。
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first- items7.6.9.3

"count" パラメーターにより数値が X 提供される、入力シーケンスの最初の "X" アイテムを返します。 例: 値 3 が count
パラメーターと nodes/row パラメーターの親ノードにマップされ、最初の3つのアイテムが出力としてリストされます。

generate- sequence7.6.9.4

"from" と "to" パラメーターを境界として使用し、整数のシーケンスを作成します。

group- adjacent7.6.9.5

入力シーケンスのノード/行を、同じキーを持つ隣接したグループへ変換します。group-adjacent はグループ化のキーとし
てノード/アイテムのコンテンツを使用する点に注意してください
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group- by7.6.9.6

入力シーケンスのノード/行を同じキーを持つグループへ変換します（グループが隣接しているとは限りません）。入力シーケン
スにて出現するキーの順序がグループの出力に使用されます:

ソースコンポーネントからグループ化を行うためのキーは Title アイテムとなります。このキーにより、 company の従
業員 (Person) がグループ化されます。
ターゲットコンポーネントの Department/Name にグループ名が出力されるとともに、従業員の苗字 (Last) と名
前 (First) が連結され、Person/First 子アイテムへ出力されます

group-by ではノード/アイテムのコンテンツをグループのキーとして使用します！Title フィールドのコンテンツが従業員のグル
ープ化、そしてターゲットにある Department/Name アイテムへのマッピングにて使用されます。

メモ： group-by 関数は、サンプルとそのマッピング結果からも分かる通り、ソースドキュメントからターゲットドキュメントへの暗
黙的なフィルタリングとしても機能します。ターゲットドキュメントでは、Person アイテムが、Title キーによりグループ化され
た各 Department アイテムに含まれています。
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出力ボタンをクリックすることで、グループ化処理の結果を確認することができます。

group- ending- with7.6.9.7

この関数により入力シーケンスのノード/行から、bool 入力が true の時の入力が最後の要素となるグループが作成されま
す。 

group- into- blocks7.6.9.8

block-size パラメーターにより与えられた数値により定義された同じ値を持つ、入力シーケンス nodes/rows をブロック
にグループ化します。

group- start ing- with7.6.9.9

この関数により入力シーケンスのノード/行から bool 入力が true の時の入力が最初の要素となるグループが作成されま
す。

次のサンプルは、ノードのシーケンスがノードの "header" が発生し、 ブール値の true  を返す箇所を示しています。 この
ノードのシーケンスに group-starting-with 関数を適用すると、 結果として発生する2つのグループは、以下のとおり
です。 
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シーケンス内の最初のノードは、ブール の値に関係なく、新しいグループで開始することに注意してください。 すなわち、下の
ようなシーケンスは3つのグループを作成します。 

item- at7.6.9.10

position パラメーターにより与えられたポジションにある nodes/rows を返します。 を返します。最初のアイテムは、ポジ
ション "1" にあります。

items- from- till7.6.9.11

"from" と "till" パラメーターを境界として使用し、nodes/rows のシーケンスを返します。最初のアイテムは、ポジション
"1" にあります。

last- items7.6.9.12

"count" パラメーターにより与えられた数値が X である場所のシーケンスの最後の "X" nodes/rows を返します。 最初
のアイテムは、ポジション "1" にあります。



292 関数 関数ライブラリレファレンス

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

not- exists7.6.9.13

ノードが存在する場合 false を返します。

以下の例では、not-exists 関数を使用することでソースファイルには存在しないノードのマッピングを行います。

このマッピングでは、以下の処理を行います

 2 つのソース XML ファイルにあるノードを比較します。 
 2 番目のソース XML ファイルに存在しないノードを、 1 番目のソース XML ファイルからフィルタリングします。
 見つからないノードとそのコンテンツだけをターゲットファイルへマッピングします。 

以下に 2 つの XML インスタンスを示します。以下の点が互いに異なっています：

左側にある a.xml では、b.xml には無い <b kind="3"> が含まれています。
右側にある b.xml では、a.xml には無い <b kind="4"> が含まれています。

  

equal 関数により、両方の XML ファイルにある kind 属性が比較され、結果がフィルターコンポーネントへ渡さ
れます。
non-exists 関数が最初のフィルターの後に配置されており、各ソースファイルで見つからないノードを選択しま
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す。
 2 番目のフィルターは、a.xml から得られた見つからないノードとそのデータだけを渡すためだけに使用されます。

マッピングにより、b.xml には存在しないノード <b kind="3"> がターゲットコンポーネントへ渡されます。

posit ion7.6.9.14

シーケンス内にあるノードの位置を返します。

position 関数を使用することで、シーケンス内部にある特定ノードの位置を決定したり、位置を元にしたフィルタリングを行う
ことができるようになります。

position 関数の node パラメーターへアイテムを接続することで、コンテキストアイテムが定義されます（以下の例では
Person ノード）。

以下のマッピングでは、各部署 (Department) の従業員 (Person) に対して、（ソース XML にある要素の）位置番号
が追加されます。

位置番号は、各部署ならびに各オフィスごとにリセットされます。
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ポジション 関数は特定のノードをフィルターするために使用されます。 

ポジション関数はフィルターを使用して、ソースコンポーネント内に特定のポジションを持つ特定のノードをフィルターと共にマップ
することができます。 

フィルター "node/row" パラメーターとポジション "ノード" は、そのシーケンスの特定のポジションをフィルターアウトするために、
同じソースコンポーネントのアイテに接続されている必要があります。

このマッピングは以下を出力します:
各Department 内の第2番目のPerson 
Altova 内の各オフィス.
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フィルターされたシーケンス内のアイテムの位置を検索する:

フィルターコンポーネントはシーケンス関数ではないため、フィルターされたアイテムのポジションを検索する関数と共には
position 関数と共に直接使用することはできませんこれを行うには、"変数" コンポーネントを使用します。 

変数コンポーネントの結果は常にシーケンスです。例: シーケンスの作成のために使用することのできる区切られた値のリス
ト。

苗字 (Last) の頭文字が M より後(つまり N 以降）の文字で始まる Contact のデータがフィルタリングされ、
変数コンポーネントへ集められます。 
これらの Contact 情報が（変数コンポーネントから）ターゲットコンポーネントへ渡されます。
position 関数により、フィルタリングされた順にデータが番号付けされます。 
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replicate- item7.6.9.15

count 引数で指定された回数入力シーケンス内のアイテムを繰り返します。単一のアイテムを node/row 引数に接続
すると、 関数は、 N が count 引数の値である箇所の N アイテムを返します。 アイテムのシーケンスを node/row 引数
に接続すると、 1度に1つのアイテムを処理し、関数は、シーケンス内のそれぞれのアイテムを count 回繰り返します。 例:
count が 2 の場合、 シーケンス (1,2,3) は、 (1,1,2,2,3,3)を生成します。

各アイテムのために異なった count 値を与えることができる点に注意してください。各アイテムのために異なった値を与えるこ
とができることに注意してください。 例: 以下の構造を持つソース XML ファイルがあると仮定します :

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<SourceList xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="source.xsd">
   <person>
      <name>Michelle</name>
      <count>2</count>
   </person>
   <person>
      <name>Ted</name>
      <count>4</count>
   </person>
   <person>
      <name>Ann</name>
      <count>3</count>
   </person>
</SourceList>

replicate-item 関数を使用して、ターゲットコンポーネント内で何度も個人を異なった回数繰り返し使用することがで
きます。 これを達成するには、  replicate-item 関数の count 入力に各個人の <count> ノードを接続します:

出力は、以下のとおりです:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<TargetLists xsi:noNamespaceSchemaLocation="target.xsd"
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
   <TargetList>
      <TargetString>Michelle</TargetString>
      <TargetString>Michelle</TargetString>
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   </TargetList>
   <TargetList>
      <TargetString>Ted</TargetString>
      <TargetString>Ted</TargetString>
      <TargetString>Ted</TargetString>
      <TargetString>Ted</TargetString>
   </TargetList>
   <TargetList>
      <TargetString>Ann</TargetString>
      <TargetString>Ann</TargetString>
      <TargetString>Ann</TargetString>
   </TargetList>
</TargetLists>

replicate- sequence7.6.9.16

 入力シーケンス内の全てのアイテムを count 引数内で指定された回数複製します。 例: count が 2 の場合、シーケ
ンス (1,2,3) は (1,2,3,1,2,3) を作成します。

set- empty7.6.9.17

空のシーケンスを返します。 

skip- first- items7.6.9.18

X が "カウント" パラメーターにより提供される数量である、入力シーケンスの最初の "X" アイテム/ノードをスキップし、残りの
シーケンスを返します。 

substitute- missing7.6.9.19

この関数は exists と if-else 条件の組み合わせにより構成されます。XML ソースファイルにてノードが存在する場合、現
在のフィールドコンテンツがマッピングされ、それ以外の場合はマッピングされた "replace-with" パラメーターの内容が使用さ
れます。
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7.6.10 core | string functions

string 関数では、データの一部分を取得、文字列の検証、または文字列から必要な情報を検索する
といった、様々な種類のソースデータを処理する為の文字列関数を使用することができます。

char- from- code7.6.10.1

value により得られた整数値の Unicode 値を文字に変換した結果が返されます。

code- from- char7.6.10.2

value から得られた最初の文字を整数値の Unicode へ変換した結果が返されます。

concat7.6.10.3

 2 個以上の値を連結（追加）して、result のパラメーターから出力します。全ての入力値は自動的に文字列型へ変換さ
れます。

contains7.6.10.4

substring パラメーターから得られた値が、value パラメーターの値に含まれる場合、true を返します。
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normalize- space7.6.10.5

正規化された入力文字列が返されます。先頭と末尾にあるスペースが削除され、連続したスペースが 1 つのスペース文字に
置き換えられます。Unicode 文字の空白スペースには (U+0020) が使用されます。

starts- with7.6.10.6

string 入力パラメーターから得られた文字列が、 substr パラメーターから得られた文字列で始まる場合、true を返し、そ
れ以外の場合には false を返します。

string- length7.6.10.7

string パラメーターにて得られた文字列の文字数を返します。

substring7.6.10.8

string パラメーターから得られた文字列の一部分を返します。"start" パラメーターにより先頭文字の位置が指定さ
れ、"length" パラメーターにより、文字の長さが指定されます。 

length パラメーターが指定されていない場合、start パラメーターにより指定された位置から、string パラメーターにより得ら
れた文字列の最後までが返されます。インデックスは 1 から開始されます。

例： substring("56789",2,3) の結果は 678 となります。

substring- after7.6.10.9

"string"  パラメーターから得られた値の先頭から、substr パラメーターの値が、最初に出現するまでの箇所が削除されま
す。残りの文字列が関数の戻り値となります。substr が string 内で出現しなかった場合、空の文字列が返されます。
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例: substring-after("2009/01/04","/") の結果は、最初に出現する "/" より後の "01/04" となります。

substring- before7.6.10.10

"string"  パラメーターの先頭から、substr により指定された文字が出現するまでのフラグメントが返されます。substr が
string 内で出現しなかった場合、空の文字列が返されます。

例： substring-after("2009/01/04","/") の結果は、最初に出現する "/" より後の "01/04" となります。

tokenize7.6.10.11

input パラメーターから入力文字列を delimiter パラメーターにより定義されたセグメントのシーケンスに分割します。関数の
結果は更なる処理にて使用されます。

例： input の文字列が "A,B,C" で、delimiter から "," が与えられている場合、A B C がシーケンスとして出力されま
す。

サンプル

..\MapForceExamples フォルダーに収められている TokenizeString1.mfd では tokenize 関数の使用方法を
確認することができます。

XML ソースファイルを以下に示します。Tool 要素には Name と Code という2つの属性が含まれており、Tool 要素のコ
ンテンツにはコンマにより分けられたデータが与えられています。
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マッピングの動作：
tokenize 関数により、Tool 要素/アイテムからデータが与えられ、コンマ "," デリミタにより、入力パラメーターにて
与えられた文字列が分割されます（最初の要素は "XML editor" になります）。
result パラメーターがターゲットコンポーネントの Row アイテムへマッピングされているため、分割された各要素ごとに
新たな行が作成されます。
result パラメーターは left-trim 関数にもマッピングされており、各要素にある先頭の空白スペースが取り除かれま
す。
left-trim 関数の result パラメーターは、ターゲットコンポーネントの Feature アイテムへマッピングされます。
ターゲットコンポーネントとなっている出力ファイルは CSV ファイル (AltovaToolFeatures.csv) として定義されて
おり、各フィールドはセミコロンにより区切られます（コンポーネントをダブルクリックすることで設定を確認することができ
ます）。

マッピングの結果：
ソースファイルの各 Tool 要素のため行われます。
(Tool) 名がターゲットコンポーネント内の Tool アイテムにマップされます。
Tool コンテンツのトークン化された各チャンクが (Tool Name) Feature アイテムに追加さ
例: 最初のツールである XMLSpy には、分割された最初の要素である "XML editor" が加えられます。
このような動作が現在の Tool と全ての Tools に対して、繰り返されます。
出力タブをクリックすることで、以下にある結果を確認することができます。

tokenize- by- length7.6.10.12

input パラメーターから得られた文字列を length パラメーターにより定義されたセグメントのシーケンスに分割します。関数の
結果は更なる処理にて使用されます。
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例: input の文字列が "ABCDEF" で、length の値が 2 となっている場合、AB CD EF が出力されます。

サンプル

..\MapForceExamples フォルダーに収められている TokenizeString2.mfd にて、tokenize-by-length 関数
の使用方法を確認することができます。

tokenize 関数の例で使用したものと同じ XML ソースファイルを以下に示します。MissionKit 要素にも Edition と
ToolCodes という 2 つの属性が与えられていますが、要素のコンテンツは無い点に注目してください。

このマッピングの目的：
どの Altova 製品が、MissionKit の各エディションに含まれているかを表すリストを生成します。

マッピングの動作：
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SelectMissionKit 入力コンポーネントには定数コンポーネントからデフォルト値（この場合は "Enterprise XML
Developers"）が与えられます。
equal 関数により、入力値と Edition コンポーネントの値が比較され、その結果が ToolCodes フィルターの
bool パラメーターへ渡されます。
ToolCodes フィルターの node/row 入力がソースコンポーネントの ToolCodes アイテムから接続されていま
す。例えば Enterprise XML Developers エディションの値は XSMFSVDDSASW となります。 
XSMFSVDDSASW という値が on-true パラメーターから、tokenize-by-length 関数の input パラメー
ターへ渡されます。

tokenize-by-length 関数の動作：
ToolCodes から得られた XSMFSVDDSASW という入力値が、（length パラメーターに接続されている 2 と
いう値から） 2 文字ごとに複数の要素へ分割されます。従って合計 6 個の要素が生成されます。
各要素は equal 関数の b パラメーターへ渡され、ソースファイルの Code に記述されている 2 文字の Code 値
と比較されます（Code には合計９個のエントリー/アイテムが与えられています）。
比較の結果がフィルター (filter) の bool パラメーターへ渡されます。
tokenize-by-length 関数から得られた全ての要素がフィルター (filter) の node/row パラメーターへ渡されて
いる点に注意してください。

exists  関数により、フィルターコンポーネントの on-true パラメーターから得られた値が存在する/存在しないかが
チェックされます。 

 
存在するノードとは、Code の値と ToolCodes から得られた要素間でマッチするノードのことです。

存在しないノードとは Code の値にマッチする ToolCodes の要素間でマッチしなかったノードのことです。

exists 関数の結果は if-else 関数へ渡され、ノードが存在する場合には Y が、存在しない場合には N がター
ゲットへ渡されます。

マッピング結果を以下に示します：

tokenize- regexp7.6.10.13

input から得られた文字列を、文字列 (string) のシーケンスに変換します。pattern パラメーターにて得られた正規表現
のパターンにマッチする文字列がセパレーターとして使用されます。セパレーターとして使用された文字列は関数の出力に表
示されません。オプションの flags を使用することもできます。
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上に示される例では：
空白スペースとコンマで区切られた文字列 (a , b, c,d) が input パラメーターから与えられています。

pattern に接続されている正規表現は [ ,] ["space""comma"]）となっており、空白スペースとコンマのどちらか一方が
マッチする文字がセパレーターとして使用されます。

+ 文字を使用することで、「 1 つ以上の」連続した文字クラス/文字列の出現にマッチすることができます。

返される結果を以下に示します：

言語によって正規表現には細かな違いがある点に注意してください。C++ の Tokenize-regexp は Visual Studio
2008 SP1 以降でしか扱えない点に注意してください。

正規表現に関する更に詳しい情報については 正規表現のセクションを参照ください。

translate7.6.10.14

string1 （検索文字列）により得られた文字と同じ位置にある string2 （置き換え文字列）の内容を使って "value" パ
ラメーターの文字列を置き換えます。

string2 に対応する文字が無い場合、その文字は削除されることになります。

例:
入力文字列が "123145" で、
（検索文字列） string1 ： 15
（置換文字列） string2 ： xy

となっている場合、
value パラメーターから得られた文字列にある "1" が x に置き換えられ、
value パラメーターから得られた文字列にある "5" が y に置き換えられます。

結果として得られる文字列は x23x4y となります。
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string2 が空の場合（string1 よりも短い文字列の場合）、対応する文字列は削除されます。

例 2 ：  
value から得られた入力文字列が "aabaacbca" で、
（検索文字列） string1 は、  "a" です。
（置換文字列） string2 は、 "" （空の文字列） です。

結果として "bcbc" が得られます。

例 3 ：
入力文字列が "aabaacbca" で、

string1 は、 "ac" です。
string2 は、 "ca" です。

結果として "ccbccabac" が得られます。

7.6.11 xpath2 | accessors

XPath2 関数は XSLT2 または XQuery 言語が選択されている状態で利用することができます。

base- uri7.6.11.1

base-uri 関数はパラメーターにノードを受け取り、そのノードが含まれる XML リソースの URI を返します。出力の型は
xs:string になります。入力ノードが与えられていない場合、 MapForce によりエラーが表示されます。

node- name7.6.11.2

node-name 関数は入力パラメーターとしてノードを受け取り、その QName を返します。QName が文字列として表示
され、ノードにプレフィックスがある場合は prefix:localname 形式の入力を受け取り、ノードにプレフィックスが無い場合は、
localname 形式の入力が受け取られます。ノードの名前空間 URI を取得するには、（qname-に関連した functions
以下にある）namespace-URI-from-QName 関数を使用してください。

string7.6.11.3

string 関数は、 xs:string のように作動し、入力された値を xs:string 型に変換します。

入力が（例えば xs:decimal の）原子型である場合、原子型の値が xs:string 型の値に変換されます。入力パラ
メーターがノードの場合、ノードの文字列値が抽出されます（ノードの文字列値とはノードの子孫ノードから得られた値を連結
したものになります）。

7.6.12 xpath2 | anyURI functions

XPath2 関数は XSLT2 または XQuery 言語が選択されている状態で利用することができます。

resolve- uri7.6.12.1

revolve-uri 関数は最初のパラメーター (relative) として URI （データ型： xs:string）を受け取り、 2 番目のパラメータ
ー (base) から得られたベース URI （データ型： xs:string）に対して URI を解決します。
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結果 (データ型 xs:string) は結合された URI です。この方法で、相対 URI (最初の引数) は、ベース URI に対し
て解決されることで、絶対 URI に変換されます。

上のスクリーンショットでは、最初のパラメーターにより相対 URI が与えられ、 2 番目のパラメーターによりベース URI が与え
られます。解決された URI はベース URI と相対 URI が連結され、C:\PathToMyFile\MyFile.xml が得られます。

メモ: パラメーターは両方とも xs:string 型で、両方の入力を文字列として扱うことで処理は行われます。そのため、解決
された URI のリソースが実際に存在するかどうかはチェックされません。 2 番目のパラメーターが与えられていない場
合、 MapForce によりエラーが表示されます。

7.6.13 xpath2 | boolean functions

XPath2 関数は XSLT2 または XQuery 言語が選択されている状態で利用することができます。
boolean 関数として収められている true ならびに false 関数はパラメーターを受け取ること無く、boolean の定数値であ
る true と false をそれぞれ返します。定数の boolean 値が必要な場所で使用することができます。

false7.6.13.1

boolean 値の "false" を挿入します。

true7.6.13.2

boolean 値の "true" を挿入します。

7.6.14 xpath2 | constructors

XPath2 関数は XSLT2 または XQuery 言語が選択されている状態で利用することができます。

XPath 2.0 関数ライブラリの constructors 以下にある関数を使用することで、入力テキストから特定のデータ型を構築
することができます。通常、入力されたテキストは構築されるデータ型に対応した書式で記述されている必要があり、そうでな
い場合は変換に失敗します。

例えば、xs:date データ型を構築したい場合、constructors 以下にある xs:date 関数を使用します。入力テキストは
xs:date データ型の書式である YYYY-MM-DD の形式で記述されている必要があります（以下のスクリーンショットを参
照ください）。
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上のスクリーンショットでは、文字列定数 (2009-08-22) が関数への入力パラメーターとして使用されています。入力はソ
ースドキュメント内のノードからも得ることができます。

xs:date 関数により、xs:string 型で与えられた入力テキストを値とする（関数により指定されている） xs:date データ型が
出力されます。

関数ボックスの入力パラメーター上にマウスを移動させると、パラメーターのデータ型がポップアップで表示されます。

7.6.15 xpath2 | context functions

XPath2 関数は XSLT2 または XQuery 言語が選択されている状態で利用することができます。

Context 関数ライブラリには現在の日付や時刻、プロセッサーにより使用されているデフォルトの照合、現在のシーケンスの
大きさや現在のノードの位置といった情報を得るための関数が用意されています。

current- date7.6.15.1

システムクロックから得られた現在の日付 (xs:date) を返します。

current- dateTime7.6.15.2

システムクロックから得られた現在の日時 (xs:dateTime) を返します。

current- t ime7.6.15.3

システムクロックから得られた現在の時刻 (xs:time) を返します。

default- collation7.6.15.4

default-collation 関数は入力パラメーターを取らず、デフォルトの照合、つまり指定することができる関数に対して特定の
照合が指定されなかった場合に使用される照合を返します。

Altova XSLT 2.0 エンジンでは Unicode のコードポイント照合だけがサポートされます。fn:max や fn:min 関数といっ
た比較機能は、この照合をベースに行われます。

implicit- t imezone7.6.15.5

評価コンテキストからの "implicit timezone" プロパティの値を返します。

last7.6.15.6

last ならびに position 関数は入力パラメーターを取りません。last 関数により、コンテキストノードセット内の最後にあるノ
ードの場所が返されます。position 関数は、ノードセット内で現在処理されているノードの位置を返します。

関数が接続されているノードのコンテキストノードセットが、関数が適用されるノードセットとなります。以下にあるスクリーン
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ショットでは、language 要素が last ならびに position 関数のコンテキストノードセットとなります。

上の例では、last 関数によりコンテキストノードセット（Language 要素のノードセット）における最後のノード位置が、
number 属性の値へ返されます。この値はそのままノードセット内にあるノードの数となり、ノードセットの大きさを表す値にも
なります。

position 関数により、処理されている Language ノードの位置が返されます。各 Language 要素ノードに対して、
Language 要素のノードセット内における位置が language/@position 属性ノードへ出力されます。

core 関数にある position ならびに count 関数の使用が推奨されます。

7.6.16 xpath2 | durations, date and time functions

XPath2 関数は XSLT2 または XQuery 言語が選択されている状態で利用することができます。

XPath 2 duration, date, and time functions 内にある関数を使用することで、タイムゾーンの日時を調整したり、
date-time データから特定のコンポーネントを抽出、複数ある日時の値から期間を取得することができます。

'Adjust-to-Timezone' 関数
これら関数はそれぞれ date、time、または dateTime データ型の値を最初の入力パラメーターとして受け取り、 2 番目の
パラメーターから得られた値により、タイムゾーンの削除や編集を行います。

最初のパラメーターにタイムゾーン情報が含まれていない（例えば 2009-01 という日付や 14:00:00 という時刻）場合、
adjust-to-timezone 関数を使った以下のような場合が考えられます：

（2番目の入力パラメーターである）timezone パラメーターが与えられている場合、 2 番目のパラメーターから得られ
た値がタイムゾーンとして使用されます。 2 番目のパラメーターから得られたタイムゾーンが追加されます。
timezone パラメーターが与えられていない場合、システムのタイムゾーンである暗黙的なタイムゾーンが結果に含ま
れます。システムのタイムゾーンが含まれます。
timezone パラメーターが空の場合、結果にタイムゾーンは含まれません。

最初のパラメーターにタイムゾーン情報（例えば 2009-01-01+01:00 という日付や 14:00:00+01:00 という時刻）が含
まれている場合、adjust-to-timezone 関数を使った以下のような場合が考えられます：

（ 2 番目の入力パラメーターである）timezone パラメーターが与えられている場合、 2 番目のパラメーターから得ら
れた値がタイムゾーンとして使用されます。オリジナルのタイムゾーンが、 2 番目のパラメーターから得られたタイムゾー
ンに置き換えられます。
timezone パラメーターが与えられていない場合、システムのタイムゾーンである暗黙的なタイムゾーンが結果に含ま
れます。オリジナルのタイムゾーンがシステムのタイムゾーンに置き換えられます。
timezone パラメーターが空の場合、結果にタイムゾーンは含まれません。

'From' 関数
これら from 関数は、(i) 日付や時刻のデータ、または (ii) 期間を表すデータから特定のコンポーネントを抽出するのに使
用されます。xs:decimal データ型の結果が返されます。

日付または時刻のデータから、コンポーネントを抽出する例として、以下のスクリーンショットにあるようなマッピングを使用しま
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す。

入力パラメーターには xs:date 型の日付 (2009-01-01) が与えられています。day-from-date 関数により、
xs:decimal データ型の日付コンポーネントが抽出されます。

期間型のデータから時刻コンポーネントを抽出する場合、（年と月の抽出するには）期間を xs:yearMonthDuration また
は（日、時、分、秒の抽出には） xs:dayTimeDuration として指定する必要があります。xs:decimal 型の結果が得ら
れます。P2DT0H という xs:dayTimeDuration 型の入力を days-from-duration 関数へ与えているマッピング例を
以下のスクリーンショットに示します。結果は xs:decimal 型の 2 となります。

'Subtract' 関数
用意されている 3 個の subtraction 関数により、時間に関する値を他の値から差し引き、期間の値を得ることができま
す。subtract-dates、subtract-times、そして subtract-dateTimes という関数が用意されています。

subtract-dates 関数を使用することで、 2 つの日付を差し引いた期間（2009-10-22 - 2009-09-22）を求める例
を、以下のスクリーンショットにて示します。xs:dayTimeDuration 型の P30D が結果として得られます。

7.6.17 xpath2 | node functions

以下の node 関数が用意されています：

lang
lang 関数は（例えば en といった）言語コードが書かれた文字列を受け取ります。コンテキストノードに xml:lang 属性が
存在しており、属性値が関数のパラメーターで指定された値にマッチするかがチェックされ、true または false が返されます。



310 関数 関数ライブラリレファレンス

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

上のスクリーンショットについて、以下の点に注意してください：

1.  ソーススキーマ内にある Language 要素以下には、xml:lang 属性があります。 
2. Language 要素がフィルタリングされ、en という値を持った xml:lang 型の要素だけが処理されます（フィルタリング
を行うための条件は equal 関数により与えられます）。

3. Language ノードがコンテキストノードとなり、出力ドキュメントでは en 要素が作成されます。
4. lang 関数の出力（true または false）が、出力コンポーネントの en/@exists 属性へ渡されます。関数のパラメ
ーターには en という定数の文字列が与えられます。lang 関数により、コンテキストノード（Language 要素）に ｅ
ｎ という（関数のパラメーターから得られた）値を持った xml:lang 属性があるかどうかがチェクされます。もしそのような
属性値が存在する場合、true が返され、それ以外の場合は false が返されます。

local-name, name, namespace-uri
local-name、name、namespace-uri 関数により、それぞれローカル名、名前、そして入力ノードの名前空間 URI が
返されます。例えば、altova:Products というノードがある場合、Products がローカル名になり、名前が
altova:Products、そして名前空間 URI は、altova: というプレフィックスに対応した名前空間の URI （例： http://
www.altova.com/examples）となります。

これらの関数には、それぞれ 2 つの派生があります：

入力パラメーターを持たない場合： コンテキストノードに対して関数が適用されます（コンテキストノードのサンプルに
ついては、上にある lang 関数の例を参照ください）。
 node 入力パラメーターを持つ場合： 与えられたノードに対して関数が適用されます。 

これら関数の出力は string 型の文字列となります。

number
入力文字列を数値へ変換します。boolean 型の値も数値へ変換されます。

number 関数はノードを入力として受け取り、ノードを原子化（コンテンツの抽出）して、その値を数値へ変換し、変換され
た値を返します。変換することのできる値のデータ型は boolean、string、その他の数値型だけになります。数値型ではな
い値（例えば数値では無い文字列）が入力値の場合、NaN (Not a Number) という値が返されます。

number 関数には二種類あります：

 入力パラメーターを持たない場合： コンテキストノードに対して関数が適用されます（コンテキストノードのサンプルに
ついては、上にある lang 関数の例を参照ください）。 
node 入力パラメーターを持つ場合： 与えられたノードに対して関数が適用されます。
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7.6.18 xpath2 | numeric functions

以下の numeric 関数が用意されています：

abs
abs 関数は数値型の値を受け取り、その値の絶対値を返します。例えば、入力パラメーターから -2 または +2 が与えられ
た場合、2 という値が返されます。

round-half-to-even
round-half-to-even 関数により、（最初のパラメーターから）与えられた値を（ 2 番目のパラメーターから与えられた）オプ
ションの数値精度で四捨五入します。例えば、最初のパラメーターに 2.141567 という値が与えられており、 2 番目パラメ
ーターに 3 という数値が与えられている場合、最初のパラメーター値が小数点第 3 位で四捨五入され、2.141 が返されま
す。精度（ 2 番目パラメーター）が指定されていない場合、精度に 0 が指定され、与えられた値は整数 (integer) になり
ます。

関数に 'even' という名前が付けられている通り、値がちょうど中間に位置している場合、偶数が採用されます。例えば、
round-half-to-even(3.475, 2) は 3.48 という値を返します。

7.6.19 xpath2 | qname- related functions

QName に関連した関数には、local-name-from-QName と namespace-uri-from-QName という関数が用意
されています。

関数は両方とも（文字列形式の）拡張 QName を入力パラメーターとして受け取り、拡張 QName のローカル名と名前
空間 URI がそれぞれ返されます。

両方の関数において入力は文字列として処理されるため、これらの関数の入力パラメーターに対して、ノードを直接接続す
ることはできない点に注意してください。

ノードを node-name 関数へまず接続し、拡張 QName の出力を得ます。node-name 関数の出力から得られた拡
張 QName を、これら関数の入力パラメーターへ与えます（以下のスクリーンショットを参照ください）。

これら関数の出力結果はいずれも文字列型になります。

7.6.20 xpath2 | string functions

以下にある XPath string 関数が用意されています：

compare
compre 関数は、入力パラメーターから与えられた 2 つの値がアルファベットとして同一の値かを比較します。string1 の値
がアルファベットとして string2 のそれよりも小さい場合（例えば A と B という文字列が与えられた場合）、-1 という値が関
数から返されます。 2 つの文字列が同一の場合（例えば A と A）、0 が返されます。string1 の値が string2 よりも大き
い場合（例えば B と A）、+1 が返されます。
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この関数の派生型を使用すると、文字列の比較に照合 (collation) を使用することができます。collation パラメーターに
値が接続されていない場合、デフォルトの照合である Unicode のコードポイント照合が使用されます。Altova エンジンで
は Ｕｎｉｃｏｄｅ コードポイント照合だけが利用可能です。

ends-with
ends-with 関数は、string の終端が substring と等しいかをチェックして、等しい場合は true を、そうでない場合は
false を返します。

この関数の派生型を使用すると、文字列の比較に照合 (collation) を使用することができます。collation パラメーターに
値が接続されていない場合、デフォルトの照合である Unicode のコードポイント照合が使用されます。Altova エンジンで
は Ｕｎｉｃｏｄｅ コードポイント照合だけが利用可能です。  

escape-uri
escape-uri 関数は、URI を最初の文字列の引数を入力として取り、文字列に対しての RFC 2396 の URI エスケ
ープ規約に適用します。 URI 内で予約済みの文字がエスケープされる場合、第2　のブール引数 (escape-
reserved) は true()に設定されます。 (例 "+" または "/")。

例:

escape-uri("My A+B.doc", true()) would give My%20A%2B.doc
escape-uri("My A+B.doc", false()) would give My%20A+B.doc

lower-case
matches 関数により、（input パラメーターにより）与えられた文字列が、（pattern パラメーターから得られる）正規表現に
マッチするかがチェックされます。正規表現の構文は、XML スキーマの pattern ファセットにて定義する必要があります。文
字列が正規表現にマッチすれば true が返され、それ以外の場合は false が返されます。

matches
matches 関数により、（input パラメーターにより）与えられた文字列が、（pattern パラメーターから得られる）正規表現に
マッチするかがチェックされます。正規表現の構文は、XML スキーマの pattern ファセットにて定義する必要があります。文
字列が正規表現にマッチすれば true が返され、それ以外の場合は false が返されます。

オプションの flags パラメーターを関数に与えることもできます。 4 つのフラグ (i、m、s、x) を指定することができます。例えば
imx のように、複数のフラグを使用することもできます。フラグが使用されていない場合、 4 つのフラグのデフォルト値が使用さ
れます。

4種類あるフラグの説明を以下に示します：

i 大文字と小文字の違いを無視します。デフォルトでは大文字と小文字は異なるものとして扱
われます。

m 複数行モードを使用して、改行文字 (0xa) により複数行に分けられている入力文字列を、
1 つの文字列として扱います。メタ文字の ̂ と $ が、それぞれ行頭と行末を表します。デフォ
ルトは文字列モードになっており、個々の文字列が ̂ から始まり $ で終わります。

s ドット (.) の適用範囲が拡張されます。メタ文字のドット "." はデフォルトで改行文字を除く
全ての文字にマッチしますが、このオプションにより、改行文字もマッチするようになります

x 空白スペースを無視します。デフォルトでは、空白スペースは無視されません。
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normalize-unicode
normalize-unicode 関数を使用することで、string パラメーターから得られた入力文字列を、normalizationForm パ
ラメーターから得られたルールに従うかたちで正規化します。正規化のフォームとして NFC、NFD、NFKC、そして NFKD
がサポートされています。

replace
replace 関数では、input パラメーターから得られた文字列に対して、pattern パラメーターで指定された正規表現を適用
し、マッチした箇所を replacement パラメーターの値により置き換えます。

マッチングに使用されるルールについては、上にある matches 関数の記述を参照ください。この関数にはオプションとして
flag パラメーターを与えることもできます。flag にて指定できる内容については、 matches 関数の記述を参照ください。

starts-with
stars-with 関数は、string の始端が substring と等しいかをチェックして、等しい場合は true を、そうでない場合は
false を返します。

この関数の派生型を使用すると、文字列の比較に照合 (collation) を使用することができます。collation パラメーターに
値が接続されていない場合、デフォルトの照合である Unicode のコードポイント照合が使用されます。Altova エンジンで
は Ｕｎｉｃｏｄｅ コードポイント照合だけが利用可能です。

substring-after
substring-after 関数では、（ 2 番目のパラメーターである）arg2 にて得られた値が（最初のパラメーターである）arg1 か
ら得られた文字列に対してマッチされ、マッチした部分より後ろの文字列が返されます。オプションである 3 番目のパラメータ
ーを使用することで、文字列の比較に使用する照合を指定することができます。collation パラメーターに値が接続されてい
ない場合、デフォルトの照合である Unicode のコードポイント照合が使用されます。Altova エンジンでは Ｕｎｉｃｏｄｅ コード
ポイント照合だけが利用可能です。

substring-before
substring-before 関数では、（ 2 番目のパラメーターである）arg2 にて得られた値が、（最初のパラメーターである）
arg1 から得られた文字列に対してマッチされ、マッチした部分までの文字列が返されます。オプションである 3 番目のパラメ
ーターを使用することで、文字列の比較に使用する照合を指定することができます。collation パラメーターに値が接続され
ていない場合、デフォルトの照合である Unicode のコードポイント照合が使用されます。Altova エンジンでは Unicode
コードポイント照合だけが利用可能です。

upper-case
upper-case 関数は、入力パラメーターから受け取った文字列の中にある小文字を、大文字に変換します。

7.6.21 xslt | xpath functions

xpath functions ライブラリに収められている関数は、XPath 1.0 ノードセットの関数です。各関数は、ノードやノードセッ
トをコンテキストとして受け取り、そのノードやノードセットに関する情報を返します。これらの関数は、通常以下のような要素
を備えています：

コンテキストノード： 以下のスクリーンショットでは、ソーススキーマにある Language 要素が lang 関数のコンテキス
トノードとして与えられています。
入力パラメーター： 以下のスクリーンショットでは、文字列定数の en が lang 関数の入力パラメーターとして与えら
れています。last ならびに position 関数は入力パラメーターを取りません。
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lang
lang 関数は（例えば en といった）言語コードが書かれた文字列を受け取ります。コンテキストノードに xml:lang 属性が
存在しており、属性値が関数のパラメーターで指定された値にマッチするかがチェックされ、true または false が返されます。
上のスクリーンショットにおいて、以下の点に注目してください：

1.  ソーススキーマにある Language 要素には xml:lang 属性が含まれています。 
2. Language ノードはフィルタリングされており、en という値の xml:lang 属性を持った Language ノードだけが
処理されます（フィルタリングの条件が equal 関数により与えられます）。

3.  Language ノードがコンテキストノードとなり、出力ドキュメントにて en 要素が作成されます。 
4. lang 関数の出力（true または false）が出力ファイルの en/@exists 属性ノードへ渡されます。定数の en が
関数のパラメーターへ渡されています。lang 関数はコンテキストノード（Language 要素）に xml:lang 属性があ
り、その値が（関数のパラメーターにより与えられた）en であるかチェックして、そうである場合は true を、そうでない
場合は false を返します。

last, position
last ならびに position 関数は入力パラメーターを受け取りません。last 関数では、コンテキストノードセット内にある最後の
ノードの位置が返されます。position 関数により、処理中のノードセット内にある現在のノード位置が返されます。

関数が接続されているノードにあるコンテキストノードセットは、関数が適用されるノードセットとなります。以下のスクリーン
ショットにおいて、last 関数のコンテキストノードセットは Language 要素になります。

上の例では last 関数により、コンテキストノードセット（Language 要素のノードセット）にある最後のノードの位置が、
number 属性の値へ返されます。この関数はノードセット内にあるノードの数を返すため、ノードセットの大きさを示す値が
返されます。

position 関数は、Language ノードにおいて現在処理されているノードの位置を返します。Language 要素のノード
セット内にて処理されているノードの位置が language/@position 属性ノードへ返されます。

name, local-name, namespace-uri
これらの関数は同じように使用され、それぞれ入力ノードの名前、ローカル名、名前空間 URI を返します。以下にあるスク
リーンショットにて、これら関数の使用方法を確認することができます。コンテキストノードが指定されていない点に注目してく
ださい。
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name 関数は、Language ノードの名前を language/@elementname 属性に対して返しています。これら関数のパ
ラメーターが、（単一のノードではなく）ノードセットの場合、そのノードセットにある最初のノードの名前（またはローカル名や名
前空間 URI）が返されます。

name 関数は、ノードの QName を返します。local-name 関数により、ノード QName のローカル名部分が返されま
す。例えば、ノードの QName が altova:MyNode となっている場合、MyNode がローカル名になります。

名前空間 URI とは、ノードが属している名前空間の URI のことです。例えば以下のような方法で、altova: というプレ
フィックスを、名前空間 URI へマッピングすることができます： xmlns:altova="http://www.altova.com/
namespaces"。

メモ: その他の XPath 1.0 関数を core 関数 ライブラリ以下で確認することもできます。

7.6.22 xslt | xslt functions

xslt functions ライブラリ内には、以下に記される XSLT 1.0 関数が収められています。

currrent7.6.22.1

current 関数は入力パラメーターを取らず、現在のノードを返します。

document7.6.22.2

document 関数により、uri パラメーターに接続した外部 XML ドキュメントを開くことができます（以下のスクリーンショットを
参照）。uri パラメーターで与えられた URI が相対 URI の場合、URI を解決するためのベース URI を、オプションの
nodeset パラメーターから指定することができます。関数の結果は、出力ドキュメント内にあるノードへ返されます。

uri パラメーターに与えられる文字列は絶対ファイルパスでなければならない点に注意してください。

element- available7.6.22.3

element-available 関数により、入力された要素が XSLT の処理系によりサポートされているかチェックすることができま
す。
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パラメーターは QName として評価されます。そのため、XSLT 要素には xsl: プレフィックスを、XML スキーマ要素には xs:
プレフィクスを付与する必要があります。マッピングで生成される XSLT 内で使用される名前空間にこれらのプレフィックスが
対応しています。

関数からは ブール値が返されます。

function- available7.6.22.4

function-available 関数は element-available 関数と同様に、パラメーターにより与えられた名前の関数が、XSLT
の処理系によりサポートされているかチェックするために使用することができます。 

入力文字列は QName として評価されます。関数からはブール値が返されます。

generate- id7.6.22.5

generate-id 関数を使用することで、オプションの入力パラメーターにより与えられたノードセット内における最初のノードを
識別するユニークな文字列が生成されます。

入力パラメーターが与えられない場合、コンテキストノード上の ID が生成されます。出力ドキュメントにある任意のノードに
対して出力結果を接続することができます。

system- property7.6.22.6

system-property 関数からは XSLT 処理系（システム）のプロパティが返されます。XSLT の処理系には XSLT 名前
空間として書かれたシステムプロパティを指定する必要があります。名前空間は xsl:version、xsl:vendor、そして
xsl:vendor-url となります。

入力された文字列は QName として評価されるため、XSLT スタイルシート内で XSLT 名前空間に関連付けられている
xsl:prefix を使用する必要があります。

unparsed- enity- uri7.6.22.7

DTD を使用している場合、パースされていないエンティティを宣言することができます。パースされていないエンティティ（例えば
画像イメージ）は、そのエンティティがある場所を指し示す URI を持つことになります。



(C) 2017 Altova GmbH

関数ライブラリレファレンス 317関数

Altova MapForce 2017 Basic Edition

関数への入力文字列は DTD 内部にて宣言された（パースされていない）エンティティーにマッチする必要があります。パース
されていないエンティティの URI が関数により返され、出力ドキュメント内にあるノード（例えば href ノード）へ接続することが
できます。





Chapter 8
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8 MapForce とマッピングの自動化

このセクションは、のコマンドラインインターフェイスおよびRaptorXML Serverを使用してマッピングを自動化する方法につい
て説明します。 
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8.1 RaptorXML Server を使用して自動化する

RaptorXML Server (今後は、略して RaptorXML) は、Altova 第3世代の超高速な XML と XBRL のためのプロ
セッサーです。最新の標準とパラレル コンピューティング環境のために最適化されています。クロスプラットフォームに対応可能
で、エンジンは今日のマルチコアコンピューティングを有効に利用し、 XML と XBRL データの高速処理を提供します。

RaptorXML には、 Altova ダウンロードからダウンロードしてインストールすることのできる複数のエディションがあります:

RaptorXML Server は、 XML、XML スキーマ、XSLT、XPath、XQuery、などへのサポートを搭載した高
速な XML 処理エンジンです。このエディションは、 FlowForce Server インストールパッケージの一部です。
RaptorXML+XBRL Server は、XBRL の一連の標準を処理および検証する追加機能を使用して、
RaptorXML Server の全ての機能をサポートします。 

制約事項:

XML 署名はサポートされていません
COM インターフェイスを介してグローバルリソースはサポートされていません
ODBC と ADO データベース接続は Windows のみでサポートされています。 他のオペレーティングシステムで
は、JDBC を使用する必要があります。 

XSLT 1.0 または 2.0、 でコード生成するには、MapForce は、生成の際に選択する出力フォルダーに保存される 
DoTransform.bat と呼ばれるバッチファイルを作成します。バッチファイルの実行は、 RaptorXML Server を呼び出
し、サーバー上で XSLT/XQuery 変換を実行します。

サーバー上の他の出力のために、 MapForce マッピングを実行または自動化するには、 Altova MapForce Server と
FlowForce Serverを参照してください。

メモ: 内蔵のエンジンを使用して、XSLT コードをプレビューすることができます。

http://www.altova.com/download-trial-server.html
http://manual.altova.com/MapForceServer/mapforceserver/
http://manual.altova.com/FlowForceServer/
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8.2 MapForce コマンドラインインターフェイス

一般的なコマンドライン構文:

MapForce.exe filename [ /target [ outputdir ] オプション

角かっこ [...] 任意のパラメーターを表します。
中かっこ {...} 複数の選択肢を含むパラメータのグループを表します。
パイプ シンボル | は、 OR を表します。例: /XSLT または /JAVA

コマンドラインの実行に成功した場合、MapForce.exe は終了コード 0  を返します。 他の値は失敗を意味しま
す。 バッチファイル内の IF ERRORLEVEL コマンドを使用してこのコードをチェックすることができます。

filename
ロードする MFD または MFP ファイル。 パスまたは、ファイル名にスペースが含まれると、 パス/ファイ
ル名を引用符で囲んでください。すなわち、 "c:\ Program Files\ ...\ Filename"

target

/XSLT XSLT 1.0 コードを生成しま
す

/XSLT2 XSLT 2.0 コードを生成しま
す

/ GLOBALRESOURCEFILE
globalresourcefilename

指定されたグローバルリソースファイル内で定義さ
れたグローバルリソースを使用します

/ GLOBALRESOURCECONFIG
configurationname

指定されたグローバルリソースの構成を使用しま
す

outputdir
outputdir 内に生成されたマッピングコードが置かれるディレクトリは任意です。 出力パスが与えられない場合、作業/現在
のディレクトリが使用されます。 指定されていない場合、 相対的なファイル名 は、 作業中/現在の ディレクトリに対して相
対的です。 相対的とはドライブの文字から始まる全部のパスではないファイル名が与えられていることを意味します)。 

オプション
複数のオプションの指定:

/LOG logfilename logfilename と呼ばれるログファイルを生成します。
Logfilename はフルパス名であることができます。 すなわち、 ログ
ファイルのディレクトリとファイル名です。しかし、フルパスが与えられる
場合、ディレクトリはログファイルを生成するために存在しなければな
りません。

ファイル名を指定すると、ファイルは /outputdir ディレクトリに置かれ
ます。

例:

MapForce.exe filename は、 MapForce を開始し、 filename により定義されたファイルを開きます。

I) すべての XSLT ファイル ログファイルを出力します。
MapForce.exe filename /XSLT outputdir /LOG logfilename 
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II) すべての XSLT ファイルを生成し、指定された構成のためのグローバルリソースファイルの全てのグローバルリソースを使用
します。 

Mapforce.exe filename /XSLT outputdir / GLOBALRESOURCEFILE
globalresourcefilename / GLOBALRESOURCECONFIG configurationname

コマンドラインを実行すると、複数のファイルが作成されます:

生成された XSLT ファイル
XML ファイルを変換するために RaptorXML Server を使用する DoTransform.bat と呼ばれるバッチファイ
ル。
コマンドライン内で指定されているログファイル。

生成されたXSLT  を使用して XML ファイルを変換する :
1. RaptorXML Server エンジンを RaptorXML ダウンロードページからダウンロードしてインストールします。
2. 既に指定された出力フォルダー内にある DoTransform.bat バッチファイル を実行します。
これにより現在のフォルダーに出力ファイルを生成します。

メモ: 
RaptorXML がインストールされている場所を環境変数の変数パスに追加する必要があるかもしれません。

http://www.altova.com/development_edition.html
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9 Map のカスタム化

このセクションでは Altova グローバルリソースとの作業、  およびカタログファイルとの作業方法について説明します。
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9.1 MapForce オプションの変更

MapForce 内の一般および他の優先順位を変更する方法は、以下の通りです:

「ツール」 メニューから 「オプション」をクリックします。

使用することのできるオプションは、以下に表示されているとおりです。

ライブラリ

MapForce にカスタム関数 ライブラリを追加または削除するには以下を参照してください ( カスタム XSLT 1.0
または 2.0 関数のインポート)。

全般

MapForce の開始時にロゴを表示する、または、非表示にするかを指定します。
マッピング ペイン内の背景のグラデーションでの表示を有効化または無効化します。
注釈の表示... は、注釈をサポートするコンポーネントに適用されます(例えば、XML スキーマ、 EDI)。 注釈のテ
キストが複数の行を含む場合、このオプションを有効化することにより、コンポーネントの最初の N 行のみが表示され
ます。 N は指定される値です。この設定はコンポーネント内で表示される SELECT ステートメントにも適用されま
す。 
新しいコンポーネントのためのデフォルトの文字エンコードを定義します。 この設定は各コンポーネントのために個別に
変更されることもできます ( コンポーネントの設定の変更 を参照)。
出力ペイン内でマッピングの結果をプレビューする際の実行のタイムアウトを定義します。
出六ペイン内でマッピングの結果をプレビューする際、(デフォルトのオプションである)マッピングの出力が一時的ファイ
ルに書き込まれるか、または、最終ファイルに直接書き込まれるかを指定します。

警告: "最終出力ファイルに直接書き込む" オプションが有効化されている場合、確認を必要とすることなく、出力
ファイルは上書きされます。

大きな XML とテキストファイルを生成するマッピングをプレビューする場合、出力ペイン内のテキストの表示の最大
値を指定します ( 出力のプレビュー を参照)。

編集

マウスでドラッグする際にコンポーネントまたは関数が他のコンポーネントと共に整列するかを指定します ( コンポーネ
ントの整列 を参照)。
有効化されると、 スマートコンポーネントの削除 オプションは、削除された接続を "記憶" します ( コンポーネント
の削除後、接続を保持する を参照)。

メッセージ

"このメッセージを表示しない" オプションにより以前に無効化されたメッセージの通知を再有効化します。
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9.2 Altova グローバルリソース

グローバルリソースは Altova 製品間において生産性を向上させるための機能で、現在以下の Altova 製品にて提供され
ています：: XMLSpy、 MapForce、StyleVision、 DatabaseSpy。Altova MissionKit を使用中のユーザーも、
該当する製品でこの機能へアクセスすることができます。

一般的な利用方法:
データ処理を行う様々な Altova アプリケーションを使用するワークフローの定義
あるアプリケーションから別のアプリケーションを呼び出し、データ処理を行ったあと、元のアプリケーションへデータを戻す
といった作業
入出力データ、ファイル 　の場所をグローバルリソースとして定義
ランタイムにおいてグローバルリソースを切り替えることで、開発リソースとデプロイリソースを切り替え
 品質管理の試験における「もしも」シナリオ 

グローバルリソースの定義ファイルは GlobalResources.xml で、C:\Documents and Settings\UserName\My
Documents\Altova\ 以下に収められています。これはグローバルリソースを使用する全ての Altova アプリケーションで共
通したデフォルトの場所となります。そのため、グローバルリソースに対して行われた変更は、自動的に他のアプリケーションで
も利用可能になります。ファイル名や位置を変更することもできます。詳細については グローバルリソース - プロパティ を参照
ください。

一般的なメカニズム:
グローバルリソースはアプリケーション内部にて 定義され 、自動的に保存されます。
グローバルリソースはコンポーネントに対して割り当てられ 、内部のデータを動的に扱うことができます。
グローバルリソースはアプリケーション内部にて呼び出され 、ランタイムにてリソースの切り替えを行うことができます。

このセクションでは ...\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーに収められている既存のマッピングにてグローバルリソー
スを定義ならびに使用する方法を説明します。

グローバルリソースツールバーを利用可能にする：
メニューオプションの「ツール | カスタマイズ」を選択し、ツールバータブをクリックした後、グローバルリソースの管理のチェックボッ
クスにチェックを入れます。この操作によりグローバルリソースツールバーが表示されます。

コンボボックスによりグローバルリソースの切り替えを行うことができます。"Default" エントリーは常に選択することができます。
グローバルリソースアイコン  をクリック（または「ツール | グローバルリソース」を選択）することで、グローバルリソースダイアロ
グボックスが表示されます。

9.2.1 グローバルリソース - ファイル

 MapForce のグローバルリソースでは：
XML、XML スキーマ、  ファイルといった、任意の入力/出力コンポーネントファイルをグローバルリソースとして定義す
ることができます。

このセクションの目的:
ソースコンポーネント入力ファイル mf-ExpReport をグローバルリソースとして定義する
ランタイムにて入力データとなる 2 つの XML ファイルを切り替え、出力プレビュータブに表示される XML 出力を
確認する。

このセクションでは ...\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーに収められている Tut-ExpReport.mfd ファ
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イルを使用します。 

グローバルリソースの定義 / 追加9.2.1.1

グローバルリソースファイルの定義 / 追加:
1. グローバルリソースアイコン  をクリックして、ダイアログボックスを開きます。

これがグローバルリソースが空の状態です。
2. 「追加」 ボタンをクリックして、ポップアップからファイルを選択します。
3. リソースエイリアスの名前（例： MultiInput）を入力します。
4. フォルダーを開くアイコンをクリックし、Default （デフォルト）の入力ファイルとなる XML ファイル（例： mf-

ExpReport.xml）を選択します。

5. 構成グループにある追加ボタン   をクリックして、現在のエイリアスに対して新たな構成を追加します。構成のコピ
ーアイコン を使用することで選択された構成をコピーして、新しい名前で保存することもできます。
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6. 構成の名前（例えば Multi2nd ）を入力し、「OK」 をクリックすることで確定します。
Multi2nd が構成リストに追加されます。

7. フォルダーを開くアイコンを再びクリックし、Multi2nd 構成にて入力ファイルとなる XML ファイル（例：mf-
ExpReport2.xml）を選択します。

8. 「OK」  をクリックしてリソースの定義を完了します。
MultiInput エイリアスがグローバルリソースのファイルセクションに追加されました。
マウスカーソルをエイリアスエントリーへマウスオーバーすることとで、その定義がツールチップにて表示されます。

9. 「OK」  をクリックして確定します。
この操作によりグローバルリソースの定義が完了します。次のステップでは、  グローバルリソースの割り当て について
説明します。

グローバルリソースの割り当て9.2.1.2

グローバルリソースをコンポーネントへ割り当てる
グローバルリソースが定義できたので、グローバルリソースをコンポーネントへ割り当てます。つまり、mf-ExpReport.xml ファ
イルがマッピングのソースファイルとして使用されます。

1. mf-ExpReport コンポーネントをダブルクリックして入力 XML ファイルフィールドの隣にある参照ボタンをクリックし
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ます。

この操作により、「入力 XML インスタンスファイルを選択」ダイアログボックスが表示されます。
2. ダイアログボックスの下部にあるグローバルリソースにスイッチボタンをクリックします。

3. 割り当てを行うリソース（この場合は MultiInput ）を選択して、開くをクリックします。

メモ: コンポーネントの入力 XML ファイルフィールドに、リソースに対する参照 altova://file_resource/
MultiInput が表示されます

 

4. 「OK」  をクリックして、コンポーネントに対するリソースの割り当てを完了します。
次のステップでは、 グローバルリソースの使用 / アクティベートを行います。



332 Map のカスタム化 Altova グローバルリソース��

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

グローバルリソースの使用 / アクティベート9.2.1.3

グローバルリソースの使用 / アクティベート
これまでの操作により、Default 構成に対して定義された MultiInput エイリアスがアクティブになっています。これはグロー
バルリソースアイコンバーの表示が "Default" となっていることで確認することができます。

1. 出力タブをクリックして、マッピングの結果を確認します。

2. マッピングタブをクリックして、マッピングビューへ戻ります。
3. グローバルリソースコンボボックスをクリックして、コンボボックスから multi2nd を選択します。

4. 出力タブをクリックして、新たな結果を確認します。
グローバルリソースコンボボックスをクリックして、コンボボックスから multi2nd を選択します。

メモ:
現在アクティブになっているグローバルリソース（グローバルリソースツールバーにある Multi2nd）により、マッピング
結果が決定されます。コードの生成を行った場合でも同様のことが起こります。
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9.2.2 グローバルリソース - フォルダー

フォルダーをグローバルリソースとして定義することも可能で、例えば開発用とリリース用といった異なるフォルダーに含まれてい
るファイルを参照するよう、入力コンポーネントを定義することができます。

MapForce では XSLT やその他のプログラムコードを生成する場合、ターゲットとなるフォルダーを指定するよう毎回促され
るため、出力コンポーネントに対するフォルダーの定義はそこまで有効ではありません。

このセクションでは ...\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーに収められている global-フォルダー。mfd ファイルを
使用します

グローバルリソースフォルダーの定義/追加

1. グローバルリソースアイコン  をクリックして、ダイアログボックスを開きます。
2. 「追加」 ボタンをクリックして、ポップアップからフォルダーを選択します。
3. リソースエイリアスの名前（例： Dev_Release）を入力します。
4. フォルダーを開くアイコンをクリックし、"Default" の入力フォルダーとなる ..\MapForceExamples を選択します。

5. 構成グループの追加ボタン  をクリックして、現在のエイリアスに対して新たな構成の名前を入力（例：
Release）して追加します。構成のコピーアイコン glob-copyic を使用することで選択された構成をコピーして、
新しい名前にて保存することができます。

6. フォルダーを開くアイコンをクリックし、"Release" の入力フォルダーとなる ..\MapForceExamples\Tutorial を選
択します。

7. 「OK」  をクリックして、グローバルフォルダーの定義を完了します。

グローバルリソースフォルダーの割り当て
1. ExpReport コンポーネントをダブルクリックして、入力 XML ファイルフィールドの隣にある参照ボタンをクリックし
ます
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この操作により、XML インスタンスファイルを選択ダイアログボックスが表示されます
2. ダイアログボックス下部にあるグローバルリソースにスイッチボタンをクリックします。

3. 割り当てを行うリソース（この場合では Dev_Release）をクリックして、「OK」をクリックします。

「ファイルを開く」ダイアログボックスが表示されます。
4. 両方のフォルダーにある、開発ならびにリソース用のリソースファイルとして使用することができるファイル（例えば

ExpReport.xml）を選択して、「OK」をクリックすることでリソースフォルダーの割り当てを完了します。

内容は違うものの、名前は同じファイルが両方のフォルダーに収められていることを確認してください。
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ランタイムにてリソースフォルダーを変更する:
1. 出力タブをクリックして、変換の結果を確認します。 

Default 構成のフォルダー .../MapforceExamples によりこの出力が作成されていることに注目してください。

2. マッピングタブをクリックしてマッピングウィンドウへ戻ります。
3. グローバルリソースコンボボックスをクリックして、"Relesae" エントリーを選択します。
4. 出力ボタンをクリックして、リリースグローバルリソースを使用し結果を確認します。

Release 構成のフォルダー .../MapforceExamples/Tutorial のデータによる出力が表示されます。

9.2.3 グローバルリソース - アプリケーションワークフロー

このセクションでは、 2 つの Altova アプリケーション間におけるワークフローを作成します。ワークフローでは XMLSpy から
MapForce が起動され、生成された XML ファイル出力を XMLSpy へ戻すことで、更なる処理を行います。

このマッピングでは 2 つの出力コンポーネントが使用され、経費報告入力ファイルの旅費に関するファイルと、それ以外の費
用に関するファイルと言うかたちでフィルタリングされた、 2 つの出力が作成されます。このセクションでは ...
\MapForceExamples\Tutorial\ フォルダーに収められている Tut-ExpReport-multi.mfd マッピングファイルが使用
されます。
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1. グローバルリソースアイコン  をクリックして、ダイアログボックスを表示します。
2. 追加ボタンをクリックして、ポップアップからファイルを選択します。
3. リソースエイリアスの名前（例えば MultiOutput2Spy）を入力します。
4. 「 MapForce   変換の結果」ラジオボタンをクリックした後、ファイルを開くアイコンをクリックします。 
5. Tut-ExpReport-multi.mfd マッピングを選択します。

MapForce によりマッピングの解析が行われ、入力ならびに出力ファイルが別々のリストボックスにて表示されます。
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6. 出力セクションにある一番上のラジオボタンを選択します（選択されていない場合）。
出力ファイル名は ExpReport-Target.xml で、現在 Default の構成を定義しているということに注意してく
ださい.

7.  アイコンをクリックして、出力ファイルの新しい場所を定義します。ポップアップメニューから参照... を選択します
（例： C:\Temp）。

 

8. 新たな出力場所（例えば C:\Temp）を入力して、保存ボタンをクリックします。コンポーネント設定とは異なる場所
も指定することができます。

9. ダイアログボックスの構成グループにある追加ボタン   をクリックして、リソースエイリアスに新たな構成を追加しま
す。 

10. 構成の名前（例えば Output2）を入力し、ファイルを開くアイコンをクリックした後、Tut-ExpReport-
multi.mfd を選択します。 

11.出力リストボックスにある2番目のラジオボタンを選択します。出力ファイル名が SecondXML.xml となっているこ
とに注目してください。
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12.名前を付けて保存アイコン  をクリックして、出力ファイルの新たな場所（例えば C:\Temp）をポップアップメニュー
から定義します。

メモ: ポップアップにて「別のグローバルリソースを参照」を選択すると、 MapForce 出力をグローバルリソースとし
て保存することができます。つまり、マッピングの出力として作成されるファイルに対して、グローバルリソースの参照が
行われます。

13.「OK」 をクリックしてグローバルリソースを保存します。

新しいリソースエイリアスの MultiOutput2Spy がグローバルリソースの定義ファイルへ追加されます。

14.「OK」 をクリックして定義を完了します。
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アプリケーションワークフローの起動9.2.3.1

このセクションでは XMLSpy におけるグローバルリソースの使用方法と、MapForce の変換結果が返ってくるまでを説明し
ます。

1. Start XMLSpy を起動して、MapForce が動作している場合は、（これらのアプリケーションがどのように動作す
るのか確認するため）MapForce を終了します。

2.  XMLSpy にてメニューオプションの 「ツール | グローバルリソース」 を選択します。
3. MultiOutput2Spy エントリーを選択してビューボタンをクリックします

MapForce が変換を行なっているというメッセージボックスが表示され、変換結果がテキストビューウィンドウにて表
示されます。

メモ:
現在選択されている構成は "Default" です。
リソースエイリアスの名前が、アプリケーションタイトルバーに表示されます： altova://file_resource/
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MultiOutput2Spy
出力ファイルが MultiOutput2Spy という名前で開かれ、更に処理や編集などを行うことができます。
ExpReport-Target.xml ファイルが C:\Temp フォルダーへコピーされます。

旅費以外の経費出力を取得する:
1. メニューオプションの「ツール | アクティブな構成」から "Output2" を選択します。
以下のようなメッセージボックスが表示されます。 

 

2. 再ロードボタンをクリックして、リソースにより定義されている 2 番目の出力ファイルを取得します。

変換結果がテキストビューウィンドウに表示され、それまで表示されていた "MultiOutput2Spy.xml" ファイルが上
書きされます。

メモ:
現在選択されている構成は "Output2" です。
出力ファイルが MultiOutput2Spy という名前で開かれ、更に処理や編集などを行うことができます。
SecondXML.xml ファイルが C:\Temp フォルダーへコピーされます。
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9.2.4 グローバルリソース - プロパティ

グローバルリソース XML ファイル
グローバルリソースの定義は XML ファイルに収められています。デフォルトでは、この XML ファイルは
GlobalResources.xml という名前で、C:\Documents and Settings\<username>\My Documents\Altova\
フォルダー以下に収められています。このファイルは全ての Altova アプリケーションにおいて、デフォルトのグローバルリソース
XML ファイルとしてセットされます。全てのアプリケーションがこのファイルを使用することにより、あるアプリケーションで定義され
たグローバルリソースを、他の Altova アプリケーションでも使用することができるようになります。 

ファイルの名前や場所の変更はいつでも行うことができ、複数のグローバルリソース XML ファイルを持つこともできます。各ア
プリケーションが同時に持つことができるアクティブな XML ファイルは 1 つだけで、そのアクティブなファイルに記述されている定
義だけをアプリケーションで利用することができます。

グローバルリソース XML ファイルをアクティブにするには、定義ファイルフィールドにある参照ボタンをクリックして、使用するファ
イルをダイアログボックスにて選択します。

グローバルリソースの管理： 追加、編集、削除
グローバルリソースダイアログでは、選択されたグローバルリソース XML ファイルに対してグローバルリソースの追加、編集、削
除を行うことができます。グローバルリソース XML ファイルでは、ファイルとフォルダーという分類とともにエイリアスが管理されま
す。

グローバルリソースを追加する：
追加ボタンをクリックして、表示されるグローバルリソースダイアログボックスにてグローバルリソースの定義を行います。グローバ
ルリソースの定義と保存を行うと、グローバルリソースが選択されたグローバルリソース XML ファイルのグローバル定義リストに
追加されます。

グローバルリソースを追加する：
グローバルリソースを選択して、編集ボタンをクリックします。グローバルリソースダイアログが表示され、必要な変更を加えるこ
とができます。

グローバルリソースを削除する：
グローバルリソースを選択して、削除ボタンをクリックします。

アプリケーションワークフローにて結果を確認する：
呼び出し元のアプリケーション（例えば XMLSpy）により、他のアプリケーション（例えば MapForce）が呼び出される場
合、グローバルリソースの管理ダイアログボックスにてビューボタンが利用可能になります。

ビューボタンをクリックすることで、現在選択されているグローバルリソースが呼び出し先のアプリケーションで得られる効果を確
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認することができます。サンプルについては グローバルリソース - アプリケーションワークフロー を参照ください。 

グローバルリソースの管理ダイアログボックスにて行われた変更を保存する：
グローバルリソースの追加、編集、または削除が完了した後には、グローバルリソースダイアログにある 「OK」 ボタンをクリック
して、変更をグローバルリソース XML ファイルへ保存するようにしてください。

メモ:  エイリアス名は、ファイルとフォルダーのセクション毎に一意な名前でなければなりません。しかし、セクション毎に同じ名
前を使用することは可能で、例えば同じ名前のエイリアスをファイルとフォルダーセクションで作成することは可能です。

MapForce の変換結果をグローバルリソースとして選択
複数の出力が存在する MapForce の変換では、ラジオボタンをクリックすることで、グローバルリソースに対してどの出力ファ
イルが使用されるかを選択することができます

マッピングにより生成される出力ファイルは以下の方法により保存することができます：

ポップアップにて別のグローバルリソースを選択エントリーを選択し altova://file_resource/MF_output という
形式でパスが記述されます。出力は、グローバルリソースにより参照されているファイルへ記述されます。

 アイコンにより指定された（上のスクリーンショットでは SecondXML.xml という名前の）ファイル。

上にある方法のどちらも選択されていない場合、グローバルリソースが使用された時に、一時的な XML ファイルが
作成されます。

ランタイムにてどのリソースを使用するか決定する
どのグローバルリソースを使用することができるか、またどのグローバルリソースが実際に使用されるのかを決定するには 2 つの
方法があります：

グローバルリソースダイアログにてアクティブなグローバルリソース XML ファイル を選択します。アクティブなグローバルリ
ソース XML ファイルはいつでも変更することができ、アクティブになったファイルのグローバルリソース定義により、それま
での定義が更新されます。 

アクティブなグローバルリソース XML ファイルにより、(i) どのグローバルリソースを割り当てることができるのか、(ii) ど
のグローバルリソースを表示することができるのかが決定されます。（例えば、あるグローバルリソース XML ファイル内
のグローバルリソースが割り当てられていたが、現在アクティブになっているグローバルリソース XML ファイルにて、同じ
名前のグローバルリソースが存在しない場合、割り当てられたグローバルリソース（エイリアス）を表示することはできま
せん）。

メニューアイテム「ツール | アクティブな構成」またはグローバルリソースリソースツールバーにてアクティブな構成 を選択
します。このコマンドを選択すると、全てのエイリアスにある構成が表示されます。

構成を選択することで、その構成がアプリケーション全体でアクティブになります。この操作により、どこでグローバルリソ
ース（またはエイリアス）が使用されようとも、アクティブな構成に割り当てられているリソースがロードされます。 
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アクティブな構成は使用されている全てのエイリアスに対して割り当てられます。アクティブな構成に対して、対応する
エイリアスが存在しない場合、そのエイリアスの Default 構成が使用されます。アクティブな構成はリソースの割り当
てを行うにあたり重要ではなく、リソースが実際に使用されるかどうかが重要になります。

リソース / 構成の変更
リソースは、異なる構成名を選択することで切り替えることができます。以下にある 2 つの方法で実現することができます：

メニューコマンド「ツール | アクティブな構成」へマウスカーソルを移動すると、グローバルリソース XML ファイルにて定
義されている全ての構成が表示されます。目的の構成をサブメニューから選択します。

グローバルリソースツールバーのコンボボックスにて、目的の構成を選択します。メニューコマンドから「ツール | カスタマ
イズ」を選択し、ツールバータブをクリックした後にグローバルリソースのチェックボックスを切り替えることで、グローバルリ
ソースツールバーの表示を切り替えることができます。.
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9.3 キーボードのショットカットのカスタム化

MapForce 内のキーボードのショットカットを以下のように定義または変更することができます:

1. 「ツール」 メニューから  「カスタマイズ」　をクリックします。
2. 「キーボード」タブをクリックします。

コマンドに新規ショートカットを割り当てる:

1. 「ツール | カスタマイ」 コマンドを選択して、 キーボードタブをクリックします。
2. カテゴリー コンボボックスをクリックして、 メニュー名を選択します。
3. コマンドリストボックス内で新しいショートカットを割り当てるコマンドを選択します。
4. 新規ショートカットキーをクリックします: テキストボックスから、コマンドを有効化するショートカットキーを押します。

ショートカットはテキストボックス内にすぐに表示されます。ショートカットが以前に割り当てられている場合、その関数
がテキストボックスの下に表示されます。 

5. 割り当て ボタンをクリックして、ショートカットを割り当てます。
現在のキーリストボックスにショートカットが表示されます。
(新規ショートカットキーテキストボックス内のエントリをクリアするには、コントロールキーを押します CTRL  ALT ま
たは SHIFT)。

ショートカットを元に戻す、または削除する:

1.  現在のキーリストボックス内から削除するショートカットをクリックします。
2.  削除 ボタンをクリックします。
3.  閉じる ボタンクリックして、確認します。

メモ: 設定するアクセラレーターには現在関数が存在しません

現在キーボードに割り当てられているショートカットは、以下のとおりです:

F1 ヘルプメニュー
F2 次のブックマークへ（出力ウィンドウに

て）
F3 次を検索
F10 メニューバーをアクティベート
Num + 現在のアイテムノードを展開
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Num -  アイテムノードを縮退
Num * 現在のアイテムノード以下を全て展開

CTRL + TAB 開かれているマッピング間の切り替え
CTRL + F6 開かれているウィンドウをサイクル
CTRL + F4 アクティブなマッピングドキュメントを閉

じる

Alt + F4 MapForce を閉じる
Alt + F, F, 1 最後に閉じられたファイルを開く
Alt + F, T, 1 最後に閉じられたプロジェクトを開く

CTRL + N 新規ファイル
CTRL + O ファイルを開く
CTRL + S ファイルの保存
CTRL + P ファイルの印刷

CTRL + A すべて選択
CTRL + X 切り取り
CTRL + C コピー
CTRL + V 貼り付け
CTRL + Z 元に戻す
CTRL + Y やり直し

Del コンポーネントを削除 (プロンプト付き)
Shift + Del コンポーネントを削除 (プロンプトなし)
CTRL + F 検索
F3 次を検索
Shift + F3 前を検索

矢印キー
（上 / 下） コンポーネント内にあるアイテムを選択
Esc 編集の破棄 / ダイアログボックスを閉

じる
Return 選択の確定

出力ウィンドウホットキー
CTRL + F2 ブックマークの挿入/削除
F2 次のブックマークへ
SHIFT + F2 前のブックマークへ
CTRL + SHIFT + F2 全てのブックマークを削除

ズーム（倍率）ホットキー
CTRL + 上向きマウスホイール ズームイン
CTRL + 下向きマウスホイールズームアウト
CTRL + 0 (ゼロ) 倍率のリセット
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9.4 カタログファイル

MapForce は OASIS XML カタログ機能のサブセットをサポートしています。MapForce のカタログ機能により、広く使
われているスキーマ（またはスタイルシートなどその他のファイル）をローカルユーザーフォルダーから取得することができます。これ
により全体的な処理スピードが向上し、（ネットワークに接続していない状態でも）ユーザーはオフラインで作業することができ
るようになり、（URI の変更はカタログファイル内部に限定されるので）ドキュメントのポータビリティーが向上します。

MapForce のカタログ機能は以下のように動作します。

RootCatalog.xml
MapForce が開始されると、（以下に示されるような構造を持った）RootCatalog.xml というファイルがロードされ、ファイル
内部に記述されているカタログファイルが検索されます。このファイルを修正して、検索するカタログファイルを増やすこともでき
ます（各カタログファイルは nextCatalog 要素にて記述されます）。各カタログファイル内に記述されている URI が、ファイル
内で指定されたマッピングに従って解決されます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<catalog xmlns="urn:oasis:names:tc:entity:xmlns:xml:catalog"
     xmlns:spy="http://www.altova.com/catalog_ext"
     xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
     xsi:schemaLocation="urn:oasis:names:tc:entity:xmlns:xml:catalog
Catalog.xsd">
  <nextCatalog catalog="%PersonalFolder%/Altova/%AppAndVersionName%/
CustomCatalog.xml"/> 
  <nextCatalog catalog="CoreCatalog.xml"/>
  <!-- Include all catalogs under common schemas folder on the first
directory level -->
  <nextCatalog spy:recurseFrom="%AltovaCommonFolder%/Schemas"
catalog="catalog.xml" spy:depth="1"/>
  <!-- Include all catalogs under common XBRL folder on the first directory
level -->
  <nextCatalog spy:recurseFrom="%AltovaCommonFolder%/XBRL"
catalog="catalog.xml" spy:depth="1"/>
</catalog>

上で示されるファイルの内容にて、%AltovaCommonFolder% という変数で指定されている スキーマ ならびに XBRL
フォルダー内部に catalog.xml という名前のカタログファイルがあることに注目してください（%AltovaCommonFolder%
変数の値については以下を参照ください）。

Altova 共通フォルダー以下にあるカタログファイルにより（SVG や WSDL といった）よく使われる定義済みのスキーマや
XBRL タクソノミのパブリックならびにシステム識別子が、ローカルにコピーされた対応するスキーマを指し示す URI にマッピン
グされます。これらのスキーマは MapForce がインストールされる際に Altova 共通フォルダーにインストールされます。エラー
が発生する可能性があるので、これらファイル内のマッピングを複製しないように注意してください。

CoreCatalog.xml、CustomCatalog.xml、そして Catalog.xml
上で記されている RootCatalog.xml にて、CoreCatalog.xml と CustomCatalog.xml が検索のために使用されて
いることに注目してください：

CoreCatalog.xml には Altova 共通フォルダーを指し示すために使われる Altova 独自のマッピングが含ま
れています。 

CustomCatalog.xml はマッピングを作成するためのスケルトンファイルです。Altova 共通フォルダー以下のカタロ
グファイルで指定されていないスキーマファイルへのマッピングを CustomCatalog.xml に追加することができます。
OASIS カタログ機能によりサポートされている要素を使用してください（以下を参照）。

Altova 共通フォルダーには数多くの Catalog.xml ファイルが格納されています。各ファイルは Altova 共通フォル
ダー以下のスキーマフォルダーまたは XBRL タクソノミフォルダーに格納され、ローカルにコピーされたパブリックならびに
システム識別子のスキーマを指し示す URI のマッピングを行ないます。
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カタログファイルとスキーマの場所
RootCatalog.xml ならびに CoreCatalog.xml は MapForce アプリケーションフォルダー以下にインストールされます。
CustomCatalog.xml は MyDocuments\Altova\MapForce フォルダー以下に納されています。catalog.xml ファイ
ルは各スキーマフォルダー以下にあり、これらスキーマフォルダーは %AltovaCommonFolder%\Schema ならびに %
AltovaCommonFolder%\XBRL 以下に収められています。

シェル環境変数と Altova 変数
nextCatalog 要素ではシェル環境変数が使用され、システムに関係する場所へのパスが参照されます（上の
RootCatalog.xml の内容を参照）。以下のシェル環境変数がサポートされます：

%
AltovaCommonFolde
r%

C:\Program Files\Altova\CommonMapForce

%DesktopFolder% 現在のユーザーのデスクトップフォルダーへのフルパス

%
ProgrammenuFolder
%

現在のユーザーのプログラムメニューフォルダーへのフルパス

%StartMenuFolder% 現在のユーザーのスタートメニューフォルダーへのフルパス

%StartUpFolder% 現在のユーザーのスタートアップフォルダーへのフルパス

%templateFolder% 現在のユーザーのテンプレートフォルダーへのフルパス

%AdminToolsFolder
%

現在のユーザーの管理ツールが収められているシステムディレクトリへのへのフルパス 

%AppDataFolder% 現在のユーザーのアプリケーションデータフォルダーへのフルパス

%
CommonAppDataFold
er%

全てのユーザーのアプリケーションデータが収められているファイルディレクトリへのフルパス

%FavoritesFolder% 現在のユーザーのお気に入りフォルダーへのフルパス

%PersonalFolder% 現在のユーザーの個人用フォルダーへのフルパス

%SendToFolder% 現在のユーザーの SentTo フォルダーへのフルパス

%FontsFolder% システムフォントフォルダーへのフルパス

%
ProgramFilesFolde
r%

現在のユーザーの Program Files フォルダーへのフルパス

%
CommonFilesFolder
%

現在のユーザーの Common Files フォルダーへのフルパス

%WindowsFolder% 現在のユーザーの Windows フォルダーへのフルパス

%SystemFolder% 現在のユーザーのシステムフォルダーへのフルパス

%
CommonAppDataFold
er%

全てのユーザーのアプリケーションが収められているファイルディレクトリへのフルパス
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%
LocalAppDataFolde
r%

ローカルアプリケーションのデータリポジトリとして使用されるファイルシステムディレクトリへのフ
ルパス

%MyPicturesFolder
%

マイ ピクチャフォルダーへのフルパス

カタログの動作
DTD が呼び出された際のリダイレクトにカタログは使用されます。カタログファイル内に記述されているマッピング情報を使用
することで、パブリックまたはシステム識別子をローカルの URI にマッピングします。例えば XML ファイル内で宣言されている
DOCTYPE 宣言が読まれたとき、カタログファイルマッピングにより PUBLIC または SYSTEM 識別子がローカルにあるリ
ソースを参照します。

よく使われるスキーマや PUBLIC 識別子は通常定義が定まっており、ローカルにコピーされている URI をカタログファイルが
指し示すだけで事足りてしまいます。XML ドキュメントが解析されると内部にある PUBLIC 識別子が読み込まれます。カ
タログファイル内に識別子が見つかった場合、カタログファイル内の対応する URL が検索され、その場所からスキーマが読み
込まれます。例えば、以下の SVG ファイルが MapForce で開かれた場合：

<?xml version="1.0" standalone="no"?>
<!DOCTYPE svg PUBLIC "-//W3C//DTD SVG 1.1//EN"
"http://www.w3.org/Graphics/SVG/1.1/DTD/svg11.dtd">

<svg width="20" height="20" xml:space="preserve">
  <g style="fill:red; stroke:#000000">
     <rect x="0" y="0" width="15" height="15"/>
     <rect x="5" y="5" width="15" height="15"/>
  </g>
</svg>

このドキュメントが読み込まれ、PUBLIC 識別子のカタログが検索されます。例えば、カタログファイルに以下のような記述が
あるとしましょう：

<catalog>
  ...
    <public publicId="-//W3C//DTD SVG 1.1//EN" uri="schemas/svg/svg11.dtd"/>
  ...
</catalog>

これで PUBLIC 識別子に対するマッチが見つかりました。SVG DTD は schemas/svg/svgll.dtd にリダイレクトされ
（パスはカタログファイルからの相対パスになります）、このローカルファイルが DTD として使用されます。カタログ内に対応する
マッピングが存在しない場合、XML ドキュメントに記述されている URL （上の例の場合だと http://www.w3.org/
Graphics/SVG/1.1/DTD/svgll.dtd）が使用されます。

MapForce によりサポートされるカタログサブセット
CustomeCatalog.xml （または MapForce により読み込まれる他のカタログファイル）内でエントリを作成する際、以下
に示される OASIS カタログ仕様の要素だけを使うようにしてください。以下に各要素と属性の説明を示します。更に詳し
い情報については、XML カタログ仕様（英文）を参照ください。各要素は xml:base 属性を持ち、要素のベース URI を
指定できることに注意してください。

<public publicId="PublicID of Resource" uri="URL of local file"/>

<system systemId="SystemID of Resource" uri="URL of local file"/>

<uri name="filename" uri="URL of file identified by filename"/>

<rewriteURI uriStartString="StartString of URI to rewrite"
rewritePrefix="String to replace StartString"/>

http://www.oasis-open.org/committees/entity/spec-2001-08-06.html
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<rewriteSystem systemIdStartString="StartString of SystemID"
rewritePrefix="Replacement string to locate resource locally"/>

（殆どのスタイルシートの様に）パブリックな識別子が存在しない場合、system 要素を使うことでシステム識別子を URL に
直接マッピングすることができます。また、uri 要素により URI を別の URI にマッピングすることもできます。rewriteURI と
rewriteSystem 要素により URI またはシステム識別子の最初の文字列を書き換えることができます。これによりファイルパ
スの最初の部分を置き換えて、別のディレクトリにターゲットを変更することができます。これら要素に関する詳しい情報につい
ては XML カタログ仕様（英文） を参照ください。

スキーマに従ったファイル拡張子とインテリジェントな編集
指定したスキーマのルールに準拠するよう MapForce のインテリジェントな編集機能が適用された場合、カタログファイルを
使うことで、ドキュメントに特定の拡張子を指定することができます。例えば独自のファイル拡張子 .myhtml を作成して、
HTML DTD に従ったファイルの検証を行ないたい場合、以下の要素を CustomCatalog.xml 内にある <catalog>
要素の子要素として追加することで、この拡張子を持つファイルのインテリジェント編集を行うことができます。

 <spy:fileExtHelper ext="myhtml" uri="schemas/xhtml/xhtml1-transitional.dtd"/> 

これにより MapForce 内で .myhtml ファイルを編集する際のインテリジェント編集（自動補完、入力ヘルパーなど）が
XHTML 1.0 Transition DTD に従った形で使えるようになります。似たようなエントリを含んでいる %
AltovaCommonFolder%\Schemas\xhtml フォルダー以下の catalog.xml ファイルも参照ください。

XML スキーマとカタログ
XML スキーマ情報は MapForce に内蔵されており、XML スキーマドキュメントの妥当性は内部にある情報をベースに
チェックされます。そのため、XML スキーマではいかなる参照も発生しません。

%AltovaCommonFolder%\Schemas\schema フォルダー以下にある catalog.xml ファイルには、古い XML スキ
ーマ仕様の DTD に対する参照が記述されています。このファイルから参照されるスキーマファイルを使って XML スキーマド
キュメントの検証を行うべきではありません。これらのファイルは、以前の勧告に従ったドキュメントを作成する際に、
MapForce の入力ヘルパーにて該当する編集情報を表示させるためだけに使用されます。

更に詳しい情報
カタログに関する更に詳しい情報はXML カタログ仕様（英文）を参照ください。 

http://www.oasis-open.org/committees/entity/spec-2001-08-06.html
http://www.oasis-open.org/committees/entity/spec-2001-08-06.html
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10 メニューレファレンス

以下のセクションでは、MapForce に用意されているメニューやメニューオプションのリストと、それらの簡単な説明を記しま
す。
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10.1 ファイル

新規作成
新規マッピングドキュメントを開きます。

開く
既に保存されたマッピング (*.mfd)ファイルを開きます。使用中の MapForce エディションで使用できない機能が含まれて
いるファイルは、開くことができません・

上書き保存
現在アクティブなファイル名で、現在アクティブになっているマッピングを保存します。

名前をつけて保存
現在アクティブになっているマッピングを、別の名前で保存します。まだ保存されていないファイルの場合、ファイルに新たな名
前をつけることができます。

全て保存
現在開かれている全てのマッピングファイルを保存します。

再ロード
現在アクティブになっているマッピングを再ロードします。それまでに作成された変更点を破棄してもよいか尋ねられます。

閉じる
現在アクティブになっているマッピングを閉じます。ファイルを閉じる前に保存するか尋ねられます。

全て閉じる
現在開かれている全てのマッピングファイルを閉じます。保存されていないファイルを保存するか尋ねられます。

印刷
印刷ダイアログボックスが開かれ、マッピングを印刷することができます。

印刷ダイアログボックス

「現在の倍率」を選択すると、現在マッピングに対して指定されているズーム倍率が使用されます。「最適化された倍率」
を選択すると、マッピングがページの大きさに収められるよう、印刷が最適化されます。コンポーネントのスクロールバーは印刷さ
れません。 1 つのコンポーネントが複数のページに切り分けて印刷してもよいか指定することもできます。

印刷プレビュー
上に記述された機能を持った印刷ダイアログボックスが表示されます。
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印刷設定
印刷設定ダイアログボックスが表示され、使用するプリンターや用紙の設定などを指定することができます。

マッピングの検証
マッピングを検証により、全てのマッピング（接続）が妥当であるかと、エラーや警告が表示されます。
詳細についてはマッピングの検証を参照ください。 

マッピングの設定
マッピングの設定ダイアログボックスではドキュメントごとの設定を定義することができます ( マッピングの設定の変更 を参照し
てください)。 

選択された言語でコードを生成する
現在選択されているマッピングの言語によりコードが生成されます。現在選択されている言語は、ツールバーでハイライトされ
ているプログラミング言語のアイコン（XSLT、XSLT2で確認することができます。

コード生成 | XSLT (XSLT2)
このコマンドにより、ソースファイルからの変換に必要な XSLT ファイルが生成されます。このオプションを選択すると、フォルダー
の参照ダイアログボックスが表示され、生成された XSLT ファイルを配置する場所を指定することができます (マッピング設定
の変更 を参照してください)。 

最近のプロジェクト
最近開かれたプロジェクトのリストを表示します。

終了
アプリケーションを終了します。保存されていないドキュメントがある場合、それらを保存するか尋ねられます。
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10.2 編集

このメニュー以下にあるコマンドの殆どは、出力タブにてマッピングの結果を参照している時、または XSLT タブにて XSLT
コードのプレビューを行なっている際に利用することができます。

元に戻す 
MapForce では使用回数に制限の無い「元に戻す」操作を行うことができ、マッピングのデザインステップを順を追って確認
することができます。

やり直し 
やり直しコマンドにより、元に戻すコマンドにより戻された動作を進めることができます。これらのコマンドを使用することで、操作
の履歴を確認することができます。

検索 
XSLT XSLT2  または出力タブにて、指定されたテキストを検索することができます。

次を検索 F3 
同じ検索文字列が次に出現する箇所を検索することができます。

前を検索 Shift F3 
同じ検索文字列が前に出現する箇所を検索することができます。

切り取り/コピー/貼り付け/削除
標準的な Windows の編集コマンドです。マッピングウィンドウ内に表示されているコンポーネントや関数を切り取ったりコピ
ーすることができます。

すべて選択
マッピングタブにある全てのコンポーネントを選択する、または XSLT、XSLT2、  XQuery、出力タブに表示されているテキ
スト/コード全体を選択することができます。
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10.3 挿入

XML スキーマ / ファイル 
XML スキーマまたはインスタンスをマッピングに追加します。スキーマを参照する XML ファイルを選択すると、追加情報をマッ
ピングに追加する必要はありません。スキーマ参照のない XML ファイルを選択すると、自動的に一致する XML スキーマを
生成するかを問われます。 (XML スキーマの生成 を参照してください)。 XML スキーマファイルを選択すると、プレビューの
ためのデータを提供する XML インスタンスを任意で追加するかを問われます。 

入力の挿入 
マッピングウィンドウがマッピングを表示すると、このコマンドにより入力コンポーネントをマッピングに追加することができます。簡
単な入力を参照。マッピングウィンドウがユーザー定義関数を表示すると、このコマンドはユーザー定義関数の入力コンポーネ
ントを追加します。複雑な入力コンポーネントの定義を参照。

出力の挿入 
マッピングウィンドウがマッピングを表示すると、このコマンドにより出力コンポーネントをマッピングに追加することができます簡単
な出力を参照。マッピングウィンドウがユーザー定義関数を表示すると、このコマンドはユーザー定義関数の出力コンポーネン
トを追加します。複雑な出力コンポーネントの定義を参照。

定数 
常に同じ値を入力アイコンへ与える関数コンポーネントの定数を挿入します。定数コンポーネントを作成する際に表示される
ダイアログボックスにてデータを入力します。定数関数には出力アイコンが 1 つだけ含まれています。データの型は、文字列、
数値、その他から選択することができます。

変数 
標準的な（非インライン型の）ユーザー定義関数と等価な中間変数を挿入します。変数はインスタンスファイルを持たない構
造コンポーネントで、マッピング処理を単純にするために使用されます。詳細については 中間変数 を参照ください。

並べ替え: node/row
ノードの並べ替えを許可するコンポーネントを挿入します。詳細に関しては、ノード/行の並べ替えを参照してください。

フィルター: node/row 
node/ row と bool、そして on- true と on- false という 2 つの入力と出力パラメーターを備えたコンポーネントを挿
入します。Boolean が true となっている場合、node/row パラメーターの値が on-true パラメーターから渡され、
Boolean が false となっている場合、node/row パラメーターの値が on-false パラメーターへ渡されます。フィルターの使
用方法については フィルターと条件を参照してください。

Value-Map 
ルックアップテーブルを使って入力された値を特定の値へ変換するコンポーネントを挿入します。コンポーネントには 1 つの入
力ならびに出力アイテムが与えられています。詳細については Value-Map - 入力データの変換 を参照ください。

IF-Else 条件
"If-Else 条件"のかたのコンポーネントを挿入します。詳細に関しては、 フィルターと条件を参照してください。
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10.4 コンポーネント

ルート要素の変更
XML インスタンスドキュメントのルート要素を変更することができます。

XMLSpy でスキーマ定義を編集
XML スキーマコンポーネントが選択された状態でこのオプションを選択すると、XMLSpy のスキーマ
ビューで XML スキーマファイルが開かれ、編集を行うことができます

前に入力を複製して追加
選択されたアイテムのコピー/クローンを、現在選択されているアイテムの前に挿入します。コピーさ
れたアイテムには出力アイコンが含まれておらず、データ構造として使用することはできません。この
機能を使用した例については 複数のソースから1つのターゲットにマップ セクションを参照ください。
複製されたアイテムを右クリックすると、コンテキストメニューから複製アイテムを移動することができ
ます。必要に応じて複製されたアイテムを上/下へ移動させてください。

後に入力を複製して追加
選択されたアイテムのコピー/クローンを、現在選択されているアイテムの後に挿入します。コピーさ
れたアイテムには出力アイテムが含まれておらず、データ構造として使用することはできません。この
機能を使用した例については 複数のソースから1つのターゲットにマップ セクションを参照ください。
複製されたアイテムを右クリックすると、コンテキストメニューから複製アイテムを移動することができ
ます。必要に応じて複製されたアイテムを上/下へ移動させてください。

複製を削除
既に作成された複製アイテムを削除します。この機能を使用した例については 複数のソースから1つ
のターゲットにマップ セクションを参照ください。

ツリーを左揃えにする
全てのアイテムをコンポーネントの左端へ揃えます。

ツリーを右揃えにする
全てのアイテムをコンポーネントの右端へ揃えます。この表示方法はターゲットスキーマへのマッピン
グを行う際に利用することができます。

プロパティ 
現在選択されているコンポーネントの設定を表示するダイアログボックスを表示します。 コンポーネント
設定を変更するを参照してください。
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10.5 接続

子要素の自動接続
子要素の自動接続機能を有効化または無効化します。ツールバーにあるアイコンからも選択を行う
ことができます。

子要素の接続設定
マッチする子要素の接続設定ダイアログボックスが表示され、接続設定を行うことができます。 (マッ
チする子要素の接続を参照)。

マッチする子要素の接続
このコマンドにより、ソースとターゲットスキーマ間で同じ名前を持った複数のアイテムに対して接続
を作成することができます。このダイアログボックスで定義した設定はそのまま保持され、ツールバー

にある子要素の自動接続アイコン  が有効になっている状態で 2 つのアイテムを接続した際に適用されます。
このアイコンをクリックすることで、アイコンの有効/無効状態を切り替えることができます。詳細については マッチする子要
素の接続のセクションを参照ください。

標準マッピング（ターゲット優先マッピング）
接続の種類を標準的なマッピングへ変更します。詳細については 標準マッピング（ターゲット優先マッピング）を参照してくだ
さい。

全てコピー（子要素）
親コネクタのサブツリーとして表示されている子アイテムのコネクタが存在する状況で、マッチする全ての子要素に対してコネク
タを作成します。詳細については すべてコピー接続 を参照ください。

ソース優先マッピング（混合コンテンツ）
接続をソース優先 / 混合コンテンツ型のコネクタへ変更して、新たに要素を選択してマッピングすることができるようになりま
す。詳細に関しては、 ソース優先マッピング（混合コンテンツ）を参照してください。

プロパティ
現在のコネクタに対して固有（混合コンテンツ）の設定を定義するためのダイアログボックスが表示されます。利用することがで
きないオプションはグレーアウトされます。これらの設定はテキストノードを持たない複合型のアイテムに対しても適用されま
す。詳細は接続設定を参照してください。
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10.6 関数

ユーザー定義関数の作成：
新たなユーザー定義関数を作成します。 (詳細については ユーザー定義関数 を参照ください)。

選択からユーザー定義関数作成：
マッピングウィンドウにて現在選択されている要素をベースに、新たなユーザー定義関数を作成します。

関数設定：
現在アクティブなユーザー定義関数の設定ダイアログボックスを開き、現在の設定を変更することができます。

関数削除：
既存のユーザー定義関数を開き、その関数の名前がタブに表示されている状態で、現在アクティブなユーザー定義関数を削
除します。

入力の挿入：
マッピングウィンドウがマッピングを表示すると、 このコマンドは、マッピングに入力コンポーネントを追加します  (詳細について
は 単純型入力 を参照ください)。 マッピングウィンドウがユーザー定義関数を表示すると、このコマンドは、マッピングに入力コ
ンポーネントをユーザー定義関数に追加します (詳細については 複合型の入力コンポーネントの定義 を参照ください)。

出力の挿入：
マッピングウィンドウがマッピングを表示すると、 このコマンドは、マッピングに出力コンポーネントを追加します  (詳細について
は 単純型出力 を参照ください)。 マッピングウィンドウがユーザー定義関数を表示すると、このコマンドは、マッピングに出力コ
ンポーネントをユーザー定義関数に追加します (詳細については 複合型の出力コンポーネントの定義 を参照ください)。
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10.7 出力

(XSLT 1.0、 XSLT 2.0 などの) 最初のオプショングループにより、コードを生成する際の ターゲット言語を定義 すること
ができます。

出力ファイルの検証
参照されているスキーマに対して出力 XML ファイルを検証します。

生成された出力の保存
出力タブに現在表示されているデータを保存します。

生成されたすべての出力を保存
動的マッピングにより生成された出力をファイルに保存します。詳細については 複数の入力または出力ファイルを動的に処
理 を参照ください。

出力を再生成
現在のマッピングを出力ウィンドウから再生成します。 

ブックマークの挿入/削除
出力ウィンドウのカーソル位置にブックマークを挿入します

次のブックマーク
出力ウィンドウ内にある次のブックマークへ移動します。

前のブックマーク
出力ウィンドウ内にある前のブックマークへ移動します。

全てのブックマークを削除
出力ウィンドウにて現在定義されている全てのブックマークを削除します。

XML テキストの整形
出力ペインに表示されている XML ドキュメントの表示を、ドキュメントの構造に従ったかたちに再構成します。各子ノード
が、親ノードよりインデントされたかたちで表示されます。この機能では、タググループにて指定されたタブサイズの設定（タブま
たはスペースを挿入）が使用されます。

テキストビューの設定
テキストビュー設定ダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスにより 出力 ペインと XSLT ペインでテキストビュー
設定をカスタマイズすることができます。またこのダイアログボックスは、現在ウィンドウ内で適用されている定義済みのホットキ
ーを表示しています。  詳細に関しては、次を参照してください テキストビュー機能。
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10.8 表示

注釈の表示 
XML スキーマの注釈 をコンポーネントウィンドウにて表示します。
型の表示アイコンも有効になっている場合、両方の情報がグリッド形式で表示されます。
 

型の表示 
各要素または属性に対してスキーマのデータ型を表示します。
注釈の表示アイコンも有効になっている場合、両方の情報がグリッド形式で表示されます。

関数ヘッダーにライブラリ名を表示 
関数タイトルに括弧付きでライブラリ名を表示します。

ヒントの表示 
マウスポインターが関数の上に配置された時に、ツールチップ内に関数の説明が表示されます。

選択されたコンポーネントの接続線の表示 
すべてのマッピングの接続線または、現在選択されているコンポーネントに関連した接続線を切り替えることができます。

ソースからターゲットへの接続線表示 
以下のように接続線の表示を切り替えることができます：
現在選択されているコンポーネントに直接接続されているコネクタ
現在選択されているコネクタで、ソースからターゲットコンポーネントまで

ズーム
ズームダイアログボックスが表示されます。ズームの倍率を手動で入力することができるほか、スライダーをドラッグして、ズーム
の倍率を変更することができます。

戻る
マッピングタブにて現在開かれているマッピングで、前に表示されていたマッピングを表示します

進む
マッピングタブにて現在開かれているマッピングで、戻るコマンドにより表示される前のマッピングを表示します。 

ステータスバー
メッセージウィンドウの下に表示されているステータスバーを表示/非表示にします。

ライブラリウィンドウ
ライブラリ関数が含まれるライブラリウィンドウを表示/非表示にします。

メッセージウィンドウ
検証出力ウィンドウを表示/隠します。コードの生成を行う場合、メッセージ出力ウィンドウが自動的に有効になり、検証結
果が表示されます。

概要ウィンドウ
概要ウィンドウを表示/非表示にします。長方形をドラッグすることで、マッピングの表示範囲を移動することができます
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10.9 ツール

グローバルリソース
グローバルリソースの管理ダイアログボックスを表示して、グローバルリソース XML ファイル内にあるグローバルリソース情報を
追加、編集、または削除することができます。詳細については グローバルリソース - プロパティ を参照ください。

アクティブな構成
現在アクティブになっているグローバルリソースを、グローバルリソースの構成リストから選択/変更することができます。サブメニュ
ーから目的の構成を選択してください。

反転マッピングの作成 
MapForce で現在アクティブになっているマッピングをベースに、「反転した」マッピングを作成します。反転した結果生成さ
れるマッピングは完成したものではなく、コンポーネント間における直接接続だけが保持されるという点に注意してください。恐
らく反転したマッピングは妥当なものではなく、更なる編集を行うこと無く出力タブをクリックしても、実行されません。

マッピングを反転させると、ソースコンポーネントがターゲットコンポーネントになり、ターゲットコンポーネントがソースコンポーネン
トになります。入力または出力  XML インスタンスファイルがコンポーネントに割り当てられている場合、これらも交換されま
す。

以下のデータが保持されます:

コンポーネント間の直接接続
チェーンマッピング内のコンポーネント間の直接接続
接続の種類： 標準、混合コンテンツ、全てコピー
パススルーコンポーネント設定 
データベースコンポーネント

以下のデータが保持されません:

関数やフィルターなどを経由した接続は、関数などとともに削除されます
ユーザー定義関数
 Web サービスコンポーネント

ツールバーとウィンドウの復元
ツールバーやドックウィンドウなどをデフォルトの状態にリセットします。変更を反映するには、MapForce を再起動する必要
があります。

カスタム化...
MapForce グラフィカルユーザーインターフェイスをカスタム化することのできるダイアログボックスを開きます。これはツールバー
の表示と非表示、またコンテキストメニューの編集とキーボードのショートカットを含みます ( キーボードショートカットのカスタム
化 を参照してください)。

オプション
デフォルトの MapForce 設定を変更することのできるダイアログボックスを開きます (MapForce オプションの変更 を参照
してください)。
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10.10ウィンドウ

重ねて表示
開かれている全てのウィンドウを重ねて表示されるように再配置します。

上下に並べて表示
開かれている全てのウィンドウを上下に並べて表示することで、同時に表示されるように再配置します。

左右に並べて表示
開かれている全てのウィンドウを左右に並べて表示することで、同時に表示されるように再配置します。

1 
2 
現在開かれているウィンドウが表示され、これらウィンドウ間で素早い切り替えを行うことができます。
Ctrl + tab または Ctrl + F6 キーボードショートカットを使用することでも、開かれているウィンドウを切り替えることができま
す。
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10.11ヘルプメニュー

目次

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインに目次を表示した、 MapForce の画面上のヘルプマニュアルを開きます。目次は
ヘルプドキュメント全体の概要を表示しています。目次のエントリをクリックしてトピックに移動することができます。 

インデックス

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインにキーワード インデックスを表示したMapForce の画面上のヘルプマニュアルを開
きます。目次はヘルプドキュメント全体の概要を表示しています。インデックスはキーワードをリストし、キーワードをダ
ブルクリックすることでトピックへ移動することができます。 キーワードが1つ以上のトピックにリンクされている場合は、
トピックのリストが表示されます。

検索

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインに検索ダイアログを表示したMapForce の画面上のヘルプマニュアルを開きます。
単語を検索するには、入力フィールドに検索対象を入力して、[Return] を押します。 ヘルプシステムは、ヘルプ
ドキュメント全体で全文検索を行いヒットしたリストを返します。アイテムを表示するためにはアイテムをダブルクリック
します。

ライセンス登録

説明

Altova 製品ソフトウェアをダウンロードすると、無料評価キーまたは購入されたライセンスキーを使用して、製品の
アクティベーションを行うことができます。

無料評価キー： 初めて製品のダウンロードとインストールを行うと、ソフトウェアアクティベーションダイアログ
が表示されます。ダイアログでは無料評価キーコードをリクエストすることができます。ユーザーの名前、所
属会社名、そして電子メールアドレスを入力して、無料評価キーを取得するボタンをクリックしてください。
入力された電子メールアドレスに評価キーが送信されます。ソフトウェアアクティベーションのダイアログボック
スにて送信されたキーコードを入力し、[OK] をクリックすることで、Altova 製品を使用することができるよ
うになります。ソフトウェアは30日の間アンロックされます。
購入されたライセンスキー： ソフトウェアアクティベーションダイアログにはライセンスキーのキーコードを購入
するボタンが含まれています。このボタンをクリックすると Altova のオンラインショップが表示され、製品に対
応したライセンスキーを購入することができます。ライセンスにはシングルユーザーとマルチユーザーという二種
類のライセンスがあります。両種類のキーコードが電子メールにより送信されます。シングルユーザーライセン
スにはライセンスデータや組織名、そしてキーコードが含まれています。ライセンス契約では、ライセンスされ
ている数を超えて組織内のコンピューターに Altova 製品をインストールできないということに注意してくださ
い。電子メール内に含まれているライセンス情報を、登録ダイアログに正確に入力するように注意してくだ
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さい。

メモ: ソフトウェアアクティベーションダイアログにてライセンス情報を入力する際には、ライセンス電子メールに記さ
れた情報を正確に入力するようにしてください。マルチユーザーライセンスの場合、Name フィールドに、各
ユーザーの名前を入力してください。

ソフトウェアアクティベーションダイアログ (下のスクリーンショット) は、「ヘルプ | ソフトウェア アクティベーション」を
クリックすることにより常にアクセスすることができます。

以下の方法によりソフトウェアをアクティブ化することができます:

(「新しいキーコードを入力する」をクリックして)ライセンスキーの情報を入力します。または、
( 「Altova LicenseServer を使用」をクリックして)ネットワーク上の Altova LicenseServer から
ライセンスを取得します。Altova LicenseServer は、使用中の Altova 製品のためのライセンスをライ
センスプール上に有する必要があります。ライセンスが LicenseServer プール内に存在する場合、
Software Activation ダイアログ内に表示されます (下のスクリーンショット)。「保存」をクリックしてライ
センスを取得します。

ライセンスが1度取得されると、7日間は、 LicenseServer に戻すことができません。7日過ぎると、(「ラ
イセンスを戻す」をクリックして) ライセンスを戻すことができ、ライセンスは、他のクライアントから取得するこ
とができます。 LicenseServer 管理者は、 LicenseServer の Web UI を使用して、取得された
ライセンスの割り当てを解除することができます。

ライセンスのチェックアウト
ライセンスが製品マシン上に保管されるように、ライセンスをライセンスプールから 30 日間チェックアウトする
ことができます。これにより、オフラインで作業することが可能になります。これはとても役に立ちます。Altova
LicenseServer にアクセスできない環境(例えば、旅行中に Altova 製品がインストールされたラップ
トップコンピューターで作業する)場合などが挙げられます。ライセンスはチェックアウトされていますが、
LicenseServer は、ライセンスが使用中と表示し、ライセンスは他のマシンで使用することができません。
ライセンスはチェックアウトの期間が終わると自動的にチェックインされた状態を戻します。 または、チェックア
ウトされたライセンスはソフトウェアのライセンスの認証ダイアログのボタンを使用してチェックインすることがで
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きます。 

ライセンスをチェックアウトするには以下をおこないます: (i) ソフトウェアのライセンスの認証ダイアログで ライ
センスのチェックアウト をクリックします (上のスクリーンショット参照)。 (ii) ライセンスのチェックアウトダイ
アログ内から、チェックアウトの期間を選択し、 チェックアウトをクリックします。ライセンスがチェックアウトされ
ます。ソフトウェアのライセンスの認証ダイアログは、チェックアウト期間の終わりを含むチェックアウトの情報
を表示します。ダイアログ内のライセンスのチェックアウト ボタンは、チェックインボタンに変わります。チェッ
クインボタンをクリックして、ライセンスをチェックインすることができます。ライセンスは自動的にチェックイン状
態に戻されるため、選択したチェックアウトの期間がオフラインで作業する期間をカバーするように確認して
ください。

Altova LicenseServer を使用することにより、 IT 管理者は、リアルタイムでネットワーク上の全てのライセンス
の概要、および、クライアントの割り当てと、クライアントのライセンスの使用状況を確認することができます。
LicenseServer を使用する利点は、ですから、多数の Altova ライセンスを管理することのできる管理機能で
す。  Altova LicenseServer は、 Altova Web サイトで無料で提供されています。Altova
LicenseServer および Altova LicenseServer を使用したライセンスの供与に関する詳細は、Altova
LicenseServer ドキュメントを参照してください。

注文フォーム

説明

ソフトウェア製品のライセンスを購入する準備が整った場合、ソフトウェアアクティベーションダイアログにて[キーコー
ドを購入する] ボタンを選択するか、[ヘルプ | 注文フォーム] コマンドを選択して、Altova オンラインショップへア
クセスすることができます。

登録

説明

Altova 製品登録ページをブラウザーのタブに表示します。Altova ソフトウェアを登録することにより、最新の製品
の情報が得られます。

最新情報のチェック

説明

Altova サーバーに接続して、より新しいバージョンの製品が利用可能かどうかチェックし、その結果を表示します。

サポートセンター

説明

インターネット上にある Altova サポートセンターへのリンクとなっています。サポートセンターには FAQ やディスカッ

http://www.altova.com/ja/
http://manual.altova.com/AltovaLicenseServer/
http://manual.altova.com/AltovaLicenseServer/
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ションフォーラムが含まれており、問題の解決方法を探ったり、Altova の技術サポートスタッフへアクセスすることがで
きます（現在英語のみの提供となります）。

WEB 上の FAQ 

説明

インターネット上にある Altova の FAQ へのリンクとなっています。FAQ データベースは Altova のサポートスタッフ
により常時更新されています。

コンポーネントのダウンロード

説明

インターネット上にある Altova のコンポーネントダウンロードセンターへのリンクとなっています。このリンク先から様々
なコンポーネントソフトウェアをダウンロードして、Altova 製品とともに使用することができます。ソフトウェアコンポーネ
ントは XSLT や XSL-FO プロセッサーからアプリケーションサービスプラットフォームまで、幅広く提供されていま
す。コンポーネントダウンロードセンターにてご利用になれるソフトウェアは、通常無料でご利用になれます。

インターネット上の MapForce 

説明

インターネット上にある Altova ウェブサイトへのリンクとなっています。Altova ウェブサイトでは、MapForce や関
連するテクノロジーについて確認することができます。

MapForce について

説明

スプラッシュ画面と製品のバージョン番号が表示されます。 IMapForce の 64-ビットバージョンを使用している場
合、アプリケーション名の後のサフィックス (x64) を示しています。32-ビットバージョンにはサフィックスはありません。 

http://www.altova.com/ja/
http://www.altova.com/ja/
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11 付録

以下の付録には MapForce に関する技術的な情報や、ライセンスに関する重要な情報が収められています。各付録に
は以下のようにサブセクションが収められています：

技術データ
 

OS ならびにメモリの要件
Altova XML パーサー
Altova XSLT と XQuery エンジン
Unicode のサポート
インターネットの使用
ライセンス使用状況測定

ライセンス情報
 

電子的なソフトウェアの配布
著作権
使用許諾契約書
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11.1 エンジン情報

このセクションには Altova XML バリデーター、Altova XSLT 1.0 エンジン、Altova XSLT 2.0 エンジ
ン、そして Altova XQuery エンジンの実装に特化した情報が含まれます。

11.1.1 XSLT および XQuery エンジンに関する情報

MapForce の XSLT および XQuery エンジンは、 W3C 仕様に従っています、ですから、XMLSpy の以前のバージョ
ン内の Altova エンジンよりも厳密です。 この結果、 以前のエンジンで無視されていた小さなエラーが、 MapForce により
エラーとして挙げられます。

例えば:

パス演算子の結果がノードと非-ノードを両方含む場合、型エラー (err:XPTY0018) です。
パス式 E1/E2 内の E1 がノードのシーケンスを評価しない場合、型エラー (err:XPTY0019) です。

この種類のエラーが発生した場合、 XSLT/XQuery ドキュメントまたはインスタンスドキュメントを必要に応じて修正してく
ださい。 

このセクションは、エンジンの実装固有の機能を仕様別に整理して説明します。
XSLT 1.0 
XSLT 2.0 
XQuery 1.0 

XSLT 1.011.1.1.1

MapForce の XSLT 1.0 エンジン は、World Wide Web Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム）
(W3C) の1999 年 11 月 16 日版の XSLT 1.0 勧告 および 1999 年 11 月 16 日版の XPath 1.0 勧告
　 に準拠します。 実装に関しての以下の情報に注意してください。

実装についての注意点
xsl:output の method 属性が HTMLに設定された場合、または、が HTML 出力 デフォルトで選択されている場
合、内の特殊文字は HTML ドキュメントに HTML 文字参照として出力内に挿入されます。 例えば、文字 U+00A0
(ブレーク無しのスペースのための 16 進数レファレンス) が HTML コード内に文字の参照 (&#160; or &#xA0;) 、また
は、エンティティ参照 &nbsp; として挿入されます

XSLT 2.011.1.1.2

このセクション: 

エンジン 適合性 
下位互換性 
名前空間 
スキーマ認識  
実装固有の振る舞い  

http://www.w3.org/TR/xslt
http://www.w3.org/TR/xpath
http://www.w3.org/TR/xpath
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適合性
MapForce の XSLT 2.0 エンジンは、World Wide Web Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム）
(W3C) の2007 年 1 月 23 日版の XSLT 2.0 勧告 および 2010 年 12 月 14 日版の XPath 2.0 勧告に
準拠します。  

下位互換性
XSLT 2.0 エンジン は下位互換性を有します。XSLT 2.0 エンジンの 下位互換性が有効になるのは、 XSLT 1.0 スタ
イルシートを処理するためにXSLT 2.0 エンジン  が使用される際です。XSLT 1.0 エンジン と下位互換性を持つ XSLT
2.0 エンジンにより作成される出力に違いがあるかもしれないことに注意してください。

名前空間
XSLT 2.0 スタイルシートは、 XSLT 2.0. プレフィックス内で使用することのできる型コンストラクタ および関数を使用する
ため、以下の名前空間を宣言する必要があります。 下のリストは通常使用されるリストです。希望する場合は、代替プレ
フィックスを使用することもできます。

名前空間 プレ
フィッ
クス

名前空間 URI

XML スキーマ型 xs: http://www.w3.org/2001/XMLSchema

XPath 2.0 関数 fn: http://www.w3.org/2005/xpath-functions

通常これらの名前空間は、以下のリストで表示されるように xsl:スタイルシートまたは、 xsl:transform 要素で宣言
されます:
 

<xsl:スタイルシート version="2.0"
xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
...

</xsl:スタイルシート>

次の点に注意してください:
 

XSLT 2.0 エンジンは、(上のテーブルでリストされている) XPath 2.0 および XQuery 1.0 関数 名前空間 を
デフォルトの関数名前空間として使用します。 XPath 2.0 および XSLT 2.0 関数をプレフィックス無しでスタイ
ルシート内で使用することができます。XPath 2.0 関数 名前空間 をスタイルシート内でプレフィックスと共に宣言
すると、 割り当てられた宣言内でプレフィックスを追加して使用することができます。 t
XML スキーマ 名前空間から型コンストラクタと型を使用する場合、名前空間 宣言内で使用された、プレフィックス
を使用して型コンストラクタを呼び出さなければなりません (例えば、 xs:date)。
XPath 2.0 関数の一部は、XML スキーマ データ型と同じ名前を保有します。 例えば、 XPath 関数 
fn:string および  fn:boolean のためには、同じロケーション名: xs:string および xs:boolean を
持つ、XML スキーマ データ型 が存在します。ですから、 XPath 式 string('Hello')を使用する場合、 式
は、 xs:string('Hello')ではなくて fn:string('Hello') として検証します。 

http://www.w3.org/TR/2007/REC-xslt20-20070123/
http://www.w3.org/TR/xpath20/
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スキーマ認識
XSLT 2.0 エンジンは、スキーマを認識します。ですから、ユーザー定義 スキーマ型 および xsl:validate 命令を使用
することができます。 

実装固有の振る舞い
以下は、 XSLT 2.0 エンジンが、特定の XSLT 2.0 関数の振る舞いの実装-特定のアスペクトをどのように扱うかの説明
です。 

xsl:result-document

追加してサポートされる エンコードは以下の通りです (Altova-固有): x-base16tobinary および x-
base64tobinary.

function-available

インスコープ関数の使用をテストする関数 (XSLT、 XPath、 および 拡張関数)。

unparsed-text

href 属性は、以下を受け入れます (i) ベース-uri フォルダー内のファイルの相対パス、および (ii)  相対パスを持つまたは
持たない file://プロトコール。 追加してサポートされる エンコードは以下の通りです (Altova-固有): x-
binarytobase16 および x-binarytobase64.

unparsed-text-available

href 属性は、以下を受け入れます (i) ベース-uri フォルダー内のファイルの絶対パス、および (ii) 絶対パスを持つまたは
持たない file://プロトコール。 追加してサポートされる エンコードは以下の通りです (Altova-固有): x-
binarytobase16 および x-binarytobase64.

メモ: RaptorXML の先行製品である AltovaXML で実装されていた以下のエンコード値は使用しないでください:
base16tobinary, base64tobinary, binarytobase16 and binarytobase64.

XQuery 1.011.1.1.3

このセクション: 

エンジン 適合性 
スキーマ認識 
エンコード 
名前空間 
XML ソースと検証 
静的および動的な型のチェック 
ライブラリモジュール 
外部モジュール 
照合順序 
数値データの精度 
XQuery 命令サポート  
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適合性
MapForce のXQuery 1.0 エンジンは、World Wide Web Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム）
(W3C) の2010 年 12 月 14 日版の XQuery 1.0 勧告に準拠します。 XQuery 標準は、多数の機能の実装に
ついての裁量を提供します。 下には、XQuery 1.0 エンジンがどのようにこれらの機能を実装するかについて説明するリスト
が下に挙げられています。 

スキーマ認識
XQuery 1.0 エンジン はスキーマを認識します。

エンコード
UTF-8 および UTF-16 文字のエンコードは、サポートされています。

名前空間
以下の 名前空間 URI と関連するバインドはは定義済みです。

名前空間 プレ
フィッ
クス

名前空間 URI

XML スキーマ型 xs: http://www.w3.org/2001/XMLSchema

スキーマインスタ
ンス

xsi: http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

内蔵の 関数 fn: http://www.w3.org/2005/xpath-functions

Local 関数 local
:

http://www.w3.org/2005/xquery-local-
functions

次の点に注意してください:
 

XQuery 1.0 エンジンは、上にリストされたプレフィックスを名前空間に対応するバウンドとして認識します。
Since the 上にリストされた内蔵の 関数 名前空間は、 XQuery内のデフォルトの関数です。 内蔵の関数 が
呼び出される際、名前空間、 fn: プレフィックス を使用する必要はありません。  (例えば、 string("Hello")
がfn:string 関数を呼び出す場合。) しかし、プレフィックス fn: は、クエリプロローグ内で名前空間を宣言する
ことなく内蔵の関数を呼び出す時に使用することができます。 (サンプル: fn:string("Hello")).
 クエリプロローグ内でdefault function 名前空間 式を宣言することにより、デフォルトの関数 名前空間を
することにより変更することができます。 
XML スキーマ 名前空間空の型を使用する場合、 プレフィックス xs: は、名前空間を明確に宣言することなく、ま
た、これらのプレフィックスをクエリプロローグ内でバインドすることなく使用することができます。 (サンプル: xs:date
および xs:yearMonthDuration。) XML スキーマ 名前空間のために、他のプレフィックスを使用する場合
は、クエリプロローグ内で明確に宣言されている必要があります。 (サンプル: declare 名前空間 alt =
"http://www.w3.org/2001/XMLSchema"; alt:date("2004-10-04").)
untypedAtomic, dayTimeDuration, および yearMonthDuration データ型 が 23 January
2007 の CR 共に、XPath データ型 名前空間から XML スキーマ 名前空間へ移動されていることに注意してく
ださい。ですから以下となります: xs:yearMonthDuration。

http://www.w3.org/TR/xquery/
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 関数のための名前空間、 型コンストラクタ、ノード テスト、が間違って割り当てられている場合、エラーが発生します。 しか
し、一部の関数はスキーマデータ型と同じ名前を持つことに注意してください。  例: fn:string および  fn:boolean。
(xs:string および xs:boolean は宣言されています) 名前空間 プレフィックス、関数または 型コンストラクタが使用
されるか決定します。 

XML ソースドキュメントと検証
XMLドキュメント used in executing an XQuery ドキュメント with XQuery 1.0 エンジン must be 整形式. しか
し、they do not need to be valid according to an XML スキーマ. If the ファイル is not valid, the invalid
ファイル is loaded without schema information. XML ファイル が外部スキーマと関連付けられ、また有効な場合、
then post-schema 検証情報 is generated for  XML データ and will be used for クエリ検証.

静的および動的な型のチェック
静的分析フェーズ checks aspects of クエリ such as syntax, whether 外部レファレンス (例 for モジュール)
exist, whether invoked 関数と変数 are defined, and so on. If an error is detected in 静的分析フェーズ,
it is reported and the execution is stopped. 

動的な型チェック is carried out ランタイム中, when クエリ is actually executed. If a type is incompatible
with the requirement of an operation, an error is reported. 例えば、 式 xs:string("1") + 1 は、エ
ラーを返します。 because the addition operation cannot be carried out on an operand of type 
xs:string.

ライブラリモジュール
ライブラリモジュール store 関数と変数 so they can be reused. XQuery 1.0 エンジン supports モジュール that
are stored in a single external XQuery ファイル. Such モジュール ファイル must contain モジュール 宣言 in
its prolog, which associates a target 名前空間. 以下はモジュールサンプルです:
 

module 名前空間 libns="urn:module-library"; 
declare variable $libns:company := "Altova"; 
declare function libns:webaddress() { "http://www.altova.com" }; 

すべての関数および変数は、モジュールに関連した名前空間に属するモジュール内で宣言されています。. モジュール is
used by importing it into an XQuery ファイル with the import module statement クエリプロローグ内の.
import module ステートメントは、 ライブラリモジュールファイル内で直接宣言された、関数と変数のみをインポートしま
す。 例:
 

import module namespace modlib = "urn:module-library" at

"modulefilename.xq";   
if ($modlib:company = "Altova")  
then  modlib:webaddress()   
else  error("No match found.") 

外部関数
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外部関数 は、サポートされていません。 i.e. in those 式 using the external keyword, as in:
 

declare function hoo($param as xs:integer) as xs:string external;  

照合順序
デフォルトの照合順序 is the Unicode-コードポイント照合順序, which compares strings on the basis of
their Unicode コードポイント. その他にサポートされる照合順序 are the ICU 照合順序 listed here. To use a
specific 照合順序, supply its URI as given in the list of supported 照合順序. Any string
comparisons, including for the fn:max and fn:min 関数, will be made according to the specified
照合順序. 照合順序オプションが指定されていない場合、 デフォルトの Unicode-コードポイント照合順序 が使用されま
す。

数値データの精度
The xs:integer データ型 is arbitrary-精度, i.e. it can represent any number of 桁.
The xs:decimal データ型 has a limit of 20 桁 after the decimal point. 
The xs:float and xs:double データ型 have limited-精度 of 15 桁.

XQuery 命令サポート
Pragma 命令 は、サポートされていません。 発生した場合、 無視されフォールバックの式が検証されます。

11.1.2 XSLT と XPath/ XQuery 関数

このセクションでは、XPath および/または XQuery 式で使用することのできる、Altova 拡張関数と他の拡張関数をリスト
します。 Altova 拡張関数は Altova の XSLT および XQueryエンジンで使用することができ、 W3C 標準で定義され
た関数ライブラリで使用することのできる機能に追加して機能を提供します。

一般的な情報
以下の一般的な情報に注意してください:

 

W3C 仕様により定義されているコア関数ライブラリの関数は、関数の呼び出しにプレフィックスは必要ありません。こ
れは、 XSLT および XQuery エンジンが、  XPath/XQuery 関数仕様で指定されているhttp://
www.w3.org/2005/xpath-functionsプレフィックス無しの関数をデフォルト関数の名前空間に属するも
のとして読み込むためです。
関数において、各アイテムが引数となるようなシーケンスが期待されており、２つ以上のアイテムがシーケンスにより呼
び出された場合、エラーが返されます。 
全ての比較は Unicode コードポイントコレクションを使用することで行われます。
QName の結果は  [prefix:]localname という形式でシリアル化されます。

xs:decimal の精度

http://site.icu-project.org/
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精度とは、数値内にある桁数のことで、仕様では少なくとも18桁が求められます。xs:decimal 型に結果が収められる除
算の場合、端数処理を行うことなく精度は 小数点以下の19桁になります。

黙示的なタイムゾーン
２つの date time、または dateTime 値を比較する場合、比較する値のタイムゾーンを明らかにする必要があります。
値の中にタイムゾーンが明示的に与えられていない場合、黙示的なタイムゾーンが使用されます。黙示的なタイムゾーンはシ
ステムクロックから取得され implicit-timezone() 関数によりその値をチェックすることができます。

照合順序
デフォルトの照合順序は、 Unicode コードポイントをベースに文字列を比較する Unicode コードポイント照合順序で
す。エンジンは Unicode 照合アルゴリズムを使用しています。他のサポートされる照合順序は下にリストされる ICU 照合
順序 です。 使用するには、サポートされる照合順序のリストの URI を提供してください (下のテーブル)。max と min 関
数を含む、 文字列の比較は、指定された照合順序に沿って行われます。照合順序オプションが指定されていない場合、デ
フォルトの Unicode コードポイント照合順序が使用されます。 

言語 URI

da: デンマーク語 da_DK

de: ドイツ語 de_AT, de_BE, de_CH, de_DE, de_LI, de_LU

en: 英語 en_AS, en_AU, en_BB, en_BE, en_BM, en_BW, en_BZ,
en_CA, en_GB, en_GU, en_HK, en_IE, en_IN, en_JM,
en_MH, en_MP, en_MT, en_MU, en_NA, en_NZ, en_PH,
en_PK, en_SG, en_TT, en_UM, en_US, en_VI, en_ZA,
en_ZW

es: スペイン語 es_419, es_AR, es_BO, es_CL, es_CO, es_CR,
es_DO, es_EC, es_ES, es_GQ, es_GT, es_HN, es_MX,
es_NI, es_PA, es_PE, es_PR, es_PY, es_SV, es_US,
es_UY, es_VE

fr: フランス語 fr_BE, fr_BF, fr_BI, fr_BJ, fr_BL, fr_CA, fr_CD,
fr_CF, fr_CG, fr_CH, fr_CI, fr_CM, fr_DJ, fr_FR,
fr_GA, fr_GN, fr_GP, fr_GQ, fr_KM, fr_LU, fr_MC,
fr_MF, fr_MG, fr_ML, fr_MQ, fr_NE, fr_RE, fr_RW,
fr_SN, fr_TD, fr_TG

it: イタリア語 it_CH, it_IT

ja: 日本語 ja_JP

nb: ノルウェー語
(ブークモール)

nb_NO

nl: オランダ語 nl_AW, nl_BE, nl_NL

nn: ノルウェー語 
(ニーノシュク)

nn_NO

pt: ポルトガル語 pt_AO, pt_BR, pt_GW, pt_MZ, pt_PT, pt_ST

ru: ロシア語 ru_MD, ru_RU, ru_UA

sv: スウェーデン語 sv_FI, sv_SE

名前空間軸
名前空間軸は XPath 2.0 にて廃止されましたが、名前空間軸の使用はサポートされています。XPath 2.0 メカニズムに
より名前空間情報へアクセスするには、 in-scope-prefixes() namespace-uri() namespace-uri-

http://site.icu-project.org/
http://site.icu-project.org/
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for-prefix( 関数を使用してください。

Altova 拡張関数11.1.2.1

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラ
リで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されま
す。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があること
に注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

W3C の XPath/XQuery 関数仕様で定義された関数は、以下で使用することができます: (i) XSLT 子アンテキスト内
の XPath 式 と、(ii) XQuery 文書内の XQuery 式。 このドキュメントでは、前者( XSLT 内の XPath) のコンテキス
トで使用することのできる関数を、 XP シンボルと共に表示し、と称します。後者(XQuery) で使用することのできる関数は
の XQ シンボルと共に表示され、 XQuery 関数と共に作業することができます。W3C の XSLT 仕様は、XPath/
XQuery 関数の仕様ではなく、 XSLT 文書内の XPath 式でも使用することのできる関数を定義します。これらの関数
は、 XSLT シンボルと共に表示され、 XSLT 関数と称されます。関数を使用することのできる XPath/XQuery および
XSLT のバージョンは、関数の詳細に記載されています (下のシンボルを参照してください)。 XPath/XQuery および
XSLT 関数ライブラリからの関数は、プレフィックス無しでリストされています。 Altova 拡張関数などの、他のライブラリからの
関数はプレフィックスと共にリストされています。

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

 
XSLT 関数
XSLT 関数は XSLT 2.0 の current-group() や key() 関数と同様に、XSLT コンテキストにて使用することが
できます。 (例えば、 XQuery コンテキストなどの) 非-XSLT コンテキストでは使用することができません。 XBRL に対す
る XSLT 関数は、 XBRL をサポートするエディションの Altova 製品でのみ使用することができます。

XPath/XQuery 関数
XPath/XQuery 関数は、  XSLT コンテキスト、  XQuery 関数の XPath 式で使用することができます:

日付/時刻
位置情報
イメージに関連した
数値
シーケンス
文字列
その他
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XSLT 関数

XSLT 拡張関数 はXSLT コンテキスト内の XPath 式にて使用することができます。 (例えば、 XQuery コンテキストな
どの) 非-XSLT コンテキストでは使用することができません。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

標準関数
distinct-nodes [altova:]

altova:distinct-nodes(node()*) を node()* とする     XSLT1  XSLT2  XSLT3

入力として１つ以上のノードを必要とし、同じセットから重複した値を持つノードを除いたノードを返します。 XPath/
XQuery 関数 fn:deep-equal を使用して比較を行うことができます。
サンプル

altova:altova:distinct-nodes(country)は重複した値を持つものを除く、全ての子
country ノード返します。

evaluate [altova:]

altova:evaluate(XPathExpression as xs:string[, ValueOf$p1, ... ValueOf$pN])
    XSLT1  XSLT2  XSLT3

XPath 式を必要とし、必須引数として文字列をパスします。評価された式の出力を返します。 例えば: 
altova:evaluate('//Name[1]') は、ドキュメント内の最初の Name 要素のコンテンツを返します。式 //
Name[1] は、一重引用符を使用することにより、文字列としてパスされます。 

altova:evaluate 関数は、オプションとして追加の引数を持つことができます。これらの引数は、 p1, p2, p3...
pN の名前を持つスコープ内の変数の値です。使用に関して以下の点に注意してください: (i) 変数は、 X が整数で
ある箇所のフォーム pX の名前と共に定義される必要があります。(ii)  altova:evaluate 関数の引数は、 (上
の署名参照) 2 番目の引数からは、数値順の変数のシーケンスに対応した引数のシーケンス変数の値を与えます:
p1 to pN: 第 2 引数は変数 p1 の値で、第 3 引数は、変数 p2 の値です。 (iii) 変数の値は型 item* である
必要があります。

サンプル
<xsl:variable name="xpath" select="'$p3, $p2, $p1'" />

<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, 10, 20, 'hi')" /> 
outputs "hi 20 10"

上のリストに関して、以下の点に注意してください:
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altova:evaluate 式の第 2 引数は、変数 $p1 に割り当てられた値で、第三の引数は変数
$p2 に割り当てられた値です。
関数の第 4 番目の引数は、引用符による囲いで表示された文字列の値です。
 xs:variable 要素の select 属性は、 XPath 式を提供します。この式は xs:string の型
である必要があり、一重引用符で囲まれています。

変数の使用方法を更に説明するサンプル

<xsl:variable name="xpath" select="'$p1'" /> 
<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, //Name[1])" /> 
最初の Name 要素の出力値

<xsl:variable name="xpath" select="'$p1'" /> 
<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, '//Name[1]')" />

Outputs "//Name[1]"

altova:evaluate() 拡張関数は、 XSLT  スタイルシート内のXPath 式が動的に評価される必要のある1 つ
以上の部分を持つシチュエーションで役に立ちます。例えば、ユーザーが並べ替えの必要条件をリクエストする場合、こ
のシチュエーションは属性 UserReq/@sortkey に保管されます。スタイルシートでは、以下の式が使用できます:
<xsl:sort select="altova:evaluate(../UserReq/@sortkey)" order="ascending"/

>。 altova:evaluate() 関数は、コンテキストノードの親の UserReq 子要素の sortkey 属性を読み込み
ます。 sortkey 属性の値が Price の場合、 Price は、altova:evaluate() 関数により返され、 select
属性 <xsl:sort select="Price" order="ascending"/> の値になります。この sort 命令が、
Order という要素のコンテキスト内で発生する場合、 Order 要素は Price の子の値に従い並べ替えられます。ま
た、 @sortkey の値が、  Date の場合、 Order 要素は、 Date の子の値に従い並べ替えられます。ですから、
Order の並べ替えの条件は、ランタイムでの sortkey 属性から選択されます。これは、以下の式などでは達成することは
できません: <xsl:sort select="../UserReq/@sortkey" order="ascending"/>。上の場合、並
べ替え条件は sortkey 属性自身であり、 Price または Date (または、現在の sortkey のコンテンツ) ではあり
ません。

メモ: 静的なコンテキストは、呼び出し環境の名前空間、型、機能、しかし変数を以外を含みます。ベース URI と
デフォルトの名前空間は継承されます。

追加サンプル

静的な変数: <xsl:value-of select="$i3, $i2, $i1" /> 
3 つの変数の値を出力します。

動的な変数を持つ動的 XPath 式: 
<xsl:variable name="xpath" select="'$p3, $p2, $p1'" /> 
<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, 10, 20, 30)" /> 
"30 20 10" を出力します。

動的な変数を持たない XPath 式: 
<xsl:variable name="xpath" select="'$p3, $p2, $p1'" /> 
<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath)" /> 
出力エラー: $p3 に対して定義されている変数はありません。

encode-for-rtf [altova:]

altova:encode-for-rtf(input as xs:string, preserveallwhitespace as

xs:boolean, preservenewlines as xs:boolean) を xs:string とする     XSLT2  XSLT3
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RTF のためのコードに入力文字列を変換します。空白と新しい行は、それぞれの引数により指定される boolean の
値に基づき保管されます。

[ トップ ]

XBRL 関数
Altova XBRL 関数は XBRL をサポートする Altova 製品のエディションのみで使用することができます。

xbrl-footnotes [altova:]

altova:xbrl-footnotes(node()) を node()* とする     XSLT2  XSLT3

ノードを入力引数として必要とし、入力ノードに参照される XBRL フットノート ノードを返します。

xbrl-labels [altova:]

altova:xbrl-labels(xs:QName, xs:string) を node()* とする     XSLT2  XSLT3

以下の 2 つの入力引数を必要とします: ノード名とノードを含むタクソノミファイルロケーション。関数は、入力ノードと関
連した XBRL ラベルノードを返します。 

[ トップ ]

XPath/ XQuery 関数: 日付と時刻

Altova の日付/時刻拡張関数は XPath と XQuery 式で使用することができ、XML スキーマの異なる日付および時刻
データ型で保存されているデータを処理するための追加機能を提供します。 このセクションの関数は、Altova の XPath
3.0 および XQuery 3.0 エンジンで使用することができます。これらの関数は、XPath/XQuery コンテキストで使用する
ことができます。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

機能によりグループ化

xs:dateTime に期間を追加して、 xs:dateTimeを返す
xs:date  に期間を追加して、 xs:date を返す 
xs:time  に期間を追加して、 return xs:time を返す 
フォーマットと期間の取得 
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現在の日付/時刻を生成する関数からタイムゾーンを削除する 
日付から整数を週の曜日として返す 
日付から週数を整数として返す 
各型の構文コンポーネントから日付、時刻、期間 の型を構築する 
文字列入力から 日付、日付時刻 または 時刻 を構築する 
年齢に関連した関数 

アルファベット順にグループ化

altova:add-days-to-date
altova:add-days-to-dateTime
altova:add-hours-to-dateTime
altova:add-hours-to-time
altova:add-minutes-to-dateTime
altova:add-minutes-to-time
altova:add-months-to-date
altova:add-months-to-dateTime
altova:add-seconds-to-dateTime
altova:add-seconds-to-time
altova:add-years-to-date
altova:add-years-to-dateTime
altova:age
altova:age-details
altova:build-date
altova:build-duration
altova:build-time
altova:current-dateTime-no-TZ
altova:current-date-no-TZ
altova:current-time-no-TZ
altova:format-duration
altova:parse-date
altova:parse-dateTime
altova:parse-duration
altova:parse-time
altova:weekday-from-date
altova:weekday-from-dateTime
altova:weeknumber-from-date
altova:weeknumber-from-dateTime

[ トップ ]

 xs:dateTime に期間を追加する     XP3  XQ3 

これらの関数は xs:dateTime に期間を追加し、 xs:dateTime を返します。 xs:dateTime 型は CCYY-MM-
DDThh:mm:ss.sss のフォーマットです。これは xs:date と xs:time フォーマットの連結で、 T により区切られてい
ます。タイムゾーンサフィックス+01:00 (for example)は任意です。

add-years-to-dateTime [altova:]

altova:add-years-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Years を xs:integer)
as xs:dateTime とする     XP3  XQ3

日付までの期間を年数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される年数で
す。結果は xs:date 型です。
サンプル

altova:add-years-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), 10)

returns 2024-01-15T14:00:00 
altova:add-years-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), -4)
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returns 2010-01-15T14:00:00

add-months-to-dateTime [altova:]

altova:add-months-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Months を xs:integer)
as xs:dateTime とする     XP3  XQ3

xs:dateTime に月数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられ
た xs:dateTime に追加される月数です。結果は xs:dateTime 型です。
サンプル

altova:add-months-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), 10) 
2014-11-15T14:00:00 を返します。
altova:add-months-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), -2) 
2013-11-15T14:00:00 を返します。

add-days-to-dateTime [altova:]

altova:add-days-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Days as xs:integer) を
xs:dateTime とする     XP3  XQ3

xs:dateTime に日数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられ
た xs:dateTime に追加される日数です。結果は xs:dateTime 型です。
サンプル

altova:add-days-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), 10)は

2014-01-25T14:00:00 を返します。
altova:add-days-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), -8)は

2014-01-25T14:00:00 を返します。

add-hours-to-dateTime [altova:]

altova:add-hours-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Hours as xs:integer)

を xs:dateTime とする     XP3  XQ3

xs:dateTime に時間数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えら
れた xs:dateTime に追加される時間数です。結果は xs:dateTime 型です。 
サンプル

altova:add-hours-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T13:00:00"), 10) は
2014-01-15T23:00:00 を返します。
altova:add-hours-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T13:00:00"), -8) は
2014-01-15T05:00:00 を返します。

add-minutes-to-dateTime [altova:]

altova:add-minutes-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Minutes as

xs:integer) を xs:dateTime とする     XP3  XQ3

xs:dateTime に分数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられ
た xs:dateTime に追加される分数です。結果は xs:dateTime 型です。
サンプル

altova:add-minutes-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:10:00"), 45)

 2014-01-15T14:55:00 を返します。
altova:add-minutes-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:10:00"), -5)
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 2014-01-15T14:05:00 を返します。

add-seconds-to-dateTime [altova:]

altova:add-seconds-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Seconds を
xs:integer) as xs:dateTime とする     XP3  XQ3

xs:dateTime に秒数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられ
た xs:dateTime に追加される秒数です。結果は xs:dateTime 型です。
サンプル

altova:add-seconds-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:10"), 20)

 2014-01-15T14:00:30 を返します。
altova:add-seconds-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:10"), -5)

 2014-01-15T14:00:05 を返します。

[ トップ ]

xs:date に期間を追加する     XP3  XQ3

これらの関数は xs:date に期間を追加し、 xs:date を返します。 xs:date 型は CCYY-MM-DD フォーマットで
す。

add-years-to-date [altova:]

altova:add-years-to-date(Date as xs:date, Years as xs:integer) を xs:date とす
る     XP3  XQ3

日付までの期間を年数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される年数で
す。結果は xs:date 型です。
サンプル

altova:add-years-to-date(xs:date("2014-01-15"), 10) は 2024-01-15  を返し
ます。
altova:add-years-to-date(xs:date("2014-01-15"), -4) は 2010-01-15  を返し
ます。

add-months-to-date [altova:]

altova:add-months-to-date(Date as xs:date, Months as xs:integer) を xs:date と
する     XP3  XQ3
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日付までの期間を月数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される月数で
す。結果は xs:date 型です。
サンプル

altova:add-months-to-date(xs:date("2014-01-15"), 10)  2014-11-15 を返しま
す。
altova:add-months-to-date(xs:date("2014-01-15"), -2)  2013-11-15 を返しま
す。

add-days-to-date [altova:]

altova:add-days-to-date(Date as xs:date, Days as xs:integer) を xs:date とする   
 XP3  XQ3

日付までの期間を日数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される日数で
す。結果は xs:date 型です。
サンプル

altova:add-days-to-date(xs:date("2014-01-15"), 10)は  2014-01-25 を返しま
す。
altova:add-days-to-date(xs:date("2014-01-15"), -8) は 2014-01-07 を返しま
す。

[ トップ ]

フォーマットと期間の取得     XP3  XQ3

これらの関数は xs:date に期間を追加し、 xs:date を返します。 xs:date 型は CCYY-MM-DD フォーマットで
す。

format-duration [altova:]

altova:format-duration(Duration as xs:duration, Picture as xs:string) as
xs:string とする     XP3  XQ3

第 1 の引数として提出された期間を、第 2 の引数として提出された文字列によりをフォーマットします。出力は、文字
列によりフォーマットされたテキスト文字列です。 
サンプル

altova:format-duration(xs:duration("P2DT2H53M11.7S"), "Days:[D01]

Hours:[H01] Minutes:[m01] Seconds:[s01] Fractions:[f0]") は "Days:02
Hours:02 Minutes:53 Seconds:11 Fractions:7" を返します。  
altova:format-duration(xs:duration("P3M2DT2H53M11.7S"), "Months:[M01]

Days:[D01] Hours:[H01] Minutes:[m01]") は "Months:03 Days:02 Hours:02
Minutes:53" を返します。  

parse-duration [altova:]

altova:parse-duration(InputString as xs:string, Picture as xs:string) を
xs:duration とする     XP3  XQ3

パターン化された文字列を最初の引数として、文字を第 2 の引数とします。入力文字列は文字をベースに解析さ
れ、 xs:duration が返されます。 
サンプル

altova:parse-duration("Days:02 Hours:02 Minutes:53 Seconds:11
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Fractions:7"), "Days:[D01] Hours:[H01] Minutes:[m01] Seconds:[s01]

Fractions:[f0]") は "P2DT2H53M11.7S" を返します。 
altova:parse-duration("Months:03 Days:02 Hours:02 Minutes:53
Seconds:11 Fractions:7", "Months:[M01] Days:[D01] Hours:[H01] Minutes:

[m01]") は "P3M2DT2H53M" を返します。 

[ Top ]

xs:time に期間を追加する     XP3  XQ3

これらの関数は xs:time に期間を追加し、  xs:time  を返します。  xs:time  型は hh:mm:ss.sss 構文フォ
ームです。

文字 Z は協定世界時 (UTC) を表します。他のタイムゾーンは、UTC との差異を +hh:mm または -hh:mm のフォー
マットで表示しています。タイムゾーンの値が無い場合は、UTC ではない未知のタイムゾーンとして見なされます。

add-hours-to-time [altova:]

altova:add-hours-to-time(Time as xs:time, Hours as xs:integer) を xs:time とす
る     XP3  XQ3

日付までの期間を時間数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:time に追加される時間
数です。結果は xs:time 型です。
サンプル

altova:add-hours-to-time(xs:time("11:00:00"), 10) は 21:00:00 を返します。

altova:add-hours-to-time(xs:time("11:00:00"), -7) は 04:00:00 を返します。

add-minutes-to-time [altova:]

altova:add-minutes-to-time(Time as xs:time, Minutes as xs:integer) を xs:time
とする     XP3  XQ3

日付までの期間を分数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される分数で
す。結果は xs:date 型です。
サンプル

altova:add-minutes-to-time(xs:time("14:10:00"), 45)  14:55:00 を返します。

altova:add-minutes-to-time(xs:time("14:10:00"), -5)  14:05:00 を返します。

add-seconds-to-time [altova:]

altova:add-seconds-to-time(Time as xs:time, Minutes as xs:integer) を xs:time
とする     XP3  XQ3

時間までの期間を秒数で表示します。第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられた xs:time に追加される秒数
です。結果は xs:time 型です。第 2 のコンポーネントは 0 から 59.999 の範囲であることができます。
サンプル

altova:add-seconds-to-time(xs:time("14:00:00"), 20) は 14:00:20 を返します。

altova:add-seconds-to-time(xs:time("14:00:00"), 20.895) は 14:00:20.895
を返します。

[ Top ]
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現在の日付/時刻を生成する関数からタイムゾーンを削除する     XP3  XQ3

これらの関数は、現在のxs:dateTime xs:date  または xs:time 値からそれぞれタイムゾーンを削除します。
xs:dateTime と xs:dateTimeStamp の差異は、後者のタイムゾーンが必要な場合です。(前者の場合は任意で
す。)  xs:dateTimeStamp 値のフォーマットは CCYY-MM-DDThh:mm:ss.sss±hh:mm または CCYY-MM-
DDThh:mm:ss.sssZ です。 、 日付と時刻が xs:dateTimeStamp としてシステムクロックから読み込まれる場合、
 current-dateTime-no-TZ() 関数がタイムゾーンを削除するために使用されます。

current-dateTime-no-TZ [altova:]

altova:current-dateTime-no-TZ() を xs:dateTime とする     XP3  XQ3

この関数は引数を必要としません。 current-dateTime() (システムクロックによる現在の時刻) のタイムゾーンの
部分を削除し、 xs:dateTime の値を返します。
サンプル

現在の dateTime が 2014-01-15T14:00:00+01:00  の場合: 

altova:current-dateTime-no-TZ() は 2014-01-15T14:00:00  を返します。

current-date-no-TZ [altova:]

altova:current-date-no-TZ() を xs:date とする     XP3  XQ3

この関数は引数を必要としません。 current-date() (システムクロックによる現在の時刻) のタイムゾーンの部分
を削除し、 xs:date の値を返します。
サンプル

現在のdate が 2014-01-15+01:00 の場合:

altova:current-date-no-TZ() は 2014-01-15 を返します。 

current-time-no-TZ [altova:]

altova:current-time-no-TZ() を xs:time とする     XP3  XQ3

この関数は引数を必要としません。 current-time() (システムクロックによる現在の時刻) のタイムゾーンの部分
を削除し、 xs:time の値を返します。
サンプル

現在のtime が 14:00:00+01:00 の場合: 

altova:current-time-no-TZ() は 14:00:00 を返します。 

[ Top ]

xs:dateTime または xs:date として曜日を返す     XP3  XQ3

これらの関数は、 xs:dateTime または xs:date から曜日を(整数として)を返します。曜日は (米国式フォーマットを
使用して) 1 から 7 と番号づけられています。  日曜=1 と番号付けられます。 欧州のフォーマットでは月曜 (=1) として番
号付けられます。日曜=1 である米国フォーマットは整数 0 がフォーマットを表示するために使用できる箇所で設定すること
ができます。

weekday-from-dateTime [altova:]

altova:weekday-from-dateTime(DateTime as xs:dateTime) を xs:integer とする      XP3

 XQ3

時刻付きの日付を単一の引数として、この日付の曜日を正数として返します。曜日は 日曜=1 から開始して番号を
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付けます。 (月曜=1 とする) ヨーロッパのフォーマットが必要な場合、この関数の他の署名を使用します  (下の次の
署名を参照)。
サンプル

altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"))  は月曜
を表示する 2  を返します。

altova:weekday-from-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Format as xs:integer)

as xs:integer とする     XP3  XQ3

時間月の日付を最初の引数として、この日付の曜日を正数として返します。 曜日は 月曜=1 から開始して番号を付
けます。 第 2 の引数(整数)が 0  の場合、 日曜=1 から開始して、曜日は 1から 7 と番号を付けます。第 2 の引
数が 0 以外の整数の場合、 月曜=1です。 第 2 の引数がない場合、関数はこの関数の他の署名を持つと読み込まれ
ます (前の次の署名を参照)。
サンプル

altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"), 1) は
月曜を表示する 1  を返します。 
altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"), 4) は
月曜を表示する 1  を返します。 
altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"), 0) は
月曜を表示する 2  を返します。

weekday-from-date [altova:]

altova:weekday-from-date(Date as xs:date) を  xs:integer とする     XP3  XQ3

日付を単一の引数として、この日付の曜日を正数として返します。曜日は 日曜=1 から開始して番号を付けます。
(月曜=1 とする) ヨーロッパのフォーマットが必要な場合、この関数の他の署名を使用します  (下の次の署名を参
照)。
サンプル

altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03+01:00")) は月曜を表示する 2  を
返します。

altova:weekday-from-date(Date as xs:date, Format as xs:integer)  を 
xs:integer とする     XP3  XQ3

日付を最初の引数とし、この日付の曜日を正数として返します。曜日は 月曜=1 から開始して番号を付けます。第
2 (フォーマット) 引数が 0,の場合、日曜=1 から開始し、曜日は 1 から 7で番号付けられます。第 2 引数が整数で
 0 以外の場合、月曜=1です。第2 の引数がない場合、関数はこの関数の他の署名を持つと読み込まれます (前の署名
を参照)。
サンプル

altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03"), 1) は月曜を示す 1　を返しま
す。 
altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03"), 4) は月曜を示す 1　を返しま
す。 
altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03"), 0) は月曜を示す 2　を返しま
す。 

[ Top ]

xs:dateTime または xs:date から週数を返す     XP2  XQ1  XP3  XQ3
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これらの関数は週数(整数として)を xs:dateTime から xs:date.から返します。週の番号付けは、米国、欧州、イス
ラムのカレンダーフォーマットで使用することができます。 週の始まりが異なるため、週数の番号付けは、カレンダーのフォーマッ
トにより異なります。(米国フォーマットでは、日曜、欧州フォーマットでは月曜、イスラムフォーマットでは土曜が週の開始日で
す)。

weeknumber-from-date [altova:]

altova:weeknumber-from-date(Date as xs:date, Calendar as xs:integer) を
xs:integer とする     XP2  XQ1  XP3  XQ3

正数として提出された Date 引数の週数を返します。第 2 の引数(カレンダー)は続くカレンダーシステムを指定しま
す。 
サポートされる カレンダー の値は次のとおりです:

 0 = US 米国のカレンダー (週の始まりは日曜日)

 1 = ISO 標準、 欧州のカレンダー (週の始まりは月曜日)

 2 = イスラムのカレンダー (週の始まりは土曜日) 

デフォルトは 0 です。

サンプル

altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23"), 0) は 13 を返します。

altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23"), 1) は 13 を返します。

altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23"), 2) は 13 を返します。

altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23")   ) は 13 を返します。

上のサンプル (2014-03-23) の date の曜日は日曜日です。米国およびイスラムのカレンダーは欧州カレンダ
ーのこの日付よりも一週間先です。 

weeknumber-from-dateTime [altova:]

altova:weeknumber-from-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Calendar as

xs:integer) を xs:integer とする     XP2  XQ1  XP3  XQ3

正数として提出された DateTime 引数の週数を返します。第 2 の引数(カレンダー)は続くカレンダーシステムを指定
します。 
サポートされる カレンダー の値は次のとおりです:

 0 = US 米国のカレンダー (週の始まりは日曜日)

 1 = ISO 標準、 欧州のカレンダー (週の始まりは月曜日)

 2 = イスラムのカレンダー (週の始まりは土曜日) 

Default is 0.

サンプル

altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00"), 0)

は 13 を返します。
altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00"), 1)

は 13 を返します。
altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00"), 2)

は 13 を返します。
altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00")   )

は 13 を返します。

上のサンプル (2014-03-23T00:00:00) の dateTime の曜日は日曜日です。米国およびイスラムのカレン
ダーは欧州カレンダーのこの日付よりも一週間先です。 
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[ トップ ]

各型の構文コンポーネントから日付、時刻、期間の型を構築する     XP3  XQ3

関数は、xs:date, xs:time または xs:duration の構文コンポーネントを入力引数とし、引数を結合させて対応
するデータ型を構築します。

build-date [altova:]

altova:build-date(Year as xs:integer, Month as xs:integer, Date as

xs:integer) を xs:date とする     XP3  XQ3

第 1 、第 2 、第3 の引数は、それぞれ、年、月、日を表します。 xs:date 型の値を構築するため結合されます。
整数の値は、特定の日付の一部の適正な範囲内である必要があります。例えば第 2 の引数 (月の部分) は 12
以上であってはなりません。
サンプル

altova:build-date(2014, 2, 03) は 2014-02-03 を返します。 

build-time [altova:]

altova:build-time(Hours as xs:integer, Minutes as xs:integer, Seconds as

xs:integer) を xs:time とする     XP3  XQ3

第 1 、第 2 、第3 引数はそれぞれ時間数 (0 から 23)、分数 (0 から 59)、および秒数 (0 から 59) の値です。こ
れらの値は、 xs:time 型の値を作成するために結合されます。整数の値は、それぞれの部分の正しい範囲内である
必要があります。 例えば、秒 (分) 引数は、 59 以上であってはなりません。値にタイムゾーンを追加するには、この関
数の他の署名を使用してください (次の署名を参照)。
サンプル

altova:build-time(23, 4, 57) は 23:04:57 を返します。 

altova:build-time(Hours as xs:integer, Minutes as xs:integer, Seconds as

xs:integer, TimeZone as xs:string) を xs:time とする     XP3  XQ3

第 1 、第 2 、第 3 引数はそれぞれ時間数 (0 から 23)、分数 (0 から 59)、および秒数 (0 から 59) の値です。
第四の引数は、値の一部としてタイムゾーンを与えます。 4 つの引数が結合され、xs:time 型の値を構築します。
例えば、第 2 の引数 (分数) は 59 以上であってはなりません。 
サンプル

altova:build-time(23, 4, 57, '+1') は 23:04:57+01:00  を返します。

build-duration [altova:]

altova:build-duration(Years as xs:integer, Months as xs:integer) を
xs:yearMonthDuration とする     XP3  XQ3

xs:yearMonthDuration 型の値を構築するためには 2 つの引数が必要です。最初の引数は期間の 年数 値
の部分を与え、第 2 の引数は、 月数 値の部分を与えます。第 2 の引数 (月数)がと同じまたはより大きくなると、整
数は 12 により分割されます。  商は、 年数 の部分を表す 最初の引数に加算され、(除算の)残りはの部分は 月数
の部分を表すために使用されます。期間の xs:dayTimeDuration 型を作成するには、次の署名を参照してくだ
さい。
サンプル

altova:build-duration(2, 10) は P2Y10M を返します。 

altova:build-duration(14, 27) は P16Y3M を返します。 

altova:build-duration(2, 24) は P4Y を返します。 
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altova:build-duration(Days as xs:integer, Hours as xs:integer, Minutes as

xs:integer, Seconds as xs:integer) を xs:dayTimeDuration とする     XP3  XQ3

xs:dayTimeDuration 型の値を構築するためには 4 つの引数が必要です。最初の引数は期間の 日数 値の
部分で、第 2 、第 3 、第 4 引数は、それぞれ期間の時間数、 分数、秒数 値のです。これらの 3 つの 時間 引数
は、次の高い単位の値に加算され、結果は期間の全体の値を計算するために使用されます。 例えば、 72 秒は、 
1M+12S (1 分 と12 秒)に変換され、この値が期間全体の値を計算するために使用されます。
xs:yearMonthDuration 型の期間を構築するためには、次の署名を参照してください。
サンプル

altova:build-duration(2, 10, 3, 56) は P2DT10H3M56S を返します。 

altova:build-duration(1, 0, 100, 0) は P1DT1H40M を返します。 

altova:build-duration(1, 0, 0, 3600) は P1DT1H を返します。 

[ トップ ]

文字列入力から 日付、日付時刻 または 時刻 を構築する     XP2  XQ1  XP3  XQ3

関数は、文字列を引数として、 xs:date  xs:dateTime または xs:time データ型を構築します。文字列は、デー
タ型のコンポーネントを提出されたパターン引数をベースにして分析されます。

parse-date [altova:]

altova:parse-date(Date as xs:string, DatePattern as xs:string) を xs:date とす
る     XP2  XQ1  XP3  XQ3

 Date 入力文字列を xs:date の値として返します。第二の引数である DatePattern は、入力文字列のパタ
ーン (コンポーネントのシーケンス) を指定します。DatePattern は、下にリストされるコンポーネント指定子および任
意の文字であるコンポーネント セパレータ と共に説明されています。 下のサンプルを参照してください。
D 日付
M 月
Y 年
 DatePattern  のパターンは、Date のパターンに一致する必要があります。出力は xs:date 型であるため、出
力は常に  YYYY-MM-DD 構文フォーマットになります。

サンプル

altova:parse-date(xs:string("06-03-2014"), "[D]-[M]-[Y]") は 2014-03-06
を返します。
altova:parse-date(xs:string("06-03-2014"), "[M]-[D]-[Y]") は 2014-03-06
を返します。
altova:parse-date("06/03/2014", "[M]/[D]/[Y]") は 2014-03-06 を返します。

altova:parse-date("06 03 2014", "[M] [D] [Y]") は 2014-03-06 を返します。

altova:parse-date("6 3 2014", "[M] [D] [Y]") は 2014-03-06 を返します。

parse-dateTime [altova:]

altova:parse-dateTime(DateTime as xs:string, DateTimePattern as xs:string)

を xs:dateTime とする     XP2  XQ1  XP3  XQ3

DateTime 入力文字列を xs:dateTime の値として返します。第二の引数である DateTimePattern は、
入力文字列のパターン (コンポーネントのシーケンス) を指定します。DateTimePattern は、下にリストされるコンポ
ーネント指定子および任意の文字であるコンポーネント セパレータ と共に説明されています。 下のサンプルを参照してく
ださい。



392 付録�� エンジン情報��

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

D 日
M 月
Y 年
H 時間
m 分
s 秒

DateTimePattern のパターンは、DateTime のパターンに一致する必要があります。出力は xs:dateTime
型であるため、出力は常に YYYY-MM-DDTHH:mm:ss 構文フォーマットになります。

サンプル

altova:parse-dateTime(xs:string("06-03-2014 13:56:24"), "[D]-[M]-[Y]

[H]:[m]:[s]") は 2014-03-06T13:56:24 を返します。
altova:parse-dateTime("time=13:56:24; date=06-03-2014", "time=[H]:[m]:

[s]; date=[D]-[M]-[Y]") は 2014-03-06T13:56:24 を返します。

parse-time [altova:]

altova:parse-time(Time as xs:string, TimePattern as xs:string) を xs:time とす
る     XP2  XQ1  XP3  XQ3

Time 入力文字列を xs:time の値として返します。第二の引数である TimePattern は、入力文字列のパタ
ーン (コンポーネントのシーケンス) を指定します。TimePattern は、下にリストされるコンポーネント指定子および任
意の文字であるコンポーネント セパレータ と共に説明されています。 下のサンプルを参照してください。
H 時間
m 分
s 秒

TimePattern のパターンは、Time のパターンに一致する必要があります。出力は xs:time 型であるため、出
力は常に YYYY-HH:mm:ss 構文フォーマットになります。

サンプル

altova:parse-time(xs:string("13:56:24"), "[H]:[m]:[s]") は 13:56:24 を返
します。
altova:parse-time("13-56-24", "[H]-[m]") は 13:56:00 を返します。 

altova:parse-time("time=13h56m24s", "time=[H]h[m]m[s]s") は 13:56:24 を返
します。
altova:parse-time("time=24s56m13h", "time=[s]s[m]m[H]h") は 13:56:24 を返
します。

[ トップ ]

年齢に関連した関数     XP3  XQ3

関数は計算された年齢(i) 入力引数の日付と現在の日付の期間 (ii) 2 つの入力引数の日付の期間 を返します。 
altova:age 関数は、年齢を年数で返します、 altova:age-details は年齢を年数、月数、日数からなるを3
つの整数のシーケンスで返します。

age [altova:]
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altova:age(StartDate as xs:date) を xs:integer とする     XP3  XQ3

引数として提出された開始日から(システムクロックから取得された)現在の日付  までの日数を数えて、あるオブジェクト
の年齢の年数である正数を返します。入力引数が 1 年よりも大きい場合、または一年の場合、返される値は負の数
です。 
サンプル

If the current date is 2014-01-15: 

altova:age(xs:date("2013-01-15")) は 1  を返します。

altova:age(xs:date("2013-01-16")) は 0  を返します。

altova:age(xs:date("2015-01-15")) は -1  を返します。

altova:age(xs:date("2015-01-14")) は 0  を返します。 

altova:age(StartDate as xs:date, EndDate as xs:date) を xs:integer とする      XP3 

XQ3

最初の引数として提出された開始日から第 2 の引数の終了日 までの日数を数えて、あるオブジェクトの年齢の年数
である正数を返します。最初の引数が 1 年または第 2 の引数よりも後の日付の場合、返される値は負の数です。
サンプル

If the current date is 2014-01-15: 

altova:age(xs:date("2000-01-15"), xs:date("2010-01-15")) は 10 を返します。 

altova:age(xs:date("2000-01-15"), current-date()) は、現在の日付が 2014-01-
15 の場合 14 を返します。
altova:age(xs:date("2014-01-15"), xs:date("2010-01-15")) は -4 を返します。

age-details [altova:]

altova:age-details(InputDate as xs:date) を (xs:integer)* とする     XP3  XQ3

引数と(システムクロックから取得された)現在の日付として提出された日付の間の年数、月数、日数の 3 つの整数を
返します。 返された years+months+days の合計は、2 つの日付 (入力の日付と現在の日付) の時間差です。
 入力の日付は現在の日付よりも早いまたは遅い値をもつことができますが、入力の日付が早いか遅いかは返される値
で示されていません。戻される値は常に正の数です。 
サンプル

現在の日付が 2014-01-15 の場合: 

altova:age-details(xs:date("2014-01-16")) は (0 0 1)を返します。

altova:age-details(xs:date("2014-01-14")) は (0 0 1) を返します。

altova:age-details(xs:date("2013-01-16")) は (1 0 1) を返します。

altova:age-details(current-date()) は (0 0 0)を返します。

altova:age-details(Date-1 as xs:date, Date-2 as xs:date) を (xs:integer)* とす
る     XP3  XQ3

二つの引数間の年数、月数、日数の 3 つの整数を返します。  返された years+months+days の合計は、2 つ
の入力の日付 の時間差です。最初の引数として提出される二つの日付はどちらが速くても、また遅くてもかまいませ
ん。返される値は入力の日付が現在の日付より早いかまた遅いかを示しません。戻される値は常に正の数です。 
サンプル

altova:age-details(xs:date("2014-01-16"), xs:date("2014-01-15")) は (0
0 1) を返します。
altova:age-details(xs:date("2014-01-15"), xs:date("2014-01-16")) は (0
0 1)を返します。 

[ Top ]
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XPath/ XQuery 関数: 位置情報

以下の位置情報 XPath/XQuery 拡張関数は、 MapForce の現在のバージョンにによりサポートされています。 また、
次で使用することができます: (i) XSLT コンテキスト内の XPath 式、または (ii) XQuery ドキュメント内の XQuery
式。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

parse-geolocation [altova:]

altova:parse-geolocation(GeolocationInputString as xs:string) を xs:decimal+
とする     XP3  XQ3

 GeolocationInputString 引数を解析して、位置情報の緯度と経度 (この通りの順番) を 2 つの
xs:decimal アイテムのシーケンスとして返します。位置情報入力文字列が提供されることのできるフォーマットは以
下のリストの通りです。 

メモ: image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する
際に使用することができます。

サンプル

altova:parse-geolocation("33.33  -22.22") は 2 つの xs:decimals (33.33,
22.22) のシーケンスを返します。  
altova:parse-geolocation("48°51'29.6""N  24°17'40.2""") は 2 つの 
xs:decimals (48.8582222222222, 24.2945) のシーケンスを返します。    
altova:parse-geolocation('48°51''29.6"N  24°17''40.2"')  は 2 つの 
xs:decimals (48.8582222222222, 24.2945) のシーケンスを返します。    
altova:parse-geolocation( image-exif-data(//MyImages/

Image20141130.01)/@Geolocation ) は 2 つの  xs:decimals のシーケンスを返します。    

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度
は以下のフォーマットをとることができます。 組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他の
フォーマットをとることができます。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は
+180 から -180 (東 から 西)です。

メモ: 単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一および
ダブル引用が、それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための
使用されている引用符は、ダブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字
列を区別するために使用されている引用符は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケータ
ーは青い ("") でハイライトされています。 
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度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22º44'66.66"W 

度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M'S.SS"  +/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'66.66" 

度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M.MM'  +/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D.DD  +/-D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:
33.33N  -22°44'66.66"
33.33  22°44'66.66"W
33.33  22.c

Altova Exif 属性: 位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成しま
す。 Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です: 単位の追加された (下のテーブル参照)
GPSLatitude  GPSLatitudeRef  GPSLongitude  GPSLongitudeRef。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRe
f

Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°
51'21.91"S
151°
13'11.73"E

geolocation-distance-km [altova:]

altova:geolocation-distance-km(GeolocationInputString-1 as xs:string,

GeolocationInputString-2 as xs:string) を xs:decimal とする     XP3  XQ3

2 つの位置情報の間の距離をキロメートルで計算します。位置情報入力文字列を提供することのできるフォーマットは
下にリストされています。 緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -
180 (東 から 西)です。

メモ: image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する
際に使用することができます。
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サンプル

altova:geolocation-distance-km("33.33  -22.22", "48°51'29.6""N  24°

17'40.2""") は xs:decimal 4183.08132372392 を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度
は以下のフォーマットをとることができます。 組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他の
フォーマットをとることができます。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は
+180 から -180 (東 から 西)です。

メモ: 単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一および
ダブル引用が、それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための
使用されている引用符は、ダブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字
列を区別するために使用されている引用符は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケータ
ーは青い ("") でハイライトされています。 

度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22º44'66.66"W 

度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M'S.SS"  +/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'66.66" 

度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M.MM'  +/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D.DD  +/-D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:
33.33N  -22°44'66.66"
33.33  22°44'66.66"W
33.33  22.c

Altova Exif 属性: 位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成しま
す。 Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です: 単位の追加された (下のテーブル参照)
GPSLatitude  GPSLatitudeRef  GPSLongitude  GPSLongitudeRef。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRe
f

Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°
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51'21.91"S
151°
13'11.73"E

geolocation-distance-mi [altova:]

altova:geolocation-distance-mi(GeolocationInputString-1 as xs:string,

GeolocationInputString-2 as xs:string) を xs:decimal とする     XP3  XQ3

2 つの位置情報の間の距離をマイルで計算します。位置情報入力文字列を提供することのできるフォーマットは下にリ
ストされています。 緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東
から 西)です。

メモ: image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する
際に使用することができます。.

サンプル

altova:geolocation-distance-mi("33.33  -22.22", "48°51'29.6""N  24°

17'40.2""") は xs:decimal 2599.40652340653 を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度
は以下のフォーマットをとることができます。 組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他の
フォーマットをとることができます。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は
+180 から -180 (東 から 西)です。

メモ: 単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一および
ダブル引用が、それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための
使用されている引用符は、ダブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字
列を区別するために使用されている引用符は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケータ
ーは青い ("") でハイライトされています。 

度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22º44'66.66"W 

度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M'S.SS"  +/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'66.66" 

度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M.MM'  +/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 
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 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D.DD  +/-D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:
33.33N  -22°44'66.66"
33.33  22°44'66.66"W
33.33  22.c

Altova Exif 属性: 位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成しま
す。 Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です: 単位の追加された (下のテーブル参照)
GPSLatitude  GPSLatitudeRef  GPSLongitude  GPSLongitudeRef。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRe
f

Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°
51'21.91"S
151°
13'11.73"E

geolocation-within-polygon [altova:]

altova:geolocation-within-polygon(Geolocation as xs:string, ((PolygonPoint

as xs:string)+)) を xs:boolean とする     XP3  XQ3

PolygonPoint 引数により説明されている Geolocation (最初の引数) が多角形のエリア内に存在するかを
決定します。もし、 PolygonPoint 引数が(最初と最後のポイントが同じ場合に作成される)閉じられたフィギュアを
作成しない場合、 フィギュアを閉じるために、最初のポイントが明示的に最後のポイントとして追加されます。 全ての引
数(Geolocation および PolygonPoint+) は、 (下にリストされるフォーマットの) 位置情報入力文字列によ
り提供されます。 Geolocation 引数が多角形エリア内にある場合、関数は true(); を返します。その他の場合
は false()を返します。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -
180 (東 から 西)です。

メモ: image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する
際に使用することができます。

サンプル

altova:geolocation-within-polygon("33 -22", ("58 -32", "-78 -55", "48

24", "58 -32")) は true() を返します。   

altova:geolocation-within-polygon("33 -22", ("58 -32", "-78 -55", "48

24")) は true() を返します。   

altova:geolocation-within-polygon("33 -22", ("58 -32", "-78 -55", 

"48°51'29.6""N  24°17'40.2""")) は true() を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度
は以下のフォーマットをとることができます。 組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他の
フォーマットをとることができます。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は
+180 から -180 (東 から 西)です。
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メモ: 単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一および
ダブル引用が、それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための
使用されている引用符は、ダブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字
列を区別するために使用されている引用符は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケータ
ーは青い ("") でハイライトされています。 

度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22º44'66.66"W 

度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M'S.SS"  +/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'66.66" 

度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M.MM'  +/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D.DD  +/-D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:
33.33N  -22°44'66.66"
33.33  22°44'66.66"W
33.33  22.c

Altova Exif 属性: 位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成しま
す。 Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です: 単位の追加された (下のテーブル参照)
GPSLatitude  GPSLatitudeRef  GPSLongitude  GPSLongitudeRef。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRe
f

Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°
51'21.91"S
151°
13'11.73"E

geolocation-within-rectangle [altova:]

altova:geolocation-within-rectangle(Geolocation as xs:string, RectCorner-1

as xs:string, RectCorner-2 as xs:string) を xs:boolean とする     XP3  XQ3
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長方形の対格の角を指定する第 2 及び第 3 引数( RectCorner-1  RectCorner-2 )により説明されてい
る Geolocation (最初の引数) が長方形のエリア内に存在するかを決定します。 全ての引数(Geolocation 
RectCorner-1 および RectCorner-2) は、 (下にリストされるフォーマットの) 位置情報入力文字列により提
供されます。 Geolocation 引数が長方形エリア内にある場合、関数は true(); を返します。その他の場合は
false()を返します。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180
(東 から 西)です。

メモ: image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する
際に使用することができます。

サンプル

altova:geolocation-within-rectangle("33 -22", "58 -32", "-48 24") は
true() を返します。   
altova:geolocation-within-rectangle("33 -22", "58 -32", "48 24") は
false() を返します。  
altova:geolocation-within-rectangle("33 -22", "58 -32", "48°51'29.6""S

 24°17'40.2""") は true() を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度
は以下のフォーマットをとることができます。 組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他の
フォーマットをとることができます。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は
+180 から -180 (東 から 西)です。

メモ: 単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一および
ダブル引用が、それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための
使用されている引用符は、ダブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字
列を区別するために使用されている引用符は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケータ
ーは青い ("") でハイライトされています。 

度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22º44'66.66"W 

度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M'S.SS"  +/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'66.66" 

度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D°M.MM'  +/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, W/E)
D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/W) のためのプラスサインは任意です。 
+/-D.DD  +/-D.DD
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サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:
33.33N  -22°44'66.66"
33.33  22°44'66.66"W
33.33  22.c

Altova Exif 属性: 位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成しま
す。 Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です: 単位の追加された (下のテーブル参照)
GPSLatitude  GPSLatitudeRef  GPSLongitude  GPSLongitudeRef。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRe
f

Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°
51'21.91"S
151°
13'11.73"E

[ Top ]

XPath/ XQuery 関数: イメージに関連

以下のイメージに関連した XPath/XQuery 拡張関数は、 MapForce の現在のバージョンにによりサポートされていま
す。また、次で使用することができます: (i) XSLT コンテキスト内の XPath 式、または (ii) XQuery ドキュメント内の
XQuery 式。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

suggested-image-file-extension [altova:]

altova:suggested-image-file-extension(Base64String as string) を string? とする
    XP3  XQ3

イメージファイルのBase64 エンコード を引数として、イメージのファイル拡張子を、イメージの Base64エンコード内の
記録として返します。 返された値は、 エンコード内で使用することのできるイメージ型情報を基にしたヒントです。この情
報が使用できない場合、空の文字列が返されます。この関数は、 Base64 イメージをファイルとして保存し、適切な
ファイル拡張子を動的取得する際に役に立ちます。 
サンプル
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altova:suggested-image-file-extension(/MyImages/MobilePhone/

Image20141130.01) は 'jpg' を返します。
altova:suggested-image-file-extension($XML1/Staff/Person/@photo) は ''
を返します。

上のサンプルでは、関数の引数として与えられたノードは Base64 エンコードイメージを含むと仮定します。最初のサン
プルは jpg をファイルの型および拡張子として取得します。二番目のサンプルでは、与えられた Base64 エンコードは
使用できる拡張子の情報を提供しません。

mt-transform-image [altova:]

altova:mt-transform-image(Base64Image as Base64BinaryString, Size as item()

+, Rotation as xs:integer, Quality as xs:integer) を Base64BinaryString とする   
 XP3  XQ3

Base64-エンコード イメージ を最初の引数として、変換された Base64-エンコード イメージを返します。第 2、第
3、第 4 引数は変換された以下のイメージパラメーターです: サイズ、回転、およびクオリティ。

サイズ引数には 3 つのサイズ変更のオプションがあります。

(X,Y
)
絶対ピクセルの値。アスペクト率は保持されません。高さと幅は自動的にイメージの長いおよび短い
辺に逢わされるため、高さと幅の指示は関係ありません。 2 つの整数アイテムのシーケンスとして値
が入力されます。かっこが必要です。 

X X をピクセルの新しい長い辺として、イメージの縦横比のサイズ変更が行われます。アスペクト率は
保持されます。値は整数で引用符なしで入力されます。 

'X%' 元のディメンションの与えられたパーセンテージにイメージのサイズを変更します。値は文字列として
引用符を付けて入力される必要があります。

回転は以下の値を持つことができます: 90  180  270 -90  -180  -270。 これらの値は回転の度数
です。正の値はイメージを時計回りに回転させます。負の値はイメージを反時計回りに回転させます。 
Altova Exif 属性 OrientationDegree を使用して、イメージの現在の回転の度数(0, 90, 180,
270) をイメージの Exif Orientation タグから取得することができます。ですが、
OrientationDegree 属性はデータの Orientation タグから取得されるため、 Exif データ内に
Orientation タグが存在する場合のみ使用することができます。 (下の OrientationDegree 説明を
参照してください)。
クオリティは、 0 から 100 の値で、 JPEG 圧縮の IJG クオリティスケールの値を参照していますが、クオリティ
のパーセンテージのインジケーターではありません。 サイズとクオリティのどちらかを優先すると、もう一方の優先度
が下がります。フルカラーソースのイメージでは、 75 が通常最高値と見なされています。もし、 75 が満足のいく
結果をもたらさない場合は、値を上げてください。

メモ:  Exif データ が元のイメージに存在する場合、変換時に削除され、変換されたイメージには Exif データは存
在しません。

サンプル

mt-transform-image(Images/Image[@id='43'], '50%', 90, 75)

関数は、 43 の @id 値を持つイメージ子孫ノード内で Base64-エンコード 文字列として保管されているイメ
ージを入力とします。関数は変換されたイメージを返します。変換されたイメージは 50% まで、サイズ変更さ
れ、時計回りに 90 度回転され、 75 のクオリティレベルを与えられます。
mt-transform-image(Images/Image[@id='43'], 400, 90, 75)

関数は前のサンプルと同じ結果を出しますが、長い辺は 400 ピクセルの特定の値に設定されています。元のイ
メージのアスペクト率は保持されます。 
mt-transform-image(Images/Image[@id='43'], (400, 280), image-exif-
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data($XML1/$XML1/Images/ReferenceImage)/@OrientationDegree, 75)

このサンプルは、前のサンプルと同じイメージを選択し、同じクオリティ値 (75) を設定します。イメージのサイズ
は 400x280 ピクセルに設定されています。回転値は、 ノード内の Base64-エンコード イメージの
@OrientationDegree 属性から得られます。

Altova Exif 属性: OrientationDegree

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 OrientationDegree を Exif メタデータタグ
Orientation から生成します。

OrientationDegree は標準 Exif タグ Orientation を 正数の値 (1 8 3  または 6) からそれぞれ
対応する度数の値 (0, 90, 180, 270) へ下の図に示されているように変換します。 2 4 5  7 の
Orientation 値の変換はないことに注意してください。 (これらの向きはイメージ 1 を垂直方向中央軸で反
転して、 2 の値を持つイメージを取得します。そして、このイメージを 90-度ごとに時計回りにジャンプさせそれぞ
れ 7  4  および 5 の値を取得します。)。

標準 Exif メタタグ

ImageWidth

ImageLength

BitsPerSample

Compression

PhotometricInterpretation

Orientation

SamplesPerPixel

PlanarConfiguration

YCbCrSubSampling

YCbCrPositioning

XResolution

YResolution

ResolutionUnit

StripOffsets

RowsPerStrip

StripByteCounts
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JPEGInterchangeFormat

JPEGInterchangeFormatLength

TransferFunction

WhitePoint

PrimaryChromaticities

YCbCrCoefficients

ReferenceBlackWhite

DateTime

ImageDescription

Make

Model

Software

Artist

Copyright
------------------------------

ExifVersion

FlashpixVersion

ColorSpace

ComponentsConfiguration

CompressedBitsPerPixel

PixelXDimension

PixelYDimension

MakerNote

UserComment

RelatedSoundFile

DateTimeOriginal

DateTimeDigitized

SubSecTime

SubSecTimeOriginal

SubSecTimeDigitized

ExposureTime

FNumber

ExposureProgram

SpectralSensitivity

ISOSpeedRatings

OECF

ShutterSpeedValue

ApertureValue

BrightnessValue

ExposureBiasValue

MaxApertureValue

SubjectDistance

MeteringMode

LightSource

Flash

FocalLength

SubjectArea

FlashEnergy

SpatialFrequencyResponse

FocalPlaneXResolution

FocalPlaneYResolution

FocalPlaneResolutionUnit

SubjectLocation

ExposureIndex

SensingMethod



(C) 2017 Altova GmbH

エンジン情報��405付録��

Altova MapForce 2017 Basic Edition

FileSource

SceneType

CFAPattern

CustomRendered

ExposureMode

WhiteBalance

DigitalZoomRatio

FocalLengthIn35mmFilm

SceneCaptureType

GainControl

Contrast

Saturation

Sharpness

DeviceSettingDescription

SubjectDistanceRange

ImageUniqueID
------------------------------

GPSVersionID

GPSLatitudeRef

GPSLatitude

GPSLongitudeRef

GPSLongitude

GPSAltitudeRef

GPSAltitude

GPSTimeStamp

GPSSatellites

GPSStatus

GPSMeasureMode

GPSDOP

GPSSpeedRef

GPSSpeed

GPSTrackRef

GPSTrack

GPSImgDirectionRef

GPSImgDirection

GPSMapDatum

GPSDestLatitudeRef

GPSDestLatitude

GPSDestLongitudeRef

GPSDestLongitude

GPSDestBearingRef

GPSDestBearing

GPSDestDistanceRef

GPSDestDistance

GPSProcessingMethod

GPSAreaInformation

GPSDateStamp

GPSDifferential

image-exif-data [altova:]

altova:image-exif-data(Base64BinaryString as string) を element? とする     XP3 

XQ3

Base64 エンコード イメージを引数として、イメージの Exif メタデータを含む Exif という名の要素を返します。 The
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Exif メタデータは Exif 要素の属性の値ペアとして作成されます。属性名は、 Base64エンコード内で検出された
Exif データタグです。 Exif 仕様タグのリストは以下の通りです。ベンダー特有のタグが Exif データ内に存在する場
合、タグとその値も属性値のペアとして返されます。標準 Exif メタデータタグに追加して (下のリスト参照) Altova 特
有の属性値のペアもまた生成されます。 これらの Altova Exif 属性は以下のとおりです。

サンプル

属性にアクセスするには、以下の関数を使用します:
image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@GPSLatitude
image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@Geolocation

全ての属性にアクセスするには、以下の関数を使用します:
image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@*

全ての属性の名前にアクセスするには、以下の式を使用します:
for $i in image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@* return
name($i)

関数により返される属性の名前を検出するために役に立ちます。

Altova Exif 属性: 位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成しま
す。 Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です: 単位の追加された (下のテーブル参照)
GPSLatitude  GPSLatitudeRef  GPSLongitude  GPSLongitudeRef。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRe
f

Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°
51'21.91"S
151°
13'11.73"E

Altova Exif 属性: OrientationDegree

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 OrientationDegree を Exif メタデータタグ
Orientation から生成します。

OrientationDegree は標準 Exif タグ Orientation を 正数の値 (1 8 3  または 6) からそれぞれ
対応する度数の値 (0, 90, 180, 270) へ下の図に示されているように変換します。 2 4 5  7 の
Orientation 値の変換はないことに注意してください。 (これらの向きはイメージ 1 を垂直方向中央軸で反
転して、 2 の値を持つイメージを取得します。そして、このイメージを 90-度ごとに時計回りにジャンプさせそれぞ
れ 7  4  および 5 の値を取得します。)。



(C) 2017 Altova GmbH

エンジン情報��407付録��

Altova MapForce 2017 Basic Edition

標準 Exif メタデータ タグのリスト

ImageWidth

ImageLength

BitsPerSample

Compression

PhotometricInterpretation

Orientation

SamplesPerPixel

PlanarConfiguration

YCbCrSubSampling

YCbCrPositioning

XResolution

YResolution

ResolutionUnit

StripOffsets

RowsPerStrip

StripByteCounts

JPEGInterchangeFormat

JPEGInterchangeFormatLength

TransferFunction

WhitePoint

PrimaryChromaticities

YCbCrCoefficients

ReferenceBlackWhite

DateTime

ImageDescription

Make

Model

Software

Artist

Copyright
------------------------------

ExifVersion

FlashpixVersion
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ColorSpace

ComponentsConfiguration

CompressedBitsPerPixel

PixelXDimension

PixelYDimension

MakerNote

UserComment

RelatedSoundFile

DateTimeOriginal

DateTimeDigitized

SubSecTime

SubSecTimeOriginal

SubSecTimeDigitized

ExposureTime

FNumber

ExposureProgram

SpectralSensitivity

ISOSpeedRatings

OECF

ShutterSpeedValue

ApertureValue

BrightnessValue

ExposureBiasValue

MaxApertureValue

SubjectDistance

MeteringMode

LightSource

Flash

FocalLength

SubjectArea

FlashEnergy

SpatialFrequencyResponse

FocalPlaneXResolution

FocalPlaneYResolution

FocalPlaneResolutionUnit

SubjectLocation

ExposureIndex

SensingMethod

FileSource

SceneType

CFAPattern

CustomRendered

ExposureMode

WhiteBalance

DigitalZoomRatio

FocalLengthIn35mmFilm

SceneCaptureType

GainControl

Contrast

Saturation

Sharpness

DeviceSettingDescription

SubjectDistanceRange

ImageUniqueID
------------------------------
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GPSVersionID

GPSLatitudeRef

GPSLatitude

GPSLongitudeRef

GPSLongitude

GPSAltitudeRef

GPSAltitude

GPSTimeStamp

GPSSatellites

GPSStatus

GPSMeasureMode

GPSDOP

GPSSpeedRef

GPSSpeed

GPSTrackRef

GPSTrack

GPSImgDirectionRef

GPSImgDirection

GPSMapDatum

GPSDestLatitudeRef

GPSDestLatitude

GPSDestLongitudeRef

GPSDestLongitude

GPSDestBearingRef

GPSDestBearing

GPSDestDistanceRef

GPSDestDistance

GPSProcessingMethod

GPSAreaInformation

GPSDateStamp

GPSDifferential

[ トップ ]

XPath/ XQuery 関数: 数値

Altova の数値拡張関数は XPath と XQuery 式で使用することができ、XML スキーマの異なる日付および時刻データ
型で保存されているデータを処理するための追加機能を提供します。 このセクションの関数は、Altova の XPath 3.0 お
よび XQuery 3.0 エンジンで使用することができます。これらの関数は、XPath/XQuery コンテキストで使用することがで
きます。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
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XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

自動付番関数
generate-auto-number [altova:]

altova:generate-auto-number(ID as xs:string, StartsWith as xs:double,

Increment as xs:double, ResetOnChange as xs:string)  を  xs:integer とする     XP1 

XP2  XQ1  XP3  XQ3

関数が呼び出される度に番号を生成します。関数が初めて呼び出される際に生成される最初の番号は 
StartsWith 引数により指定されます。 その後の関数の呼び出しは新しい番号を生成します。この番号は前に生
成された番号を、 Increment 引数で指定された値ごとにインクリメントします。実質的には、
altova:generate-auto-number 関数は、 ID 引数により指定されたカウンターを作成し、このカウンターが関
数が呼び出されるごとにインクリメントされます。 ResetOnChange 引数の値が、前の関数呼び出しから変更される
と、生成される番号の値がの StartsWith 値にリセットされます。 自動付番は altova:reset-auto-
number 関数を使用してリセットすることができます。
サンプル

altova:generate-auto-number("ChapterNumber", 1, 1, "SomeString") は、関
数が呼び出される度に番号を 1 つ返します。 starting with 1, から始まり、関数が呼び出される度に 1 ず
つインクリメントします。その後の呼び出しの 4 番目の"SomeString"引数がである限り、 インクリメントは継
続されます。 4 番目の引数の値が変更されると、( ChapterNumber と呼ばれる) カウンター は 1 にリセッ
トされます。ChapterNumber の値もaltova:reset-auto-number 関数の呼び出しによりの
altova:reset-auto-number("ChapterNumber")ようにリセットされます。

reset-auto-number [altova:]

altova:reset-auto-number(ID as xs:string)     XP1  XP2  XQ1  XP3  XQ3

この関数は、 ID 引数内で名づけられた自動付番カウンターの番号をリセットします。　引数内のカウンター名を作成し
た関数の引数により指定された数値にリセットされます。altova:generate-auto-number 
サンプル

altova:reset-auto-number("ChapterNumber") は、altova:generate-auto-
number 関数により作成されたChapterNumber という名の自動付番カウンターをリセットします。
ChapterNumber を作成したaltova:generate-auto-number 関数の StartsWith 引数の
値に数値をリセットします。

[ Top ]

数値関数
hex-string-to-integer [altova:]

altova:hex-string-to-integer(HexString as xs:string) を xs:integer とする     XP3 

XQ3

 10 進のシステム(10進)内の正数の16 進の同値の文字列引数を必要とし、10 進の整数を返します。
サンプル

altova:hex-string-to-integer('1') は 1 を返します。  

altova:hex-string-to-integer('9') は 9 を返します。  



(C) 2017 Altova GmbH

エンジン情報��411付録��

Altova MapForce 2017 Basic Edition

altova:hex-string-to-integer('A') は 10 を返します。 

altova:hex-string-to-integer('B') は 11 を返します。 

altova:hex-string-to-integer('F') は 15 を返します。 

altova:hex-string-to-integer('G') はエラーを返します。  

altova:hex-string-to-integer('10') は 16 を返します。  

altova:hex-string-to-integer('01') は 1 を返します。  

altova:hex-string-to-integer('20') は 32 を返します。 

altova:hex-string-to-integer('21') は 33 を返します。 

altova:hex-string-to-integer('5A') は 90 を返します。   

altova:hex-string-to-integer('USA') はエラーを返します。   

integer-to-hex-string [altova:]

altova:integer-to-hex-string(Integer as xs:integer) を xs:string とする     XP3 

XQ3

正数を引数として必要とし、文字列として自身のベース16 の同値を返します。
サンプル

altova:integer-to-hex-string(1) は '1' を返します。 

altova:integer-to-hex-string(9) は '9' を返します。 

altova:integer-to-hex-string(10) は 'A' を返します。

altova:integer-to-hex-string(11) は 'B' を返します。

altova:integer-to-hex-string(15) は 'F' を返します。

altova:integer-to-hex-string(16) は '10' を返します。

altova:integer-to-hex-string(32) は '20' を返します。

altova:integer-to-hex-string(33) は '21' を返します。

altova:integer-to-hex-string(90) は '5A' を返します。   

[ トップ ]

数値をフォーマットする関数
generate-auto-number [altova:]

altova:generate-auto-number(ID as xs:string, StartsWith as xs:double,

Increment as xs:double, ResetOnChange as xs:string)  を  xs:integer とする     XP1 

XP2  XQ1  XP3  XQ3

関数が呼び出される度に番号を生成します。関数が初めて呼び出される際に生成される最初の番号は 
StartsWith 引数により指定されます。 その後の関数の呼び出しは新しい番号を生成します。この番号は前に生
成された番号を、 Increment 引数で指定された値ごとにインクリメントします。実質的には、
altova:generate-auto-number 関数は、 ID 引数により指定されたカウンターを作成し、このカウンターが関
数が呼び出されるごとにインクリメントされます。 ResetOnChange 引数の値が、前の関数呼び出しから変更される
と、生成される番号の値がの StartsWith 値にリセットされます。 自動付番は altova:reset-auto-
number 関数を使用してリセットすることができます。
サンプル

altova:generate-auto-number("ChapterNumber", 1, 1, "SomeString") は、関
数が呼び出される度に番号を 1 つ返します。 starting with 1, から始まり、関数が呼び出される度に 1 ず
つインクリメントします。その後の呼び出しの 4 番目の"SomeString"引数がである限り、 インクリメントは継
続されます。 4 番目の引数の値が変更されると、( ChapterNumber と呼ばれる) カウンター は 1 にリセッ
トされます。ChapterNumber の値もaltova:reset-auto-number 関数の呼び出しによりの
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altova:reset-auto-number("ChapterNumber")ようにリセットされます。

[ トップ ]

XPath/ XQuery 関数: シーケンス

Altova のシーケンス拡張関数は XPath と XQuery 式で使用することができ、XML スキーマの異なる日付および時刻デ
ータ型で保存されているデータを処理するための追加機能を提供します。 このセクションの関数は、Altova の XPath
3.0 および XQuery 3.0 エンジンで使用することができます。これらの関数は、XPath/XQuery コンテキストで使用する
ことができます。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

attributes [altova:]

altova:attributes(AttributeName as xs:string) を attribute()* とする     XP3  XQ3

入力引数 AttributeName 内で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての属性を返します。検索は大文字
と小文字を区別し、 attribute:: 軸に対して行われます。これは、コンテキストノードが親要素ノードである必要が
あることを意味します。 
サンプル

altova:attributes("MyAttribute") は MyAttribute()*  を返します。

altova:attributes(AttributeName as xs:string, SearchOptions as xs:string)

as attribute()*     XP3  XQ3

入力引数 AttributeName 内で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての属性を返します。検索は大文字
と小文字を区別し、 attribute:: 軸に対して行われます。コンテキストノードが親要素ノードである必要がありま
す。第 2 引数はオプションのフラッグを含みます。使用することのできるフラッグは以下の通りです: 
r = 正規表現検索を切り替えます; AttributeName は正規表現検索文字列である必要があります;
f = このオプションが指定されている場合、 AttributeName は完全一致を提供します。それ以外の場合は、
AttributeName は属性名に部分的に一致するとその属性を返します。例えば:  f が指定されていない場合、
MyAtt は MyAttribute を返します。
i = 大文字と小文字を一致させる検索に切り替えます。
p = 検索に名前空間プレフィックスを含みます。 AttributeName は、名前空間プレフィックスを含みます。例えば
: altova:MyAttribute。
フラッグは順序に関わりなく書き込むことができます。無効なフラッグはエラーを生成します。1つまたは複数のフラッグを省
略することができます。空の文字列は許可されていますが、引数を1つしか持たない関数と同じ効果を持ちます(前の
署名)、ですが、空のシーケンスは第 2 の引数としては許可されていません。
サンプル

altova:attributes("MyAttribute", "rfip") は MyAttribute()* を返します。  
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altova:attributes("MyAttribute", "pri") は MyAttribute()* を返します。  

altova:attributes("MyAtt", "rip") は MyAttribute()* を返します。  

altova:attributes("MyAttributes", "rfip") は不一致を返します。 

altova:attributes("MyAttribute", "") は MyAttribute()* を返します。  

altova:attributes("MyAttribute", "Rip") 認識されないフラッグエラーを返します。

altova:attributes("MyAttribute", ) 見つからない第 2 引数を返します。

elements [altova:]

altova:elements(ElementName as xs:string) を element()* とする     XP3  XQ3

入力引数 ElementName で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての要素を返します。検索は大文字と小
文字を区別して child:: 軸に対して実行されます。コンテキストノードは、検索される要素の親ノードである必要が
あります。 
サンプル

altova:elements("MyElement") は MyElement()* を返します。 

altova:elements(ElementName as xs:string, SearchOptions as xs:string) as
element()*     XP3  XQ3

入力引数 ElementName 内で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての属性を返します。検索は大文字と
小文字を区別し、 child:: 軸に対して行われます。コンテキストノードが親要素ノードである必要があります。第 2
引数はオプションのフラッグを含みます。使用することのできるフラッグは以下の通りです: 
r = 正規表現検索を切り替えます; ElementName は正規表現検索文字列である必要があります;
f = このオプションが指定されている場合、 ElementName は完全一致を提供します。それ以外の場合は、
ElementName は属性名に部分的に一致するとその属性を返します。例えば:  f が指定されていない場合、
MyElem は MyElement を返します。
i = 大文字と小文字を一致させる検索に切り替えます。
p = 検索に名前空間プレフィックスを含みます。 ElementName は、名前空間プレフィックスを含みます。例えば:
altova:MyElement。
フラッグは順序に関わりなく書き込むことができます。無効なフラッグはエラーを生成します。1つまたは複数のフラッグを省
略することができます。空の文字列は許可されていますが、引数を1つしか持たない関数と同じ効果を持ちます(前の
署名)、ですが、空のシーケンスは第 2 の引数としては許可されていません。
サンプル

altova:elements("MyElement", "rip") は MyElement()* を返します。  

altova:elements("MyElement", "pri") は MyElement()* を返します。  

altova:elements("MyElement", "") は MyElement()* を返します。  

altova:attributes("MyElem", "rip") は MyElement()* を返します。  

altova:attributes("MyElements", "rfip") 不一致を課ｗします。 

altova:elements("MyElement", "Rip") 認識されないフラッグエラーを返します。

altova:elements("MyElement", ) 見つからない第 2 引数を返します。

find-first [altova:]

altova:find-first((Sequence as item()*), (Condition( Sequence-Item as

xs:boolean)) を item()? とする     XP3  XQ3

この関数は 2 つの引数を必要とします。最初の引数は 1 つ、または 1 つ以上のデータ型のアイテムのシーケンスで
す。第 2 の引数Condition は、( 1 のアリティを持つ) 1 つの引数 を必要とし、boolean を返す XPath 関数
に対する参照です。 Condition で参照された関数の代わりに、 Sequence の各アイテムが提出されます。(注意
: この関数は 1 つの引数のみを必要とします。)　Condition 内の関数に true()と評価させる最初の 
Sequence アイテムは、altova:find-first  反復の終了の結果として返されます。
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サンプル

altova:find-first(5 to 10, function($a) {$a mod 2 = 0}) は xs:integer 6
 を返します。 

Condition 引数は、 $a という名のインライン関数を宣言し、定義します。 XPath 3.0 インライン関数
function()を参照します。altova: Sequence  引数内の各アイテムでは、 find-first がパスさ
れ、 代わりに、 $a を入力値とします。入力値は関数定義($a mod 2 = 0)内の条件に対してテストされま
す。この条件を満たす最初の入力値が altova:find-first (この場合は 6) の結果として返されます。 

altova:find-first((1 to 10), (function($a) {$a+3=7})) は xs:integer 4 を
返します。 

更なるサンプル
ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在する場合: 

altova:find-first( ("C:\Temp\Customers.xml", "http://www.altova.com/

index.html"), (doc-available#1) ) は xs:string C:\Temp\Customers.xml を
返します。 

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html が存
在する場合: 
altova:find-first( ("C:\Temp\Customers.xml", "http://www.altova.com/

index.html"), (doc-available#1) ) は xs:string http://www.altova.com/
index.html を返します。 

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html も存
在しない場合: 
altova:find-first( ("C:\Temp\Customers.xml", "http://www.altova.com/

index.html"), (doc-available#1) ) 結果無しを返します。

上のサンプルについての注意点

XPath 3.0 関数 doc-available は URI として使用され、ドキュメントノードが提出された URI で検
出される場合 true を返する単一の引数を必要とします。 (ですから、提出された URI でのドキュメントは
XML ドキュメントである必要があります。)
doc-available 関数は、altova:find-first の第 2 引数である、Condition で使用するこ
とができます。これは、 1 つの引数  (アリティ=1) のみを必要とするからであり、item()を入力( URI として
使用される文字列) として、 boolean の値を返すからです。
doc-available 関数は、参照されているだけで、呼び出されていない点に注意してください。アタッチさ
れている #1 サフィックスは関数が 1 つのアリティであることを表示するためです。 doc-available#1 の
意味は以下のとおりです: アリティ=1　を持つ　doc-availabe() 関数を使用し、最初のシーケンスの各アイ
テムの代わりに,単一引数としてパスします。  この結果、　2 つの文字列の各自つは、文字列をURIとして
使用し、URIにドキュメントノードが存在するかテストする doc-available()にパスされます。1 つが各
当する場合、 doc-available() 関数は true() を評価し、シーケンス内のその文字列のインデック
ス　ポジションは、  altova:find-first 関数の結果として返されます。 doc-available() 関数に関
しての注意点: 相対パスは、デフォルトで関数がロードされる XML ドキュメントの現在のベース URI に対し
て相対的に解決されます。

find-first-combination [altova:]

altova:find-first-combination((Seq-01 as item()*), (Seq-02 as item()*),

(Condition( Seq-01-Item, Seq-02-Item as xs:boolean)) を item()* とする     XP3  XQ3

この関数は 3 つの引数を必要とします:
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最初の 2 つの引数 Seq-01 と Seq-02, は、1 つまたは1 つ以上のデータ型のアイテムです。

第 3 の引数 Condition は、(2 のアリティを持つ) 2 つの引数を必要とし、 boolean を返す XPath 関
数に対しての参照です。

Seq-01 と Seq-02 のアイテムは指定された組み合わせ(各シーケンスからの１つずつにアイテムで構成されるペア)
で、 Condition 内の関数の引数としてパスされました。組み合わせは以下のように指定されています。
If   Seq-01 = X1, X2, X3 ... Xn
And  Seq-02 = Y1, Y2, Y3 ... Yn
Then (X1 Y1), (X1 Y2), (X1 Y3) ... (X1 Yn), (X2 Y1), (X2 Y2) ... (Xn Yn)

Condition 関数に true() と評価するように指示する最初のペアはaltova:find-first-
combination の結果として返されます。以下の点に注意してください: (i) Condition 関数が提出された引数
ペア内で繰り返され、 true()を評価しない場合、 altova:find-first-combination は、結果を返しま
せん; (ii) altova:find-first-combination の結果が常に(データ型の)アイテムのペアである場合またはア
イテムでない場合。

サンプル

altova:find-first-combination(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a

+$b = 32}) は xs:integers (11, 21) のシーケンスを返します。 
altova:find-first-combination(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a

+$b = 33}) は xs:integers (11, 22) のシーケンを返します。
altova:find-first-combination(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a

+$b = 34}) は  xs:integers (11, 23) のシーケンを返します。

find-first-pair [altova:]

altova:find-first-pair((Seq-01 as item()*), (Seq-02 as item()*),

(Condition( Seq-01-Item, Seq-02-Item as xs:boolean)) を item()* とする     XP3  XQ3

この関数は 3 つの引数を必要とします:
最初の 2 つの引数 Seq-01 と Seq-02, は、1 つまたは1 つ以上のデータ型のアイテムです。

第 3 の引数 Condition は、(2 のアリティを持つ) 2 つの引数を必要とし、 boolean を返す XPath 関
数に対しての参照です。

Seq-01 と Seq-02 のアイテムは指定された組み合わせで、 Condition 内の関数の引数としてパスされました。
組み合わせは以下のように指定されています。
If   Seq-01 = X1, X2, X3 ... Xn
And  Seq-02 = Y1, Y2, Y3 ... Yn
Then (X1 Y1), (X2 Y2), (X3 Y3) ... (Xn Yn)

Condition 関数に true() と評価するように指示する最初のペアはaltova:find-first-pair の結果と
して返されます。以下の点に注意してください: (i) Condition 関数が提出された引数ペア内で繰り返され、
true()を評価しない場合、 altova:find-first-pair は、結果を返しません; (ii) altova:find-
first-combination の結果が常に (データ型の) アイテムのペアである場合またはアイテムでない場合。

サンプル 

altova:find-first-pair(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b =

32}) は xs:integers (11, 21) のシーケンスを返します。  
altova:find-first-pair(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b =

33}) は結果無しを返します。

上の 2 つのサンプルに表示される通り、ペアの順序は以下の通りです: (11, 21) (12, 22) (13,
23)...(20, 30) 。( 33 を返す指示されたペアがないため) この理由で第 2 のサンプルは 結果無しを返
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します。

find-first-pair-pos [altova:]

altova:find-first-pair-pos((Seq-01 as item()*), (Seq-02 as item()*),

(Condition( Seq-01-Item, Seq-02-Item as xs:boolean)) を xs:integer とする     XP3 

XQ3

この関数は 3 つの引数を必要とします:
最初の 2 つの引数 Seq-01 と Seq-02, は、1 つまたは1 つ以上のデータ型のアイテムです。

第 3 の引数 Condition は、(2 のアリティを持つ) 2 つの引数を必要とし、 boolean を返す XPath 関
数に対しての参照です。

Seq-01 と Seq-02 のアイテムは指定された組み合わせで、 Condition 内の関数の引数としてパスされました。
組み合わせは以下のように指定されています。
If   Seq-01 = X1, X2, X3 ... Xn
And  Seq-02 = Y1, Y2, Y3 ... Yn
Then (X1 Y1), (X2 Y2), (X3 Y3) ... (Xn Yn)

 Condition 関数に true()を評価させる、最初に指示されたペアのインデックス ポジションは、は
altova:find-first-pair-pos の結果として返されます。関数が提出された引数ペア内で繰り返され、
true()を一度も評価しない場合、 altova:find-first-pair-pos  結果無しが返します。

サンプル 

altova:find-first-pair-pos(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b

= 32}) は 1 を返します
altova:find-first-pair-pos(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b

= 33})  は結果無しを返します。

上の 2 つのサンプルに表示される通り、ペアの順序は以下の通りです: (11, 21) (12, 22) (13,
23)...(20, 30)。最初のサンプルでは、最初のペアは Condition 関数に true()を評価させ、シーケ
ンス内のインデックス ポジションには 1 が返されます。第 2 のサンプルでは、 33 を返すペアがないため、結果無
しが返します。 

find-first-pos [altova:]

altova:find-first-pos((Sequence as item()*), (Condition( Sequence-Item as

xs:boolean)) を xs:integer とする     XP3  XQ3

この関数は 2 つの引数を必要とします。最初の引数は 1 つ、または 1 つ以上のデータ型のアイテムのシーケンスで
す。第 2 の引数 Condition は、( 1 のアリティを持つ) 1 つの引数 を必要とし、boolean を返す XPath 関数
に対する参照です。 Condition で参照された関数の代わりに、 Sequence の各アイテムが提出されます。(注意
: この関数は 1 つの引数のみを必要とします。) Condition 内の関数に true()と評価させる最初の 
Sequence アイテムは、 altova:find-first-pos の結果として返された Sequence 内インデックス ポジショ
ンを持ちます。
サンプル

altova:find-first-pos(5 to 10, function($a) {$a mod 2 = 0}) は
xs:integer 2 を返します。 

Condition 引数は、 $a という名のインライン関数を宣言し、定義します。 XPath 3.0 インライン関数
function()を参照します。  Sequence  引数内の各アイテムでは、 find-first-pos  がパスされ、
代わりに、 $a を入力値とします。入力値は関数定義($a mod 2 = 0)内の条件に対してテストされます。こ
の条件を満たす最初の入力値が altova:find-first-pos ( (シーケンス内で)条件を満たす最初の値
である 6 がシーケンスのインでクス位置 2 にあるためこの場合は 2、) の結果として返されます。 
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altova:find-first-pos((2 to 10), (function($a) {$a+3=7})) は xs:integer
3 を返します。

更なるサンプル
ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在する場合: 

altova:find-first-pos( ("C:\Temp\Customers.xml", "http://

www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) returns 1 

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html が存
在する場合: 
altova:find-first-pos( ("C:\Temp\Customers.xml", "http://

www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) returns 2 

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html も存
在しない場合: 
altova:find-first-pos( ("C:\Temp\Customers.xml", "http://

www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) 結果無しを返します。

上のサンプルについての注意点

XPath 3.0 関数 doc-available は URI として使用され、ドキュメントノードが提出された URI で検
出される場合 true を返する単一の引数を必要とします。 (ですから、提出された URI でのドキュメントは
XML ドキュメントである必要があります。)
doc-available 関数は、altova:find-first-pos の第 2 引数である、Condition で使用
することができます。これは、 1 つの引数  (アリティ=1) のみを必要とするからであり、item()を入力( URI
として使用される文字列) として、 boolean の値を返すからです。
doc-available 関数は、参照されているだけで、呼び出されていない点に注意してください。アタッチさ
れている #1 サフィックスは関数が 1 つのアリティであることを表示するためです。 doc-available#1 の
意味は以下のとおりです: アリティ=1　を持つ　doc-availabe() 関数を使用し、最初のシーケンスの各アイ
テムの代わりに,単一引数としてパスします。  この結果、　2 つの文字列の各自つは、文字列をURIとして
使用し、URIにドキュメントノードが存在するかテストする doc-available()にパスされます。1 つが各
当する場合、 doc-available() 関数は true() を評価し、シーケンス内のその文字列のインデック
ス　ポジションは、  altova:find-first-pos 関数の結果として返されます。 doc-available() 関
数に関しての注意点: 相対パスは、デフォルトで関数がロードされる XML ドキュメントの現在のベース URI
に対して相対的に解決されます。

substitute-empty [altova:]

altova:substitute-empty(FirstSequence as item()*, SecondSequence as item())

を item()* とする     XP3  XQ3

FirstSequence が空の場合、 SecondSequence を返します。FirstSequence が空でない場合、
FirstSequence を返します。
サンプル

altova:substitute-empty( (1,2,3), (4,5,6) ) は (1,2,3) を返します。 

altova:substitute-empty( (), (4,5,6) ) は (4,5,6) を返します。
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XPath/ XQuery 関数: 文字列

Altova の文字列拡張関数は XPath と XQuery 式で使用することができ、XML スキーマの異なる日付および時刻デー
タ型で保存されているデータを処理するための追加機能を提供します。 このセクションの関数は、Altova の XPath 3.0
および XQuery 3.0 エンジンで使用することができます。これらの関数は、XPath/XQuery コンテキストで使用することが
できます。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

camel-case [altova:]

altova:camel-case(InputString as xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

入力文字列を InputString をキャメルケースで返します。文字列は(空白スペースのショートカットである) 正規表
現 '\s' を使用して分析されます。空白文字または連続する空白文字のシーケンスの後の最初の非空白スペース
文字は大文字です。 出力文字列の最初の文字は大文字です。 
サンプル

altova:camel-case("max")  Max を返します。

altova:camel-case("max max")  Max Max を返します。

altova:camel-case("file01.xml")  File01.xml を返します。 

altova:camel-case("file01.xml file02.xml")  File01.xml File02.xml  を返し
ます。
altova:camel-case("file01.xml   file02.xml")  File01.xml   File02.xml を
返します。 
altova:camel-case("file01.xml -file02.xml")  File01.xml -file02.xml  を返
します。

altova:camel-case(InputString as xs:string, SplitChars as xs:string,

IsRegex as xs:boolean) を xs:string とする     XP3  XQ3

 SplitChars を使用して、次の大文字をトリガーする文字を決定し、入力文字列を InputString キャメルケ
ースに変換します。  SplitChars は、 IsRegex = true()の場合、または、IsRegex = false()の場
合、プレーン文字は正規表現として使用されます。出力文字列の最初の文字は大文字です。 
サンプル

altova:camel-case("setname getname", "set|get", true()) setName
getName  を返します。
altova:camel-case("altova\documents\testcases", "\", false())  Altova
\Documents\Testcases を返します。

char [altova:]
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altova:char(Position as xs:integer) を xs:string とする     XP3  XQ3

xs:string.Position  に対してのコンテキストアイテムの値を変換することにより得られた文字列内の
Position 引数により指定されたポジションにある文字を含む文字列を返します。引数により提出されたインデックス
に文字が存在しない場合、結果文字列は空です。
サンプル

コンテキスト アイテムが 1234ABCD の場合: 

altova:char(2) は 2 を返します。 

altova:char(5) は A を返します。 

altova:char(9) は空の文字列を返します。

altova:char(-2) は空の文字列を返します。

altova:char(InputString as xs:string, Position as xs:integer) を xs:string と
する     XP3  XQ3

 引数として提出された文字列内の Position 引数により指定されたポジションでの文字を含む文字列を返しま
す。 Position  引数により提出されたインデックスに文字が存在しない場合、結果文字列は空です。
サンプル

altova:char("2014-01-15", 5) は - を返します。 

altova:char("USA", 1) は U を返します。 

altova:char("USA", 10) は空の文字列を返します。

altova:char("USA", -2) は空の文字列を返します。

first-chars [altova:]

altova:first-chars(X-Number as xs:integer) を xs:string とする     XP3  XQ3

xs:string に対するコンテキストアイテムの値を変換することにより得られた最初の X-Number 文字を含む文字
列を返します。
サンプル

コンテキストアイテムが 1234ABCD の場合: 

altova:first-chars(2) は 12 を返します。  

altova:first-chars(5) は 1234A を返します。  

altova:first-chars(9) は 1234ABCD を返します。 

altova:first-chars(InputString as xs:string, X-Number as xs:integer) を
xs:string とする     XP3  XQ3

 InputString 引数として提出された文字列の最初の文字を含む文字列を返します。
サンプル

altova:first-chars("2014-01-15", 5) は 2014- を返します。  

altova:first-chars("USA", 1) は U を返します。  

last-chars [altova:]

altova:last-chars(X-Number as xs:integer) を xs:string とする     XP3  XQ3

xs:string に対してのコンテキストアイテムの値の変換より取得された文字列の最後の X-Number  文字を含んでい
る文字列を返します。
サンプル

コンテキストアイテムが 1234ABCD の場合: 

altova:last-chars(2) は CD を返します。 

altova:last-chars(5) は 4ABCD を返します。 
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altova:last-chars(9) は 1234ABCD を返します。

altova:last-chars(InputString as xs:string, X-Number as xs:integer) as
xs:string とする     XP3  XQ3

引数として提出された文字列の最後の X-Number  文字を含んでいる文字列を返します。
サンプル

altova:last-chars("2014-01-15", 5) は 01-15 を返します。 

altova:last-chars("USA", 10) は USA を返します。 

pad-string-left [altova:]

altova:pad-string-left(StringToPad as xs:string, StringLength as

xs:integer, PadCharacter as xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

PadCharacter 引数は１文字です。文字列の左側にバッドされ、この数が、 StringLength 引数の整数の値
と等しくなるようにStringToPad の文字の数を増やします。StringLength 引数は任意の整数の値 (正数また
は負数) を持つことができますが、パディングは、StringLength の値が StringToPad 内の文字数よりも多い
場合の場合のみ発生します。もし、 StringToPad  が StringLength の値よりも多くの文字数も持つ場合、
StringToPad は変更されません。
サンプル

altova:pad-string-left('AP', 1, 'Z') は 'AP' を返します。 

altova:pad-string-left('AP', 2, 'Z') は 'AP' を返します。

altova:pad-string-left('AP', 3, 'Z') は 'ZAP' を返します。

altova:pad-string-left('AP', 4, 'Z') は 'ZZAP' を返します。

altova:pad-string-left('AP', -3, 'Z') は 'AP' を返します。

altova:pad-string-left('AP', 3, 'YZ')は [パッド文字が長すぎます] エラーを返します。

pad-string-right [altova:]

altova:pad-string-right(StringToPad as xs:string, StringLength as

xs:integer, PadCharacter as xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

PadCharacter 引数は１文字です。文字列の右側にバッドされ、この数が、 StringLength 引数の整数の値
と等しくなるようにStringToPad の文字の数を増やします。StringLength 引数は任意の整数の値 (正数また
は負数) を持つことができますが、パディングは、StringLength の値が StringToPad 内の文字数よりも多い
場合の場合のみ発生します。もし、 StringToPad  が StringLength の値よりも多くの文字数も持つ場合、
StringToPad は変更されません。
サンプル

altova:pad-string-right('AP', 1, 'Z') を 'AP' を返します。 

altova:pad-string-right('AP', 2, 'Z') を 'AP' を返します。

altova:pad-string-right('AP', 3, 'Z') を 'APZ' を返します。

altova:pad-string-right('AP', 4, 'Z') を 'APZZ' を返します。

altova:pad-string-right('AP', -3, 'Z') を 'AP' を返します。

altova:pad-string-right('AP', 3, 'YZ') は [パッド文字が長すぎます] エラーを返します。

repeat-string [altova:]

altova:repeat-string(InputString as xs:string, Repeats as xs:integer) を
xs:string とする     XP2  XQ1  XP3  XQ3

最初の InputString引数により構成される文字列、 Repeats 回繰り返してを生成します。
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サンプル

altova:repeat-string("Altova #", 3) は "Altova #Altova #Altova #" を返しま
す。

substring-after-last [altova:]

altova:substring-after-last(MainString as xs:string, CheckString as

xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

CheckString が MainString 内で検出された場合、 MainString 内の CheckString が発生した後の
サブ文字列が返されます。MainString 内で CheckString が検出されない場合、空の文字列が返されます。
CheckString が空の文字列の場合、 MainString 全体が返されます。一度以上発生する場合、
CheckString の最後の発生の後の サブ文字列が返されます。
サンプル

altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'B') は 'CDEFGH'  を返します。

altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'BC') は 'DEFGH' を返します。

altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'BD') は '' を返します。

altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'Z') は '' を返します。

altova:substring-after-last('ABCDEFGH', '') は 'ABCDEFGH' を返します。

altova:substring-after-last('ABCD-ABCD', 'B') は 'CD'  を返します。 

altova:substring-after-last('ABCD-ABCD-ABCD', 'BCD') は '' を返します。  

substring-before-last [altova:]

altova:substring-before-last(MainString as xs:string, CheckString as

xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

CheckString が MainString 内で検出された場合、 MainString 内の CheckString が発生する前の
サブ文字列が返されます。MainString 内でCheckString が一度以上発生する場合、CheckString の
最後の発生の前の サブ文字列が返されます。
サンプル

altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'B') は 'A' を返します。 

altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'BC') は 'A' を返します。

altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'BD') は '' を返します。

altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'Z') は '' を返します。

altova:substring-before-last('ABCDEFGH', '') は '' を返します。

altova:substring-before-last('ABCD-ABCD', 'B') は 'ABCD-A' を返します。 

altova:substring-before-last('ABCD-ABCD-ABCD', 'ABCD') は 'ABCD-ABCD-'
を返します。  

substring-pos [altova:]

altova:substring-pos(StringToCheck as xs:string, StringToFind as xs:string)

を xs:integer とする     XP3  XQ3

StringToCheck 内での StringToFind の最初の発生の文字位置を整数として返します。
StringToCheck の最初の文字は、位置 1 にあります。 StringToFind が StringToCheck 内で発生し
ない場合、整数 0 が返されます。第 2 またはその後の StringToCheck, 発生を確認するには、この関数の次の
署名を確認してください。
サンプル

altova:substring-pos('Altova', 'to')  3 を返します。
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altova:substring-pos('Altova', 'tov') 3 を返します。

altova:substring-pos('Altova', 'tv') returns 0 を返します。

altova:substring-pos('AltovaAltova', 'to') 3 を返します。

altova:substring-pos(StringToCheck as xs:string, StringToFind as xs:string,

Integer as xs:integer) を xs:integer とする     XP3  XQ3

StringToCheck 内での StringToFind の最初の発生の文字位置を返します。Integer 引数により与えら
れた、文字位置から StringToFind の検索が開始されます。この位置の前の文字サブ文字列は検索されません。
しかし、返された整数は、全体文字列 StringToCheck の検索された文字列の位置です。この署名は、
StringToCheck 内で複数回発生する、第 2 または後の発生を検索する際に役に立ちます。 
StringToFind が StringToCheck 内で発生しない場合、整数 0 が返されます。 
サンプル

altova:substring-pos('Altova', 'to', 1) 3 を返します。

altova:substring-pos('Altova', 'to', 3) 3 を返します。

altova:substring-pos('Altova', 'to', 4) 0 を返します。 

altova:substring-pos('Altova-Altova', 'to', 0) 3 を返します。

altova:substring-pos('Altova-Altova', 'to', 4) 10 を返します。

trim-string [altova:]

altova:trim-string(InputString as xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

この関数は xs:string 引数を必要とし、先頭または後続の空白を削除し、トリミングされた xs:string を返し
ます。
サンプル

altova:trim-string("   Hello World   ")) は "Hello World" を返します。

altova:trim-string("Hello World   ")) は "Hello World" を返します。

altova:trim-string("   Hello World")) は "Hello World" を返します。

altova:trim-string("Hello World")) は "Hello World" を返します。

altova:trim-string("Hello   World"))は  "Hello   World" を返します。

trim-string-left [altova:]

altova:trim-string-left(InputString as xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

この関数は xs:string 引数を必要とし、先頭または後続の空白を削除し、トリミングされた xs:string を返し
ます。
サンプル

altova:trim-string-left("   Hello World   "))は  "Hello World   " を返しま
す。
altova:trim-string-left("Hello World   ")) は "Hello World   " を返します。

altova:trim-string-left("   Hello World")) は "Hello World" を返します。

altova:trim-string-left("Hello World")) は "Hello World" を返します。

altova:trim-string-left("Hello   World")) は "Hello   World" を返します。

trim-string-right [altova:]

altova:trim-string-right(InputString as xs:string) を xs:string とする     XP3  XQ3

この関数は xs:string 引数を必要とし、先頭または後続の空白を削除し、トリミングされた xs:string を返し
ます。
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サンプル

altova:trim-string-right("   Hello World   "))は "   Hello World" を返しま
す。
altova:trim-string-right("Hello World   "))は "Hello World" を返します。

altova:trim-string-right("   Hello World")) は "   Hello World" を返します。

altova:trim-string-right("Hello World")) は "Hello World" を返します。

altova:trim-string-right("Hello   World"))  は"Hello   World" を返します。

XPath/ XQuery 関数: その他

以下の一般使用のための XPath/XQuery 拡張関数は、 MapForce の現在のバージョンにによりサポートされていま
す。 また、次で使用することができます: (i) XSLT コンテキスト内の XPath 式、または (ii) XQuery ドキュメント内の
XQuery 式。

関数の名前指定と言語の適用性

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブ
ラリで使用可能な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://
www.altova.com/xslt-extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用され
ます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性がある
ことに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ): XP1  XP2  XP3

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用): XSLT1  XSLT2 
XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用): XQ1  XQ3

URI 関数
get-temp-folder [altova:]

altova:get-temp-folder() を xs:string とする     XP2  XQ1  XP3  XQ3

この関数は引数を必要としません。この関数は現在のユーザーの一時的なフォルダーへのパスを返します。
サンプル

altova:get-temp-folder() は、マシーン上で、xs:string として C:\Users\<UserName>
\AppData\Local\Temp\ と類似したパスを返します。

[ Top ]
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その他の拡張関数11.1.2.2

Java や C# などのプログラミング言語には、XPath 2.0 / XQuery 関数、または XSLT 2.0 関数として利用できない
関数がいくつかあります。 そのような関数の良い例として、Java で利用することのできる sin()や cos()といった数学関
数があります。 XSLT スタイルシートや XQuery のクエリにてこれらの関数が利用できるのであれば、スタイルシートやクエリ
の適用範囲を大幅に拡張することができ、スタイルシート作成タスクの負担が大幅に軽減されます。Altova 製品で使用さ
れている Altova エンジン（XSLT 1.0、XSLT 2.0、XQuery 1.0）では、Java や .NET  および MSXSL scripts
for XSLTにおける拡張関数の使用がサポートされます。  このセクションでは、 拡張機能および XSLT スタイルシート内で
MSXSL スクリプト。 および XQuery ドキュメントを使用する方法について記述します。使用できる拡張関数は以下のよ
うに構成されます:

Java 拡張関数 
.NET 拡張関数 
XSLT に対する MSXSL スクリプト  

記述の中では特に、 (i) 関連するライブラリ内の関数がどのように呼ばれるか、(ii) 関数呼び出しを行う際に入力として使
用される引数を変換するのにどのようなルールが適用され、return により値が返される際にどのような変換ルールが適用され
るのか（XSLT/XQuery データオブジェクトに対する関数の結果）について説明されます。

必要条件
拡張関数のサポートを有効にするには、XSLT 変換や XQuery の実行を行うコンピューターに Java Runtime
Environment Java 関数にアクセスする場合）ならびに .NET Framework 2.0 以上（.NET 関数にアクセスする場
合）がインストールされている、またはアクセスできる環境が整っている必要があります。

Java 拡張関数

Java 拡張関数は、XPath または XQuery 条件式にて使用することができるほか、Java のコンストラクターを呼び出し
たり、Java の（静的またはインスタンス）メソッドを呼び出すことができます。

Java クラスのフィールドは、引数を持たないメソッドとして扱われます。フィールドは静的またはインスタンスとして存在すること
ができます。フィールドへのアクセス方法については、静的とインスタンスの両方について、以下のサブセクションにて記述されま
す。

このセクションは以下のサブセクションにより構成されます：

Java：コンストラクター 
Java：静的メソッドと静的フィールド 
Java：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド 
データ型：XPath/XQuery から Java へ 
データ型：Java から XPath/XQuery へ

拡張関数のフォーム
XPath/XQuery 条件式における拡張関数では、 prefix:fname()の形式を取る必要があります。
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 prefix: 部により拡張関数が Java 関数として認識されます。 java:から始まる URI のスコープ内の名前
空間宣言に拡張関数を関連付けることで Java 関数であるという認識が行われます。名前空間の宣言により、例
えば xmlns:myns="java:java.lang.Math" という Java クラスが特定されます。名前空間の宣言は、
（コロン無しの） xmlns:myns="java" という形式で、Java クラスの識別子を拡張関数にある fname() 部
の左型に配置することでも行うことができます。
fname() 部により、呼び出されている Ｊａｖａ メソッドが識別され、メソッドの引数が提供されます（以下の例を参
照ください）。 prefix: 部にて識別された名前空間 URI が Java クラスを識別できなかった場合、Java クラス
の識別はクラスの前にくる fname() 部にて行うことになり、ピリオドによりクラスから分離されることになります（以下
にある２番目の XSLT サンプルを参照）。

メモ: 呼び出されるクラスはコンピューターのクラスパス上にある必要がありあす。

XSLT サンプル
以下に静的メソッドを呼び出す２つのサンプルを示します。最初のサンプルでは、クラス名 (java.lang.Math) が名前空
間 URI に加えられており、 fname() へ加えることはできません。 2 番目のサンプルでは、 prefix: 部に java: が与
えられており、 fname() 部にてクラスとメソッドが識別されます。

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 
select="jMath:cos(3.14)" />

<xsl:value-of xmlns:jmath="java" 
select="jmath:java.lang.Math.cos(3.14)" />

拡張関数内にあるメソッド名（上の例では cos() ）は、名前付き Java クラス（上の例ではjava.lang.Math ）の public
な静的メソッドの名前に一致する必要があります。

XQuery サンプル
以下に XSLT のサンプルに似た XQuery のサンプルを示します:

<cosine xmlns:jMath="java:java.lang.Math">

   {jMath:cos(3.14)}

</cosine>

ユーザー定義された Java クラス
独自の Java クラスやメソッドを作成した場合、(i) JAR ファイル（または class ファイル）を介してこれらクラスファイルへアク
セスしているか、(ii) これら（JAR または class）ファイルが、カレントディレクトリ（XSLT や XQuery ドキュメントが存在す
るディレクトリ）に配置されているかにより、これらクラスの呼び出し方法が変わってきます。これらファイルの特定方法について
は、ユーザー定義クラスファイルならびにユーザー定義 JAR ファイルを参照ください。カレントディレクトリには無いクラスファイル
や JAR ファイルへのパスは指定しなければならないことに注意してください。

ユーザー定義のクラスファイル

アクセスがクラスファイルを介したものである場合、４つのケースが考えられます:
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クラスファイルはパッケージである。XSLT または XQuery ファイルが Java パッケージと同じ場所に収められてい
る。 (下のサンプルを参照)
クラスファイルはパッケージでは無い。XSLT または XQuery ファイルが Java パッケージと同じ場所に収められてい
る。(下のサンプルを参照)
クラスファイルはパッケージである。XSLT または XQuery ファイルがランダムな場所に収められている。 (下のサンプ
ルを参照)
クラスファイルはパッケージである。XSLT または XQuery ファイルがランダムな場所に収められている。 (下のサンプ
ルを参照)

クラスファイルがパッケージではなく、XSLT または XQuery ドキュメントと同じ場所に収められているケースを考えてみましょ
う。この場合、フォルダー内の全クラスを発見することができるため、ファイルの場所を指定する必要はありません。クラスの識別
を行う構文は以下のようになります：

java:classname

ここで、

java: によりユーザー定義の Java 関数が呼ばれていることが示されます（デフォルトでカレントディレクトリにある
Java クラスがロードされます）。

classname  は目的となるメソッドのクラスが含まれているクラスの名前です。

クラスが名前空間 URI にて識別され、名前空間がメソッド呼び出しにて使用されます。

クラスファイルがパッケージで、XSLT または XQuery ファイルが Java パッケージと同じ場所に収められ
ている
以下の例では、com.altova.extfunc パッケージにある Car クラスの getVehicleType()メソッドが呼び出され
ています。com.altova.extfunc パッケージは JavaProjectという名前のフォルダーに置かれており、XSLT ファイルも同
じフォルダーに配置されています。

<xsl:stylesheet version="2.0" 

xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" 
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
xmlns:car="java:com .altova.extfunc.Car" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl fo xs"/>

<xsl:template match="/">
    <a>

   <xsl:value-of select="car:getVehicleType()"/>
   </a>
</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

クラスファイルがパッケージではなく、XSLT または XQuery ファイルが Java パッケージと同じ場所に収
められている
以下の例では、 com.altova.extfunc パッケージにある Car クラスの getVehicleType()メソッドが呼び出され
ています。Car クラスファイルは JavaProject/com/altova/extfunc 以下に配置されています。XSLT ファイル
も JavaProject/com/altova/extfunc フォルダーに配置されています。 
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<xsl:stylesheet version="2.0" 
xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" 
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
xmlns:car="java:Car" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl fo xs"/>

<xsl:template match="/">
    <a>

   <xsl:value-of select="car:getVehicleType()"/>
   </a>
</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

クラスファイルがパッケージで、XSLT または XQuery ファイルがランダムな場所に収められている
以下の例では、com.altova.extfunc  パッケージにある Car クラスの  getVehicleColor()メソッドが呼び出さ
れています。com.altova.extfunc パッケージは JavaProject という名前のフォルダーに置かれており、XSLT ファ
イルが任意の場所に配置されています。この場合、以下のような構文でパッケージの場所をクエリ文字列として URI 内にて
指定する必要があります：

java:classname[?path=uri-of-package]

ここで、

java: によりユーザー定義の Java 関数が呼ばれていることを表します。
uri-of-package は Java パッケージの URI です。
classname は目的のメソッドが含まれているクラス名です。

クラスは名前空間 URI により特定され、名前空間がメソッド呼び出しのプレフィックスで使用されます。以下の例で
はカレントディレクトリ以外にあるクラスファイルへのアクセスを行うことができます。

<xsl:stylesheet version="2.0" 
xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
xmlns:car="java:com .altova.extfunc.Car?path=file:///C:/JavaProject/" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl xs"/>

<xsl:template match="/">
    <xsl:variable name="m yCar" select="car:new('red')" /> 

   <a><xsl:value-of select="car:getCarColor($m yCar)"/></a>
</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

クラスファイルがパッケージではなく、XSLT または XQuery ファイルがランダムな場所に収められている
以下の例では、com.altova.extfunc パッケージにある Car クラスの getCarColor()メソッドが呼び出されていま
す。 com.altova.extfunc  パッケージは JavaProject という名前のフォルダーに置かれており、XSLT ファイルが
任意の場所に配置されています。以下のような構文で、クラスファイルの場所をクエリ文字列として URI 内にて指定する必
要があります:
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java:classname[?path=uri-of-classfile]

ここで

java: によりユーザー定義の Java 関数が呼ばれていることを表します。
uri-of-classfile は Java パッケージの URI です。
classname  は目的のメソッドが含まれているクラス名です。

クラスは名前空間 URI により特定され、名前空間はメソッド呼び出しのプレフィックスで使用されます。以下の例で
はカレントディレクトリ以外にあるクラスファイルへのアクセスを行うことができます。

<xsl:stylesheet version="2.0" 
xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
xmlns:car="java:Car?path=file:///C:/JavaProject/com /altova/extfunc/" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl xs"/>

<xsl:template match="/">
    <xsl:variable name="m yCar" select="car:new('red')" /> 

   <a><xsl:value-of select="car:getCarColor($m yCar)"/></a>
</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

メモ: パスが外部関数により与えられている場合、ClassLoader によりパスが追加されます。

ユーザー定義の JAR ファイル

JAR ファイル経由でアクセスが行われた場合、以下の構文により JAR ファイルの URI を指定する必要があります:

xmlns:classNS="java:classname?path=jar:uri-of-jarfile!/"

クラスの識別を行う名前空間 URI のプレフィックスを使用してメソッドが呼び出されます: classNS:method()

 上の例に対する説明は以下のとおりです:

java: 関数が呼び出されていることを表します。
classname がユーザー定義されたクラスの名前になります。
? はクラス名とパスを分離するために使用されます。
path=jar: により、JAR ファイルへのパスが与えられていることを示します。
uri-of-jarfile は JAR ファイルの URI となります。
!/ は、終了を表すデリミタとなります。
classNS:method() により、メソッドの呼び出しが行われます。

その他にも、メソッド名とともにクラス名を与えることができます。構文の例を以下に示します:

xmlns:ns1="java:docx.layout.pages?path=jar:file:///c:/projects/
docs/docx.jar!/"

ns1:main()

xmlns:ns2="java?path=jar:file:///c:/projects/docs/docx.jar!/"
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ns2:docx.layout.pages.main()

以下に JAR ファイルを使った Java 拡張関数を呼び出す XSLT サンプルを記します:

<xsl:stylesheet version="2.0" 
xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" 
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
xmlns:car="java?path=jar:file:///C:/test/Car1.jar!/" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl xs"/>

<xsl:template match="/">
 <xsl:variable name="m yCar" select="car:Car1.new('red')" /> 
 <a><xsl:value-of select="car:Car1.getCarColor($m yCar)"/></a>

</xsl:template>

<xsl:template match="car"/>

</xsl:stylesheet>

メモ :拡張関数によりパスが与えられている場合、ClassLoader にパスが追加されます。

Java：コンストラクター

拡張関数を使用することで Java コンストラクターを呼び出すことができます。new() により全てのコンストラクターを呼び出
すことができます。

Java コンストラクターの呼び出し結果を、黙示的に XPath/XQuery データ型へ変換できる場合、Java 拡張関数によ
り XPath/XQuery データ型のシーケンスが返されます。Java コンストラクターの呼び出し結果が XPath/XQuery デー
タ型へ変換できない場合、値を返すクラス名でラップした Java オブジェクトがコンストラクターにより作成されます。例えば、 
java.util.Date クラスに対するコンストラクターが呼び出された場合 (java.util.Date.new()) 
java.util.Date  を持ったオブジェクトが返されます。返されたオブジェクトのレキシカルフォーマットは、XPath データ型
のレキシカルフォーマットにマッチしない場合もあり、目的の XPath データ型に対するレキシカルフォーマットへ値の変換を行
い、その後目的の XPath データ型へ変換を行う必要があります。

コンストラクターにより作成された Java オブジェクトにより２つのことが行えます:

変数への割り当てを行うことができます: 
<xsl:variable name="currentdate" select="date:new()" xmlns:date="java:java.util.Date" />

拡張関数への受け渡しを行うことができます (インスタンスメソッドならびにインスタンスフィールド を参照くださ
い): 
<xsl:value-of select="date:toString(date:new())" xmlns:date="java:java.util.Date" /> 

Java：静的メソッドと静的フィールド

静的メソッドは、Java 名ならびにメソッドの引数により直接呼び出すことができます。E や PI といった定数の静的フィールド
（引数を持たないメソッド）は、引数を指定することなくアクセスすることができます。

XSLT の例
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静的メソッドならびにフィールドを呼び出す例を以下に示します:

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 
select="jMath:cos(3.14)" />

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 
select="jMath:cos( jMath:PI() )" />

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 
select="jMath:E() * jMath:cos(3.14)" />

上の拡張関数は  prefix:fname() という形式を使用していることに注意してください。３つの例にあるプレフィックスは全
て jMath: となっており、このプレフィックスは、java:java.lang.Math という名前空間 URI に関連付けられていま
す。名前空間 URI は java: で開始しなければなりません。上の例では、クラス名（java.lang.Math）を含むように拡
張されています。拡張関数の fname() 部は（java.lang.Math のような） public クラスにマッチする必要があり、その
後 public な静的メソッドが引数とともに続くか（例： cos(3.14)）、public な静的フィールドが続きます（例： PI()）。

上の例では、クラス名が名前空間 URI に含まれています。クラス名が名前空間 URI に含まれていない場合、以下の例に
あるように、拡張関数の  fname()部にて追加する必要があります:

<xsl:value-of xmlns:java="java:" 
select="java:java.lang.Math.cos(3.14)" />

XQuery の例
XQuery における似たようなサンプルを以下に示します:

<cosine xmlns:jMath="java:java.lang.Math">

   {jMath:cos(3.14)}

</cosine>

Java：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド

メソッド呼び出しの第一引数としてパースされる Java オブジェクトが、インスタンスメソッドには与えられています。このような
Java オブジェクトは通常、拡張関数を使うことで作成される（例：コンストラクターの呼び出し）か、スタイルシートパラメータ
ー/変数により作成されます。以下に XSLT サンプルを示します:

<xsl:stylesheet version="1.0" exclude-result-prefixes="date"
  xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
  xmlns:date="java:java.util.Date"
  xmlns:jlang="java:java.lang"> 
  <xsl:param name="CurrentDate" select="date:new()"/>
  <xsl:template match="/">
      <enrollment institution-id="Altova School" 
                date="{date:toString($CurrentDate)}" 
                type="{jlang:O bject.toString(jlang:O bject.getClass( date:new() ))}">
      </enrollment>
  </xsl:template>
</xsl:stylesheet>

上の例では、ノード enrollment/@type の値が以下のように作成されます:

1. java.util.Date  クラスに対するオブジェクトがコンストラクター（ date:new() コンストラクター）とともに作成
されます。

2.  jlang.Object.getClass  メソッドの引数として Java オブジェクトがパースされます。
3.  getClass メソッドにより得られたオブジェクトが jlang.Object.toString メソッドの引数としてパースされ
ます。
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結果（@type の値）は java.util.Date を持った文字列となります。

インスタンスフィールドは、引数としてインスタンスフィールドへ渡される Java オブジェクトではないという点で、理論的にはイン
スタンスメソッドと異なります。パラメーターや変数がその代わりに引数として渡されますが、パラメーター/変数そのものに Java
オブジェクトから返された値が含まれている場合もあります。例えば、CurrentDate パラメーターには
java.util.Date クラスのコンストラクターから返された値が含まれます。この値は引数として、date:toString イン
スタンスメソッドへ渡され、/enrollment/@date の値として使用されます。

データ型：XPath/ XQuery から Java へ

XPath/XQuery 条件式内部から Java 関数が呼び出された場合、複数ある同名の Java クラスのうち、どのクラスが呼
び出されたのか決定するのに、関数へ渡される引数のデータ型が重要になります。

Java では、以下のルールが適用されます:

同名の Java メソッドが２つ以上あり、それぞれが違う数の引数を受け取る場合、呼び出しに使用されている引数
の数に一番マッチするメソッドが選択されます。
XPath/XQuery の文字列、数値、boolean データ型は、黙示的に対応する Java データ型へ変換されます
（以下のリストを参照）。与えられた XPath/XQuery 型が２つ以上の Java 型へ変換できる場合（例： 
xs:integer）、選択されたメソッドにて宣言されている Java 型が使用されます。例えば、呼び出された Java
メソッドが  fx(decimal)  で、与えられた XPath/XQuery データ型が xs:integer の場合、
xs:integer  が Java の decimal データ型へ変換されます。

以下のテーブルに、XPath/XQuery の文字列、数値、boolean 型から Java データ型への黙示的な変換リストを示し
ます。

xs:string java.lang.String

xs:boolean boolean (プリミティブ型),
java.lang.Boolean

xs:integer int, long, short, byte, float,
double, ならびに、java.lang.Integer
のようなこれらのラッパークラス

xs:float float (プリミティブ型), java.lang.Float,
double (プリミティブ型)

xs:double double (プリミティブ型),
java.lang.Double

xs:decimal float (プリミティブ型), java.lang.Float,
double(プリミティブ型),
java.lang.Double

上のリストにある XML スキーマデータ型（ならびに XPath や XQuery で使用されているデータ型）のサブタイプも、対応す
る祖先のサブタイプとして Java のデータ型へ変換されます。

場合によっては、与えられた情報から正しい Java メソッドを選択することができない場合もあります。例えば、以下のような
場合を考えてみましょう：

与えられた引数が 10 という値を持った xs:untypedAtomic 型で、mymethod(float) メソッドへ渡されるの
を意図している。
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しかし、そのクラスには別のデータ型を取る mymethod(double) というメソッドも存在する。
メソッド名が同じで、与えられた型 (xs:untypedAtomic) も float と double の両方に変換することがで
きるため、xs:untypedAtomic が float ではなく double に変換される可能性もある。
結果として、意図したメソッドは選択されず、予期しない動作結果がを招く可能性がある。この問題を回避するに
は、意図したメソッドを使用するユーザー定義のメソッドを別の名前で新たに作成する必要があります。

上のリストでカバーされていない型（例： xs:date）は変換されず、エラーとなります。しかし場合によっては、Java コンスト
ラクターを使用して、目的の Java データ型を作成することが可能だということも留意してください。

データ型：Java から XPath/ XQuery へ

Java メソッドにより値が返され、値のデータ型が文字列、数値、または boolean 型の場合、対応する XPath/XQuery
型への変換が行われます。例えば、 Java の java.lang.Boolean や boolean データ型は xsd:boolean へ
変換されます。

関数から返された一次元配列は、シーケンス (sequence) に展開されます。2次元以上の配列は変換されることが無い
ため、ラップして使用するべきでしょう。

Java オブジェクトや文字列、数値、boolean 以外のデータ型がラップされて返された場合、最初に（例えば toString
といった）Java メソッドを使用して Java オブジェクトを文字列へ変換することで、目的の XPath/XQuery 型への変換を
行います。XPath/XQuery では、文字列を目的となる型のレキシカルフォーマットへ変換し、目的の型への変換を（例え
ば cast as 式を使用することで）行うことができます。

.NET 拡張関数

.NET プラットフォームにて作業を行なっている場合、.NET 言語（例えば C#）で記述された拡張関数を使用することがで
きます。.NET 拡張関数は XPath や XQuery 条件式内部から使用することができ、.NET クラス内部にあるコンストラ
クターや（static またはインスタンス変数）プロパティを呼び出すことができます。

get_PropertyName() 構文を使用することにより .NET クラスのプロパティを呼び出すことができます。

このセクションは、以下のサブセクションにより構成されています:

 .NET コンストラクター  
 .NET：静的メソッドならびに静的フィールド  
.NET：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド 
データ型：XPath/XQuery から .NET へ  
データ型：.NET から XPath/XQuery へ

拡張関数のフォーム
XPath/XQuery 条件式にある拡張関数は、 prefix:fname() の形式を取る必要があります。

prefix: 部は、呼び出されている .NET クラスを特定する URI となります。
fname() 部により、.NET クラス内にあるコンストラクター、プロパティ、または（静的またはインスタンス）メソッドが特
定され、必要な場合は引数が与えられます。
URI は clitype: で開始する必要があり、これにより関数が .NET 拡張関数であることが認識されます。
拡張関数の  prefix:fname()  形式は、システムクラスならびにロードされたアセンブリとともに使用することもで
きます。しかしクラスをロードする必要がある場合、必要な情報が含まれるパラメーターが必要になります。
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パラメーター
アセンブリをロードするには以下のパラメーターを使用してください：

asm ロードするアセンブリの名前。

ver バージョン番号（ピリオドにより分離された最大４桁の整数）。

sn アセンブリ厳密名のキートークン（16新数の数値）。

from ロードするアセンブリ (DLL) の場所を特定する URI。URI が相対パス
の場合、XSLT や XQuery ドキュメントに対して相対的になります。
このパラメーターが指定された場合、その他のパラメーターが無視されま
す。

partialname アセンブリ名の一部。Assembly.LoadWith.PartialName()
へ渡され、アセンブリへのロードが試みられます。  partialname  が
指定された場合、その他のパラメーターが無視されます。

loc 例えば en-US というロケール。デフォルトは neutral です。

アセンブリが DLL からロードされる場合、 from パラメータが使用して、sn パラメーターは使用しないでください。アセンブリ
がグローバルアセンブリキャッシュ (GAC) からロードされる場合、sn パラメータを使用して from パラメーターは使用しない
でください。

最初のパラメーターの前に疑問符 (?) を挿入し、パラメーター同士はセミコロンで分離する必要があります。パラメーター名へ
値を受け渡すには、統合符号 (=) を使用します(以下の例を参照ください)。

名前空間宣言の例
XSLT において、システムクラス System.Environment を特定する名前空間宣言の例を以下に示します:

xmlns:myns="clitype:System.Environment"

XSLT において、ロードするクラスを Trade.Forward.Scrip として特定する名前空間宣言の例を以下に示します:

xmlns:myns="clitype:Trade.Forward.Scrip?asm=forward;version=10.6.2.1"

XQuery において、システムクラス  MyManagedDLL.testClass を特定する名前空間宣言の例を以下に示します。
２つのケースが考えられます:

1. アセンブリが GAC からロードされた場合:
declare namespace cs="clitype:MyManagedDLL.testClass?asm=MyManagedDLL;

ver=1.2.3.4;loc=neutral;sn=b9f091b72dccfba8";

2. アセンブリが DLL からロードされた場合（完全参照と一部の参照）:
declare namespace cs="clitype:MyManagedDLL.testClass?

from=file:///C:/Altova
Projects/extFunctions/MyManagedDLL.dll;

declare namespace cs="clitype:MyManagedDLL.testClass?
from=MyManagedDLL.dll;
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XSLT の例
システムクラス System.Math 内の関数を呼び出すための完全な XSLT の例を以下に示します:

<xsl:stylesheet version="2.0"
   xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
   xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
   xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions">
   <xsl:output method="xml" omit-xml-declaration="yes" />
   <xsl:template match="/">
      <math xm lns:m ath="clitype:System .M ath">
         <sqrt><xsl:value-of select="math:Sqrt(9)"/></sqrt>
         <pi><xsl:value-of select="m ath:PI()"/></pi>
         <e><xsl:value-of select="m ath:E()"/></e>
         <pow><xsl:value-of select="m ath:Pow(m ath:PI(), m ath:E())"/></pow>
      </math>
   </xsl:template>
</xsl:stylesheet>

 math 要素にある名前空間宣言により、 math: プレフィックスと clitype:System.Math URI が関連付けられま
す。URI の最初にある  clitype:により、それ以降の記述がシステムクラスまたはロードされたクラスを特定するものである
ことが示されます。XPath 条件式にある math: プレフィックスにより、拡張関数が URI （そしてクラス） System.Math に
関連付けられます。拡張関数により、System.Math クラス内のメソッドが特定され、必要な場所に引数が与えられます。

XQuery の例
上の XSLT に対する例と同様の XQuery 例を以下に示します:

<math xm lns:m ath="clitype:System .M ath">

   {m ath:Sqrt(9)}

</math>

上の XSLT と同様に、名前空間宣言により .NET クラス（この場合はシステムクラス）が特定されます。XQuery 式により
呼び出されるメソッドが特定され、引数が与えられます。

.NET コンストラクター

拡張関数を使用することで、.NET コンストラクターを呼び出すことができます。new() により全てのコンストラクターを呼び出
すことができます。クラス内に２つ以上のコンストラクターがある場合、与えられた引数の数が最もマッチするコンストラクターが
選択されます。与えられた引数に対してマッチするコンストラクターが見つからない場合、"No constructor found'"
エラーが返されます。

XPath/XQuery データ型を返すコンストラクター
.NET コンストラクター呼び出しの結果が  XPath/XQuery データ型へ黙示的に変換することができる場合、.NET 拡張
関数から XPath/XQuery データ型のシーケンスが返されます。

.NET オブジェクトを返すコンストラクター
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.NET コンストラクター呼び出しの結果が XPath/XQuery データ型へ適切に変換できない場合、値を返すクラス名でラッ
プした .NET オブジェクトがコンストラクターにより作成されます。例えば、System.DateTime クラスのコンストラクターが
  System.DateTime.new() により）呼ばれた場合 System.DateTime 型を持ったオブジェクトが返されます。

返されたオブジェクトのレキシカルフォーマットは、目的の XPath データ型と違っている場合があります。その場合、返された
値を： (i) 目的の XPath データ型のレキシカルフォーマットへ変換し、(ii) 目的の XPath データ型へキャストする必要があ
ります。

コンストラクターにより作成された .NET オブジェクトに対して３つのことを行うことができます:

変数内で使用することができます: 
<xsl:variable name="currentdate" select="date:new(2008, 4, 29)"
xmlns:date="clitype:System.DateTime" />

拡張関数へ渡すことができます（インスタンスメソッドとインスタンスフィールド を参照ください ): 
<xsl:value-of select="date:ToString(date:new(2008, 4, 29))"
xmlns:date="clitype:System.DateTime" /> 
文字列、数値、または boolean へ変換することができます: 

  <xsl:value-of select="xs:integer(data:get_Month(date:new(2008, 4, 29)))"
xmlns:date="clitype:System.DateTime" /> 

.NET：静的メソッドと静的フィールド

メソッド名と引数を与えることで、静的メソッドを直接呼び出すことができます。呼び出しに使用される名前は、クラス内にある
public static メソッドと完全に一致する必要があります。関数の呼び出しに使用されたメソッド名と引数の数にマッチする
ものがクラス内に複数ある場合、与えられた引数が評価され、最もマッチするものが選択されます。マッチする結果が得られな
い場合、エラーが返されます。

メモ : .NET クラス内にあるフィールドは、引数を持たないメソッドとしてみなされます。プロパティは 
get_PropertyName() 構文により呼び出されます。

例
１つの引数とともにメソッド (System.Math.Sin(arg)) を呼び出す XSLT サンプルを以下に示します:

<xsl:value-of select="math:Sin(30)" xmlns:math="clitype:System.Math"/>

（引数なしのメソッドとしてみなされる）フィールド (System.Double.MaxValue() を呼び出す XSLT サンプルを以下
に示します:

<xsl:value-of select="double:MaxValue()" xmlns:double="clitype:System.Double"/>

get_PropertyName() 構文を使って）プロパティ (System.String()) を呼び出す XSLT サンプルを以下に示
します:

<xsl:value-of select="string:get_Length('my string')" xmlns:string="clitype:System.String"/>

１つの引数とともにメソッド ((System.Math.Sin(arg)) を呼び出す XQuery サンプルを以下に示します:

<sin xmlns:math="clitype:System.Math">
   { math:Sin(30) }
</sin>
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.NET：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド

インスタンスメソッドには、メソッド呼び出しの第一引数として .NET オブジェクトが渡されます。通常この .NET オブジェクト
は、拡張関数（例えばコンストラクター呼び出し）またはスタイルシートパラメーター/変数により作成されます。以下に XSLT
の例を示します:

<xsl:stylesheet version="2.0"
   xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
   xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
   xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions">
   <xsl:output method="xml" omit-xml-declaration="yes"/>
   <xsl:template match="/">
      <xsl:variable name="releasedate"
         select="date:new(2008, 4, 29)"
         xm lns:date="clitype:System .DateTim e"/>
      <doc>
         <date>
            <xsl:value-of select="date:ToString(date:new(2008, 4, 29))"
               xm lns:date="clitype:System .DateTim e"/>
         </date>
         <date>
            <xsl:value-of select="date:ToString($releasedate)"
               xm lns:date="clitype:System .DateTim e"/>
         </date>
      </doc>
   </xsl:template>
</xsl:stylesheet>

上の例では、System.DateTime コンストラクター (new(2008, 4, 29)) が、System.DateTime 型の .NET オ
ブジェクトの作成に使用されます。このオブジェクトは、最初に releasedate 変数の値として、次に
System.DateTime.ToString() メソッドの引数として作成されます。System.DateTime.ToString() イン
スタンスメソッドは、System.DateTime コンストラクターの (new(2008, 4, 29)) における引数として２度呼び出されま
す。これらインスタンスにおいて releasedate 変数が .NET オブジェクトを取得するのに使用されます。 

インスタンスメソッドとインスタンスフィールド
インスタンスメソッドとインスタンスフィールドの違いは理論的なものです。インスタンスメソッドでは .NET オブジェクトが直接引
数に渡され、インスタンスフィールドではパラメーターや変数が（.NET オブジェクトそのものを含めることはできるものの）代わりに
渡されます。例えば上の例では、releasedate 変数に .NET オブジェクトが含まれており、この変数が２番目の date
要素コンストラクターにて ToString() の引数として渡されます。そのため、最初の date 要素にある ToString() イ
ンスタンスがインスタンスメソッドであるのに対し、２番目はインスタンスフィールドとしてみなされます。両方のインスタンスで求め
られる結果は等価です。

データ型：XPath/ XQuery から .NET へ

.NET 拡張関数が XPath/XQuery 条件式内部で使用された場合、複数ある .NET メソッドのうち、どれが呼び出され
たのか決定するのに関数の引数に使用されるデータ型が重要になります。

.NET では、以下のルールが適用されます:

クラス内に同名のメソッドが２つ以上ある場合、呼び出しに使用された引数の数がマッチするメソッドだけが、呼び出
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される関数の候補に狭められます。
XPath/XQuery の文字列、数値、boolean データ型は黙示的に対応する .NET データ型へ変換されます
（以下のリストを参照）。与えられた XPath/XQuery 型が２つ以上の .NET 型へ変換できる場合（例： 
xs:integer ）、選択されたメソッドにて宣言されている .NET 型が使用されます。例えば、呼び出された
.NET メソッドが fx(fouble) で、与えられた XPath/XQuery データ型が xs:integer の場合、
xs:integer が .NET の double データ型へ変換されます。

以下のテーブルに、XPath/XQuery の文字列、数値、boolean 型から .NET データ型へ行われる黙示的な変換リスト
を示します。

xs:string StringValue, string

xs:boolean BooleanValue, bool

xs:integer IntegerValue, decimal, long,
integer, short, byte, double,
float

xs:float FloatValue, float, double

xs:double DoubleValue, double

xs:decimal DecimalValue, decimal, double,
float

上のリストにある XML スキーマ型（ならびに XPath や XQuery で使用されているデータ型）のサブタイプも、対応する祖
先のサブタイプとして .NET のデータ型へ変換されます。

場合によっては、与えられた情報から正しい.NET メソッドを選択することができない場合もあります。例えば、以下のような
場合を考えてみましょう：

与えられた引数が10ある xs:untypedAtomic 値で、mymethod(float) メソッドへ渡されるのを意図して
いる。
しかし、そのクラスには別のデータ型をとる mymethod(double) というメソッドも存在する。
メソッド名が同じで、与えられた型 (xs:untypedAtomic) も float と double の両方に変換することがで
きるため、xs:untypedAtomic が float ではなく double に変換される可能性もある。
結果として、意図したメソッドは選択されず、予期しない動作結果がを招く可能性がある。この問題を回避するに
は、意図したメソッドを使用するユーザー定義のメソッドを別の名前で新たに作成する必要があります。

上のリストでカバーされていない型（例： xs:date）は変換されずエラーとなります。

データ型：.NET から XPath/ XQuery へ

.NET メソッドにより値が返される際に値のデータ型が文字列、数値、または boolean 型の場合、対応する XPath/
XQuery 型への変換が行われます。例えば、 .NET の decimalデータ型は xsd:decimal へ変換されます。

.NET オブジェクトや文字列、数値、boolean 以外のデータ型が返された場合、最初に（例えば 
System.DateTime.ToString() といった）.NET メソッドを使用して .NET オブジェクトを文字列へ変換します。
XPath/XQuery では、文字列を目的となる型のレキシカルフォーマットへ変換し、目的の型への変換を（例えば cast
as 式を使用することで）行うことができます。
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XSLT に対する MSXSL スクリプト

<msxsl:script> 要素にはユーザー定義の関数や変数が含まれており、XSLT スタイルシート内の XPath 条件式
内部から呼び出しを行うことができます。<msxsl:script>  はトップレベル要素で、 <xsl:stylesheet> または
<xsl:transform> の子要素である必要があります。

<msxsl:script>  要素は urn:schemas-microsoft-com:xslt 名前空間内に存在する必要があります
（以下を参照ください）。

スクリプト言語と名前空間
ブロック内で使用されるスクリプト言語は <msxsl:script> 要素の language 属性にて指定され、XPath 条件式
における関数の呼び出しに対して使用される名前空間は implements-prefix 属性により特定されます（以下を参
照）。

<msxsl:script language="scripting-language" implements-prefix="user-namespace-
prefix">

   function-1 or variable-1
   ...
   function-n or variable-n

</msxsl:script>

<msxsl:script> 要素は Windows Scripting Runtime を使ったやりとりを行うため、お使いのコンピューターにイン
ストールされた言語だけしか <msxsl:script> 要素では使用することができません。MSXSL スクリプトを使用するに
は .NET Framework 2.0 以上のプラットフォームをインストールする必要があります。結果として
<msxsl:script> 言語から .NET スクリプト言語を使用することができます。

HTML の <script> 要素における language 属性と同じ値が language 属性では受理されます。language
属性が指定されていない場合、Microsoft JScript がデフォルトとして想定されます。

implements-prefix 属性には名前空間スコープ内で宣言されたプレフィックスが与えられます。通常この名前空間は関数
ライブラリのために予約されたユーザーの名前空間となります。<msxsl:script>要素内で定義された全ての関数ならび
に変数は、 implements-prefix  属性にて指定されたプレフィックスで特定される名前空間に収められます。XPath
条件式内部から関数が呼ばれる場合、完全修飾関数名が同じ名前空間内に関数として定義されていなければなりませ
ん。

例
<msxsl:script> 要素内で定義された関数を使用する XSLT スタイルシートの例を以下に示します：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<xsl:stylesheet version="2.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"
   xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
   xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
   xm lns:m sxsl="urn:schem as-m icrosoft-com :xslt"
   xm lns:user="http://m ycom pany.com /m ynam espace">

  <m sxsl:script language="VBScript" im plem ents-prefix="user">
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    <![CDATA[
    ' Input: A currency value: the wholesale price
    ' Returns: The retail price: the input value plus 20% margin,
    ' rounded to the nearest cent
    dim a as integer  = 13
    Function AddM argin(WholesalePrice) as integer
      AddMargin = WholesalePrice * 1.2 + a
    End Function
  ]]>
  </m sxsl:script>

  <xsl:template match="/">
    <html>
      <body>
        <p>
          <b>Total Retail Price =
            $<xsl:value-of select="user:AddM argin(50)"/>
          </b>
          <br/>
          <b>Total Wholesale Price =
            $<xsl:value-of select="50"/>
          </b>
        </p>
      </body>
    </html>
  </xsl:template>
</xsl:stylesheet>

データ型
スクリプトブロックとのやりとりに使用されるパラメーターの値は XPath データ型に限定されます。スクリプトブロック内にある関
数にてやりとりされるデータや変数に、この制限はありません。

アセンブリ
 msxsl:assembly  要素を使用することで、アセンブリをスクリプト内部へインポートすることができます。アセンブリは名前
や URI により特定されます。アセンブリのインポートは、コンパイル時に行われます。以下に  msxsl:assembly  要素の
簡単な使用例を示します：

<msxsl:script>
<msxsl:assembly name="myAssembly.assemblyName" />
<msxsl:assembly href="pathToAssembly" />

...

</msxsl:script>

アセンブリ名は、以下のような完全な名前でも：:

"system.Math, Version=3.1.4500.1 Culture=neutral
PublicKeyToken=a46b3f648229c514"

"myAssembly.Draw" のような短い名前でも指定できます。
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名前空間
 msxsl:using  要素により名前空間の宣言を行うことができます。これにより、スクリプト内において名前空間無しでアセ
ンブリクラスを使用することができ、タイピングの手間を軽減することができます。以下に  msxsl:using  要素の簡単な使
用例を示します：

<msxsl:script>
<msxsl:using namespace="myAssemblyNS.NamespaceName" />

...

</msxsl:script>

namespace  属性の値は名前空間の名前となります。
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11.2 技術データ

このセクションは、ソフトウェアの技術面に関する役に立つ背景情報を含んでいます。以下のように整理されています:

OS とメモリ要件
Altova XML バリデーター
Altova XSLT と XQuery エンジン
Unicode のサポート
インターネットの使用

11.2.1 OS とメモリ要件

オペレーティングシステム
Altova ソフトウェア アプリケーションは、以下のプラットフォームでご使用いただけます:

Windows XP/Vista, Windows 7/8/10
Windows Server 2003/2008/2012/2016 

メモリ
ソフトウェアが C++ で書かれているため、Java Runtime Environment をダウンロードする必要はなく、 Java ベースの
アプリケーションに比べ、通常少ないメモリを必要とします。しかしながら、各ドキュメントは完全に解析するため、また、ビュー
と編集の速度を向上するためにメモリにダウンロードされます。 メモリの要件は、ドキュメントのサイズを増やします。

メモリ要件は、制限のない「元に戻す」履歴により影響を受けます。 大きなドキュメントの大きなセクションの切り取り、貼り
付け操作を繰り返し行うと、使用できるメモリがすぐに消費されます。

11.2.2 Altova XML バリデーター

XML ドキュメントを開くと、アプリケーションは、内蔵の XML バリデーターを使用して、指定されている場合、スキーマに対し
て整形式をチェックし、ツリーとインフォセットを作成します。 XML バリデーターは、ドキュメントを編集する際にインテリジェント
な編集ヘルプを提供し、発生する検証エラーを表示するために使用されます。 

内蔵の XML バリデーターは、W3C の XML スキーマ 1.0 と 1.1 仕様の最終勧告を実装しています。 . New
developments recommended by the W3C XML スキーマ作業グループにより勧告される新しい項目は、 XML
バリデーターに継続的に組み込まれるため、 Altova 製品は最高水準の開発環境を届けることができます。 

11.2.3 Altova XSLT と XQuery エンジン

Altova 製品 は、Altova XSLT 1.0、 2.0、 および 3.0 エンジン と Altova XQuery 1.0 と 3.1 エンジンを使用してい
ます。 各エンジンのためのドキュメントと実装に固有の振る舞いに関しては、製品で使用されるエンジンの各ドキュメントの付
属書 (エンジン情報) で確認することができます。

メモ: Altova MapForce は、 XSLT 1.0、2.0 および XQuery 1.0 エンジンを使用したコードを生成します。
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11.2.4 Unicode のサポート

Altova XML 製品は、 Unicode を完全にサポートします。XML ドキュメントを編集するには、ドキュメント内で使用され
ている Unicode 文字をサポートするフォントが必要です。 

フォントの多くは、 Unicode 範囲全体の特定のサブセットを含む場合があり、このため、通常は対応する表記システムをタ
ーゲットとします。テキストの一部が、文字化けして表示された場合、理由としては、選択されたフォントが必要とする字形を
含まない場合があげられます。ですから、特に、異なる言語、または、異なる言語システムの XML ドキュメントを編集する
場合、範囲全体をカバーするフォントを使用することが役にたちます。典型的な Unicode フォントは、 Windows PC の
Arial Unicode MS で確認することができます。

アプリケーションフォルダーの /Examples フォルダー内で、異なる言語システムで表記された次の文章を含む UnicodeUTF-
8.html という XHTML ファイルを確認してください:

When the world wants to talk, it speaks Unicode 
Wenn die Welt miteinander spricht, spricht sie Unicode

) 

XHTML ファイルを開くと、 Unicode の可能性を確認することができ、 使用中の PC の使用することのできるフォントによ
りサポートされている表記システムが表示されます。

11.2.5 インターネットの使用

Altova アプリケーションは、次の状況でインターネット 接続を開始します:

登録ダイアログ (「ヘルプ | ソフトウェアのライセンス認証」)内の 「評価キーコードをリクエスト」 をクリックした場
合、登録ダイアログボックス内の3つのフィールドが通常の http (ポート 80)接続を使用し、サーバーに転送され、無
料の評価キーが顧客に通常の SMTP 電子メールを使用して送り返されます。 
Altova 製品の一部では、インターネットからファイルを開くことができます (「ファイル | 開く | URL に切り替え
る」)。 この場合、 ドキュメントは、次のプロトコルメソッドと接続の1つを使用して取得されます: HTTP (通常、ポー
ト 80)、 FTP (通常、ポート 20/21)、 HTTPS (通常、ポート 443)。HTTP サーバーをポート 8080 で作動
することもできます(URL ダイアログ内で、サーバー名とコロンの後にポートを指定します)。
XML スキーマ、または、 DTD を参照する XML ドキュメント、と、 URL により指定されているドキュメントを開く
と、参照されている スキーマドキュメントは、 HTTP 接続 (ポート 80) または URL により指定されている他のプロ
トコール(上のポイント 2 参照) により抽出されます。 XML ファイルが検証されている場合、スキーマドキュメントも
抽出されます (オプションダイアログのファイルタブ内の (「ツール | オプション」))。アプリケーションに命令している場
合、 ドキュメントが開かれると検証が自動的に行われる場合もあります。
WSDL と SOAP を使用する Altova アプリケーションでは、 Web サービスを使用する接続は、 WSDL ドキュ
メントにより定義されています。 
 XMLSpy 内で、「電子メールで送信」 コマンドを使用する場合、 (「ファイル | 電子メールで送信」) 現在選
択されている範囲、または、ファイルは、ユーザーのマシンにインストールされている MAPI コンプライアント電子メール
プログラムにより送信されます。
ソフトウェアの荒いセンス認証 と LiveUpdate の一部として、Altova ソフトウェア使用許諾書内で更に詳しい説
明を確認することができます。
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11.3 ライセンス情報

ライセンス情報
 
ソフトウェアの配布 に関する情報 
ソフトウェアのアクティベーションとライセンスの計測 に関する情報 
このソフトウェアに関連する知的所有権 に関する情報 
このソフトウェア製品の使用に関する エンドユーザー使用許諾契約書 

本製品を使用する前に、上記の情報をよくお読みください。 ソフトウェアのインストール時に上記のすべての条件に同意した
とみなされ、お客様は上記の条件に拘束されることを同意したとみなされます。

11.3.1 電子的なソフトウェアの配布

この製品は電子的なソフトウェアの配布により利用することが可能で、この配布方法により、以下のユニークなメリットがありま
す：

 

購入を決定する前に、無料でソフトウェアを試用することができます。
ソフトウェアの購入を決定した際には、 Altova Web サイト にて注文を行います。すぐにライセンス登録された製品の使
用を開始することができます。
オンラインにて注文を行うと、常に最新のソフトウェアをご利用いただけます。
製品パッケージには包括的なヘルプシステムが画面上に表示されます。最新バージョンのユーザーマニュアルは
www.altova.com 上にあり、(i) HTML フォーマットによる閲覧、ならびに (ii) PDF フォーマットのダウンロードと印刷に
対応しております。

30日間の評価期間
この製品をダウンロードした後は、最大で30日の間無料で製品の評価を行うことができます。20日間を超えた頃から、製品
がライセンス登録されていないことがソフトウェアにより表示されます。このメッセージはアプリケーションが起動されるたびに表示
され、30日間を超えてプログラムを使用するには、キーコードとして送られる Altova ソフトウェア使用許諾契約書 を購入
し、ソフトウェアアクティベーションダイアログにて入力し、製品をアンロックする必要があります。ライセンスの購入はAltova
Web サイト のオンラインショップにてお求めいただけます。

組織内でソフトウェアの評価を行う
評価版のソフトウェアを組織内のネットワークにて配布したい場合、またはインターネットに接続されていないコンピューターに
てソフトウェアを使用する場合、どのような状態でも改変さていていないことを条件に、セットアッププログラムだけの配布を行う
ことが可能です。ソフトウェアインストーラーへアクセスした人は、例外なく30日間の評価ライセンスキーコードをリクエストして、
試用期間が経過した後は、製品を使い続けるためにライセンスの購入を行う必要があります。

詳細については、このセクション最後にある Altova ソフトウェアライセンス使用許諾契約書 を参照ください。

http://www.altova.com/ja/
http://www.altova.com/ja/documentation.html
http://www.altova.com/ja/
http://www.altova.com/ja/
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11.3.2 ソフトウェアのアクティベーションとライセンスの計測

Altova のソフトウェアアクティベーションの一部として、ソフトウェアにより内部ネットワークまたはインターネットへの接続を行い、
インストール時、登録時、Altova により使用されるライセンスサーバーの更新やライセンスの正当性を検証することで、ソフト
ウェアの不正な使用を防ぎ、顧客サービスを向上するため、ライセンスに関する情報を送信することがあります。アクティベー
ションにより、オペレーティングシステムや IP アドレス、日付/時刻、ソフトウェアのバージョン、コンピュータ名などのライセンスに
関する情報が、お使いのコンピューターと Altova ライセンスサーバー間にてやり取りされます。

お使いの Altova 製品にはライセンス計測モジュールが内蔵されており、エンドユーザー使用許諾契約書の意図しない違反
を防ぎます。お使いの製品はシングルユーザーまたはマルチユーザーとしてインストールされており、ライセンス計測モジュールに
より、ライセンスされている数を超えたユーザーが同時に製品を使用することが無いことが保証されます。

このライセンス計測技術により、ローカルエリア接続 (LAN) において、別々のコンピューター間で動作しているアプリケーション
インスタンス間の通信が行われます。

シングルライセンス
ライセンス計測プロセスの一部としてアプリケーションが起動すると、ソフトウェアにより短いデータグラムがブロードキャストにより
送信され、同一のネットワークセグメントにある他のコンピューターにてプログラムが動作していないかのチェックが行われます。
応答が無い場合は、アプリケーションの他インスタンスから送信される信号に応えるため、ポートが開かれます。

マルチライセンス
同一の LAN 内にて2つ以上のアプリケーションインスタンスが使用された場合、スタートアップ時に、これらインスタンス間にお
いて通信が行われます。これらのインスタンス間にてキーコードのやりとりが行われ、購入された数のライセンスを超えてインスタ
ンスが起動しないように保証することができます。このようなライセンス計測システムは UNIX やデータベース開発ツールにて
広く使用されているもので、Altova ユーザーはリーズナブルな価格にて同時使用マルチユーザーライセンスを購入することがで
きます。

弊社はアプリケーションのデザインも行っており、少数の小さなネットワークパケットを送信することで、ネットワークに対する負荷
を最小限に抑えております。Altova により使用される2799番 TCP/IP ポートは IANA により公式登録されており（詳細
は ( IANA Web サイト(http://www.iana.org/) を参照ください）、弊社のライセンス計測モジュールも既にテストされた
ものです。

ファイヤーウォールを使用している場合、2799番ポートにて Altova 製品が動作しているコンピューター同士が通信している
のに気づかれるかも知れません。その他の手段によりライセンス使用許諾書の内容が守られることを保証できる限り、組織間
の異なるグループにおいてこのようなトラフィックをブロックすることは勿論可能です。

お使いのコンピューターがオンラインの場合、ライセンス計測技術とは関係の無い数々の便利な機能を利用することができる
ようになります。

11.3.3 知的所有権

Altova ソフトウェアならびに Altova により認められたコピーは、Altova ならびにその供給者が知的所有権を有しています。
ソフトウェアの構造や構成、コードは Altova ならびにその供給者にとって価値のある企業秘密かつ機密情報となります。こ
のソフトウェアは米国の著作権法により保護されており、国際条項ならびにソフトウェアが使用されている国の法律が適用さ

http://www.iana.org/assignments/service-names-port-numbers/service-names-port-numbers.xml
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れます。Altova はこのソフトウェアに関する特許、企業秘密、商標に関する所有権ならびにこれらに限定されないその他の
知的財産権を有しており、Altova の所有権には、このソフトウェアならびにそれに付随する印刷物に抱合された画像、写
真、アニメーション、映像、音声、音楽、テキスト、そして「アプレット」が含まれます。著作権侵害に関する届け出は、
Altova Web Site に記されている Altova 著作権エージェントへお送りください。 

Altova ソフトウェアには国際条項により保護されているサードパーティソフトウェアも含まれており、 http://
www.altova.com/legal_3rdparty.html にて詳細が記されている著作権法なども含め、しかしこれに限定されないかた
ちで知的所有権により保護されます。

その他全ての名前または商標は、対応する所有者が有するものです。

11.3.4 エンドユーザー使用許諾契約書

THIS IS A LEGAL DOCUMENT - -  RETAIN FOR YOUR RECORDS

ALTOVA® END USER LICENSE AGREEMENT

Licensor:
Altova GmbH
Rudolfsplatz 13a/ 9
A- 1010 Wien
Austria

Important -  Read Carefully. Notice to User:

This End User  License  Agreement  (“Agreement”) is  a  legal  document  between  you
and Altova GmbH (“Altova”). It is important  that  you read this document  before using
the  Altova- provided  software  (“Software”) and  any  accompanying  documentation,
including,  without  limitation  printed  materials,  ‘online’  files,  or  electronic
documentation  (“Documentation”). By  clicking  the  “I  accept” and  “Next” buttons
below, or by installing, or otherwise using the Software, you agree to be bound by the
terms  of  this  Agreement  as  well  as  the  Altova  Privacy  Policy  (“Privacy  Policy”)
including, without  limitation, the  warranty disclaimers, limitation of  liability, data use
and  termination  provisions  below,  whether  or  not  you  decide  to  purchase  the
Software. You agree  that  this  agreement  is  enforceable  like  any  written  agreement
negotiated and signed by you. If you do not  agree, you are not  licensed to use the Software,
and you must destroy any downloaded copies of the Software in your possession or control. You
may print a copy of this Agreement as part  of the installation process at  the time of acceptance.
Alternatively, a copy of this Agreement  may be found at  http:/ / www.altova.com/ eula and a copy
of the Privacy Policy may be found at http:/ / www.altova.com/ privacy.

1.  SOFTWARE LICENSE

(a) License Grant. 
(i) Upon  your  acceptance  of  this  Agreement  Altova grants  you  a  non- exclusive,

non- transferable  (except  as  provided  below),  limited  license,  without  the  right  to  grant
sublicenses, to install and use a copy of  the Software on one compatible personal  computer  or
workstation in the  same  local  area network  (LAN)  up to  the  Permitted Number  of  computers.
Subject  to  the  limitations  set  forth  in  Section  1(c),  you  may  install  and  use  a  copy  of  the
Software on more than one of  your  compatible personal  computers or  workstations if  you have
purchased a Named- User license. Subject  to the limitations set  forth in Sections 1(d) and 1(e),
users may  use  the  software  concurrently  on  a network. The  Permitted Number  of  computers
and/ or users and the type of license, e.g. Installed, Named- Users, and Concurrent- User, shall be
determined and specified at  such  time  as  you  elect  to  purchase  the  Software.  Installed  user
licenses are intended to be fixed and not  concurrent.  In other  words, you cannot  uninstall  the
Software  on  one  machine  in  order  to  reinstall  that  license  to  a  different  machine  and  then
uninstall and reinstall back to the original machine. Installations should be static. Notwithstanding
the  foregoing,  permanent  uninstallations  and  redeployments  are  acceptable  in  limited

http://www.altova.com/legal_3rdparty.html
http://www.altova.com/legal_3rdparty.html
http://www.altova.com/eula
http://www.altova.com/privacy
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circumstances  such  as  if  an  employee  leaves  the  company  or  the  machine  is  permanently
decommissioned. During the evaluation period, hereinafter defined, only a single user  may install
and use  the  software  on  one  (1)  personal  computer  or  workstation. If  you  have  licensed  the
Software as part  of a suite of Altova software products (collectively, the “Suite”) and have not
installed each product  individually, then the Agreement  governs your  use of  all  of  the software
included in the Suite. 

(ii) If  you  have  licensed  SchemaAgent,  then  the  terms  and  conditions  of  this
Agreement  apply  to  your  use  of  the  SchemaAgent  server  software  (“SchemaAgent  Server”)
included  therein,  as  applicable,  and  you  are  licensed  to  use  SchemaAgent  Server  solely  in
connection  with  your  use  of  Altova  Software  and  solely  for  the  purposes  described  in  the
accompanying documentation. 

(iii) If you have licensed Software that  enables users to generate source code, your
license to install  and use a copy of  the  Software  as  provided herein  permits  you  to  generate
source  code  based  on  (i)  Altova  Library  modules  that  are  included  in  the  Software  (such
generated code hereinafter  referred to as the “Restricted Source  Code”) and (ii)  schemas  or
mappings  that  you  create  or  provide  (such  code  as  may  be  generated  from your  schema  or
mapping source materials hereinafter referred to as the “Unrestricted Source Code”). In addition
to the rights granted herein, Altova grants you a non- exclusive, non- transferable, limited license
to compile the complete generated code (comprised of the combination of the Restricted Source
Code and the Unrestricted Source Code)  into  executable  object  code  form, and to  use, copy,
distribute or license that  executable. You may not  distribute or  redistribute, sublicense, sell, or
transfer the Restricted Source Code to a third- party in the un- compiled form unless said third-
party already has a license to the Restricted Source Code through their separate agreement  with
Altova. Notwithstanding anything to the contrary herein, you may not  distribute, incorporate or
combine with other software, or otherwise use the Altova Library modules or Restricted Source
Code,  or  any  Altova  intellectual  property  embodied  in  or  associated  with  the  Altova  Library
modules or  Restricted Source Code, in any  manner  that  would subject  the  Restricted Source
Code to the terms of  a copyleft, free software or  open  source  license  that  would require  the
Restricted Source Code or Altova Library modules source code to be disclosed in source code
form. Notwithstanding anything to the contrary herein, you may not  use the Software to develop
and distribute other software programs that directly compete with any Altova software or service
without  prior  written permission. Altova reserves  all  other  rights  in  and to  the  Software. With
respect to the feature(s) of UModel that permit  reverse- engineering of your own source code or
other  source  code  that  you  have  lawfully  obtained,  such  use  by  you  does  not  constitute  a
violation  of  this  Agreement. Except  as  otherwise  expressly  permitted  in  Section  1(j)  reverse
engineering of the Software is strictly prohibited as further detailed therein. 

(iv) In  the  event  Restricted  Source  Code  is  incorporated  into  executable  object
code form, you will include the following statement  in (1) introductory splash screens, or if none,
within one or more screens readily accessible by the end- user, and (2) in the electronic and/ or
hard copy  documentation: “Portions  of  this  program were  developed  using  Altova®  [name  of
Altova Software, e.g. MapForce® 2016] and includes libraries owned by Altova GmbH, Copyright  ©
2007- 2016 Altova GmbH (www.altova.com).”

(b) Server Use for Installation and Use of SchemaAgent.  You may install one (1) copy
of the Software on a computer file server within your internal network solely for the purpose of
downloading and installing the Software onto other computers within your internal network up to
the  Permitted Number  of  computers  in  a  commercial  environment  only.  If  you  have  licensed
SchemaAgent, then you may install SchemaAgent  Server on any server computer or workstation
and use  it  in  connection  with  your  Software.   No  other  network  use  is  permitted,  including
without  limitation using the Software either  directly or  through commands, data or  instructions
from or to a computer not  part  of your internal network, for Internet  or Web- hosting services or
by any user not licensed to use this copy of the Software through a valid license from Altova. 

(c) Named- Use.  If you have licensed the “Named- User” version of the software, you may
install the Software on up to five (5) compatible personal computers or workstations of which you
are the primary user thereby allowing you to switch from one computer to the other as necessary
provided that only one (1) instance of the Software will be used by you as the Named- User at  any
given time. If you have purchased multiple Named- User licenses, each individual Named- User will
receive a separate license key code. 
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(d) Concurrent  Use  in  Same  Local  Area  Network  (LAN).   If  you  have  licensed  a
“Concurrent- User” version  of  the  Software, you  may  install  the  Software  on  any  compatible
computers  in  a commercial  environment  only, up to  ten  (10)  times  the  Permitted  Number  of
users, provided that  only the Permitted Number of users actually use the Software at  the same
time and further provided that the computers on which the Software is installed are on the same
local area network (LAN). The Permitted Number of concurrent  users shall be delineated at  such
time as you elect  to purchase the Software licenses. Each separate  local  area network  (LAN)
requires  its  own  set  of  separate  Concurrent  User  Licenses  for  those  wishing  to  use  the
Concurrent  User  versions  of  the  Software  in  more  than  one  location  or  on  more  than  one
network, all subject to the above Permitted Number limitations and based on the number of users
using the Software. If  a computer  is not  on the same local  area network  (LAN), then  a locally
installed  user  license  or  a  license  dedicated  to  concurrent  use  in  a  virtual  environment  is
required. 

(e) Concurrent  Use  in  Virtual  Environment. If  you  have  purchased  Concurrent- User
Licenses, you  may  install  a copy  of  the  Software  on  a single  host  terminal  server  (Microsoft
Terminal  Server  or  Citrix  Metaframe), application  virtualization  server  (Microsoft  App- V, Citrix
XenApp, or VMWare ThinApp) or virtual machine environment within your internal network for the
sole and exclusive purpose of permitting individual users within your organization to access and
use the Software through a terminal server, application virtualization session, or virtual  machine
environment  from another computer provided that  the total number of users that  access or  use
the Software concurrently at any given point in time on such network, virtual machine or terminal
server  does  not  exceed the  Permitted Number;  and  provided  that  the  total  number  of  users
authorized to use the Software through the terminal server, application virtualization session, or
virtual machine environment does not exceed ten (10) times the Permitted Number of users. Key
codes  for  concurrent  users  cannot  be  deployed  to  more  than  one  host  terminal  server,
application virtualization server or virtual machine environment.   You must  deploy a reliable and
accurate means of preventing users from exceeding the Permitted Number of  concurrent  users.
Altova makes no warranties or  representations about  the performance  of  Altova software  in  a
terminal  server,  application  virtualization  session,  or  virtual  machine  environment  and  the
foregoing are expressly excluded from the limited warranty in Section 5 hereof. Technical support
is not available with respect to issues arising from use in such environments.

(f) Backup and Archival Copies.  You may make one (1) backup and one (1) archival copy
of  the  Software, provided  your  backup  and  archival  copies  are  not  installed  or  used  on  any
computer  and  further  provided  that  all  such  copies  shall  bear  the  original  and  unmodified
copyright, patent and other intellectual property markings that  appear on or in the Software. You
may not  transfer  the rights to a backup or  archival  copy  unless  you  transfer  all  rights  in  the
Software as provided under Section 3.

(g) Key  Codes,  Upgrades  and  Updates.   Prior  to  your  purchase  and  as  part  of  the
registration for the thirty (30) day evaluation period, as applicable, you will receive an evaluation
key code. You will receive a purchase key code when you elect  to purchase the Software from
either Altova GmbH or an authorized reseller. The purchase key code will enable you to activate
the Software beyond the initial evaluation period. You may not re- license, reproduce or distribute
any key code except with the express written permission of Altova. If the Software that  you have
licensed is an upgrade or  an update, then the latest  update or  upgrade that  you  download and
install  replaces all  or  part  of  the Software previously licensed. The update  or  upgrade  and the
associated license keys does not  constitute the granting of a second license to the Software in
that you may not use the upgrade or updated copy in addition to the copy of the Software that  it
is replacing and whose license has terminated.

(h) Title.  Title to the Software is not  transferred to you. Ownership of  all  copies  of  the
Software and of copies made by you is vested in Altova, subject  to the rights of  use granted to
you  in  this  Agreement. As  between  you  and  Altova,  documents,  files,  stylesheets,  generated
program code  (including  the  Unrestricted  Source  Code)  and  schemas  that  are  authored  or
created by you via your utilization of the Software, in accordance with its Documentation and the
terms of this Agreement, are your property unless they are created using Evaluation Software, as
defined in Section 4 of this Agreement, in which case you have only a limited license to use any
output that contains generated program code (including Unrestricted Source Code) such as Java,
C++, C#, VB.NET or XSLT and associated project files and build scripts, as well as generated XML,



448 付録�� ライセンス情報

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

XML Schemas, documentation, UML diagrams, and database structures only for the thirty (30) day
evaluation period.

(i) Reverse  Engineering.   Except  and  to  the  limited  extent  as  may  be  otherwise
specifically  provided by  applicable  law in  the  European  Union, you  may  not  reverse  engineer,
decompile,  disassemble  or  otherwise  attempt  to  discover  the  source  code,  underlying  ideas,
underlying user  interface techniques or  algorithms  of  the  Software  by  any  means  whatsoever,
directly or indirectly, or disclose any of the foregoing, except to the extent  you may be expressly
permitted to decompile under applicable law in the European Union, if  it  is essential  to do so in
order  to achieve operability of  the Software with another  software program, and you have  first
requested Altova to provide the information necessary to achieve such operability and Altova has
not made such information available. Altova has the right  to impose reasonable conditions and to
request a reasonable fee before providing such information. Any information supplied by Altova or
obtained by you, as  permitted hereunder, may  only  be  used by  you  for  the  purpose  described
herein  and may  not  be  disclosed to  any  third party  or  used to  create  any  software  which  is
substantially similar to the expression of the Software. Requests for information from users in the
European Union with respect  to the above should be directed to the Altova Customer  Support
Department. 

(j) Other Restrictions.  You may not  loan, rent, lease, sublicense, distribute or otherwise
transfer all or any portion of the Software to third parties except to the limited extent set forth in
Section  3  or  as  otherwise  expressly  provided.  You  may  not  copy  the  Software  except  as
expressly  set  forth  above,  and  any  copies  that  you  are  permitted  to  make  pursuant  to  this
Agreement must contain the same copyright, patent and other intellectual property markings that
appear on or in the Software. You may not  modify, adapt  or translate the Software. You may not,
directly or indirectly, encumber or suffer to exist  any lien or  security interest  on the Software;
knowingly take any action that  would cause the Software to be placed in the public  domain; or
use the Software in any computer  environment  not  specified in  this  Agreement. You  may  not
permit  any use of or access to the Software by any third party in connection with a commercial
service offering, such as for a cloud- based or web- based SaaS offering.

You  will  comply  with  applicable  law and Altova’s  instructions  regarding the  use  of  the
Software. You agree to notify your employees and agents who may have access to the Software
of  the  restrictions  contained  in  this  Agreement  and  to  ensure  their  compliance  with  these
restrictions. 

(k) NO  GUARANTEE.   THE  SOFTWARE  IS  NEITHER  GUARANTEED  NOR
WARRANTED  TO  BE  ERROR- FREE  NOR  SHALL  ANY  LIABILITY  BE  ASSUMED  BY
ALTOVA  IN  THIS  RESPECT.  NOTWITHSTANDING  ANY  SUPPORT  FOR  ANY
TECHNICAL  STANDARD,  THE  SOFTWARE  IS  NOT  INTENDED  FOR  USE  IN  OR  IN
CONNECTION  WITH,  WITHOUT  LIMITATION,  THE  OPERATION  OF  NUCLEAR
FACILITIES,  AIRCRAFT  NAVIGATION,  COMMUNICATION  SYSTEMS,  AIR  TRAFFIC
CONTROL EQUIPMENT, MEDICAL DEVICES OR LIFE  SUPPORT  SYSTEMS,  MEDICAL
OR HEALTH CARE APPLICATIONS, OR OTHER APPLICATIONS WHERE THE FAILURE
OF THE SOFTWARE OR ERRORS IN  DATA  PROCESSING  COULD  LEAD  TO  DEATH,
PERSONAL  INJURY  OR  SEVERE  PHYSICAL  OR  ENVIRONMENTAL  DAMAGE.  YOU
AGREE  THAT  YOU  ARE  SOLELY  RESPONSIBLE  FOR  THE  ACCURACY  AND
ADEQUACY OF THE SOFTWARE AND ANY  DATA  GENERATED  OR  PROCESSED  BY
THE  SOFTWARE  FOR  YOUR  INTENDED  USE  AND  YOU  WILL  DEFEND,  INDEMNIFY
AND HOLD ALTOVA, ITS OFFICERS AND EMPLOYEES HARMLESS FROM ANY THIRD
PARTY CLAIMS, DEMANDS, OR SUITS THAT ARE BASED UPON THE ACCURACY AND
ADEQUACY OF THE SOFTWARE IN YOUR USE OR ANY DATA GENERATED BY THE
SOFTWARE IN YOUR USE.

2.  INTELLECTUAL PROPERTY RIGHTS

You acknowledge that the Software and any copies that you are authorized by Altova to make are
the intellectual property of and are owned by Altova and its suppliers. The structure, organization
and code of  the Software are the valuable trade secrets and confidential  information of  Altova
and its suppliers. The Software is protected by copyright, including without  limitation by United
States Copyright  Law, international treaty provisions and applicable laws in the country in which
it  is being used. You acknowledge that  Altova retains the ownership of  all  patents, copyrights,
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trade secrets, trademarks and other  intellectual  property rights pertaining to the Software, and
that  Altova’s  ownership  rights  extend  to  any  images,  photographs,  animations,  videos,  audio,
music, text  and “applets” incorporated into the Software and all accompanying printed materials.
You  will  take  no  actions  which  adversely  affect  Altova’s  intellectual  property  rights  in  the
Software. Trademarks shall  be used in accordance  with  accepted trademark  practice, including
identification  of  trademark  owners’ names.  Trademarks  may  only  be  used  to  identify  printed
output  produced by the Software, and such use of any trademark does not  give you any right  of
ownership in that trademark. Altova®, XMLSpy®, Authentic®, StyleVision®, MapForce®, UModel®,
DatabaseSpy®,  DiffDog®,  SchemaAgent®,  SemanticWorks®,  MissionKit®,  Markup  Your  Mind®,
Nanonull ,   RaptorXML ,  RaptorXML  Server ,  RaptorXML  +XBRL  Server ,  Powered  By
RaptorXML , FlowForce Server , StyleVision Server , and MapForce Server  are trademarks of
Altova GmbH. (pending or registered in numerous countries). Unicode and the Unicode Logo are
trademarks of Unicode, Inc. Windows, Windows XP, Windows Vista, Windows 7, and Windows 8 are
trademarks of  Microsoft. W3C, CSS, DOM, MathML, RDF, XHTML, XML and XSL  are  trademarks
(registered in numerous countries) of the World Wide Web Consortium (W3C); marks of  the W3C
are registered and held by its host  institutions, MIT, INRIA and Keio. Except  as expressly stated
above,  this  Agreement  does  not  grant  you  any  intellectual  property  rights  in  the  Software.
Notifications of  claimed copyright  infringement  should be  sent  to  Altova’s  copyright  agent  as
further provided on the Altova Web Site.

3.  LIMITED TRANSFER RIGHTS

Notwithstanding the foregoing, you may transfer  all  your  rights to use the Software to another
person or  legal  entity provided that: (a) you also transfer  this Agreement, the Software  and all
other  software  or  hardware  bundled  or  pre- installed  with  the  Software,  including  all  copies,
updates and prior versions, and all copies of font  software converted into other formats, to such
person or entity; (b) you retain no copies, including backups and copies stored on a computer; (c)
the  receiving party  secures  a personalized key  code  from Altova; and (d)  the  receiving  party
accepts the terms and conditions of  this Agreement  and any other  terms and conditions  upon
which you legally purchased a license to the Software. Notwithstanding the foregoing, you may
not transfer education, pre- release, or not- for- resale copies of the Software.

4.  PRE- RELEASE AND EVALUATION PRODUCT ADDITIONAL TERMS

If  the product  you have received with this license is pre- commercial  release or  beta Software
(“Pre- release  Software”), then  this  Section  applies.  In  addition,  this  section  applies  to  all
evaluation  and/ or  demonstration  copies  of  Altova  software  (“Evaluation  Software”) and
continues in effect until you purchase a license. To the extent  that  any provision in this section
is in conflict  with any other  term or  condition in this Agreement, this section  shall  supersede
such other term(s) and condition(s) with respect  to the Pre- release and/ or Evaluation Software,
but only to the extent  necessary to resolve the conflict. You acknowledge that  the Pre- release
Software is a pre- release version, does not  represent  final product  from Altova, and may contain
bugs,  errors  and  other  problems  that  could  cause  system  or  other  failures  and  data  loss.
CONSEQUENTLY, THE PRE- RELEASE AND/ OR EVALUATION SOFTWARE  IS  PROVIDED  TO
YOU  “AS- IS” WITH  NO  WARRANTIES  FOR  USE  OR  PERFORMANCE,  AND  ALTOVA
DISCLAIMS ANY WARRANTY OR LIABILITY OBLIGATIONS TO YOU OF ANY KIND, WHETHER
EXPRESS  OR  IMPLIED.  WHERE  LEGALLY  LIABILITY  CANNOT  BE  EXCLUDED  FOR  PRE-
RELEASE AND/ OR EVALUATION SOFTWARE, BUT IT MAY BE LIMITED, ALTOVA’S LIABILITY
AND THAT OF ITS SUPPLIERS SHALL BE LIMITED TO THE SUM OF FIFTY DOLLARS (USD $50)
IN  TOTAL.  If  the  Evaluation  Software  has  a  time- out  feature,  then  the  software  will  cease
operation after  the conclusion of  the designated evaluation period. Upon  such  expiration  date,
your license will expire unless otherwise extended. Your license to use any output  created with
the Evaluation Software that  contains  generated program code  (including Unrestricted Source
Code) such as Java, C++, C, VB.NET or XSLT and associated project files and build scripts as well
as  generated  XML,  XML  Schemas,  documentation,  UML  diagrams,  and  database  structures
terminates automatically upon the expiration of the designated evaluation period but  the license
to  use  such  output  is  revived  upon  your  purchase  of  a  license  for  the  Software  that  you
evaluated and used to  create  such  output.  Access  to  any  files  created  with  the  Evaluation
Software is entirely at your risk. You acknowledge that  Altova has not  promised or guaranteed to
you that Pre- release Software will be announced or made available to anyone in the future, that
Altova has no express or  implied obligation  to  you  to  announce  or  introduce  the  Pre- release
Software, and that  Altova may not  introduce  a product  similar  to  or  compatible  with  the  Pre-
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release  Software.  Accordingly,  you  acknowledge  that  any  research  or  development  that  you
perform regarding the  Pre- release  Software  or  any  product  associated  with  the  Pre- release
Software is done entirely at  your  own risk. During the term of  this Agreement, if  requested by
Altova, you will provide feedback to Altova regarding testing and use of the Pre- release Software,
including error or bug reports. If you have been provided the Pre- release Software pursuant  to a
separate written agreement, your use of the Software is governed by such agreement. You may
not sublicense, lease, loan, rent, distribute or otherwise transfer the Pre- release Software. Upon
receipt  of  a later  unreleased version  of  the  Pre- release  Software  or  release  by  Altova  of  a
publicly released commercial  version of  the Software, whether  as a stand- alone  product  or  as
part of a larger product, you agree to return or destroy all earlier Pre- release Software received
from Altova and to abide by the terms of the license agreement for any such later versions of the
Pre- release Software. 

5.  LIMITED WARRANTY AND LIMITATION OF LIABILITY

(a) Limited Warranty and Customer Remedies.  Altova warrants to the person or entity
that  first  purchases a license for use of the Software pursuant  to the terms of  this Agreement
that  (i)  the  Software  will  perform  substantially  in  accordance  with  any  accompanying
Documentation  for  a period of  ninety  (90)  days  from the  date  of  receipt, and (ii)  any  support
services provided by Altova shall  be substantially as described in Section 6 of  this  agreement.
Some states and jurisdictions do not  allow limitations on duration of an implied warranty, so the
above limitation may not  apply to you. To the extent  allowed by applicable law, implied warranties
on the Software, if any, are limited to ninety (90) days. Altova’s and its suppliers’ entire liability
and your exclusive remedy shall be, at Altova’s option, either (i) return of the price paid, if any, or
(ii)  repair  or  replacement  of  the  Software  that  does  not  meet  Altova’s  Limited  Warranty  and
which is returned to Altova with a copy of your receipt. This Limited Warranty is void if failure of
the Software has resulted from accident, abuse, misapplication, abnormal use, Trojan horse, virus,
or  any  other  malicious  external  code.  Any  replacement  Software  will  be  warranted  for  the
remainder  of  the  original  warranty  period or  thirty  (30)  days, whichever  is  longer. This  limited
warranty does not apply to Evaluation and/ or Pre- release Software. 

(b) No Other Warranties and Disclaimer.  THE FOREGOING LIMITED WARRANTY AND
REMEDIES STATE THE SOLE AND EXCLUSIVE REMEDIES FOR ALTOVA OR ITS SUPPLIER’S
BREACH OF WARRANTY. ALTOVA  AND ITS SUPPLIERS DO NOT  AND  CANNOT  WARRANT
THE PERFORMANCE OR RESULTS YOU MAY OBTAIN BY USING THE SOFTWARE. EXCEPT
FOR  THE  FOREGOING  LIMITED  WARRANTY,  AND  FOR  ANY  WARRANTY,  CONDITION,
REPRESENTATION OR TERM TO THE EXTENT WHICH THE SAME CANNOT OR MAY NOT BE
EXCLUDED OR LIMITED BY LAW APPLICABLE TO YOU IN YOUR JURISDICTION, ALTOVA AND
ITS  SUPPLIERS  MAKE  NO  WARRANTIES,  CONDITIONS,  REPRESENTATIONS  OR  TERMS,
EXPRESS  OR  IMPLIED,  WHETHER  BY  STATUTE,  COMMON  LAW,  CUSTOM,  USAGE  OR
OTHERWISE  AS  TO  ANY  OTHER  MATTERS.  TO  THE  MAXIMUM  EXTENT  PERMITTED  BY
APPLICABLE LAW, ALTOVA AND ITS SUPPLIERS DISCLAIM ALL  OTHER WARRANTIES AND
CONDITIONS,  EITHER  EXPRESS  OR  IMPLIED,  INCLUDING,  BUT  NOT  LIMITED  TO,  IMPLIED
WARRANTIES  OF  MERCHANTABILITY,  FITNESS  FOR  A  PARTICULAR  PURPOSE,
SATISFACTORY QUALITY, INFORMATIONAL  CONTENT  OR ACCURACY, QUIET  ENJOYMENT,
TITLE AND NON- INFRINGEMENT, WITH REGARD TO THE SOFTWARE, AND THE PROVISION
OF OR FAILURE TO PROVIDE SUPPORT  SERVICES. THIS LIMITED WARRANTY GIVES YOU
SPECIFIC  LEGAL  RIGHTS.  YOU  MAY  HAVE  OTHERS,  WHICH  VARY  FROM  STATE/
JURISDICTION TO STATE/ JURISDICTION. 

(c) Limitation  of  Liability.   TO THE MAXIMUM  EXTENT  PERMITTED  BY  APPLICABLE
LAW EVEN IF A REMEDY FAILS ITS ESSENTIAL PURPOSE, IN NO EVENT SHALL ALTOVA OR
ITS  SUPPLIERS  BE  LIABLE  FOR  ANY  SPECIAL,  INCIDENTAL,  DIRECT,  INDIRECT  OR
CONSEQUENTIAL  DAMAGES  WHATSOEVER  (INCLUDING,  WITHOUT  LIMITATION,  DAMAGES
FOR  LOSS  OF  BUSINESS  PROFITS,  BUSINESS  INTERRUPTION,  LOSS  OF  BUSINESS
INFORMATION,  OR  ANY  OTHER  PECUNIARY  LOSS)  ARISING  OUT  OF  THE  USE  OF  OR
INABILITY  TO  USE  THE  SOFTWARE  OR  THE  PROVISION  OF  OR  FAILURE  TO  PROVIDE
SUPPORT SERVICES, EVEN IF ALTOVA HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH
DAMAGES. IN ANY CASE, ALTOVA’S  ENTIRE  LIABILITY  UNDER  ANY  PROVISION  OF  THIS
AGREEMENT  SHALL  BE  LIMITED  TO  THE  AMOUNT  ACTUALLY  PAID  BY  YOU  FOR  THE
SOFTWARE PRODUCT. Because  some  states  and jurisdictions  do  not  allow the  exclusion  or
limitation of liability, the above limitation may not  apply to you. In such states and jurisdictions,
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Altova’s liability shall  be limited to the greatest  extent  permitted by law and the limitations or
exclusions  of  warranties  and  liability  contained  herein  do  not  prejudice  applicable  statutory
consumer  rights  of  person  acquiring  goods  otherwise  than  in  the  course  of  business.  The
disclaimer and limited liability above are fundamental to this Agreement between Altova and you.

(d) Infringement  Claims.  Altova will  indemnify and hold you harmless and will  defend or
settle any claim, suit or proceeding brought against you by a third party that is based upon a claim
that  the content  contained in the Software infringes a copyright  or  violates  an  intellectual  or
proprietary right  protected by United States or  European  Union  law (“Claim”), but  only  to  the
extent the Claim arises directly out of the use of the Software and subject  to the limitations set
forth in Section 5 of  this Agreement  except  as otherwise expressly  provided. You  must  notify
Altova in writing of any Claim within ten (10) business days after you first  receive notice of  the
Claim, and you shall provide to Altova at  no cost  such assistance and cooperation as Altova may
reasonably request  from time to time in connection with the defense of  the Claim. Altova shall
have sole control over any Claim (including, without  limitation, the selection of  counsel  and the
right  to settle on your  behalf  on any terms Altova deems desirable in the sole  exercise  of  its
discretion). You may, at your sole cost, retain separate counsel and participate in the defense or
settlement  negotiations.  Altova  shall  pay  actual  damages,  costs,  and  attorney  fees  awarded
against you (or payable by you pursuant to a settlement agreement) in connection with a Claim to
the extent  such direct  damages and costs  are  not  reimbursed to  you  by  insurance  or  a third
party, to an aggregate maximum equal to the purchase price of the Software. If the Software or its
use becomes the subject  of a Claim or its use is enjoined, or if  in the opinion of  Altova’s legal
counsel the Software is likely to become the subject  of a Claim, Altova shall attempt  to resolve
the Claim by using commercially reasonable efforts to modify the Software or obtain a license to
continue using the Software. If in the opinion of Altova’s legal counsel the Claim, the injunction
or potential Claim cannot  be resolved through reasonable modification or licensing, Altova, at  its
own election, may terminate this Agreement  without  penalty, and will refund to you on a pro rata
basis any fees paid in advance by you to Altova. THE FOREGOING CONSTITUTES ALTOVA’S
SOLE  AND  EXCLUSIVE  LIABILITY  FOR  INTELLECTUAL  PROPERTY  INFRINGEMENT.  This
indemnity  does  not  apply  to  situations  where  the  alleged  infringement,  whether  patent  or
otherwise, is the result  of a combination of the Altova software and additional elements supplied
by you.

6.  SUPPORT AND MAINTENANCE

Altova offers multiple optional “Support  & Maintenance Package(s)” (“SMP”) for  the version of
Software product edition that  you have licensed, which you may elect  to purchase in addition to
your  Software license. The Support  Period, hereinafter  defined, covered by  such  SMP shall  be
delineated at such time as you elect to purchase a SMP. Your rights with respect  to support  and
maintenance as well as your upgrade eligibility depend on your decision to purchase SMP and the
level of SMP that you have purchased:

(a) If you have not purchased SMP, you will receive the Software AS IS and will not  receive
any maintenance releases or updates. However, Altova, at  its option and in its sole discretion on
a case by case basis, may decide to offer maintenance releases to you as a courtesy, but  these
maintenance releases will not  include any new features in excess of the feature set  at  the time
of your purchase of the Software. In addition, Altova will provide free technical support  to you for
thirty (30) days after the date of  your  purchase (the “Support  Period” for  the purposes of  this
paragraph 6(a), and Altova, in its sole discretion on a case by case basis, may also provide free
courtesy  technical  support  during your  thirty  (30)  day  evaluation  period. Technical  support  is
provided via a Web- based support form only, and there is no guaranteed response time.

(b) If you have purchased SMP, then solely for the duration of its delineated Support  Period,
you are  eligible  to receive  the  version of  the  Software  edition  that  you have  licensed
and all maintenance releases and updates for that  edition that  are released during your  Support
Period.  For  the  duration  of  your  SMP’s  Support  Period,  you  will  also  be  eligible  to  receive
upgrades  to  the  comparable  edition  of  the  next  version  of  the  Software  that  succeeds  the
Software  edition  that  you  have  licensed for  applicable  upgrades  released during your  Support
Period. The specific upgrade edition that you are eligible to receive based on your Support  Period
is further detailed in the SMP that  you have purchased. Software that  is introduced as separate
product  is not  included in  SMP. Maintenance  releases, updates  and upgrades  may  or  may  not
include additional features. In addition, Altova will  provide Priority Technical  Support  to you for
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the  duration  of  the  Support  Period.  Priority  Technical  Support  is  provided  via  a  Web- based
support  form only and Altova will make commercially reasonable efforts to respond via e- mail  to
all  requests within forty- eight  (48) hours during Altova’s business hours (MO- FR, 8am UTC  
10pm UTC, Austrian and US holidays excluded) and to make reasonable efforts to provide work-
arounds to errors reported in the Software. 

During the Support Period you may also report  any Software problem or error to Altova. If Altova
determines that  a reported reproducible material  error  in  the  Software  exists  and significantly
impairs  the  usability  and utility  of  the  Software, Altova agrees  to  use  reasonable  commercial
efforts to correct or provide a usable work- around solution in an upcoming maintenance release
or update, which is made available at certain times at Altova’s sole discretion.

If Altova, in its discretion, requests written verification of an error or  malfunction discovered by
you or  requests supporting example files that  exhibit  the Software  problem, you  shall  promptly
provide such verification or files, by email, telecopy, or overnight  mail, setting forth in reasonable
detail  the respects in which the Software fails to perform. You shall  use reasonable  efforts  to
cooperate in diagnosis or  study of  errors. Altova may include error  corrections in maintenance
releases, updates, or new major releases of the Software. Altova is not obligated to fix errors that
are immaterial. Immaterial errors are those that do not significantly impact use of the Software as
determined by Altova in its sole discretion. Whether  or  not  you have purchased the Support  &
Maintenance Package, technical support only covers issues or questions resulting directly out  of
the  operation  of  the  Software  and  Altova  will  not  provide  you  with  generic  consultation,
assistance, or advice under any circumstances.

Updating Software may require the updating of  software not  covered by this Agreement  before
installation. Updates of the operating system and application software not  specifically covered by
this Agreement  are your responsibility and will not  be provided by Altova under  this Agreement.
Altova’s obligations under this Section 6 are contingent  upon your  proper  use of  the Software
and your compliance with the terms and conditions of this Agreement at  all t imes. Altova shall be
under no obligation to provide the above technical  support  if, in Altova’s opinion, the Software
has failed due to the following conditions: (i) damage caused by the relocation of the Software to
another  location  or  CPU;  (ii)  alterations,  modifications  or  attempts  to  change  the  Software
without Altova’s written approval; (iii) causes external to the Software, such as natural disasters,
the failure or  fluctuation of  electrical  power, or  computer  equipment  failure; (iv) your  failure to
maintain the Software at  Altova’s specified release level; or  (v) use of  the Software with other
software without  Altova’s prior written approval. It  will  be your  sole responsibility to: (i) comply
with  all  Altova- specified  operating  and  troubleshooting  procedures  and  then  notify  Altova
immediately of  Software  malfunction  and provide  Altova with  complete  information  thereof; (ii)
provide  for  the  security  of  your  confidential  information;  (iii)  establish  and  maintain  backup
systems and procedures necessary to reconstruct lost or altered files, data or programs.

7.  SOFTWARE ACTIVATION, UPDATES AND LICENSE METERING

(a) License  Metering.  The Software includes a built- in license metering module  that  is
designed to assist  you with monitoring license compliance  in  small  local  area networks  (LAN).
The metering module attempts to communicate with other machines on your local  area network
(LAN). You permit  Altova to use your  internal  network for  license  monitoring for  this  purpose.
This license metering module may be used to assist  with your license compliance but  should not
be the sole method. Should your firewall settings block said communications, you must  deploy an
accurate  means  of  monitoring  usage  by  the  end  user  and  preventing  users  from  using  the
Software more than the Permitted Number.

(b) License  Compliance  Monitoring.  You  are  required to  utilize  a process  or  tool  to
ensure that  the Permitted Number is not  exceeded. Without  prejudice or waiver of any potential
violations of the Agreement, Altova may provide you with additional compliance tools should you
be unable to accurately account for license usage within your organization. If provided with such
a  tool  by  Altova,  you  (a)  are  required  to  use  it  in  order  to  comply  with  the  terms  of  this
Agreement and (b) permit Altova to use your internal network for license monitoring and metering
and to generate compliance reports that are communicated to Altova from time to time.

(c) Software Activation.  The Software may use your internal network and Internet
connection  for  the  purpose  of  transmitting  license- related  data  at  the  time  of
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installation,  registration,  use,  or  update  to  an  Altova  Master  License  Server  and
validating  the  authenticity  of  the  license- related  data  in  order  to  protect  Altova
against  unlicensed or  illegal  use  of  the  Software  and to  improve  customer  service.
Activation is based on the  exchange  of  license  related data between your  computer
and  the  Altova  Master  License  Server.  You  agree  that  Altova  may  use  these
measures and you agree to follow any applicable requirements. You further agree that
use of license key codes that  are  not  or  were  not  generated by Altova and lawfully
obtained from Altova, or an authorized reseller as part  of an effort  to activate or use
the  Software  violates  Altova’s  intellectual  property  rights  as  well  as  the  terms  of
this Agreement. You agree  that  efforts to circumvent  or  disable  Altova’s  copyright
protection  mechanisms,  the  license  management  mechanism,  or  the  Altova  Master
License  Server  violate  Altova’s intellectual  property rights as well  as the  terms  of
this Agreement. Altova expressly reserves the  rights to seek all  available  legal  and
equitable remedies to prevent  such actions and to recover  lost  profits, damages and
costs.

(d) LiveUpdate.  Altova provides a new LiveUpdate notification service to you, which is free
of  charge. Altova may  use  your  internal  network  and Internet  connection  for  the  purpose  of
transmitting  license- related  data  to  an  Altova- operated  LiveUpdate  server  to  validate  your
license at appropriate intervals and determine if there is any update available for you.

(e) Use  of  Data.  The terms  and conditions  of  the  Privacy  Policy  are  set  out  in  full  at
http:/ / www.altova.com/ privacy and are incorporated by reference into this Agreement. By your
acceptance  of  the  terms  of  this  Agreement  and/ or  use  of  the  Software,  you  authorize  the
collection, use and disclosure of information collected by Altova for the purposes provided for in
this Agreement  and/ or  the Privacy Policy. Altova has the right  in its sole discretion to amend
this provision of the Agreement and/ or Privacy Policy at any time. You are encouraged to review
the terms of the Privacy Policy as posted on the Altova Web site from time to time.

(f) Audit Rights.  You agree that Altova may audit your use of the Software for compliance
with the terms of  this Agreement  at  any time, upon reasonable notice. In the event  that  such
audit reveals any use of the Software by you other than in full compliance with the terms of this
Agreement,  you  shall  reimburse  Altova  for  all  reasonable  expenses  related  to  such  audit  in
addition to any other liabilit ies you may incur as a result of such non- compliance.

(g) Notice  to  European  Users.   Please  note  that  the  information  as  described  in
paragraph 7(d) above may be transferred outside of the European Economic Area, for purposes of
processing, analysis, and review, by Altova, Inc., a company  located in  Beverly, Massachusetts,
U.S.A., or  its  subsidiaries  or  Altova’s  subsidiaries  or  divisions, or  authorized partners, located
worldwide. You are advised that  the United States uses a sectoral  model  of  privacy  protection
that  relies on a mix of  legislation, governmental  regulation, and self- regulation. You are further
advised that  the  Council  of  the  European  Union  has  found that  this  model  does  not  provide
" adequate"  privacy  protections  as  contemplated by  Article  25  of  the  European  Union's  Data
Directive. (Directive 95/ 46/ EC, 1995 O.J. (L 281) 31). Article 26 of  the European Union's Data
Directive allows for transfer of personal data from the European Union to a third country if  the
individual has unambiguously given his consent to the transfer of personal information, regardless
of  the third country's level  of  protection. By  agreeing to  this  Agreement, you  consent  to  the
transfer of all  such information to the United States and the processing of  that  information as
described in this Agreement and the Privacy Policy.

8.  TERM AND TERMINATION

This Agreement  may be terminated (a) by your giving Altova written notice of termination; (b) by
Altova, at  its  option, giving you  written  notice  of  termination  if  you  commit  a  breach  of  this
Agreement  and fail to cure such breach within ten (10) days after  notice from Altova; or  (c) at
the  request  of  an  authorized Altova reseller  in  the  event  that  you  fail  to  make  your  license
payment  or  other  monies due and payable. In addition  the  Agreement  governing your  use  of  a
previous version of  the  Software  that  you  have  upgraded or  updated is  terminated upon  your
acceptance of the terms and conditions of the Agreement accompanying such upgrade or update.
Upon  any  termination  of  the  Agreement,  you  must  cease  all  use  of  the  Software  that  this
Agreement  governs, destroy all  copies then in your  possession or  control  and take such other
actions as Altova may reasonably request  to ensure that  no copies of  the  Software  remain  in

http://www.altova.com/privacy
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your possession or control. The terms and conditions set forth in Sections 1(h), 1(i), 1(j), 1(k), 1(l),
2, 5, 7, 9, 10, 11, and 11 survive termination as applicable.

9.  RESTRICTED RIGHTS NOTICE AND EXPORT RESTRICTIONS 

The Software was developed entirely at  private expense and is  commercial  computer  software
provided with RESTRICTED RIGHTS. Use, duplication or disclosure by the U.S. Government  or
a U.S. Government  contractor  or  subcontractor  is subject  to the restrictions  set  forth  in  this
Agreement and as provided in FAR 12.211 and 12.212 (48 C.F.R. § 12.211 and 12.212) or DFARS
227.  7202  (48  C.F.R.  § 227- 7202)  as  applicable.  Consistent  with  the  above  as  applicable,
Commercial  Computer  Software  and  Commercial  Computer  Documentation  licensed  to  U.S.
government  end users only as commercial items and only with those rights as are granted to all
other  end users under  the terms and conditions  set  forth  in  this  Agreement. Manufacturer  is
Altova GmbH, Rudolfsplatz 13a/ 9, A- 1010  Vienna, Austria/ EU. You  may  not  use  or  otherwise
export  or re- export  the Software or  Documentation except  as authorized by United States law
and the laws of  the jurisdiction in which  the  Software  was  obtained. In  particular, but  without
limitation, the Software or  Documentation may not  be exported or  re- exported (i) into (or  to a
national  or  resident  of)  any  U.S.  embargoed  country  or  (ii)  to  anyone  on  the  U.S.  Treasury
Department's list  of Specially Designated Nationals or the U.S. Department  of Commerce's Table
of Denial Orders. By using the Software, you represent  and warrant  that  you are not  located in,
under control of, or a national or resident of any such country or on any such list.

10.  U.S. GOVERNMENT ENTITIES

Notwithstanding the foregoing, if you are an agency, instrumentality or department  of the federal
government of the United States, then this Agreement  shall be governed in accordance with the
laws of the United States of America, and in the absence of applicable federal law, the laws of the
Commonwealth of Massachusetts will apply. Further, and notwithstanding anything to the contrary
in this Agreement  (including but  not  limited to Section 5 (Indemnification)), all  claims, demands,
complaints and disputes  will  be  subject  to  the  Contract  Disputes  Act  (41  U.S.C. § § 7101  et
seq.), the Tucker Act (28 U.S.C. § 1346(a) and § 1491), or the Federal Tort  Claims Act  (28 U.S.C.
§ § 1346(b),  2401- 2402,  2671- 2672,  2674- 2680),  FAR  1.601(a)  and  43.102  (Contract
Modifications);  FAR  12.302(b),  as  applicable,  or  other  applicable  governing  authority.  For  the
avoidance of doubt, if you are an agency, instrumentality, or  department  of  the federal, state or
local  government  of  the U.S. or  a U.S. public  and accredited educational  institution, then  your
indemnification obligations are only applicable to the extent  they would not  cause you to violate
any applicable law (e.g., the Anti- Deficiency Act), and you have any legally required authorization
or authorizing statute.

11.  THIRD PARTY SOFTWARE

The Software may contain third party software which requires  notices  and/ or  additional  terms
and conditions. Such required third party software notices and/ or additional terms and conditions
are located at  our  Website at  http:/ / www.altova.com/ legal_3rdparty.html  and are made a part  of
and incorporated by reference into this Agreement. By accepting this Agreement, you are also
accepting the additional terms and conditions, if any, set forth therein.

12.  JURISDICTION, CHOICE OF LAW, AND VENUE

If you are located in the European Union and are using the Software in the European Union and
not  in the United States, then this Agreement  will be governed by and construed in accordance
with the laws of  the Republic  of  Austria (excluding its conflict  of  laws  principles  and the  U.N.
Convention  on  Contracts  for  the  International  Sale  of  Goods)  and  you  expressly  agree  that
exclusive jurisdiction for any claim or dispute with Altova or  relating in any way to your  use of
the Software resides  in  the  Handelsgericht, Wien  (Commercial  Court, Vienna)  and you  further
agree and expressly consent  to the exercise of personal jurisdiction in the Handelsgericht, Wien
(Commercial Court, Vienna) in connection with any such dispute or claim. 

If you are located in the United States or are using the Software in the United States then this
Agreement will be governed by and construed in accordance with the laws of the Commonwealth
of  Massachusetts, USA  (excluding its  conflict  of  laws  principles  and  the  U.N.  Convention  on
Contracts for the International Sale of Goods) and you expressly agree that  exclusive jurisdiction

http://www.altova.com/legal_3rdparty.html
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for any claim or dispute with Altova or relating in any way to your use of the Software resides in
the federal  or  state courts of  the Commonwealth of  Massachusetts and you further  agree and
expressly consent  to the exercise of  personal  jurisdiction in the federal  or  state courts of  the
Commonwealth of Massachusetts in connection with any such dispute or claim.

If  you are located outside of  the European Union or  the  United States  and are  not  using the
Software  in  the  United  States,  then  this  Agreement  will  be  governed  by  and  construed  in
accordance with the laws of the Republic of Austria (excluding its conflict  of laws principles and
the U.N. Convention on Contracts for the International  Sale of  Goods) and you expressly agree
that exclusive jurisdiction for any claim or dispute with Altova or relating in any way to your use
of the Software resides in the Handelsgericht, Wien (Commercial Court, Vienna) and you further
agree and expressly consent  to the exercise of personal jurisdiction in the Handelsgericht  Wien
(Commercial  Court, Vienna) in connection with any such dispute or  claim. This  Agreement  will
not be governed by the conflict of law rules of any jurisdiction or the United Nations Convention
on Contracts for the International Sale of Goods, the application of which is expressly excluded. 

13. TRANSLATIONS

Where Altova has provided you with a foreign translation of  the  English  language  version, you
agree that  the translation is provided for  your  convenience only and that  the English language
version will  control.  If  there is any contradiction between the English language  version  and a
translation, then the English language version shall take precedence.

14. GENERAL PROVISIONS

This Agreement  contains the entire agreement  and understanding of the parties with respect  to
the subject matter hereof, and supersedes all prior written and oral understandings of the parties
with respect  to the subject  matter hereof. Any notice or  other  communication given under  this
Agreement  shall be in writing and shall have been properly given by either  of  us to the other  if
sent  by  certified or  registered mail, return  receipt  requested,  or  by  overnight  courier  to  the
address shown on Altova’s Web site for  Altova and the address shown in Altova’s records for
you, or such other address as the parties may designate by notice given in the manner set  forth
above. This Agreement  will bind and inure to the benefit  of the parties and our respective heirs,
personal  and legal  representatives, affiliates, successors  and permitted assigns. The  failure  of
either of us at any time to require performance of any provision hereof shall in no manner affect
such party’s right at a later time to enforce the same or any other term of this Agreement. This
Agreement may be amended only by a document in writing signed by both of us. In the event  of a
breach or threatened breach of this Agreement by either party, the other shall have all applicable
equitable as well  as legal  remedies. Each party is duly authorized and empowered to enter  into
and perform this Agreement. If, for any reason, any provision of this Agreement  is held invalid or
otherwise unenforceable, such invalidity or unenforceability shall not  affect  the remainder of this
Agreement, and this  Agreement  shall  continue  in  full  force  and  effect  to  the  fullest  extent
allowed  by  law.  The  parties  knowingly  and  expressly  consent  to  the  foregoing  terms  and
conditions.

Last updated: 2015/ 09/ 03
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12 用語

この用語のセクションは MapForce に関連する用語のリストを含みます。
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12.1 C

コンポーネント

MapForce 内では、 "コンポーネント" という用語はデータの構造(スキーマ)またはデータがどのように変換(関数)されるかを
視覚的に表します。コンポーネントはすべてのマッピングを構築する中心的な役割を果たします。以下は、 MapForce コン
ポーネントの例です:

定数
フィルター
条件
関数コンポーネント
EDI ドキュメント (UN/EDIFACT、ANSI X12、HL7)
Excel 2007+ ファイル
単純型 入力コンポーネント
単純型 出力コンポーネント
スキーマおよびDTD

接続

接続とは2つのコネクタ間に描くことができる線です。接続を描くことにより、 MapForce にデータを特定の方法で変換する
ように命令します。 (例: XML ドキュメントからデータを読み込み、 他の XML ドキュメントに書き込みます)。

コネクタ

コンポーネント の左右に表示される小さな三角形です。コンポーネントの左に表示されるコネクタはそのコンポーネントのエント
リポイントを表します。コンポーネントの右に表示されるコネクタはそのコンポーネントからのデータの終了ポイントを表します。
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12.2 F

固定長フィールド (FLF)

データが習慣的に固定値を持つフィールドに分割される共通のテキストフォーマット。 (例: 行の最初の 5 文字がトランザク
ション ID を表し、次の 20 文字がトランザクションの詳細を表すなど)。

FlexText

FlexText とは MapForce によりサポートされる他のフォーマットに変換するには複雑な非標準またはレガシーテキストファ
イルからのデータを変換する MapForce Enterprise Edition 内のモジュールです。
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12.3 I

入力コンポーネント

入力コンポーネントは、単純型の値をマッピングにパスすることができる MapForce コンポーネントです。 入力コンポーネント
は通常ファイル名またはその他の文字列の値をランタイムにマッピングにパスするために使用されます。入力コンポーネントとソ
ースコンポーネントを混同しないように注意してください。 
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12.4 J

ジョインコンポーネント

ジョインコンポーネントは、カスタム定義条件をベースにしたマッピングの2つの構造をジョインすることができる
MapForce コンポーネント です。ジョイン機能は、共通のフィールド(ID などの)を共有する2つのソース構造からデ
ータを組み合わせる際に役にたちます。 詳細に関しては、以下を参照してください:
 データのジョイン。
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12.5 M

MapForce

MapForce は、プログラムコードを作成することなく視覚的なドラッグアンドドロップを使用するグラフィカルなユーザーインター
フェイスを用いデータを異なるデータ間、スキーマ間で変換する Windows ベースの多目的の IDE (統合された 開発環境
統合開発環境) です。 また、事実上、 MapForce は時際のデータ変換(またデータマッピング)を行うプログラムコードを生
成します。プログラムコードを生成しない場合、 (MapForce Professional または Enterprise Editionsで使用するこ
とのできる)MapForce 内蔵の変換言語  を実行します。 

マッピング

MapForce マッピングデザイン (または、略して "マッピング") は、データがどのように1つのフォーマットから他のフォーマットに
変換さえるかの視覚的な表現です。マッピングは、データ変換を行うための MapForce マッピングエリア内で1つのスキーマ
から他のスキーマに追加するコンポーネントから構成されています。  (例: XML ドキュメントを1つのスキーマから他のスキーマ
に変換)。有効なマッピングは、1つまたは複数のターゲットコンポーネントに接続されている、1つまたは複数の複数のソースコ
ンポーネントから構成されています。 マッピングを実行して、結果を直接 MapForce 内で確認することができます。 コード
を生成し、外部で実行することも可能です。 MapForce 実行可能ファイルにマッピングをコンパイルし、 MapForce
Server または FlowForce Server を使用してマッピングの実行を自動化することもできます。  MapForce は、マッピ
ングを .mfd の拡張子を持つファイルとして保存します。

MFF

 MapForce 関数ファイルのファイル名の拡張子

MFD

 MapForce デザインドキュメントのファイル名の拡張子 (マッピング)
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12.6 O

出力コンポーネント

出力コンポーネント (または "単純型出力") とは、マッピングから文字列の値を返すことを有効化する MapForce コンポー
ネントです。出力 コンポーネントは、1つのターゲットコンポーネント型のみをあらわしますが、後者と混同しないように注意して
ください。 
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12.7 P

parent-context

 min  max  avg  count などの MapForce 一部のコア集計関数 parent-context 任意の引数です。 複数の
階層的シーケンスを持つソースコンポーネントでは、 親コンテキストは、ノードのセットがどの関数上で操作されるかを決定しま
す。  



466 用語 S

(C) 2017 Altova GmbHAltova MapForce 2017 Basic Edition

12.8 S

ソース コンポーネント

ソースコンポーネントとは、 MapForce がデータを読み込む元のコンポーネントです。 マッピングを実行すると、ソースコンポー
ネントのコネクタにより与えられたデータを読み込み、必要とされる型に変換し、ターゲットコンポーネントのコネクタに送信しま
す。 
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12.9 T

ターゲットコンポーネント

ターゲットコンポーネントと MapForce はがデータを書き込むコンポーネントです。マッピング を実行すると、ターゲットコンポー
ネントは、外部プログラム内で更に処理するために MapForce にファイル(または複数のファイル)の生成、または結果を文
字列の値として出力するように命令します。ターゲットコンポーネントは、ソース コンポーネントの逆です。 
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.NET 拡張関数,

XSLT と XQuery, 432

インスタンスメソッド、インスタンスフィールド, 436

コンストラクター, 434

データ型変換、 .NET から XPath/ XQuery へ, 437

データ型変換、 XPath/ XQuery から .NET へ, 436

概要, 432

静的メソッド、静的フィールド, 435

.NET 内のXSLT と XQuery のための拡張機能,

.NET 拡張関数を参照する, 432

A
A から Z,

並べ替えコンポーネント, 151

abs,

MapForce 関数として(xpath2 | numeric 関数), 311

Altova XML パーサー,

について, 441

Altova エンジン,

Altova 製品内で, 441

Altova 拡張関数,

チャート関数 (チャート関数を参照), 378

Any,

xs:any, 210

ATTLIST,

DTD 名前空間 URI, 203

auto- number,

MapForce 関数として (コア | generator 関数), 277

avg,

MapForce 関数として (コア | aggregate 関数), 265

B
base- uri,

MapForce 関数として(xpath2 | accessors ライブラリ), 305

Bool,

false の場合の出力, 236

boolean,

MapForce 関数として (コア | conversion 関数), 269

C
CDATA, 208

ceiling,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 282

char- from- code,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 298

code- from- char,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 298

concat,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 298

contains,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 298

count,

MapForce 関数として(コア | aggregate 関数), 265

current,

MapForce 関数として(xslt | xslt 関数ライブラリ), 315

current- date,

MapForce 関数として(xpath2 | context 関数), 307

current- dateTime,

MapForce 関数として(xpath2 | context 関数), 307

current- time,

MapForce 関数として(xpath2 | context 関数), 307

D
default- collation,

MapForce 関数として(xpath2 | context 関数), 307

distinct- values,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 286

divide,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 282

document,

MapForce 関数として(xslt | xslt 関数ライブラリ), 315

DoTransform.bat,

RaptorXML Server を使用して実行, 321

DTD,

ソースとターゲット, 203
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E
element- available,

MapForce 関数として(xslt | xslt 関数ライブラリ), 315

equal,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 280

equal- or- greater,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 280

equal- or- less,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 280

exists,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 287

F
false,

MapForce 関数として(xpath2 | boolean 関数), 306

first- items,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 288

FlexText,

の定義, 460

FLF,

の定義, 460

floor,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 283

format- date,

MapForce 関数として (コア | conversion 関数), 269

format- dateTime,

MapForce 関数として (コア | conversion 関数), 270

format- number,

MapForce 関数として (コア | conversion 関数), 272

format- time,

MapForce 関数として (コア | conversion 関数), 274

function- available,

MapForce 関数として(xslt | xslt 関数ライブラリ), 316

G
generate- id,

MapForce 関数として(xslt | xslt 関数ライブラリ), 316

generate- sequence,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 288

get- fileext,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 275

get- folder,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 275

Globalresource.xml,

リソース 定義, 328

greater,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 280

group- adjacent,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 288

group- by,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 289

group- ending- with,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 290

group- into- blocks,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 290

group- starting- with,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 290

I
If- Else 条件,

マッピングに追加, 156

implicit- timezone,

MapForce 関数として(xpath2 | context 関数), 307

is- xsi- nil,

MapForce 関数として (コア | node 関数), 284

item- at,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 291

items- from- till,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 291

J
Java 拡張関数,

XSLT と XQuery, 424

インスタンスメソッド、インスタンスフィールド, 430

コンストラクター, 429

データ型変換、 J ava から XPath/ XQuery へ, 432

データ型変換、XPath/ XQuery から J ava へ, 431

ユーザー定義の J AR ファイル, 428

ユーザー定義のクラスファイル, 425

概要, 424

静的メソッド、静的フィールド, 429



(C) 2017 Altova GmbH

Index 471

L
last,

MapForce 関数として(xpath2 | context 関数), 307

last- items,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 291

less,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 280

logical- and,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 280

logical- not,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 281

logical- or,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 281

M
main- mfd- filepath,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 275

MapForce,

概要, 11

基本概念, 16

MapForce samples,

location on disk, 23

max,

MapForce 関数として (コア | aggregate 関数), 266

max- string,

MapForce 関数として (コア | aggregate 関数), 266

mfd,

ファイル拡張子として, 463

mfd- filepath,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 275

mff,

ファイル拡張子として, 463

mfp,

ファイル拡張子として, 463

mft,

ファイル拡張子として, 463

Microsoft SharePoint Server,

ファイルをコンポーネントとして追加, 60

min,

MapForce 関数として (コア | aggregate 関数), 266

min- string,

MapForce 関数として (コア | aggregate 関数), 267

modulus,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 283

msxsl:script, 438

multiply,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 283

N
nillable,

XML スキーマ内の属性として, 205

node- name,

MapForce 関数として (コア | node 関数), 284

MapForce 関数として(xpath2 | accessors ライブラリ), 305

node- name 関数, 170

代替の使用方法, 170

normalize- space,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 299

not- equal,

MapForce 関数として (コア | logical 関数), 281

not- exists,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 292

number,

MapForce 関数として (コア | conversion 関数), 274

O
OS,

Altova 製品のための, 441

P
parent- context,

の定義, 465

position,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 293

Q
QName サポート, 205
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R
RaptorXML Server,

変換の実行, 321

remove- fileext,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 275

remove- folder,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 276

replace- fileext,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 276

replicate- item,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 296

replicate- sequence,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 297

resolve- filepath,

MapForce 関数として (コア | file path 関数), 276

resolve- uri,

MapForce 関数として(in xpath2 | anyURI 関数), 305

round,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 283

round- half- to- even,

MapForce 関数として(xpath2 | numeric 関数), 311

round- precision,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 284

S
set- empty,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 297

set- xsi- nil,

MapForce 関数として (コア | node 関数), 285

skip- first- items,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 297

SQLite,

生成されたコード内でデータベースパスヲ絶対パスに変更
する, 106

starts- with,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 299

static- node- annotation,

MapForce 関数として (コア | node 関数), 286

static- node- name,

MapForce 関数として (コア | node 関数), 286

string,

MapForce 関数として (コア | conversion 関数), 274

MapForce 関数として(xpath2 | accessors ライブラリ), 305

string- join,

MapForce 関数として (コア | aggregate 関数), 267

string- length,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 299

substitute- missing,

MapForce 関数として (コア | sequence 関数), 297

substitute- missing- with- xsi- nil,

MapForce 関数として (コア | node 関数), 286

substring,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 299

substring- after,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 299

substring- before,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 300

subtract,

MapForce 関数として (コア | math 関数), 284

sum,

MapForce 関数として (コア | aggregate 関数), 268

system- property,

MapForce 関数として(xslt | xslt 関数ライブラリ), 316

T
tokenize,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 300

tokenize- by- length,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 301

tokenize- regexp,

MapForce 関数として (コア | string 関数), 303

translate (コア | string 関数),

MapForce 関数として, 304

true,

MapForce 関数として(xpath2 | boolean 関数), 306

Types,

派生した型 - xsi:type, 203

U
Unicode,

code point 照合, 151

Unicode のサポート,

Altova 製品内で, 442

unparsed- entity- uri,

MapForce 関数として(xslt | xslt 関数ライブラリ), 316

URI,
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URI,

DTD 内, 203

と QNames, 205

URL,

ファイルをコンポーネントとして追加, 60

V
Value- Map,

ルックアップテーブル, 162

ルックアップテーブル - プロパティ, 167

変更されていないデータをパス, 165

W
WebDAV Server,

ファイルをコンポーネントとして追加, 60

Windows,

Altova 製品のためのサポート, 441

X
XML から XML へ, 199

XML パーサー,

について, 441

XML ファイル,

単一の XML ソースから生成する, 130

XML 出力,

インスタンス ファイル名の変更, 199

エンコード設定の変更, 199

スキーマの変更, 199

作成 デジタル署名, 199

XML 宣言,

出力からの抑制, 199

XQuery,

拡張関数, 424

追加 カスタム関数, 260

XQuery プロセッサー,

Altova 製品内で, 441

xs: any (xs:anyAttribute), 210

xsi:nil,

XML インスタンス内の属性として, 205

xsi:type,

マッピング to 派生した型, 203

XSLT,

カスタム関数の削除, 257

カスタム関数の追加, 257

テンプレート名前空間, 257

拡張関数, 424

生成されたコードのプレビュー, 73

XSLT と XQuery　のためのJava 拡張関数,

J ava 拡張関数を参照する, 424

XSLT と XQuery のための拡張関数, 424

XSLT に対する MSXSL スクリプト, 438

XSLT プロセッサー,

Altova 製品内で, 441

XSLT/ XQuery 内のスクリプト,

拡張関数で参照する, 424

Z
Z to A,

sort コンポーネント, 151

アイテム,

不足している, 96

アプリケーション ワークフロー,

使用 グローバルリソース, 335

インスタンス,

ファイル参照をに変更する, 103

インターネットの使用,

Altova 製品内で, 442

インライン,

関数とコードサイズ, 231

インライン / 標準,

ユーザー定義関数, 231

エンコード設定,

XML 出力, 199

エンドユーザー使用許諾契約書, 443, 445

カスタム,

XQuery 関数, 260

キー,

並べ替えキー, 151

グローバルリソース, 329

コンポーネントへ割り当て, 330

ツールバー, 328

デフォルト 構成, 329

フォルダーとして, 333

プロパティ, 341

リソースファイルの定義, 329

ワークフロー, 335

ワークフローの開始, 339
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グローバルリソース, 329

構成のコピー, 329

定義ファイル, 328

有効化, 332

コード,

インライン 関数 & コードのサイズ, 231

コードポイント,

照合, 151

コネクタ,

の定義, 459

全てコピー, 115

コメント,

ターゲット ファイルに追加, 207

コンポーネント,

sort data, 151

アプリケーションメニューとして, 357

グローバルリソースの割り当て, 330

の定義, 459

マッピングに追加, 59

概要, 78

検索, 79

削除されたアイテム, 96

処理シーケンス, 189

整列, 80

設定の変更, 81

コンポーネントへグローバルリソースを, 330

サンプル,

再帰的 ユーザー定義 マッピング, 249

シーケンス,

処理コンポーネントの, 189

スキーマ,

generating for an XML ファイル, 199

と XML マッピング, 199

ファイル参照をに変更する, 103

再帰的要素, 249

セクション,

CDATA, 208

ソース コンポーネント,

の定義, 466

ソース優先,

-  混在コンテンツマッピング, 108

ソース優先接続,

通常 (ターゲット優先) 接続に対して, 114

ソフトウェア製品ライセンス, 445

ターゲットコンポーネント,

の定義, 467

ターゲット優先 マッピング, 108

ターゲット優先接続,

ソース優先接続に対して, 114

ツール,

アプリケーションメニューとして, 362

ツールバー,

グローバルリソース, 328

データのオーダー,

並べ替えコンポーネント, 151

データのパススルー,

value- map をスルー, 165

データの統合,

XML ファイルのマージ, 213

データの保持, 165

value- map の使用, 165

value- map をスルー, 165

テーブル,

ルックアップテーブル, 162

テーブルデータ,

並べ替え, 151

デジタル署名,

XML 出力の作成, 199

デフォルト,

構成 - グローバルリソース, 329

入力値, 236

ネストされた,

ユーザー定義関数, 236

ノード名,

データをマッピング, 170

パーサー,

Altova 製品に内蔵の, 441

パラメーター, 236

出力, 236

任意の, 236

バリデーター,

Altova 製品内で, 441

ファイル, 329

アプリケーションメニューとして, 353

グローバルリソース, 329

コンポーネントとしてのボタン, 81

コンポーネントのボタンとして, 125

リソース 構成の追加, 329

ファイル/文字列,

コンポーネントとしてのボタン, 81

コンポーネントのボタンとして, 125

ファイル: (デフォルト),

ルートノードの名前として, 125

ファイル: <dynamic>,

ルートノードの名前として, 125

ファイルパス,

生成されたコード内で, 106

相対と絶対, 103, 106
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ファイルパス,

破損した参照の修正, 105

ファイル名,

マッピング入力パラメーターとして提供する, 129

フィルター,

XML ファイルのマージ, 213

マッピングに追加, 156

全てコピー コネクタ, 115

フィルタリング,

コンポーネントからのデータ, 156

データベーステーブル, 156

フォルダー,

グローバルリソースとして, 333

プラットフォーム,

Altova 製品のための, 441

プロパティ,

value map テーブル, 167

ヘルプ,

アプリケーションメニューとして, 364

マークされたアイテム,

不足しているアイテム, 96

マージ,

XML ファイル, 213

マッピング,

ソース優先 - 混在コンテンツ, 108

の定義, 463

型優先, 115

検証, 62

作成, 59

処理シーケンス, 189

マッピング 出力,

として複数のファイルを生成する, 125, 128

マッピングメソッド,

ターゲット優先, 108

標準, 108

標準 / 混在 / 全てコピー, 108

マッピング入力,

としてカスタムファイル名を提供する, 129

として複数のファイルを提供する, 125, 127, 128

メモリ要件, 441

ユーザー定義, 236

bool = false の場合の出力, 236

ネストされた関数, 236

ルックアップ 関数, 232

関数 - インライン / 標準, 231

関数 - 標準, 232

関数 - 複合型, 240, 245

複合型 出力, 245

複合型入力, 241

ユーザー定義関数,

インポート, 224

パラメーターの順序に影響する, 224

開く, 224

再帰的, 251

再使用, 224

作成, 224

削除, 224

ライセンス, 445

情報, 443

ライセンス計測,

Altova 製品にて, 444

ライブラリ,

追加 XQuery 関数, 260

ライブラリウィンドウ,

内で関数を検索, 221
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